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平成１平成１平成１平成１９９９９年第年第年第年第２２２２回回回回    

美唄市議会美唄市議会美唄市議会美唄市議会定例定例定例定例会会議録会会議録会会議録会会議録    

平成１平成１平成１平成１９９９９年年年年６６６６月月月月１１１１９９９９日（日（日（日（火火火火曜日）曜日）曜日）曜日）    

午前１午前１午前１午前１００００時時時時００００００００分分分分    開議開議開議開議    

    

◎◎◎◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

    第１第１第１第１    会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名    

    第第第第２２２２    一般質問一般質問一般質問一般質問    

    

◎◎◎◎出席議員（出席議員（出席議員（出席議員（１１１１６６６６名）名）名）名）    

        議議議議    長長長長        林林林林            国国国国    夫夫夫夫    君君君君    

        副議長副議長副議長副議長        内馬場内馬場内馬場内馬場    克克克克    康康康康    君君君君    

            １番１番１番１番        吉吉吉吉    岡岡岡岡    文文文文    子子子子    君君君君    

            ２番２番２番２番        森森森森    川川川川            明明明明    君君君君    

            ３３３３番番番番        五五五五    十十十十    嵐嵐嵐嵐    聡聡聡聡    君君君君    

            ４番４番４番４番        高高高高    橋橋橋橋    幹幹幹幹    夫夫夫夫    君君君君    

            ５番５番５番５番        奥奥奥奥    山山山山    裕裕裕裕    章章章章    君君君君    

            ６６６６番番番番        阿阿阿阿    部部部部    義義義義    一一一一    君君君君    

            ７７７７番番番番        長谷川長谷川長谷川長谷川    吉吉吉吉    春春春春    君君君君    

            ８８８８番番番番        米米米米    田田田田    良良良良    克克克克    君君君君    

            ９９９９番番番番        白白白白    木木木木    優優優優    志志志志    君君君君    

        １０１０１０１０番番番番        小小小小    関関関関    勝勝勝勝    教教教教    君君君君    

        １１１１１１１１番番番番        土土土土    井井井井    敏敏敏敏    興興興興    君君君君    

        １２１２１２１２番番番番        本本本本    郷郷郷郷    幸幸幸幸    治治治治    君君君君    

        １３番１３番１３番１３番        紫紫紫紫    藤藤藤藤    政政政政    則則則則    君君君君    

        １５番１５番１５番１５番        谷谷谷谷    村村村村    孝孝孝孝    一一一一    君君君君    

    

◎◎◎◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

    市市市市                    長長長長        桜桜桜桜    井井井井    道道道道    夫夫夫夫    君君君君    

    副副副副        市市市市        長長長長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    昭昭昭昭    雄雄雄雄    君君君君    

    総総総総    務務務務    部部部部    長長長長        板板板板    東東東東    知知知知    文文文文    君君君君    

    市市市市    民民民民    部部部部    長長長長        岩岩岩岩    本本本本    良良良良    一一一一    君君君君    

    保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所長長長長        中中中中    川川川川    直直直直    紀紀紀紀    君君君君    

    商工交流部商工交流部商工交流部商工交流部長長長長        酒酒酒酒    巻巻巻巻            進進進進    君君君君    

    農農農農    政政政政    部部部部    長長長長        林林林林            信信信信    孝孝孝孝    君君君君    

    都市整備部都市整備部都市整備部都市整備部長長長長        加加加加    藤藤藤藤            誠誠誠誠    君君君君    

    市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局長長長長        三三三三    谷谷谷谷    純純純純    一一一一    君君君君    

    消消消消        防防防防        長長長長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    賢賢賢賢    治治治治    君君君君    

    総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長        市市市市    川川川川    厚厚厚厚    記記記記    君君君君    

    総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係長長長長        村村村村    上上上上    孝孝孝孝    徳徳徳徳    君君君君    

    

    教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員長長長長        阿阿阿阿    部部部部            稔稔稔稔    君君君君    

    教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育長長長長        村村村村    上上上上    忠忠忠忠    雄雄雄雄    君君君君    

    教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長        安安安安    田田田田    昌昌昌昌    彰彰彰彰    君君君君    

    

    選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員長長長長        熊熊熊熊    野野野野    宗宗宗宗    男男男男    君君君君    

    選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局長長長長        大大大大    道道道道    良良良良    裕裕裕裕    君君君君    

    

    農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    博博博博    道道道道    君君君君    

    農業委員会農業委員会農業委員会農業委員会事務局事務局事務局事務局長長長長        山山山山    崎崎崎崎    一一一一    広広広広    君君君君    

    

    監監監監    査査査査    委委委委    員員員員        川川川川    村村村村    英英英英    昭昭昭昭    君君君君    

    監査事務局監査事務局監査事務局監査事務局長長長長        嵯嵯嵯嵯    峨峨峨峨    和和和和    樹樹樹樹    君君君君    

    

◎◎◎◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

    事事事事    務務務務    局局局局    長長長長        藤藤藤藤    井井井井    英英英英    昭昭昭昭    君君君君    

    次次次次                    長長長長        和和和和    田田田田    友友友友    子子子子    君君君君    

    総総総総    務務務務    係係係係    長長長長        濱濱濱濱    砂砂砂砂    邦邦邦邦    昭昭昭昭    君君君君    

    

午前１午前１午前１午前１００００時時時時００００００００分分分分    開議開議開議開議    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開

きますきますきますきます。。。。    

    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。    

９番９番９番９番    白木優志議員白木優志議員白木優志議員白木優志議員    

10101010番番番番    小関勝教議員小関勝教議員小関勝教議員小関勝教議員    

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。    
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●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２、一般質、一般質、一般質、一般質

問問問問に入ります。に入ります。に入ります。に入ります。    

    発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。    

    ８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。    

●８番米田良克議員（登壇）●８番米田良克議員（登壇）●８番米田良克議員（登壇）●８番米田良克議員（登壇）    2007200720072007 年第２回年第２回年第２回年第２回

定例会に定例会に定例会に定例会にああああたり、私はたり、私はたり、私はたり、私は、、、、市長並びに教育長に市長並びに教育長に市長並びに教育長に市長並びに教育長に

質問をさせていただきます。質問をさせていただきます。質問をさせていただきます。質問をさせていただきます。    

    大綱の１点目は大綱の１点目は大綱の１点目は大綱の１点目は、、、、住基ネット裁判・大阪高住基ネット裁判・大阪高住基ネット裁判・大阪高住基ネット裁判・大阪高

裁判決についてであります。裁判決についてであります。裁判決についてであります。裁判決についてであります。    

    これは、大阪高裁で箕面これは、大阪高裁で箕面これは、大阪高裁で箕面これは、大阪高裁で箕面市市市市とそれから周辺とそれから周辺とそれから周辺とそれから周辺

のまちの住民４人が訴えを起こしていた、住のまちの住民４人が訴えを起こしていた、住のまちの住民４人が訴えを起こしていた、住のまちの住民４人が訴えを起こしていた、住

基ネットから自分の名前を基ネットから自分の名前を基ネットから自分の名前を基ネットから自分の名前を外外外外してもらいたいしてもらいたいしてもらいたいしてもらいたい

という訴えに対して、大阪高等裁判所はという訴えに対して、大阪高等裁判所はという訴えに対して、大阪高等裁判所はという訴えに対して、大阪高等裁判所は、、、、そそそそ

の訴えは妥当だという判断をしたわけです。の訴えは妥当だという判断をしたわけです。の訴えは妥当だという判断をしたわけです。の訴えは妥当だという判断をしたわけです。

それで、箕面市の場合はそれで、箕面市の場合はそれで、箕面市の場合はそれで、箕面市の場合は、、、、市長がその判決を市長がその判決を市長がその判決を市長がその判決を

受け入れるという受け入れるという受け入れるという受け入れるという判断をいたしました。判断をいたしました。判断をいたしました。判断をいたしました。    

    したがってしたがってしたがってしたがって、、、、箕面市については箕面市については箕面市については箕面市については、、、、判決判決判決判決がががが確確確確

定をしたということで、その後定をしたということで、その後定をしたということで、その後定をしたということで、その後、、、、原告の市民原告の市民原告の市民原告の市民

の名前をの名前をの名前をの名前を、、、、住基ネットから住基ネットから住基ネットから住基ネットから外す外す外す外す手続手続手続手続ききききに入るに入るに入るに入る

ための検討を市の中でやっている。結果、細ための検討を市の中でやっている。結果、細ための検討を市の中でやっている。結果、細ための検討を市の中でやっている。結果、細

かいことは私は承知をしておりませんけれどかいことは私は承知をしておりませんけれどかいことは私は承知をしておりませんけれどかいことは私は承知をしておりませんけれど

も、こうも、こうも、こうも、こういう所がいう所がいう所がいう所が出てきたということです。出てきたということです。出てきたということです。出てきたということです。    

    このことは、やはりこのことは、やはりこのことは、やはりこのことは、やはり今年の今年の今年の今年の８月で本格実施８月で本格実施８月で本格実施８月で本格実施

４年になりますが、この住民基本台帳ネット４年になりますが、この住民基本台帳ネット４年になりますが、この住民基本台帳ネット４年になりますが、この住民基本台帳ネット

ワークというシステムがワークというシステムがワークというシステムがワークというシステムが、、、、全国の国民データ全国の国民データ全国の国民データ全国の国民データ

をををを、、、、一括管理を国が行っていくと。そして、一括管理を国が行っていくと。そして、一括管理を国が行っていくと。そして、一括管理を国が行っていくと。そして、

そのことによる利便が国民に広く及ぶんだとそのことによる利便が国民に広く及ぶんだとそのことによる利便が国民に広く及ぶんだとそのことによる利便が国民に広く及ぶんだと

こういう考え方でこういう考え方でこういう考え方でこういう考え方で、、、、総務省が中心になって進総務省が中心になって進総務省が中心になって進総務省が中心になって進

めておりめておりめておりめておりまままますけれども、このことの問題点がすけれども、このことの問題点がすけれども、このことの問題点がすけれども、このことの問題点が、、、、

やはりスターやはりスターやはりスターやはりスタートトトト当初からいくつか指摘されて当初からいくつか指摘されて当初からいくつか指摘されて当初からいくつか指摘されて

きている問題です。きている問題です。きている問題です。きている問題です。それがそれがそれがそれが、、、、全国的にはたく全国的にはたく全国的にはたく全国的にはたく

さんの裁判が起こされていて、原告側さんの裁判が起こされていて、原告側さんの裁判が起こされていて、原告側さんの裁判が起こされていて、原告側がががが勝つ勝つ勝つ勝つ

という裁判は余りありません。金沢地裁の判という裁判は余りありません。金沢地裁の判という裁判は余りありません。金沢地裁の判という裁判は余りありません。金沢地裁の判

決と、それから決と、それから決と、それから決と、それから、、、、この今回の大阪のこの今回の大阪のこの今回の大阪のこの今回の大阪の高裁高裁高裁高裁判決。判決。判決。判決。

あとは大体あとは大体あとは大体あとは大体、、、、原告敗訴という裁判結果が多い原告敗訴という裁判結果が多い原告敗訴という裁判結果が多い原告敗訴という裁判結果が多い

わけですけれども、この箕面わけですけれども、この箕面わけですけれども、この箕面わけですけれども、この箕面市市市市の場合はの場合はの場合はの場合は、、、、具具具具

体的に体的に体的に体的に、、、、住民の訴えを起こした人の分につい住民の訴えを起こした人の分につい住民の訴えを起こした人の分につい住民の訴えを起こした人の分につい

てはてはてはては、、、、住基ネットから外すという措置に市長住基ネットから外すという措置に市長住基ネットから外すという措置に市長住基ネットから外すという措置に市長

が踏み切ったということです。が踏み切ったということです。が踏み切ったということです。が踏み切ったということです。    

    ところが、これがところが、これがところが、これがところが、これがなかなかなかなかなかなかなかなか簡単にいかない簡単にいかない簡単にいかない簡単にいかない

ということです。実務に入ってみたところ、ということです。実務に入ってみたところ、ということです。実務に入ってみたところ、ということです。実務に入ってみたところ、

それはそれはそれはそれは、、、、簡単にできることではないというこ簡単にできることではないというこ簡単にできることではないというこ簡単にできることではないというこ

ととととらしいらしいらしいらしいです。ただ、箕面の市長はです。ただ、箕面の市長はです。ただ、箕面の市長はです。ただ、箕面の市長は、、、、原告の、原告の、原告の、原告の、

これは４名の方ですけれども、その方だけのこれは４名の方ですけれども、その方だけのこれは４名の方ですけれども、その方だけのこれは４名の方ですけれども、その方だけの

名前を外すということではなく、希望される名前を外すということではなく、希望される名前を外すということではなく、希望される名前を外すということではなく、希望される

市民については市民については市民については市民については、、、、住基ネットから外していこ住基ネットから外していこ住基ネットから外していこ住基ネットから外していこ

うという考え方をはっきりと打ち出して、市うという考え方をはっきりと打ち出して、市うという考え方をはっきりと打ち出して、市うという考え方をはっきりと打ち出して、市

で検討委員会をつくって、そこで専門家を入で検討委員会をつくって、そこで専門家を入で検討委員会をつくって、そこで専門家を入で検討委員会をつくって、そこで専門家を入

れて検討をれて検討をれて検討をれて検討をいまいまいまいましているところです。しているところです。しているところです。しているところです。    

    ですから私はですから私はですから私はですから私は、、、、この発足当初からこの発足当初からこの発足当初からこの発足当初から、、、、このシこのシこのシこのシ

ステムについては賛成できないということをステムについては賛成できないということをステムについては賛成できないということをステムについては賛成できないということを

申し上げてきていますが、こういう箕面申し上げてきていますが、こういう箕面申し上げてきていますが、こういう箕面申し上げてきていますが、こういう箕面市市市市のののの

状況を踏まえてみて、それで市長としてど状況を踏まえてみて、それで市長としてど状況を踏まえてみて、それで市長としてど状況を踏まえてみて、それで市長としてどのののの

よよよような判断をされるのか、そのことをお尋ねうな判断をされるのか、そのことをお尋ねうな判断をされるのか、そのことをお尋ねうな判断をされるのか、そのことをお尋ね

をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。をしたいと思います。    

    それから２つ目の問題として、自治体からそれから２つ目の問題として、自治体からそれから２つ目の問題として、自治体からそれから２つ目の問題として、自治体から

の個人情報の漏洩の個人情報の漏洩の個人情報の漏洩の個人情報の漏洩の問題の問題の問題の問題についてお尋ねをについてお尋ねをについてお尋ねをについてお尋ねをいいいい

たします。たします。たします。たします。    

    質問で提出をいたしましたのは、愛南町の質問で提出をいたしましたのは、愛南町の質問で提出をいたしましたのは、愛南町の質問で提出をいたしましたのは、愛南町の

ケースケースケースケースについてについてについてについてです。これは愛媛県の愛南町です。これは愛媛県の愛南町です。これは愛媛県の愛南町です。これは愛媛県の愛南町

というところです。これは４町１村、これがというところです。これは４町１村、これがというところです。これは４町１村、これがというところです。これは４町１村、これが

合併をいたしまして、新しい愛南町という自合併をいたしまして、新しい愛南町という自合併をいたしまして、新しい愛南町という自合併をいたしまして、新しい愛南町という自

治体ができた。それで、電算データをそろえ治体ができた。それで、電算データをそろえ治体ができた。それで、電算データをそろえ治体ができた。それで、電算データをそろえ

なければいけないということで、業者に委託なければいけないということで、業者に委託なければいけないということで、業者に委託なければいけないということで、業者に委託

をしてをしてをしてをして仕事を仕事を仕事を仕事をやってもらったんです。やってもらったんです。やってもらったんです。やってもらったんです。    

    契約では契約では契約では契約では、、、、委託をした業者が仕事をすると委託をした業者が仕事をすると委託をした業者が仕事をすると委託をした業者が仕事をすると

いう契約であったいう契約であったいう契約であったいう契約であったののののですけれども、それがですけれども、それがですけれども、それがですけれども、それが、、、、
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受けた業者がさらに別な業者に委託をしたん受けた業者がさらに別な業者に委託をしたん受けた業者がさらに別な業者に委託をしたん受けた業者がさらに別な業者に委託をしたん

でででです。再委託を受けた業者の社員が、個人のす。再委託を受けた業者の社員が、個人のす。再委託を受けた業者の社員が、個人のす。再委託を受けた業者の社員が、個人の

パソコンにデータを入れて持ち帰った。そこパソコンにデータを入れて持ち帰った。そこパソコンにデータを入れて持ち帰った。そこパソコンにデータを入れて持ち帰った。そこ

からからからから、、、、住民のデータがそっくり住民のデータがそっくり住民のデータがそっくり住民のデータがそっくり、、、、WinnyWinnyWinnyWinny によによによによ

って流出してしまったという事件です。って流出してしまったという事件です。って流出してしまったという事件です。って流出してしまったという事件です。    

    ところがところがところがところが、、、、これが報道されたりしたのこれが報道されたりしたのこれが報道されたりしたのこれが報道されたりしたのがががが５５５５

月月月月 17171717 日ですけれども、実は再委託を受けたの日ですけれども、実は再委託を受けたの日ですけれども、実は再委託を受けたの日ですけれども、実は再委託を受けたの

は山口県の業者ですけれども、そこはは山口県の業者ですけれども、そこはは山口県の業者ですけれども、そこはは山口県の業者ですけれども、そこは、、、、そうそうそうそう

いう仕事をするところですから、いくつものいう仕事をするところですから、いくつものいう仕事をするところですから、いくつものいう仕事をするところですから、いくつもの

まちから同様の業務委託を受けているわけでまちから同様の業務委託を受けているわけでまちから同様の業務委託を受けているわけでまちから同様の業務委託を受けているわけで

す。それらがいくつも流れ出たという問題にす。それらがいくつも流れ出たという問題にす。それらがいくつも流れ出たという問題にす。それらがいくつも流れ出たという問題に

広がったわけです。広がったわけです。広がったわけです。広がったわけです。    

    長崎県の対馬市ですとか、それから秋田県長崎県の対馬市ですとか、それから秋田県長崎県の対馬市ですとか、それから秋田県長崎県の対馬市ですとか、それから秋田県

北秋田市とか、こ北秋田市とか、こ北秋田市とか、こ北秋田市とか、このよのよのよのように場所が１カ所の地うに場所が１カ所の地うに場所が１カ所の地うに場所が１カ所の地

域に限られ域に限られ域に限られ域に限られない、しかも今回の流出は、住基ない、しかも今回の流出は、住基ない、しかも今回の流出は、住基ない、しかも今回の流出は、住基

ネットのデータがネットのデータがネットのデータがネットのデータがそっくり流出するという形そっくり流出するという形そっくり流出するという形そっくり流出するという形

になりますから、国民１人ひとりにつけられになりますから、国民１人ひとりにつけられになりますから、国民１人ひとりにつけられになりますから、国民１人ひとりにつけられ

ているているているている 11111111 桁の個人番号、これがついたものが桁の個人番号、これがついたものが桁の個人番号、これがついたものが桁の個人番号、これがついたものが

そっくり流れ出ているわけです。そっくり流れ出ているわけです。そっくり流れ出ているわけです。そっくり流れ出ているわけです。    

    そうすると、これは悪用できるんです。番そうすると、これは悪用できるんです。番そうすると、これは悪用できるんです。番そうすると、これは悪用できるんです。番

号、名前そして生年月日、住所というふうに号、名前そして生年月日、住所というふうに号、名前そして生年月日、住所というふうに号、名前そして生年月日、住所というふうに

一連でわかるわけですから、これやはり大変一連でわかるわけですから、これやはり大変一連でわかるわけですから、これやはり大変一連でわかるわけですから、これやはり大変

なななな事態事態事態事態だと思います。北海道の斜里町の場合だと思います。北海道の斜里町の場合だと思います。北海道の斜里町の場合だと思います。北海道の斜里町の場合

は、そういう中身ではなかったです。斜里町は、そういう中身ではなかったです。斜里町は、そういう中身ではなかったです。斜里町は、そういう中身ではなかったです。斜里町

も昨年データの流出があったわけですけれども昨年データの流出があったわけですけれども昨年データの流出があったわけですけれども昨年データの流出があったわけですけれど

も。も。も。も。    

    こういう問題が起こってくるということは、こういう問題が起こってくるということは、こういう問題が起こってくるということは、こういう問題が起こってくるということは、

ネットワークシステムのセキュリティは完璧ネットワークシステムのセキュリティは完璧ネットワークシステムのセキュリティは完璧ネットワークシステムのセキュリティは完璧

であると、したがってそういう事故は起きなであると、したがってそういう事故は起きなであると、したがってそういう事故は起きなであると、したがってそういう事故は起きな

いんですということを総務省は言い続けてきいんですということを総務省は言い続けてきいんですということを総務省は言い続けてきいんですということを総務省は言い続けてき

たわけですけれども、決してそうではないんたわけですけれども、決してそうではないんたわけですけれども、決してそうではないんたわけですけれども、決してそうではないん

です。結局です。結局です。結局です。結局、、、、所詮機械を扱うのは人間であり所詮機械を扱うのは人間であり所詮機械を扱うのは人間であり所詮機械を扱うのは人間であり

ますから、その人間のうっかりとか失敗とかますから、その人間のうっかりとか失敗とかますから、その人間のうっかりとか失敗とかますから、その人間のうっかりとか失敗とか

あるいは故意とか、そういうものによって住あるいは故意とか、そういうものによって住あるいは故意とか、そういうものによって住あるいは故意とか、そういうものによって住

民のデータが流出をするということは十分に民のデータが流出をするということは十分に民のデータが流出をするということは十分に民のデータが流出をするということは十分に

あり得る。今回のケースでは課税のデータまあり得る。今回のケースでは課税のデータまあり得る。今回のケースでは課税のデータまあり得る。今回のケースでは課税のデータま

で流れているわけです。税金をかける人の名で流れているわけです。税金をかける人の名で流れているわけです。税金をかける人の名で流れているわけです。税金をかける人の名

前、税額、あるいは口座引落の口座番号まで前、税額、あるいは口座引落の口座番号まで前、税額、あるいは口座引落の口座番号まで前、税額、あるいは口座引落の口座番号まで

載載載載っている。これがインタっている。これがインタっている。これがインタっている。これがインターーーーネット上にちらネット上にちらネット上にちらネット上にちら

ほら出ているわけです。やはり信じがたい事ほら出ているわけです。やはり信じがたい事ほら出ているわけです。やはり信じがたい事ほら出ているわけです。やはり信じがたい事

態が起きているということです。態が起きているということです。態が起きているということです。態が起きているということです。    

    ですから、これらも兼ねて私はですから、これらも兼ねて私はですから、これらも兼ねて私はですから、これらも兼ねて私は、、、、このシスこのシスこのシスこのシス

テムについては多額の経費をかける割に、住テムについては多額の経費をかける割に、住テムについては多額の経費をかける割に、住テムについては多額の経費をかける割に、住

民の受けるメリットはさっぱりないというこ民の受けるメリットはさっぱりないというこ民の受けるメリットはさっぱりないというこ民の受けるメリットはさっぱりないというこ

とを指摘とを指摘とを指摘とを指摘しししし続けてきました。ですからこの裁続けてきました。ですからこの裁続けてきました。ですからこの裁続けてきました。ですからこの裁

判、全国的にはもう一度しっかりと判、全国的にはもう一度しっかりと判、全国的にはもう一度しっかりと判、全国的にはもう一度しっかりと見直しを見直しを見直しを見直しを

して、して、して、して、本当にこれが必要なものなのかどうか本当にこれが必要なものなのかどうか本当にこれが必要なものなのかどうか本当にこれが必要なものなのかどうか

ということをということをということをということを、、、、考えなければならない問題で考えなければならない問題で考えなければならない問題で考えなければならない問題で

はないのかなと。このデータ流失について、はないのかなと。このデータ流失について、はないのかなと。このデータ流失について、はないのかなと。このデータ流失について、

市長のお考えをお聞きしたいです。市長のお考えをお聞きしたいです。市長のお考えをお聞きしたいです。市長のお考えをお聞きしたいです。    

    ただ、きのうの新聞だったでしょうか、いただ、きのうの新聞だったでしょうか、いただ、きのうの新聞だったでしょうか、いただ、きのうの新聞だったでしょうか、い

ま年金行方不明問題が非常に大きな問題になま年金行方不明問題が非常に大きな問題になま年金行方不明問題が非常に大きな問題になま年金行方不明問題が非常に大きな問題にな

っています。これで社会保障番号、そういうっています。これで社会保障番号、そういうっています。これで社会保障番号、そういうっています。これで社会保障番号、そういう

新たな制度を全国民につくって、新しい番新たな制度を全国民につくって、新しい番新たな制度を全国民につくって、新しい番新たな制度を全国民につくって、新しい番号号号号

をつけてカードを持ってもらって、それにデをつけてカードを持ってもらって、それにデをつけてカードを持ってもらって、それにデをつけてカードを持ってもらって、それにデ

ータを入れていくということを考え出して、ータを入れていくということを考え出して、ータを入れていくということを考え出して、ータを入れていくということを考え出して、

これが厚生労働省のほうのサイドこれが厚生労働省のほうのサイドこれが厚生労働省のほうのサイドこれが厚生労働省のほうのサイドです。です。です。です。    

    そしたら総務省は、住基カードを使うそしたら総務省は、住基カードを使うそしたら総務省は、住基カードを使うそしたら総務省は、住基カードを使うののののがががが

いいということを言い出してきた。住基カーいいということを言い出してきた。住基カーいいということを言い出してきた。住基カーいいということを言い出してきた。住基カー

ドについては鳴り物入りで宣伝をしていますドについては鳴り物入りで宣伝をしていますドについては鳴り物入りで宣伝をしていますドについては鳴り物入りで宣伝をしています

が、まだ全国的には国民の１％まで普及をしが、まだ全国的には国民の１％まで普及をしが、まだ全国的には国民の１％まで普及をしが、まだ全国的には国民の１％まで普及をし

ない。ない。ない。ない。0.750.750.750.75％ぐらい％ぐらい％ぐらい％ぐらいですですですですか、そのぐらいしかか、そのぐらいしかか、そのぐらいしかか、そのぐらいしか

普及していない。美唄の場合は大体普及していない。美唄の場合は大体普及していない。美唄の場合は大体普及していない。美唄の場合は大体 0.40.40.40.4％ぐ％ぐ％ぐ％ぐ

らいの普及率です。らいの普及率です。らいの普及率です。らいの普及率です。    

    ですから、この際は年金問題に乗っかってですから、この際は年金問題に乗っかってですから、この際は年金問題に乗っかってですから、この際は年金問題に乗っかって

住基ネットをひとつ国民の間に普及させよう住基ネットをひとつ国民の間に普及させよう住基ネットをひとつ国民の間に普及させよう住基ネットをひとつ国民の間に普及させよう

というのがというのがというのがというのが、、、、どうも総務省の意図のようですどうも総務省の意図のようですどうも総務省の意図のようですどうも総務省の意図のようです

けれどけれどけれどけれども、これは本来の設置した意図とはまも、これは本来の設置した意図とはまも、これは本来の設置した意図とはまも、これは本来の設置した意図とはま
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ったく違っている問題ですから、私は火事場ったく違っている問題ですから、私は火事場ったく違っている問題ですから、私は火事場ったく違っている問題ですから、私は火事場

泥棒みたいな泥棒みたいな泥棒みたいな泥棒みたいな、、、、そういう考え方はやめてもらそういう考え方はやめてもらそういう考え方はやめてもらそういう考え方はやめてもら

って、住基ネットはやはり住基ネットとしてって、住基ネットはやはり住基ネットとしてって、住基ネットはやはり住基ネットとしてって、住基ネットはやはり住基ネットとして

どうなのかという検討を加えるべきだと思っどうなのかという検討を加えるべきだと思っどうなのかという検討を加えるべきだと思っどうなのかという検討を加えるべきだと思っ

ていることをていることをていることをていることをちょっとちょっとちょっとちょっと付け加えさせていただ付け加えさせていただ付け加えさせていただ付け加えさせていただ

きます。きます。きます。きます。    

    それでそれでそれでそれで、、、、３つ目の美唄市の判断ということ３つ目の美唄市の判断ということ３つ目の美唄市の判断ということ３つ目の美唄市の判断ということ

ですですですですが、いまも申し上げましたけれども、こが、いまも申し上げましたけれども、こが、いまも申し上げましたけれども、こが、いまも申し上げましたけれども、こ

れらの事態、自治体が住民の意向によって住れらの事態、自治体が住民の意向によって住れらの事態、自治体が住民の意向によって住れらの事態、自治体が住民の意向によって住

基ネットへの名前を載せることを任意でやる、基ネットへの名前を載せることを任意でやる、基ネットへの名前を載せることを任意でやる、基ネットへの名前を載せることを任意でやる、

あるいはやらないということを認めようとあるいはやらないということを認めようとあるいはやらないということを認めようとあるいはやらないということを認めようといいいい

うううう判断が出てきたということですとか、ある判断が出てきたということですとか、ある判断が出てきたということですとか、ある判断が出てきたということですとか、ある

いはいはいはいは、、、、予測し得ない事態のデ予測し得ない事態のデ予測し得ない事態のデ予測し得ない事態のデータ流失によっータ流失によっータ流失によっータ流失によっ

てててて、、、、非常に大きな被害が出てくるおそれが非常に大きな被害が出てくるおそれが非常に大きな被害が出てくるおそれが非常に大きな被害が出てくるおそれがああああ

るということです。これらの問題をどるということです。これらの問題をどるということです。これらの問題をどるということです。これらの問題をどのよのよのよのようううう

に美唄としてお考えになるかということです。に美唄としてお考えになるかということです。に美唄としてお考えになるかということです。に美唄としてお考えになるかということです。

私は私は私は私は、、、、美唄独自の判断として、しばらく住基美唄独自の判断として、しばらく住基美唄独自の判断として、しばらく住基美唄独自の判断として、しばらく住基

ネットは見合わせたほうがいいかなと、そうネットは見合わせたほうがいいかなと、そうネットは見合わせたほうがいいかなと、そうネットは見合わせたほうがいいかなと、そう

いうことも必要でないかと思うんですけれどいうことも必要でないかと思うんですけれどいうことも必要でないかと思うんですけれどいうことも必要でないかと思うんですけれど

も、その辺の市長の判断をお尋ねをしたいとも、その辺の市長の判断をお尋ねをしたいとも、その辺の市長の判断をお尋ねをしたいとも、その辺の市長の判断をお尋ねをしたいと

思います。思います。思います。思います。    

    なお、ちょっと申し添えますが、愛南町のなお、ちょっと申し添えますが、愛南町のなお、ちょっと申し添えますが、愛南町のなお、ちょっと申し添えますが、愛南町の

ケースですと、住民の住基ネットのデータがケースですと、住民の住基ネットのデータがケースですと、住民の住基ネットのデータがケースですと、住民の住基ネットのデータが

そっくり流れそっくり流れそっくり流れそっくり流れ出出出出たわけですから、番号を全部たわけですから、番号を全部たわけですから、番号を全部たわけですから、番号を全部

直ちに付け替えるという作業をやれば、被害直ちに付け替えるという作業をやれば、被害直ちに付け替えるという作業をやれば、被害直ちに付け替えるという作業をやれば、被害

を最小限にとどめることができるんです。とを最小限にとどめることができるんです。とを最小限にとどめることができるんです。とを最小限にとどめることができるんです。と

ころころころころが、総務省はそれはやらないということが、総務省はそれはやらないということが、総務省はそれはやらないということが、総務省はそれはやらないということ

をををを長長長長に指導しているわけです。ですから愛南に指導しているわけです。ですから愛南に指導しているわけです。ですから愛南に指導しているわけです。ですから愛南

町もそれはできませんと、申し出があった町町もそれはできませんと、申し出があった町町もそれはできませんと、申し出があった町町もそれはできませんと、申し出があった町

民の分だけは番号を付け替えますと民の分だけは番号を付け替えますと民の分だけは番号を付け替えますと民の分だけは番号を付け替えますという対応いう対応いう対応いう対応

です。です。です。です。    

    これもまったく理解できない中身です。住これもまったく理解できない中身です。住これもまったく理解できない中身です。住これもまったく理解できない中身です。住

民に何の責任もなく、データ流失が起きたに民に何の責任もなく、データ流失が起きたに民に何の責任もなく、データ流失が起きたに民に何の責任もなく、データ流失が起きたに

もかかわらず、自分が被害を受けたくなかっもかかわらず、自分が被害を受けたくなかっもかかわらず、自分が被害を受けたくなかっもかかわらず、自分が被害を受けたくなかっ

たらたらたらたら自分で自分で自分で自分で申請して番号を変えなさいとそう申請して番号を変えなさいとそう申請して番号を変えなさいとそう申請して番号を変えなさいとそう

いう対応を政府がしているということは、極いう対応を政府がしているということは、極いう対応を政府がしているということは、極いう対応を政府がしているということは、極

めて疑問な部分だめて疑問な部分だめて疑問な部分だめて疑問な部分だななななと思います。そのこともと思います。そのこともと思います。そのこともと思います。そのことも

指摘しておきたいと思います。指摘しておきたいと思います。指摘しておきたいと思います。指摘しておきたいと思います。    

    大綱の２点目は大綱の２点目は大綱の２点目は大綱の２点目は、、、、教育長にお伺いをいたし教育長にお伺いをいたし教育長にお伺いをいたし教育長にお伺いをいたし

ますが、卒業式・入学式での君が代の強制ますが、卒業式・入学式での君が代の強制ますが、卒業式・入学式での君が代の強制ますが、卒業式・入学式での君が代の強制にににに

ついてであります。ついてであります。ついてであります。ついてであります。    

    １つ目として、卒業式・入学式参加の人の１つ目として、卒業式・入学式参加の人の１つ目として、卒業式・入学式参加の人の１つ目として、卒業式・入学式参加の人の

思想良心の自由というものをどう考えている思想良心の自由というものをどう考えている思想良心の自由というものをどう考えている思想良心の自由というものをどう考えている

のかという問題についてお尋ねをいたします。のかという問題についてお尋ねをいたします。のかという問題についてお尋ねをいたします。のかという問題についてお尋ねをいたします。    

    今年も今年も今年も今年も３月、４月と卒業式・入学式が市内３月、４月と卒業式・入学式が市内３月、４月と卒業式・入学式が市内３月、４月と卒業式・入学式が市内

の学校で行われました。私は、参加する人たの学校で行われました。私は、参加する人たの学校で行われました。私は、参加する人たの学校で行われました。私は、参加する人た

ち、まず子どもですち、まず子どもですち、まず子どもですち、まず子どもです。。。。それから保護者のそれから保護者のそれから保護者のそれから保護者の方々方々方々方々。。。。

あるいは地域のあるいは地域のあるいは地域のあるいは地域の方方方方が参加する場合が参加する場合が参加する場合が参加する場合があるがあるがあるがある。。。。そそそそ

して教職員。これらの個々人の意思して教職員。これらの個々人の意思して教職員。これらの個々人の意思して教職員。これらの個々人の意思と無関係と無関係と無関係と無関係

に君が代を強制する、あるいは強制するといに君が代を強制する、あるいは強制するといに君が代を強制する、あるいは強制するといに君が代を強制する、あるいは強制するとい

う具体的な動きはないにしてもう具体的な動きはないにしてもう具体的な動きはないにしてもう具体的な動きはないにしても、、、、個人の意思個人の意思個人の意思個人の意思

では行動できないようなその場の空気、雰囲では行動できないようなその場の空気、雰囲では行動できないようなその場の空気、雰囲では行動できないようなその場の空気、雰囲

気、そういうものをつくってしまう気、そういうものをつくってしまう気、そういうものをつくってしまう気、そういうものをつくってしまう。。。。こういこういこういこうい

う卒う卒う卒う卒業式・入学式の運営というのは、憲法業式・入学式の運営というのは、憲法業式・入学式の運営というのは、憲法業式・入学式の運営というのは、憲法 19191919

条が求めている思想・良心の自由を尊敬する条が求めている思想・良心の自由を尊敬する条が求めている思想・良心の自由を尊敬する条が求めている思想・良心の自由を尊敬する

姿勢ではないと思います。姿勢ではないと思います。姿勢ではないと思います。姿勢ではないと思います。    

    校長が子どもたちに、君が代を斉唱させた校長が子どもたちに、君が代を斉唱させた校長が子どもたちに、君が代を斉唱させた校長が子どもたちに、君が代を斉唱させた

いと考えるのは、これは学習指導要領とのかいと考えるのは、これは学習指導要領とのかいと考えるのは、これは学習指導要領とのかいと考えるのは、これは学習指導要領とのか

かわりで、あるいは当然かもしれません。そかわりで、あるいは当然かもしれません。そかわりで、あるいは当然かもしれません。そかわりで、あるいは当然かもしれません。そ

れはそれとして、子どもたちには歌わない自れはそれとして、子どもたちには歌わない自れはそれとして、子どもたちには歌わない自れはそれとして、子どもたちには歌わない自

由があることも、しっかりと指導をするべき由があることも、しっかりと指導をするべき由があることも、しっかりと指導をするべき由があることも、しっかりと指導をするべき

だと考えます。だと考えます。だと考えます。だと考えます。    

    子どもたちは子どもたちは子どもたちは子どもたちは、、、、その学校の児童生徒であるその学校の児童生徒であるその学校の児童生徒であるその学校の児童生徒である

前前前前にににに１人の国民、１人の市民だということの１人の国民、１人の市民だということの１人の国民、１人の市民だということの１人の国民、１人の市民だということの

意識を意識を意識を意識を、、、、しっかりと学校長には持ってもらいしっかりと学校長には持ってもらいしっかりと学校長には持ってもらいしっかりと学校長には持ってもらい

たい。そのことをぜひ教育委員会は指導すべたい。そのことをぜひ教育委員会は指導すべたい。そのことをぜひ教育委員会は指導すべたい。そのことをぜひ教育委員会は指導すべ

きではないかと考えます。きではないかと考えます。きではないかと考えます。きではないかと考えます。    

    それそれそれそれは当然ですけれども、出席している父は当然ですけれども、出席している父は当然ですけれども、出席している父は当然ですけれども、出席している父
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母の方々など保護者についても同じことであ母の方々など保護者についても同じことであ母の方々など保護者についても同じことであ母の方々など保護者についても同じことであ

ります。歌いたい人は歌って当たり前ですし、ります。歌いたい人は歌って当たり前ですし、ります。歌いたい人は歌って当たり前ですし、ります。歌いたい人は歌って当たり前ですし、

歌いたくない人は歌わない、あるいは着席を歌いたくない人は歌わない、あるいは着席を歌いたくない人は歌わない、あるいは着席を歌いたくない人は歌わない、あるいは着席を

していても、それはしていても、それはしていても、それはしていても、それは何何何何ら問題のあることではら問題のあることではら問題のあることではら問題のあることでは

ない。それが個々人の思想・良心の自由を尊ない。それが個々人の思想・良心の自由を尊ない。それが個々人の思想・良心の自由を尊ない。それが個々人の思想・良心の自由を尊

重する姿勢だと思います。重する姿勢だと思います。重する姿勢だと思います。重する姿勢だと思います。    

    憲法憲法憲法憲法 99999999 条には、公務員は憲法を守らなけれ条には、公務員は憲法を守らなけれ条には、公務員は憲法を守らなけれ条には、公務員は憲法を守らなけれ

ばならないという規定があるわけです。ですばならないという規定があるわけです。ですばならないという規定があるわけです。ですばならないという規定があるわけです。です

から校長も当然から校長も当然から校長も当然から校長も当然、、、、このこのこのこの憲法憲法憲法憲法 19191919 条というものを条というものを条というものを条というものを

しっかりと頭の中に入れて、それがしっかりと頭の中に入れて、それがしっかりと頭の中に入れて、それがしっかりと頭の中に入れて、それが侵侵侵侵されるされるされるされる

ことのないような運営を心がけるべきだと考ことのないような運営を心がけるべきだと考ことのないような運営を心がけるべきだと考ことのないような運営を心がけるべきだと考

えるわけですが、お考えをお聞きしたいと思えるわけですが、お考えをお聞きしたいと思えるわけですが、お考えをお聞きしたいと思えるわけですが、お考えをお聞きしたいと思

いますいますいますいます。。。。    

    それから２つそれから２つそれから２つそれから２つ目目目目は、教師への管理・統制には、教師への管理・統制には、教師への管理・統制には、教師への管理・統制に

ついてです。ついてです。ついてです。ついてです。    

    いま申し上げた憲法いま申し上げた憲法いま申し上げた憲法いま申し上げた憲法 19191919 条を尊重するとい条を尊重するとい条を尊重するとい条を尊重するとい

うことを基本にすべきだという考え方から、うことを基本にすべきだという考え方から、うことを基本にすべきだという考え方から、うことを基本にすべきだという考え方から、

教職員に起立や斉唱を強制することは教職員に起立や斉唱を強制することは教職員に起立や斉唱を強制することは教職員に起立や斉唱を強制することは、、、、当然当然当然当然

誤りだと思います。しかし、卒業式・入学式誤りだと思います。しかし、卒業式・入学式誤りだと思います。しかし、卒業式・入学式誤りだと思います。しかし、卒業式・入学式

の実態をいろいろお聞きしますと、校長がの実態をいろいろお聞きしますと、校長がの実態をいろいろお聞きしますと、校長がの実態をいろいろお聞きしますと、校長が

様々な様々な様々な様々な手段をもって教職員を指示や命令に従手段をもって教職員を指示や命令に従手段をもって教職員を指示や命令に従手段をもって教職員を指示や命令に従

わせるために、中には意図的なうそや、明らわせるために、中には意図的なうそや、明らわせるために、中には意図的なうそや、明らわせるために、中には意図的なうそや、明ら

かな恫喝を口にする。そういう校長としてのかな恫喝を口にする。そういう校長としてのかな恫喝を口にする。そういう校長としてのかな恫喝を口にする。そういう校長としての

職務にふさわしくない行為が、学校の中で職務にふさわしくない行為が、学校の中で職務にふさわしくない行為が、学校の中で職務にふさわしくない行為が、学校の中で行行行行

われているわれているわれているわれている。。。。憲法の尊重をはじめ、児童生徒憲法の尊重をはじめ、児童生徒憲法の尊重をはじめ、児童生徒憲法の尊重をはじめ、児童生徒

の教育を行うの教育を行うの教育を行うの教育を行う場の場の場の場の責任者としてふさわしい言責任者としてふさわしい言責任者としてふさわしい言責任者としてふさわしい言

動ができるべきだ動ができるべきだ動ができるべきだ動ができるべきだと思いますし、職場の長とと思いますし、職場の長とと思いますし、職場の長とと思いますし、職場の長と

して尊重されるように、そういう指導の姿勢して尊重されるように、そういう指導の姿勢して尊重されるように、そういう指導の姿勢して尊重されるように、そういう指導の姿勢

であるべきだと私は思うんです。であるべきだと私は思うんです。であるべきだと私は思うんです。であるべきだと私は思うんです。    

    教職員を管理の対象としてしか考えないと教職員を管理の対象としてしか考えないと教職員を管理の対象としてしか考えないと教職員を管理の対象としてしか考えないと

か、権力で統制するのが校長の職務であるとか、権力で統制するのが校長の職務であるとか、権力で統制するのが校長の職務であるとか、権力で統制するのが校長の職務であると

考えるような人物は、校長の職務についてい考えるような人物は、校長の職務についてい考えるような人物は、校長の職務についてい考えるような人物は、校長の職務についてい

るというのはおかしいのではないか、そるというのはおかしいのではないか、そるというのはおかしいのではないか、そるというのはおかしいのではないか、そのよのよのよのよ

うに考えます。うに考えます。うに考えます。うに考えます。    

    ３月、４月の具体的な言動を聞いたときに、３月、４月の具体的な言動を聞いたときに、３月、４月の具体的な言動を聞いたときに、３月、４月の具体的な言動を聞いたときに、

人間としての基本的な資質に欠けているので人間としての基本的な資質に欠けているので人間としての基本的な資質に欠けているので人間としての基本的な資質に欠けているので

はないか、そういう厳しい指摘をせざるを得はないか、そういう厳しい指摘をせざるを得はないか、そういう厳しい指摘をせざるを得はないか、そういう厳しい指摘をせざるを得

ない人たちがない人たちがない人たちがない人たちが、、、、かなりの数おいでになる。教かなりの数おいでになる。教かなりの数おいでになる。教かなりの数おいでになる。教

師を管理統制することばかり考えていると、師を管理統制することばかり考えていると、師を管理統制することばかり考えていると、師を管理統制することばかり考えていると、

そういうそういうそういうそういう人間性を失った、言い方悪いです人間性を失った、言い方悪いです人間性を失った、言い方悪いです人間性を失った、言い方悪いですけけけけ

れども、管理ロボットのようになってしまう。れども、管理ロボットのようになってしまう。れども、管理ロボットのようになってしまう。れども、管理ロボットのようになってしまう。

これは大変不幸なことだと思います。これは大変不幸なことだと思います。これは大変不幸なことだと思います。これは大変不幸なことだと思います。    

    現在校長やっている方々も、かつては教師現在校長やっている方々も、かつては教師現在校長やっている方々も、かつては教師現在校長やっている方々も、かつては教師

として子どもたちと接して、子どもたちの優として子どもたちと接して、子どもたちの優として子どもたちと接して、子どもたちの優として子どもたちと接して、子どもたちの優

しさややわらかい感受性から感動を受けて、しさややわらかい感受性から感動を受けて、しさややわらかい感受性から感動を受けて、しさややわらかい感受性から感動を受けて、

喜びをもって仕事に喜びをもって仕事に喜びをもって仕事に喜びをもって仕事にああああたっていたはずです。たっていたはずです。たっていたはずです。たっていたはずです。

管理職になることで、どうして大きく変化を管理職になることで、どうして大きく変化を管理職になることで、どうして大きく変化を管理職になることで、どうして大きく変化を

してしまうのか。教育委員会としてはしてしまうのか。教育委員会としてはしてしまうのか。教育委員会としてはしてしまうのか。教育委員会としては、、、、よくよくよくよく

よく考えてみる必要があるのではないかといよく考えてみる必要があるのではないかといよく考えてみる必要があるのではないかといよく考えてみる必要があるのではないかとい

うことを私は考えます。うことを私は考えます。うことを私は考えます。うことを私は考えます。    

    もしかしたら、北海道教育委員会のもしかしたら、北海道教育委員会のもしかしたら、北海道教育委員会のもしかしたら、北海道教育委員会の管理職管理職管理職管理職

教育に問題があるのか。あるいは教育に問題があるのか。あるいは教育に問題があるのか。あるいは教育に問題があるのか。あるいは、、、、任意の団任意の団任意の団任意の団

体ですけれども、校長会とか教頭会という機体ですけれども、校長会とか教頭会という機体ですけれども、校長会とか教頭会という機体ですけれども、校長会とか教頭会という機

関があり関があり関があり関があります。これらの会の活動が、子どもます。これらの会の活動が、子どもます。これらの会の活動が、子どもます。これらの会の活動が、子ども

たちから完全に目線が離れてしまう、管理のたちから完全に目線が離れてしまう、管理のたちから完全に目線が離れてしまう、管理のたちから完全に目線が離れてしまう、管理の

みを考える人間を育てることになっているのみを考える人間を育てることになっているのみを考える人間を育てることになっているのみを考える人間を育てることになっているの

ではないか、そういう心配ではないか、そういう心配ではないか、そういう心配ではないか、そういう心配ももももするわけです。するわけです。するわけです。するわけです。    

    昨年、何回か申し上げましたが、夏冬休み昨年、何回か申し上げましたが、夏冬休み昨年、何回か申し上げましたが、夏冬休み昨年、何回か申し上げましたが、夏冬休み

等の長期休業中の郊外での研修の許可につい等の長期休業中の郊外での研修の許可につい等の長期休業中の郊外での研修の許可につい等の長期休業中の郊外での研修の許可につい

て、法律が認めている郊外での研修を、校長て、法律が認めている郊外での研修を、校長て、法律が認めている郊外での研修を、校長て、法律が認めている郊外での研修を、校長

が勝手に否認しが勝手に否認しが勝手に否認しが勝手に否認してかかる、これがいまの美唄てかかる、これがいまの美唄てかかる、これがいまの美唄てかかる、これがいまの美唄

の校長の普通の姿勢です。私は絶対認めないの校長の普通の姿勢です。私は絶対認めないの校長の普通の姿勢です。私は絶対認めないの校長の普通の姿勢です。私は絶対認めない

ぞということを、公の場では言わないようでぞということを、公の場では言わないようでぞということを、公の場では言わないようでぞということを、公の場では言わないようで

すけれども、学校の中では公言してはばからすけれども、学校の中では公言してはばからすけれども、学校の中では公言してはばからすけれども、学校の中では公言してはばから

ない。そういう校長がない。そういう校長がない。そういう校長がない。そういう校長が、、、、校長としての職務に校長としての職務に校長としての職務に校長としての職務に

ついているということ、もう１つ言えば、ついているということ、もう１つ言えば、ついているということ、もう１つ言えば、ついているということ、もう１つ言えば、教教教教

師との信頼関係ができないということです。師との信頼関係ができないということです。師との信頼関係ができないということです。師との信頼関係ができないということです。

学校というのはチームワークで仕事をすると学校というのはチームワークで仕事をすると学校というのはチームワークで仕事をすると学校というのはチームワークで仕事をすると
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ころですから、校長を先頭にみんなが気持ちころですから、校長を先頭にみんなが気持ちころですから、校長を先頭にみんなが気持ちころですから、校長を先頭にみんなが気持ち

を１つにして教育活動にを１つにして教育活動にを１つにして教育活動にを１つにして教育活動にああああたるという、そのたるという、そのたるという、そのたるという、その

ことが子どもたちの幸せにつながるわけです。ことが子どもたちの幸せにつながるわけです。ことが子どもたちの幸せにつながるわけです。ことが子どもたちの幸せにつながるわけです。

校長が校長が校長が校長が自ら自ら自ら自ら教職員に背を向けるような姿勢を教職員に背を向けるような姿勢を教職員に背を向けるような姿勢を教職員に背を向けるような姿勢を

取り続けることが取り続けることが取り続けることが取り続けることが、、、、学校の中を学校の中を学校の中を学校の中を良い良い良い良い機能が、機能が、機能が、機能が、

本来出るはずのものが出ないということにな本来出るはずのものが出ないということにな本来出るはずのものが出ないということにな本来出るはずのものが出ないということにな

るのではないかという心配を、私はいたしまるのではないかという心配を、私はいたしまるのではないかという心配を、私はいたしまるのではないかという心配を、私はいたしま

す。ぜひ、その辺のお考えをお聞きをしたいす。ぜひ、その辺のお考えをお聞きをしたいす。ぜひ、その辺のお考えをお聞きをしたいす。ぜひ、その辺のお考えをお聞きをしたい

と思います。と思います。と思います。と思います。    

    次に、大綱の３点目は、次に、大綱の３点目は、次に、大綱の３点目は、次に、大綱の３点目は、文科省の全国学力文科省の全国学力文科省の全国学力文科省の全国学力

テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。    

    ４月４月４月４月 24242424 日に日に日に日に 40404040 年ぶりと言われる全国一斉年ぶりと言われる全国一斉年ぶりと言われる全国一斉年ぶりと言われる全国一斉

学力テストが行われました。この意義や問題学力テストが行われました。この意義や問題学力テストが行われました。この意義や問題学力テストが行われました。この意義や問題

点について点について点について点について、、、、お尋ねしたいと思います。お尋ねしたいと思います。お尋ねしたいと思います。お尋ねしたいと思います。    

    私は、この全国一斉学力テストについては、私は、この全国一斉学力テストについては、私は、この全国一斉学力テストについては、私は、この全国一斉学力テストについては、

反対だという考え方です。その理由は、これ反対だという考え方です。その理由は、これ反対だという考え方です。その理由は、これ反対だという考え方です。その理由は、これ

は随分言われておりますが、競争を学校に取は随分言われておりますが、競争を学校に取は随分言われておりますが、競争を学校に取は随分言われておりますが、競争を学校に取

り入れる、競争の導入だとり入れる、競争の導入だとり入れる、競争の導入だとり入れる、競争の導入だということですいうことですいうことですいうことです。そ。そ。そ。そ

して、いま盛んに言われている格差の増大をして、いま盛んに言われている格差の増大をして、いま盛んに言われている格差の増大をして、いま盛んに言われている格差の増大を

図るもの。競争の原理が取り入れられるとい図るもの。競争の原理が取り入れられるとい図るもの。競争の原理が取り入れられるとい図るもの。競争の原理が取り入れられるとい

うのはうのはうのはうのは、、、、教育の場には一番ふさわしくない問教育の場には一番ふさわしくない問教育の場には一番ふさわしくない問教育の場には一番ふさわしくない問

題だということ。そのこと１点を取っても、題だということ。そのこと１点を取っても、題だということ。そのこと１点を取っても、題だということ。そのこと１点を取っても、

このテストには賛成しかねるという考え方でこのテストには賛成しかねるという考え方でこのテストには賛成しかねるという考え方でこのテストには賛成しかねるという考え方で

す。教育委員会として、終わってみてどす。教育委員会として、終わってみてどす。教育委員会として、終わってみてどす。教育委員会として、終わってみてどのよのよのよのよ

うに判断うに判断うに判断うに判断されるかお尋ねをしたいと思います。されるかお尋ねをしたいと思います。されるかお尋ねをしたいと思います。されるかお尋ねをしたいと思います。    

    問題点としては、自分の名前を答案用紙に問題点としては、自分の名前を答案用紙に問題点としては、自分の名前を答案用紙に問題点としては、自分の名前を答案用紙に

書くという、記名の問題が１つあります。こ書くという、記名の問題が１つあります。こ書くという、記名の問題が１つあります。こ書くという、記名の問題が１つあります。こ

れは、このテストをどれは、このテストをどれは、このテストをどれは、このテストをどのよのよのよのように文科省が出たうに文科省が出たうに文科省が出たうに文科省が出た

結果を使っていくかということと深くかかわ結果を使っていくかということと深くかかわ結果を使っていくかということと深くかかわ結果を使っていくかということと深くかかわ

るわけですけれども、採点、集計等の処理は、るわけですけれども、採点、集計等の処理は、るわけですけれども、採点、集計等の処理は、るわけですけれども、採点、集計等の処理は、

小学校の分は小学校、中学校の分は中学校の小学校の分は小学校、中学校の分は中学校の小学校の分は小学校、中学校の分は中学校の小学校の分は小学校、中学校の分は中学校の

分として民間の業者に委託をしているわけで分として民間の業者に委託をしているわけで分として民間の業者に委託をしているわけで分として民間の業者に委託をしているわけで

す。ですから、全国の子どもたちのデータが、す。ですから、全国の子どもたちのデータが、す。ですから、全国の子どもたちのデータが、す。ですから、全国の子どもたちのデータが、

民間業者の手に入るということになるわけで民間業者の手に入るということになるわけで民間業者の手に入るということになるわけで民間業者の手に入るということになるわけで

す。す。す。す。    

    もちろんもちろんもちろんもちろん、、、、それをそれをそれをそれを業者が勝手に利用する等業者が勝手に利用する等業者が勝手に利用する等業者が勝手に利用する等

は認められていないことだと思います。そんは認められていないことだと思います。そんは認められていないことだと思います。そんは認められていないことだと思います。そん

なことは起こり得ないことだなことは起こり得ないことだなことは起こり得ないことだなことは起こり得ないことだと思うんです。と思うんです。と思うんです。と思うんです。

ただ、それが本当に起こりただ、それが本当に起こりただ、それが本当に起こりただ、それが本当に起こり得得得得ないかどうかは、ないかどうかは、ないかどうかは、ないかどうかは、

私は保障の限りではないと思います。私は保障の限りではないと思います。私は保障の限りではないと思います。私は保障の限りではないと思います。    

    そのことから、個人名を記入することが、そのことから、個人名を記入することが、そのことから、個人名を記入することが、そのことから、個人名を記入することが、

個人情報保護のかかわりからいって個人情報保護のかかわりからいって個人情報保護のかかわりからいって個人情報保護のかかわりからいって、、、、問題だ問題だ問題だ問題だ

という指摘も随分ありました。そという指摘も随分ありました。そという指摘も随分ありました。そという指摘も随分ありました。それでれでれでれで、文科、文科、文科、文科

省は随分時間をかけて検討したわけですけれ省は随分時間をかけて検討したわけですけれ省は随分時間をかけて検討したわけですけれ省は随分時間をかけて検討したわけですけれ

ども、無記名で、番号記入でやるという方法ども、無記名で、番号記入でやるという方法ども、無記名で、番号記入でやるという方法ども、無記名で、番号記入でやるという方法

を認めたんです。全国的には４分の１の学校を認めたんです。全国的には４分の１の学校を認めたんです。全国的には４分の１の学校を認めたんです。全国的には４分の１の学校

で番号記入方式を取り入れた。北海道では札で番号記入方式を取り入れた。北海道では札で番号記入方式を取り入れた。北海道では札で番号記入方式を取り入れた。北海道では札

幌市が取り入れました。この美唄ではどうい幌市が取り入れました。この美唄ではどうい幌市が取り入れました。この美唄ではどうい幌市が取り入れました。この美唄ではどうい

う判断をされたのかということをお聞きをしう判断をされたのかということをお聞きをしう判断をされたのかということをお聞きをしう判断をされたのかということをお聞きをし

たい、この問題で。たい、この問題で。たい、この問題で。たい、この問題で。    

    それから、実際に子どもたちが取り組んだそれから、実際に子どもたちが取り組んだそれから、実際に子どもたちが取り組んだそれから、実際に子どもたちが取り組んだ

テストの問題です。この問題について内容がテストの問題です。この問題について内容がテストの問題です。この問題について内容がテストの問題です。この問題について内容が

いかがなものかという指摘をするいかがなものかという指摘をするいかがなものかという指摘をするいかがなものかという指摘をする意見意見意見意見がいくがいくがいくがいく

つかあります。つかあります。つかあります。つかあります。    

    その１つが、ジャーナリストのその１つが、ジャーナリストのその１つが、ジャーナリストのその１つが、ジャーナリストの木附千晶木附千晶木附千晶木附千晶とととと

いう人が書いた文章をいう人が書いた文章をいう人が書いた文章をいう人が書いた文章を私は私は私は私は読んだんですが、読んだんですが、読んだんですが、読んだんですが、

そこでは今回の実施の趣旨、それは基礎学力そこでは今回の実施の趣旨、それは基礎学力そこでは今回の実施の趣旨、それは基礎学力そこでは今回の実施の趣旨、それは基礎学力

を見るということに照らして、理解できないを見るということに照らして、理解できないを見るということに照らして、理解できないを見るということに照らして、理解できない

ものがあったという指摘をしています。ものがあったという指摘をしています。ものがあったという指摘をしています。ものがあったという指摘をしています。    

    子どもの感想に、基礎の問題のＡと子どもの感想に、基礎の問題のＡと子どもの感想に、基礎の問題のＡと子どもの感想に、基礎の問題のＡと、、、、それそれそれそれ

からからからから発展の問題のＢと２種類になっています。発展の問題のＢと２種類になっています。発展の問題のＢと２種類になっています。発展の問題のＢと２種類になっています。

子どもの感想の中に、国語Ｂは全部間違って子どもの感想の中に、国語Ｂは全部間違って子どもの感想の中に、国語Ｂは全部間違って子どもの感想の中に、国語Ｂは全部間違って

もおかしくない問題もおかしくない問題もおかしくない問題もおかしくない問題だったとだったとだったとだったと、、、、それからそれからそれからそれから算数算数算数算数

Ｂの訳をＢの訳をＢの訳をＢの訳を書くのは、これは書くのは、これは書くのは、これは書くのは、これは訳を訳を訳を訳を書きなさいと書きなさいと書きなさいと書きなさいと

いうのがありますいうのがありますいうのがありますいうのがあります、、、、文章文章文章文章表記をする、空っぽ表記をする、空っぽ表記をする、空っぽ表記をする、空っぽ

の頭に石が落ちてきたようだ、こういう感想の頭に石が落ちてきたようだ、こういう感想の頭に石が落ちてきたようだ、こういう感想の頭に石が落ちてきたようだ、こういう感想

を書いている子どもがいると言います。また、を書いている子どもがいると言います。また、を書いている子どもがいると言います。また、を書いている子どもがいると言います。また、

ある担任教師の言葉としてある担任教師の言葉としてある担任教師の言葉としてある担任教師の言葉としては、いままでさぼは、いままでさぼは、いままでさぼは、いままでさぼ
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ったからこんな問題もできないだろうとったからこんな問題もできないだろうとったからこんな問題もできないだろうとったからこんな問題もできないだろうと、、、、子子子子

どもたちをどもたちをどもたちをどもたちをあざ笑うような、基礎学力を見るあざ笑うような、基礎学力を見るあざ笑うような、基礎学力を見るあざ笑うような、基礎学力を見る

とは到底思えない内容だ、こういう指摘をしとは到底思えない内容だ、こういう指摘をしとは到底思えない内容だ、こういう指摘をしとは到底思えない内容だ、こういう指摘をし

ているそうです。ているそうです。ているそうです。ているそうです。    

    教師の声として、テスト中にできなくて教師の声として、テスト中にできなくて教師の声として、テスト中にできなくて教師の声として、テスト中にできなくて泣泣泣泣

きそうきそうきそうきそうな顔な顔な顔な顔になる子どもたちの顔を見るのがになる子どもたちの顔を見るのがになる子どもたちの顔を見るのがになる子どもたちの顔を見るのが

つらくて、新学期になって君たちはすばらしつらくて、新学期になって君たちはすばらしつらくて、新学期になって君たちはすばらしつらくて、新学期になって君たちはすばらし

いいいい可能性可能性可能性可能性を一杯を一杯を一杯を一杯秘めた存在だよと言い秘めた存在だよと言い秘めた存在だよと言い秘めた存在だよと言い続けて続けて続けて続けて

きたことをきたことをきたことをきたことを、、、、すべて否定されたように感じた。すべて否定されたように感じた。すべて否定されたように感じた。すべて否定されたように感じた。

そういう意見を述べている教そういう意見を述べている教そういう意見を述べている教そういう意見を述べている教師もいるという師もいるという師もいるという師もいるという

ことです。ことです。ことです。ことです。    

    そのそのそのその木附木附木附木附さんは、競争を促し、学校さんは、競争を促し、学校さんは、競争を促し、学校さんは、競争を促し、学校、子ど、子ど、子ど、子ど

も間の格差を助長するとも間の格差を助長するとも間の格差を助長するとも間の格差を助長するとのののの批判批判批判批判はははは、正しかっ、正しかっ、正しかっ、正しかっ

たのではないか。そして、質問調査というのたのではないか。そして、質問調査というのたのではないか。そして、質問調査というのたのではないか。そして、質問調査というの

がありました。これは新聞でもちょっと取りがありました。これは新聞でもちょっと取りがありました。これは新聞でもちょっと取りがありました。これは新聞でもちょっと取り

上げられましたけれども、朝ごはんは食べて上げられましたけれども、朝ごはんは食べて上げられましたけれども、朝ごはんは食べて上げられましたけれども、朝ごはんは食べて

いるかとか、家族と一緒に食事はしているかいるかとか、家族と一緒に食事はしているかいるかとか、家族と一緒に食事はしているかいるかとか、家族と一緒に食事はしているか

とか、どんな本を読んでいるとか、とか、どんな本を読んでいるとか、とか、どんな本を読んでいるとか、とか、どんな本を読んでいるとか、100100100100 項目項目項目項目

もの質問といったらすごいともの質問といったらすごいともの質問といったらすごいともの質問といったらすごいと私は私は私は私は思うんです思うんです思うんです思うんです、、、、

それはテストの問題と別ですから。それはテストの問題と別ですから。それはテストの問題と別ですから。それはテストの問題と別ですから。100100100100 項目項目項目項目

もある質問調査も、家庭環境や生活環境を問もある質問調査も、家庭環境や生活環境を問もある質問調査も、家庭環境や生活環境を問もある質問調査も、家庭環境や生活環境を問

うなど、多くの問題指摘を受けた。子どもたうなど、多くの問題指摘を受けた。子どもたうなど、多くの問題指摘を受けた。子どもたうなど、多くの問題指摘を受けた。子どもた

ちが正直に答えられないとの指摘もあった。ちが正直に答えられないとの指摘もあった。ちが正直に答えられないとの指摘もあった。ちが正直に答えられないとの指摘もあった。

正直に答えられないということは、質問者は正直に答えられないということは、質問者は正直に答えられないということは、質問者は正直に答えられないということは、質問者は

何を求めているかということを考え、６年生何を求めているかということを考え、６年生何を求めているかということを考え、６年生何を求めているかということを考え、６年生

にもなったらそうです。何を自分に求めていにもなったらそうです。何を自分に求めていにもなったらそうです。何を自分に求めていにもなったらそうです。何を自分に求めてい

るか。そしたら求めていることにこたえる答るか。そしたら求めていることにこたえる答るか。そしたら求めていることにこたえる答るか。そしたら求めていることにこたえる答

弁をしなければ弁をしなければ弁をしなければ弁をしなければならないのではならないのではならないのではならないのではないか。それないか。それないか。それないか。それ

は子どもの心の中は子どもの心の中は子どもの心の中は子どもの心の中、、、、そこで葛藤が起きるわけそこで葛藤が起きるわけそこで葛藤が起きるわけそこで葛藤が起きるわけ

です。どう答えるのがいいのかというふうに。です。どう答えるのがいいのかというふうに。です。どう答えるのがいいのかというふうに。です。どう答えるのがいいのかというふうに。

そういう内容の質問がいくつもあったというそういう内容の質問がいくつもあったというそういう内容の質問がいくつもあったというそういう内容の質問がいくつもあったという

ことも指摘されています。ことも指摘されています。ことも指摘されています。ことも指摘されています。    

    これらの問題点について、どこれらの問題点について、どこれらの問題点について、どこれらの問題点について、どのよのよのよのようにお考うにお考うにお考うにお考

えになるのかということをお尋ねしたい。えになるのかということをお尋ねしたい。えになるのかということをお尋ねしたい。えになるのかということをお尋ねしたい。    

    それから２つ目としては、犬山市が全国でそれから２つ目としては、犬山市が全国でそれから２つ目としては、犬山市が全国でそれから２つ目としては、犬山市が全国で

ただ１つ参加をしなかったんです。犬山の教ただ１つ参加をしなかったんです。犬山の教ただ１つ参加をしなかったんです。犬山の教ただ１つ参加をしなかったんです。犬山の教

育を育を育を育を私たちは続けてきて、十分それに自信を私たちは続けてきて、十分それに自信を私たちは続けてきて、十分それに自信を私たちは続けてきて、十分それに自信を

持っているということで、このテストに参加持っているということで、このテストに参加持っているということで、このテストに参加持っているということで、このテストに参加

する必要はないという判断を、教育委員会がする必要はないという判断を、教育委員会がする必要はないという判断を、教育委員会がする必要はないという判断を、教育委員会が

したわけです。したわけです。したわけです。したわけです。    

    このことについて、どんな見解をお持ちこのことについて、どんな見解をお持ちこのことについて、どんな見解をお持ちこのことについて、どんな見解をお持ちでででで

あるあるあるあるかということをお尋ねしたい。そして、かということをお尋ねしたい。そして、かということをお尋ねしたい。そして、かということをお尋ねしたい。そして、

美唄として不参加もあり得るかなと美唄として不参加もあり得るかなと美唄として不参加もあり得るかなと美唄として不参加もあり得るかなと、、、、そういそういそういそうい

う検討もされたかどうかも、あわせてお尋ねう検討もされたかどうかも、あわせてお尋ねう検討もされたかどうかも、あわせてお尋ねう検討もされたかどうかも、あわせてお尋ね

をします。をします。をします。をします。    

    それから３つ目は、美唄市教委の行う学力それから３つ目は、美唄市教委の行う学力それから３つ目は、美唄市教委の行う学力それから３つ目は、美唄市教委の行う学力

テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。テストについてお尋ねをいたします。    

    昨年度から実施に踏み切られました。これ昨年度から実施に踏み切られました。これ昨年度から実施に踏み切られました。これ昨年度から実施に踏み切られました。これ

はははは、、、、現場の声としてはいろいろ意見があるよ現場の声としてはいろいろ意見があるよ現場の声としてはいろいろ意見があるよ現場の声としてはいろいろ意見があるよ

うです。その２年やられた意義と評価、うです。その２年やられた意義と評価、うです。その２年やられた意義と評価、うです。その２年やられた意義と評価、今年今年今年今年

のののの分はまだ評分はまだ評分はまだ評分はまだ評価までいくかどうかわかりませ価までいくかどうかわかりませ価までいくかどうかわかりませ価までいくかどうかわかりませ

んけれども、あるいは問題点を認識されていんけれども、あるいは問題点を認識されていんけれども、あるいは問題点を認識されていんけれども、あるいは問題点を認識されてい

るとすれば問題点、それらをあわせてお伺いるとすれば問題点、それらをあわせてお伺いるとすれば問題点、それらをあわせてお伺いるとすれば問題点、それらをあわせてお伺い

をしたいと思うんです。をしたいと思うんです。をしたいと思うんです。をしたいと思うんです。    

    それからそれからそれからそれから、、、、大綱の４点目は、学校配当予算大綱の４点目は、学校配当予算大綱の４点目は、学校配当予算大綱の４点目は、学校配当予算

の状況についてお尋ねをします。の状況についてお尋ねをします。の状況についてお尋ねをします。の状況についてお尋ねをします。    

    実は、市の財政状況が非常に厳しくなった実は、市の財政状況が非常に厳しくなった実は、市の財政状況が非常に厳しくなった実は、市の財政状況が非常に厳しくなった

ということで、これはあらゆる分野にわたっということで、これはあらゆる分野にわたっということで、これはあらゆる分野にわたっということで、これはあらゆる分野にわたっ

て予算を削減するという、節約をして事業にて予算を削減するという、節約をして事業にて予算を削減するという、節約をして事業にて予算を削減するという、節約をして事業に

取り組んでくださいということが行われてい取り組んでくださいということが行われてい取り組んでくださいということが行われてい取り組んでくださいということが行われてい

ます。ます。ます。ます。    

    学校も学校も学校も学校も当然例外ではないということにな当然例外ではないということにな当然例外ではないということにな当然例外ではないということになるるるる

わけですけれども、私は学校の先生から話をわけですけれども、私は学校の先生から話をわけですけれども、私は学校の先生から話をわけですけれども、私は学校の先生から話を

聞く機会が結構あるんですが、悲鳴を上げて聞く機会が結構あるんですが、悲鳴を上げて聞く機会が結構あるんですが、悲鳴を上げて聞く機会が結構あるんですが、悲鳴を上げて

います。オーバーではいます。オーバーではいます。オーバーではいます。オーバーではなくて。いや、なくて。いや、なくて。いや、なくて。いや、もうもうもうもうまままま

いいいいってってってってししししまう。あれもまう。あれもまう。あれもまう。あれも出来ない出来ない出来ない出来ない、これも、これも、これも、これも出来出来出来出来

ないないないない、金がなくて、金がなくて、金がなくて、金がなくて出来ないと言われる出来ないと言われる出来ないと言われる出来ないと言われる。これ。これ。これ。これ

をやりたいと言っても、いやお金がありませをやりたいと言っても、いやお金がありませをやりたいと言っても、いやお金がありませをやりたいと言っても、いやお金がありませ



- 8 - 

ん。あるいはものがありません。印刷したい、ん。あるいはものがありません。印刷したい、ん。あるいはものがありません。印刷したい、ん。あるいはものがありません。印刷したい、

紙がない。学校で印刷したいのに紙がないと紙がない。学校で印刷したいのに紙がないと紙がない。学校で印刷したいのに紙がないと紙がない。学校で印刷したいのに紙がないと

いう話は、私はないと思います。いう話は、私はないと思います。いう話は、私はないと思います。いう話は、私はないと思います。それそれそれそれで、学で、学で、学で、学

力テストの話と絡むんですけれども、市がテ力テストの話と絡むんですけれども、市がテ力テストの話と絡むんですけれども、市がテ力テストの話と絡むんですけれども、市がテ

ストを買ってくれて学力テストやるのであれストを買ってくれて学力テストやるのであれストを買ってくれて学力テストやるのであれストを買ってくれて学力テストやるのであれ

ば、その分、そのままそっくり用紙代にまわば、その分、そのままそっくり用紙代にまわば、その分、そのままそっくり用紙代にまわば、その分、そのままそっくり用紙代にまわ

してもらいたいとしてもらいたいとしてもらいたいとしてもらいたいと、、、、そういうことを言う先生そういうことを言う先生そういうことを言う先生そういうことを言う先生

もいます。もいます。もいます。もいます。    

    数字を委員会からちょっともらったんです数字を委員会からちょっともらったんです数字を委員会からちょっともらったんです数字を委員会からちょっともらったんです

が、平成が、平成が、平成が、平成 15151515 年と年と年と年と 19191919 年との比較をしたも年との比較をしたも年との比較をしたも年との比較をしたものをのをのをのを

いただきましたが、学校によって金額の違いいただきましたが、学校によって金額の違いいただきましたが、学校によって金額の違いいただきましたが、学校によって金額の違い

がありますけれども、本年度の分ががありますけれども、本年度の分ががありますけれども、本年度の分ががありますけれども、本年度の分が 40404040％％％％台ま台ま台ま台ま

で落ち込んでしまっている学校もあるし、こで落ち込んでしまっている学校もあるし、こで落ち込んでしまっている学校もあるし、こで落ち込んでしまっている学校もあるし、こ

れは消耗品にだけお聞きをしたんですが、中れは消耗品にだけお聞きをしたんですが、中れは消耗品にだけお聞きをしたんですが、中れは消耗品にだけお聞きをしたんですが、中

にはにはにはには 60606060％ぐらいまで落ちているとか。子ども％ぐらいまで落ちているとか。子ども％ぐらいまで落ちているとか。子ども％ぐらいまで落ちているとか。子ども

の数がどうなっているかの数がどうなっているかの数がどうなっているかの数がどうなっているかということということということということも見たんも見たんも見たんも見たん

です。そうすると子どもの数はそんなに減っです。そうすると子どもの数はそんなに減っです。そうすると子どもの数はそんなに減っです。そうすると子どもの数はそんなに減っ

ていないんです。小学校全体では５年前のていないんです。小学校全体では５年前のていないんです。小学校全体では５年前のていないんです。小学校全体では５年前の

85858585％の人数がいます。中学校では％の人数がいます。中学校では％の人数がいます。中学校では％の人数がいます。中学校では 92929292％の人数％の人数％の人数％の人数

の生徒が在籍しているんです。の生徒が在籍しているんです。の生徒が在籍しているんです。の生徒が在籍しているんです。    

    ところが、予算は大きく削られてしまってところが、予算は大きく削られてしまってところが、予算は大きく削られてしまってところが、予算は大きく削られてしまって

いるんです。だからこれでは、やはり前にやいるんです。だからこれでは、やはり前にやいるんです。だからこれでは、やはり前にやいるんです。だからこれでは、やはり前にや

れたことがどんどんれたことがどんどんれたことがどんどんれたことがどんどん出来なくなって出来なくなって出来なくなって出来なくなってしまうとしまうとしまうとしまうと

いういういういう状況です。そして、学校ではこれでは困状況です。そして、学校ではこれでは困状況です。そして、学校ではこれでは困状況です。そして、学校ではこれでは困

ると教育委員会に言ってくださいという話を、ると教育委員会に言ってくださいという話を、ると教育委員会に言ってくださいという話を、ると教育委員会に言ってくださいという話を、

たぶん教職員の方がすると思うんです。それたぶん教職員の方がすると思うんです。それたぶん教職員の方がすると思うんです。それたぶん教職員の方がすると思うんです。それ

は誰にするか、それは学校長にするわけです。は誰にするか、それは学校長にするわけです。は誰にするか、それは学校長にするわけです。は誰にするか、それは学校長にするわけです。

学校長が教育委員会に要望をするということ学校長が教育委員会に要望をするということ学校長が教育委員会に要望をするということ学校長が教育委員会に要望をするということ

になるんですけれどもになるんですけれどもになるんですけれどもになるんですけれども、、、、そのパイプがきちっそのパイプがきちっそのパイプがきちっそのパイプがきちっ

とつながっているかどうかということも、私とつながっているかどうかということも、私とつながっているかどうかということも、私とつながっているかどうかということも、私

は疑問を感じています。は疑問を感じています。は疑問を感じています。は疑問を感じています。    

    教育委員会が実態を教育委員会が実態を教育委員会が実態を教育委員会が実態を正しく正しく正しく正しく把握されている把握されている把握されている把握されている

のかどうか、そのことものかどうか、そのことものかどうか、そのことものかどうか、そのことも、、、、大丈夫ですとおっ大丈夫ですとおっ大丈夫ですとおっ大丈夫ですとおっ

しゃっていただければ一番いいんですけれどしゃっていただければ一番いいんですけれどしゃっていただければ一番いいんですけれどしゃっていただければ一番いいんですけれど

も、そういういわば日々の活動に支障をも、そういういわば日々の活動に支障をも、そういういわば日々の活動に支障をも、そういういわば日々の活動に支障をきたきたきたきた

すような状況があるということを、把握すような状況があるということを、把握すような状況があるということを、把握すような状況があるということを、把握されされされされ

ているのかているのかているのかているのかどうか、どうか、どうか、どうか、あるいはそのことについあるいはそのことについあるいはそのことについあるいはそのことについ

て、とりあえず打開策を持っているというこて、とりあえず打開策を持っているというこて、とりあえず打開策を持っているというこて、とりあえず打開策を持っているというこ

とがおっしゃられるのかどうか、その辺のととがおっしゃられるのかどうか、その辺のととがおっしゃられるのかどうか、その辺のととがおっしゃられるのかどうか、その辺のと

ころをお尋ねしたいと思います。ころをお尋ねしたいと思います。ころをお尋ねしたいと思います。ころをお尋ねしたいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    米田議員の質問米田議員の質問米田議員の質問米田議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。    

    初めに、住基ネット裁判・大阪高裁判決に初めに、住基ネット裁判・大阪高裁判決に初めに、住基ネット裁判・大阪高裁判決に初めに、住基ネット裁判・大阪高裁判決に

ついて、箕面市の判決後の対応についてであついて、箕面市の判決後の対応についてであついて、箕面市の判決後の対応についてであついて、箕面市の判決後の対応についてであ

りますが、昨年りますが、昨年りますが、昨年りますが、昨年 11111111 月の大阪高裁判決は、住民月の大阪高裁判決は、住民月の大阪高裁判決は、住民月の大阪高裁判決は、住民

勝訴となりましたが、勝訴となりましたが、勝訴となりましたが、勝訴となりましたが、同年同年同年同年 12121212 月の名古屋高裁月の名古屋高裁月の名古屋高裁月の名古屋高裁

金沢支部の判決は棄却となり、高裁レベルで金沢支部の判決は棄却となり、高裁レベルで金沢支部の判決は棄却となり、高裁レベルで金沢支部の判決は棄却となり、高裁レベルで

も判断が分かれたところであります。住基ネも判断が分かれたところであります。住基ネも判断が分かれたところであります。住基ネも判断が分かれたところであります。住基ネ

ットに関する訴訟は現在全国でットに関する訴訟は現在全国でットに関する訴訟は現在全国でットに関する訴訟は現在全国で継続中であり、継続中であり、継続中であり、継続中であり、

今後出される判断を注視してまいりたいと考今後出される判断を注視してまいりたいと考今後出される判断を注視してまいりたいと考今後出される判断を注視してまいりたいと考

えています。えています。えています。えています。    

    また、本市においては一部のデータを除いまた、本市においては一部のデータを除いまた、本市においては一部のデータを除いまた、本市においては一部のデータを除い

た運用は考えておりませんが、箕面市の対応た運用は考えておりませんが、箕面市の対応た運用は考えておりませんが、箕面市の対応た運用は考えておりませんが、箕面市の対応

に関しましては、選択性を希望する市長の考に関しましては、選択性を希望する市長の考に関しましては、選択性を希望する市長の考に関しましては、選択性を希望する市長の考

え方と総務省の見解が異なっているようであえ方と総務省の見解が異なっているようであえ方と総務省の見解が異なっているようであえ方と総務省の見解が異なっているようであ

りますので、具体的な対応が今後どのようにりますので、具体的な対応が今後どのようにりますので、具体的な対応が今後どのようにりますので、具体的な対応が今後どのように

なるのか、引き続き注目してまいりたいと考なるのか、引き続き注目してまいりたいと考なるのか、引き続き注目してまいりたいと考なるのか、引き続き注目してまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。    

    次に、愛南町の個人情報漏洩についてであ次に、愛南町の個人情報漏洩についてであ次に、愛南町の個人情報漏洩についてであ次に、愛南町の個人情報漏洩についてであ

りますが、この事例はりますが、この事例はりますが、この事例はりますが、この事例は、、、、委託業者が契約に違委託業者が契約に違委託業者が契約に違委託業者が契約に違

反して再委託した先の業者の従業員がデータ反して再委託した先の業者の従業員がデータ反して再委託した先の業者の従業員がデータ反して再委託した先の業者の従業員がデータ

を自宅に持ち帰ったことから発生したものとを自宅に持ち帰ったことから発生したものとを自宅に持ち帰ったことから発生したものとを自宅に持ち帰ったことから発生したものと

同町のホームページで報告され同町のホームページで報告され同町のホームページで報告され同町のホームページで報告されております。ております。ております。ております。

これは、住基ネットシステムからの流失ではこれは、住基ネットシステムからの流失ではこれは、住基ネットシステムからの流失ではこれは、住基ネットシステムからの流失では

ないものの、行政に対する信頼を大きく損なないものの、行政に対する信頼を大きく損なないものの、行政に対する信頼を大きく損なないものの、行政に対する信頼を大きく損な

うものであり、極めて遺憾なことと受け止めうものであり、極めて遺憾なことと受け止めうものであり、極めて遺憾なことと受け止めうものであり、極めて遺憾なことと受け止め

ております。ております。ております。ております。    



- 9 - 

    この事例を踏まえ、総務省からは外部委託この事例を踏まえ、総務省からは外部委託この事例を踏まえ、総務省からは外部委託この事例を踏まえ、総務省からは外部委託

に伴う個人情報漏洩防止対策の徹底についてに伴う個人情報漏洩防止対策の徹底についてに伴う個人情報漏洩防止対策の徹底についてに伴う個人情報漏洩防止対策の徹底について

通知が出されており、本市といたしましても通知が出されており、本市といたしましても通知が出されており、本市といたしましても通知が出されており、本市といたしましても、、、、

契約事項を見直すとともに、個人情報持ち出契約事項を見直すとともに、個人情報持ち出契約事項を見直すとともに、個人情報持ち出契約事項を見直すとともに、個人情報持ち出

しの禁止、委託業務終了時の情報資産の返還しの禁止、委託業務終了時の情報資産の返還しの禁止、委託業務終了時の情報資産の返還しの禁止、委託業務終了時の情報資産の返還

や破棄等に関し、さらに徹底することとしてや破棄等に関し、さらに徹底することとしてや破棄等に関し、さらに徹底することとしてや破棄等に関し、さらに徹底することとして

おります。また、住民おります。また、住民おります。また、住民おります。また、住民票票票票コードの変更に関しコードの変更に関しコードの変更に関しコードの変更に関し

ましては、総務省の見解や愛南町の今後の対ましては、総務省の見解や愛南町の今後の対ましては、総務省の見解や愛南町の今後の対ましては、総務省の見解や愛南町の今後の対

応を確認してまいりたいと考えております。応を確認してまいりたいと考えております。応を確認してまいりたいと考えております。応を確認してまいりたいと考えております。    

    次に、住基ネットの今後の運用についてで次に、住基ネットの今後の運用についてで次に、住基ネットの今後の運用についてで次に、住基ネットの今後の運用についてで

ありますが、ただいまご質問いただいた事例ありますが、ただいまご質問いただいた事例ありますが、ただいまご質問いただいた事例ありますが、ただいまご質問いただいた事例

から、個別にはから、個別にはから、個別にはから、個別には今後今後今後今後解決すべき問題がいくつ解決すべき問題がいくつ解決すべき問題がいくつ解決すべき問題がいくつ

かあるものの、住基ネットかあるものの、住基ネットかあるものの、住基ネットかあるものの、住基ネット全般についての必全般についての必全般についての必全般についての必

要性、安全性に対する司法上の判断は、多く要性、安全性に対する司法上の判断は、多く要性、安全性に対する司法上の判断は、多く要性、安全性に対する司法上の判断は、多く

は肯定的であり、は肯定的であり、は肯定的であり、は肯定的であり、電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体の基の基の基の基

盤として不可欠であることから、本市としま盤として不可欠であることから、本市としま盤として不可欠であることから、本市としま盤として不可欠であることから、本市としま

してはしてはしてはしては、、、、今後も今後も今後も今後も、、、、住基ネットを適正に運用し住基ネットを適正に運用し住基ネットを適正に運用し住基ネットを適正に運用し

てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。てまいりたいと考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）    米田議員のご米田議員のご米田議員のご米田議員のご

質問に順次お答えします。質問に順次お答えします。質問に順次お答えします。質問に順次お答えします。    

    初めに、卒業式・入学式初めに、卒業式・入学式初めに、卒業式・入学式初めに、卒業式・入学式についてでありまについてでありまについてでありまについてでありま

すがすがすがすが、、、、教育委員会といたしまし教育委員会といたしまし教育委員会といたしまし教育委員会といたしましてはてはてはては、、、、これまこれまこれまこれま

でもでもでもでも我が国の我が国の我が国の我が国の国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の意義を理解し、尊の意義を理解し、尊の意義を理解し、尊の意義を理解し、尊

重する態度を育成すること、諸外国の国旗重する態度を育成すること、諸外国の国旗重する態度を育成すること、諸外国の国旗重する態度を育成すること、諸外国の国旗・・・・

国国国国歌歌歌歌についても同様にについても同様にについても同様にについても同様に、、、、これを尊重する態度これを尊重する態度これを尊重する態度これを尊重する態度

を育成すること、国際社会に生きる日本人とを育成すること、国際社会に生きる日本人とを育成すること、国際社会に生きる日本人とを育成すること、国際社会に生きる日本人と

しての自覚や資質を育成することなどを重視しての自覚や資質を育成することなどを重視しての自覚や資質を育成することなどを重視しての自覚や資質を育成することなどを重視

して、学習指導要して、学習指導要して、学習指導要して、学習指導要領領領領に基づきに基づきに基づきに基づき、、、、卒業式・入学卒業式・入学卒業式・入学卒業式・入学

式における式における式における式における国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌が適切に実施されるよが適切に実施されるよが適切に実施されるよが適切に実施されるよ

う指導してきたところでございます。う指導してきたところでございます。う指導してきたところでございます。う指導してきたところでございます。    

    思想・良心の自由との関係につきましては、思想・良心の自由との関係につきましては、思想・良心の自由との関係につきましては、思想・良心の自由との関係につきましては、

国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の指導にの指導にの指導にの指導にああああたってはたってはたってはたっては、、、、児童生徒の児童生徒の児童生徒の児童生徒の

内心にまで立ち入って強制しようというもの内心にまで立ち入って強制しようというもの内心にまで立ち入って強制しようというもの内心にまで立ち入って強制しようというもの

ではなく、教育上の配慮のもとにではなく、教育上の配慮のもとにではなく、教育上の配慮のもとにではなく、教育上の配慮のもとに、、、、適切に指適切に指適切に指適切に指

導を進めていく必要があ導を進めていく必要があ導を進めていく必要があ導を進めていく必要があるものと考えておりるものと考えておりるものと考えておりるものと考えており

ます。また、卒ます。また、卒ます。また、卒ます。また、卒・・・・入学式は来賓や保護者が多入学式は来賓や保護者が多入学式は来賓や保護者が多入学式は来賓や保護者が多

数参加する学校における重要な儀式でもある数参加する学校における重要な儀式でもある数参加する学校における重要な儀式でもある数参加する学校における重要な儀式でもある

ことから、校長はＰＴＡことから、校長はＰＴＡことから、校長はＰＴＡことから、校長はＰＴＡ三三三三役等に対して基本役等に対して基本役等に対して基本役等に対して基本

方針を説明し、合意と協力を得るとともに、方針を説明し、合意と協力を得るとともに、方針を説明し、合意と協力を得るとともに、方針を説明し、合意と協力を得るとともに、

地域の受け止め方などの実態を把握するなど地域の受け止め方などの実態を把握するなど地域の受け止め方などの実態を把握するなど地域の受け止め方などの実態を把握するなど、、、、

連携を深めながら適切に実施されることが大連携を深めながら適切に実施されることが大連携を深めながら適切に実施されることが大連携を深めながら適切に実施されることが大

切であると考えているところでございます。切であると考えているところでございます。切であると考えているところでございます。切であると考えているところでございます。    

    今後におきましても、こうした考え方に基今後におきましても、こうした考え方に基今後におきましても、こうした考え方に基今後におきましても、こうした考え方に基

づき、各学校においてづき、各学校においてづき、各学校においてづき、各学校において適切に実施されるよう適切に実施されるよう適切に実施されるよう適切に実施されるよう

努めてまいりたいと考えているところでござ努めてまいりたいと考えているところでござ努めてまいりたいと考えているところでござ努めてまいりたいと考えているところでござ

います。います。います。います。    

    次に、校長と教職員の関係、信頼関係につ次に、校長と教職員の関係、信頼関係につ次に、校長と教職員の関係、信頼関係につ次に、校長と教職員の関係、信頼関係につ

いてでありますが、教育は根本的に教職員といてでありますが、教育は根本的に教職員といてでありますが、教育は根本的に教職員といてでありますが、教育は根本的に教職員と

児童生徒の愛情と信頼によって成り立つもの児童生徒の愛情と信頼によって成り立つもの児童生徒の愛情と信頼によって成り立つもの児童生徒の愛情と信頼によって成り立つもの

であり、その基盤となるのはであり、その基盤となるのはであり、その基盤となるのはであり、その基盤となるのは、、、、教職員相互の教職員相互の教職員相互の教職員相互の

信頼関係であるとの考えのもとに信頼関係であるとの考えのもとに信頼関係であるとの考えのもとに信頼関係であるとの考えのもとに、、、、校長会や校長会や校長会や校長会や

教頭会と連携を教頭会と連携を教頭会と連携を教頭会と連携を図図図図って取り組んできたところって取り組んできたところって取り組んできたところって取り組んできたところ

でございます。でございます。でございます。でございます。    

    卒業式・入学式におきまして、卒業式・入学式におきまして、卒業式・入学式におきまして、卒業式・入学式におきまして、国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌

を実施するにを実施するにを実施するにを実施するにああああたっては、まず校長はたっては、まず校長はたっては、まず校長はたっては、まず校長は日頃か日頃か日頃か日頃か

らららら職員会議等の場を通じて教職員間で職員会議等の場を通じて教職員間で職員会議等の場を通じて教職員間で職員会議等の場を通じて教職員間で国旗・国旗・国旗・国旗・

国歌国歌国歌国歌のののの指導や指導や指導や指導やその意義等について意思疎通、その意義等について意思疎通、その意義等について意思疎通、その意義等について意思疎通、

共通理解を図るよう努め、全教職員が一致協共通理解を図るよう努め、全教職員が一致協共通理解を図るよう努め、全教職員が一致協共通理解を図るよう努め、全教職員が一致協

力して、積極的に力して、積極的に力して、積極的に力して、積極的に国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の指導を行うよの指導を行うよの指導を行うよの指導を行うよ

う学校運営上の配慮を行うことが大切であるう学校運営上の配慮を行うことが大切であるう学校運営上の配慮を行うことが大切であるう学校運営上の配慮を行うことが大切である

とととと、、、、このように考えております。このように考えております。このように考えております。このように考えております。    

    今後とも今後とも今後とも今後とも、、、、こうした考えこうした考えこうした考えこうした考え方に基づき、方に基づき、方に基づき、方に基づき、国旗・国旗・国旗・国旗・

国歌国歌国歌国歌が適切に指導され、卒業式・入学式が厳が適切に指導され、卒業式・入学式が厳が適切に指導され、卒業式・入学式が厳が適切に指導され、卒業式・入学式が厳

粛か粛か粛か粛かつ清新つ清新つ清新つ清新な雰囲気な雰囲気な雰囲気な雰囲気の中で行われるよう取りの中で行われるよう取りの中で行われるよう取りの中で行われるよう取り

組んでまいりたいと考えているところでござ組んでまいりたいと考えているところでござ組んでまいりたいと考えているところでござ組んでまいりたいと考えているところでござ

います。います。います。います。    

    次に、全国学力次に、全国学力次に、全国学力次に、全国学力・・・・学習状況調査についてで学習状況調査についてで学習状況調査についてで学習状況調査についてで
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ありますが、これは国が全国的な義務教育のありますが、これは国が全国的な義務教育のありますが、これは国が全国的な義務教育のありますが、これは国が全国的な義務教育の

機会均等と水準向上のため、児童生徒の学機会均等と水準向上のため、児童生徒の学機会均等と水準向上のため、児童生徒の学機会均等と水準向上のため、児童生徒の学

力力力力・・・・学習状況を把握学習状況を把握学習状況を把握学習状況を把握・・・・分析することにより分析することにより分析することにより分析することにより、、、、

教育及び教育施策の教育及び教育施策の教育及び教育施策の教育及び教育施策の成果と成果と成果と成果と課題を検証し、そ課題を検証し、そ課題を検証し、そ課題を検証し、そ

の改善を図ること、また各教育委員会及び学の改善を図ること、また各教育委員会及び学の改善を図ること、また各教育委員会及び学の改善を図ること、また各教育委員会及び学

校等が全国的な状況校等が全国的な状況校等が全国的な状況校等が全国的な状況との関係においてとの関係においてとの関係においてとの関係において自らの自らの自らの自らの

教育の結果を把握し、改善を図ることを目的教育の結果を把握し、改善を図ることを目的教育の結果を把握し、改善を図ることを目的教育の結果を把握し、改善を図ることを目的

としてとしてとしてとして、、、、今年４月今年４月今年４月今年４月 24242424 日全国一斉に実施された日全国一斉に実施された日全国一斉に実施された日全国一斉に実施された

ものものものものでございます。でございます。でございます。でございます。    

    本市におきましても、全小中学校で円滑に本市におきましても、全小中学校で円滑に本市におきましても、全小中学校で円滑に本市におきましても、全小中学校で円滑に

実施されたところであり、今後の施策の充実実施されたところであり、今後の施策の充実実施されたところであり、今後の施策の充実実施されたところであり、今後の施策の充実

や学習指導の工夫改善等を図る意味でも意義や学習指導の工夫改善等を図る意味でも意義や学習指導の工夫改善等を図る意味でも意義や学習指導の工夫改善等を図る意味でも意義

あるものと考えているところでございます。あるものと考えているところでございます。あるものと考えているところでございます。あるものと考えているところでございます。

また、今年度実施した結果を受けての課題等また、今年度実施した結果を受けての課題等また、今年度実施した結果を受けての課題等また、今年度実施した結果を受けての課題等

につきましてはにつきましてはにつきましてはにつきましては、、、、次年度以降に次年度以降に次年度以降に次年度以降に生生生生かされるよかされるよかされるよかされるよ

う改善点としてう改善点としてう改善点としてう改善点として、、、、国レベルで整理されていく国レベルで整理されていく国レベルで整理されていく国レベルで整理されていく

ものと考えているところでございます。ものと考えているところでございます。ものと考えているところでございます。ものと考えているところでございます。    

    次に、全国学力次に、全国学力次に、全国学力次に、全国学力・・・・学習状況調査に公立学校学習状況調査に公立学校学習状況調査に公立学校学習状況調査に公立学校

で唯一不参加の犬山市についてでありますけで唯一不参加の犬山市についてでありますけで唯一不参加の犬山市についてでありますけで唯一不参加の犬山市についてでありますけ

れども、これは犬山市教育委員会が推進するれども、これは犬山市教育委員会が推進するれども、これは犬山市教育委員会が推進するれども、これは犬山市教育委員会が推進する

教育行政の経過や教育行政の経過や教育行政の経過や教育行政の経過や、、、、地域の実情に基づいて検地域の実情に基づいて検地域の実情に基づいて検地域の実情に基づいて検

討に検討を重ねた結討に検討を重ねた結討に検討を重ねた結討に検討を重ねた結果、判断されたものと受果、判断されたものと受果、判断されたものと受果、判断されたものと受

け止めております。犬山市教育委員会もけ止めております。犬山市教育委員会もけ止めております。犬山市教育委員会もけ止めております。犬山市教育委員会も「本「本「本「本

市の取市の取市の取市の取組みが最善の教育実践組みが最善の教育実践組みが最善の教育実践組みが最善の教育実践・・・・教育改革とは教育改革とは教育改革とは教育改革とは

考えていないということ考えていないということ考えていないということ考えていないということ」」」」「「「「それぞれそれぞれそれぞれそれぞれのののの地域地域地域地域・・・・

学校で、それぞれの実情に基づいて、義務教学校で、それぞれの実情に基づいて、義務教学校で、それぞれの実情に基づいて、義務教学校で、それぞれの実情に基づいて、義務教

育本来の役割を果たす学校教育を育本来の役割を果たす学校教育を育本来の役割を果たす学校教育を育本来の役割を果たす学校教育を作り出して作り出して作り出して作り出して

いくことがいくことがいくことがいくことが大切である大切である大切である大切である」と、」と、」と、」と、このように述べこのように述べこのように述べこのように述べ

ておりますとおり、地域の実情を十分踏まえておりますとおり、地域の実情を十分踏まえておりますとおり、地域の実情を十分踏まえておりますとおり、地域の実情を十分踏まえ

た上で、た上で、た上で、た上で、各市町村教育委員会が主体性を持ち、各市町村教育委員会が主体性を持ち、各市町村教育委員会が主体性を持ち、各市町村教育委員会が主体性を持ち、

適切に判断することが重要であると考えてい適切に判断することが重要であると考えてい適切に判断することが重要であると考えてい適切に判断することが重要であると考えてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    次に、市内学習状況調査についてでありま次に、市内学習状況調査についてでありま次に、市内学習状況調査についてでありま次に、市内学習状況調査についてでありま

すが、すが、すが、すが、今今今今求められている求められている求められている求められている「「「「生きる力生きる力生きる力生きる力」」」」の知のの知のの知のの知の

側面である側面である側面である側面である確確確確かかかかな学力をな学力をな学力をな学力を育成するためには、育成するためには、育成するためには、育成するためには、

まずまずまずまず子ども達の子ども達の子ども達の子ども達の学習の到達度学習の到達度学習の到達度学習の到達度・・・・理解度を的確理解度を的確理解度を的確理解度を的確

に把握することが必要であります。客観的なに把握することが必要であります。客観的なに把握することが必要であります。客観的なに把握することが必要であります。客観的な

データを得ることにより、指導方法の工夫改データを得ることにより、指導方法の工夫改データを得ることにより、指導方法の工夫改データを得ることにより、指導方法の工夫改

善に向けた手がかりを得ることが可能となり、善に向けた手がかりを得ることが可能となり、善に向けた手がかりを得ることが可能となり、善に向けた手がかりを得ることが可能となり、

子ども達の子ども達の子ども達の子ども達の学習に還元できると考え、平成学習に還元できると考え、平成学習に還元できると考え、平成学習に還元できると考え、平成 18181818

年度より市内全小年度より市内全小年度より市内全小年度より市内全小・・・・中学校を対象として一斉中学校を対象として一斉中学校を対象として一斉中学校を対象として一斉

に実施しているものでございます。に実施しているものでございます。に実施しているものでございます。に実施しているものでございます。    

    今年度実施２年目を今年度実施２年目を今年度実施２年目を今年度実施２年目を迎迎迎迎えましたが、現在市えましたが、現在市えましたが、現在市えましたが、現在市

教委では昨年度との対比も含めた全市的な結教委では昨年度との対比も含めた全市的な結教委では昨年度との対比も含めた全市的な結教委では昨年度との対比も含めた全市的な結

果を集計しているところであり、終わり次第果を集計しているところであり、終わり次第果を集計しているところであり、終わり次第果を集計しているところであり、終わり次第

各学校へ情報提供したいと考えております。各学校へ情報提供したいと考えております。各学校へ情報提供したいと考えております。各学校へ情報提供したいと考えております。

また、各学校では学校ごとの結果を受け、また、各学校では学校ごとの結果を受け、また、各学校では学校ごとの結果を受け、また、各学校では学校ごとの結果を受け、学学学学

校独自の現状分析校独自の現状分析校独自の現状分析校独自の現状分析を始めており、全市集計結を始めており、全市集計結を始めており、全市集計結を始めており、全市集計結

果とあわせて課題等の洗い出しや果とあわせて課題等の洗い出しや果とあわせて課題等の洗い出しや果とあわせて課題等の洗い出しや、、、、それに対それに対それに対それに対

応した取組みが推進される応した取組みが推進される応した取組みが推進される応した取組みが推進される予定予定予定予定であります。であります。であります。であります。    

    いずれにいたしましても、本市のいずれにいたしましても、本市のいずれにいたしましても、本市のいずれにいたしましても、本市の子ども達子ども達子ども達子ども達

にににに確確確確かな学力を育成することは極めて重要なかな学力を育成することは極めて重要なかな学力を育成することは極めて重要なかな学力を育成することは極めて重要な

ことと考えており、今後におきましても学校ことと考えており、今後におきましても学校ことと考えており、今後におきましても学校ことと考えており、今後におきましても学校

と連携を図りながらと連携を図りながらと連携を図りながらと連携を図りながら、、、、より効果的な調査となより効果的な調査となより効果的な調査となより効果的な調査とな

るよう努めてまいりたいと考えているところるよう努めてまいりたいと考えているところるよう努めてまいりたいと考えているところるよう努めてまいりたいと考えているところ

でございます。でございます。でございます。でございます。    

    次に、学校配当予算の状況についてであり次に、学校配当予算の状況についてであり次に、学校配当予算の状況についてであり次に、学校配当予算の状況についてであり

ますが、ますが、ますが、ますが、市の財政状況に伴い、ここ数年継続市の財政状況に伴い、ここ数年継続市の財政状況に伴い、ここ数年継続市の財政状況に伴い、ここ数年継続

して前年割れが続いてきていることから、学して前年割れが続いてきていることから、学して前年割れが続いてきていることから、学して前年割れが続いてきていることから、学

校配当予算につきましては、非常に厳しい状校配当予算につきましては、非常に厳しい状校配当予算につきましては、非常に厳しい状校配当予算につきましては、非常に厳しい状

況に況に況に況に至っていることは、至っていることは、至っていることは、至っていることは、十分認識十分認識十分認識十分認識しているとしているとしているとしていると

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。    

    このため、各学校への予算配当の折には、このため、各学校への予算配当の折には、このため、各学校への予算配当の折には、このため、各学校への予算配当の折には、

教育活動に支障をきたさないよう、学校内教育活動に支障をきたさないよう、学校内教育活動に支障をきたさないよう、学校内教育活動に支障をきたさないよう、学校内でででで

のやりくりや先生方の創意工夫をお願いしてのやりくりや先生方の創意工夫をお願いしてのやりくりや先生方の創意工夫をお願いしてのやりくりや先生方の創意工夫をお願いして

いるところであり、教育委員会といたしましいるところであり、教育委員会といたしましいるところであり、教育委員会といたしましいるところであり、教育委員会といたしまし

ても、予算確保に向けての最大限の努力をしても、予算確保に向けての最大限の努力をしても、予算確保に向けての最大限の努力をしても、予算確保に向けての最大限の努力をし

てきているところであります。てきているところであります。てきているところであります。てきているところであります。    
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    今後とも今後とも今後とも今後とも、、、、学校現場との連携を密にしなが学校現場との連携を密にしなが学校現場との連携を密にしなが学校現場との連携を密にしなが

ら、教育活動が円滑に進められるよう取り組ら、教育活動が円滑に進められるよう取り組ら、教育活動が円滑に進められるよう取り組ら、教育活動が円滑に進められるよう取り組

んでまいりたいと考えているところでございんでまいりたいと考えているところでございんでまいりたいと考えているところでございんでまいりたいと考えているところでござい

まままます。す。す。す。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    ８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。    

●●●●８番米田良克議員８番米田良克議員８番米田良克議員８番米田良克議員    一通り答弁をいただき一通り答弁をいただき一通り答弁をいただき一通り答弁をいただき

ましたが、ましたが、ましたが、ましたが、再質問をさせていただきます。再質問をさせていただきます。再質問をさせていただきます。再質問をさせていただきます。    

    まずまずまずまず最初に、大阪高裁判決と箕面市の対応最初に、大阪高裁判決と箕面市の対応最初に、大阪高裁判決と箕面市の対応最初に、大阪高裁判決と箕面市の対応

の関係でありますの関係でありますの関係でありますの関係でありますけれどもけれどもけれどもけれども、昨年、昨年、昨年、昨年 12121212 月４日の月４日の月４日の月４日の

北海道新聞の社説では、この問題が取り上げ北海道新聞の社説では、この問題が取り上げ北海道新聞の社説では、この問題が取り上げ北海道新聞の社説では、この問題が取り上げ

られており、制度見直しを迫る判決という見られており、制度見直しを迫る判決という見られており、制度見直しを迫る判決という見られており、制度見直しを迫る判決という見

出しで書かれております。出しで書かれております。出しで書かれております。出しで書かれております。    

    そこで、判決が問題にしている事柄等を整そこで、判決が問題にしている事柄等を整そこで、判決が問題にしている事柄等を整そこで、判決が問題にしている事柄等を整

理をされておりますけれども、一番問題にな理をされておりますけれども、一番問題にな理をされておりますけれども、一番問題にな理をされておりますけれども、一番問題にな

るのはデータマッチングと言われますが、こるのはデータマッチングと言われますが、こるのはデータマッチングと言われますが、こるのはデータマッチングと言われますが、こ

の住民の住民の住民の住民基本基本基本基本台帳ネットワークに台帳ネットワークに台帳ネットワークに台帳ネットワークに様々なほかの様々なほかの様々なほかの様々なほかの

情報をつないでいくということによって、そ情報をつないでいくということによって、そ情報をつないでいくということによって、そ情報をつないでいくということによって、そ

の特定の個人のあらゆるの特定の個人のあらゆるの特定の個人のあらゆるの特定の個人のあらゆる分野の事柄が明らか分野の事柄が明らか分野の事柄が明らか分野の事柄が明らか

になると、そういう形での利用が非常に心配になると、そういう形での利用が非常に心配になると、そういう形での利用が非常に心配になると、そういう形での利用が非常に心配

されているんです。されているんです。されているんです。されているんです。    

    ですから、そのようなことになですから、そのようなことになですから、そのようなことになですから、そのようなことになるのでは、るのでは、るのでは、るのでは、

これは大変だ。だから、これは大変だ。だから、これは大変だ。だから、これは大変だ。だから、11111111 桁の番号によって桁の番号によって桁の番号によって桁の番号によって

１人の個人が特定され、それがたとえば健康１人の個人が特定され、それがたとえば健康１人の個人が特定され、それがたとえば健康１人の個人が特定され、それがたとえば健康

保険のデータとつなぐことによって健康状態保険のデータとつなぐことによって健康状態保険のデータとつなぐことによって健康状態保険のデータとつなぐことによって健康状態

が明らかになる、あるいは税情報とつなぐこが明らかになる、あるいは税情報とつなぐこが明らかになる、あるいは税情報とつなぐこが明らかになる、あるいは税情報とつなぐこ

とによって、税の払い込みの状況とによって、税の払い込みの状況とによって、税の払い込みの状況とによって、税の払い込みの状況等等等等も明らかも明らかも明らかも明らか

になる、場合によっては警察のデータになる、場合によっては警察のデータになる、場合によっては警察のデータになる、場合によっては警察のデータ等等等等とつとつとつとつ

なぐという、なぐという、なぐという、なぐという、様々な様々な様々な様々な事柄で本人が全然知らな事柄で本人が全然知らな事柄で本人が全然知らな事柄で本人が全然知らな

いうちに、いうちに、いうちに、いうちに、はだかはだかはだかはだかにされてしまうにされてしまうにされてしまうにされてしまうというようというようというようというよう

なななな、そういうおそれが、そういうおそれが、そういうおそれが、そういうおそれがこのシステムにはこのシステムにはこのシステムにはこのシステムにはあるあるあるある

というというというということを、ことを、ことを、ことを、かねがね指摘する声がありまかねがね指摘する声がありまかねがね指摘する声がありまかねがね指摘する声がありま

す。す。す。す。    

    北海道新聞でもそのことを北海道新聞でもそのことを北海道新聞でもそのことを北海道新聞でもそのことを、、、、この判決の中この判決の中この判決の中この判決の中

から取り上げて書いております。そしてそのから取り上げて書いております。そしてそのから取り上げて書いております。そしてそのから取り上げて書いております。そしてその

ことは、自分のことは、自分のことは、自分のことは、自分の情報を自分が持っていて、自情報を自分が持っていて、自情報を自分が持っていて、自情報を自分が持っていて、自

分が使いたいように使う。自己情報コントロ分が使いたいように使う。自己情報コントロ分が使いたいように使う。自己情報コントロ分が使いたいように使う。自己情報コントロ

ール権と言いますけれども、このール権と言いますけれども、このール権と言いますけれども、このール権と言いますけれども、この自己自己自己自己情報コ情報コ情報コ情報コ

ントロールントロールントロールントロール権権権権がががが侵侵侵侵されるおそれがあるのではされるおそれがあるのではされるおそれがあるのではされるおそれがあるのでは

ないかということです。ないかということです。ないかということです。ないかということです。    

    それら含めて、判決がそれら含めて、判決がそれら含めて、判決がそれら含めて、判決がいっているのは、個いっているのは、個いっているのは、個いっているのは、個

人情報保護の点で欠陥がありますと人情報保護の点で欠陥がありますと人情報保護の点で欠陥がありますと人情報保護の点で欠陥がありますといったこいったこいったこいったこ

と、そのことは新聞としても理解ができるとと、そのことは新聞としても理解ができるとと、そのことは新聞としても理解ができるとと、そのことは新聞としても理解ができると

述べています。述べています。述べています。述べています。    

    ちょっと省略をしますけれども、あとちょっと省略をしますけれども、あとちょっと省略をしますけれども、あとちょっと省略をしますけれども、あと電子電子電子電子

政府・電子自治体政府・電子自治体政府・電子自治体政府・電子自治体のこと、これは常にのこと、これは常にのこと、これは常にのこと、これは常に、、、、このこのこのこの

問題でご質問をしたときに答弁の中に出てま問題でご質問をしたときに答弁の中に出てま問題でご質問をしたときに答弁の中に出てま問題でご質問をしたときに答弁の中に出てま

いりますけれども、いりますけれども、いりますけれども、いりますけれども、電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体とととと

いうのは本会議で質問もいたしましたが、姿いうのは本会議で質問もいたしましたが、姿いうのは本会議で質問もいたしましたが、姿いうのは本会議で質問もいたしましたが、姿

がどうがどうがどうがどうもよく見えない、見えてもよく見えない、見えてもよく見えない、見えてもよく見えない、見えてははははこない。そこない。そこない。そこない。そ

れと、利用の度合いもさっぱり進まない住基れと、利用の度合いもさっぱり進まない住基れと、利用の度合いもさっぱり進まない住基れと、利用の度合いもさっぱり進まない住基

ネットをネットをネットをネットを、、、、そういうもののベースに使うといそういうもののベースに使うといそういうもののベースに使うといそういうもののベースに使うとい

うことよりも、もっと個々人のプライバシーうことよりも、もっと個々人のプライバシーうことよりも、もっと個々人のプライバシーうことよりも、もっと個々人のプライバシー

がががが侵侵侵侵されるということを心配すべきではないされるということを心配すべきではないされるということを心配すべきではないされるということを心配すべきではない

かというようなことを言っています。かというようなことを言っています。かというようなことを言っています。かというようなことを言っています。    

    先ほども申し上げましたように、今回の情先ほども申し上げましたように、今回の情先ほども申し上げましたように、今回の情先ほども申し上げましたように、今回の情

報流失は報流失は報流失は報流失は、、、、あくまでも本来扱うべき方法ではあくまでも本来扱うべき方法ではあくまでも本来扱うべき方法ではあくまでも本来扱うべき方法では

ないないないない扱い方によって扱い方によって扱い方によって扱い方によって情報漏洩が起きたわけで情報漏洩が起きたわけで情報漏洩が起きたわけで情報漏洩が起きたわけで

してしてしてして、これは人為的なミスです。これは、ル、これは人為的なミスです。これは、ル、これは人為的なミスです。これは、ル、これは人為的なミスです。これは、ル

ールを幾ら厳しくしてもールを幾ら厳しくしてもールを幾ら厳しくしてもールを幾ら厳しくしても、、、、人為的なミスとい人為的なミスとい人為的なミスとい人為的なミスとい

うのは避けられないわけです。それは起こりうのは避けられないわけです。それは起こりうのは避けられないわけです。それは起こりうのは避けられないわけです。それは起こり

得るわけです。ですから、それをできるだけ得るわけです。ですから、それをできるだけ得るわけです。ですから、それをできるだけ得るわけです。ですから、それをできるだけ

最最最最小限にする努力を小限にする努力を小限にする努力を小限にする努力を、、、、市はされていると思う市はされていると思う市はされていると思う市はされていると思う

んですけれども、その辺の考え方をお聞きしんですけれども、その辺の考え方をお聞きしんですけれども、その辺の考え方をお聞きしんですけれども、その辺の考え方をお聞きし

たいということと、それからたいということと、それからたいということと、それからたいということと、それから、、、、北海道新聞も北海道新聞も北海道新聞も北海道新聞も

最後に最後に最後に最後に、、、、年間年間年間年間 200200200200 億円もの維持運営費をかけ億円もの維持運営費をかけ億円もの維持運営費をかけ億円もの維持運営費をかけ

るだけの行政の効率化効果があるとはとてもるだけの行政の効率化効果があるとはとてもるだけの行政の効率化効果があるとはとてもるだけの行政の効率化効果があるとはとても

思えないと指摘をしています。思えないと指摘をしています。思えないと指摘をしています。思えないと指摘をしています。    

    何回も言っていますが、もしかしたら無駄何回も言っていますが、もしかしたら無駄何回も言っていますが、もしかしたら無駄何回も言っていますが、もしかしたら無駄
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な金を毎年かけているのではないか。お金がな金を毎年かけているのではないか。お金がな金を毎年かけているのではないか。お金がな金を毎年かけているのではないか。お金が

ないと言いながら、ことこのことに関しては、ないと言いながら、ことこのことに関しては、ないと言いながら、ことこのことに関しては、ないと言いながら、ことこのことに関しては、

さっぱり市民に恩恵がないにもかかわらず、さっぱり市民に恩恵がないにもかかわらず、さっぱり市民に恩恵がないにもかかわらず、さっぱり市民に恩恵がないにもかかわらず、

お金をかけ続ける。もうちょっとしたらお金をかけ続ける。もうちょっとしたらお金をかけ続ける。もうちょっとしたらお金をかけ続ける。もうちょっとしたら機器機器機器機器

の更新もあります。そういう形で無駄金を使の更新もあります。そういう形で無駄金を使の更新もあります。そういう形で無駄金を使の更新もあります。そういう形で無駄金を使

っていることになるのではないか。そういうっていることになるのではないか。そういうっていることになるのではないか。そういうっていることになるのではないか。そういう

ことことことことを心配するわけでありまして、この辺をを心配するわけでありまして、この辺をを心配するわけでありまして、この辺をを心配するわけでありまして、この辺を

お聞きをしたい。費用をかけて効果があるのお聞きをしたい。費用をかけて効果があるのお聞きをしたい。費用をかけて効果があるのお聞きをしたい。費用をかけて効果があるの

かどうか。改めてお尋ねをしたいと思います。かどうか。改めてお尋ねをしたいと思います。かどうか。改めてお尋ねをしたいと思います。かどうか。改めてお尋ねをしたいと思います。    

    それからそれからそれからそれから、、、、卒業式・入学式での君が代の問卒業式・入学式での君が代の問卒業式・入学式での君が代の問卒業式・入学式での君が代の問

題ですけれども、私は題ですけれども、私は題ですけれども、私は題ですけれども、私は、、、、昨年の昨年の昨年の昨年の 12121212 月議会まで月議会まで月議会まで月議会まで

この問題を取りこの問題を取りこの問題を取りこの問題を取り上上上上げてきました。昨年は３月、げてきました。昨年は３月、げてきました。昨年は３月、げてきました。昨年は３月、

６月、９月、６月、９月、６月、９月、６月、９月、12121212 月と続けて取り月と続けて取り月と続けて取り月と続けて取り上上上上げたんですげたんですげたんですげたんです

けれども、けれども、けれども、けれども、12121212 月月月月 15151515 日に教育基本法の改正が日に教育基本法の改正が日に教育基本法の改正が日に教育基本法の改正が

強行されました。教育委員会の強行されました。教育委員会の強行されました。教育委員会の強行されました。教育委員会の今年の今年の今年の今年の３月の３月の３月の３月の

教育行政執行方針も教育行政執行方針も教育行政執行方針も教育行政執行方針も、、、、その新しい教育基本法その新しい教育基本法その新しい教育基本法その新しい教育基本法

を受けての中身が結構見受けられました。を受けての中身が結構見受けられました。を受けての中身が結構見受けられました。を受けての中身が結構見受けられました。    

    私私私私は、過去は教育基本法は、過去は教育基本法は、過去は教育基本法は、過去は教育基本法 10101010 条の条の条の条の「「「「行政は教行政は教行政は教行政は教

育に介入してはなら育に介入してはなら育に介入してはなら育に介入してはならないないないない」」」」この条文をいわばこの条文をいわばこの条文をいわばこの条文をいわば

足がかりにして、教育委員会が卒業式の内容足がかりにして、教育委員会が卒業式の内容足がかりにして、教育委員会が卒業式の内容足がかりにして、教育委員会が卒業式の内容

までにわたってまでにわたってまでにわたってまでにわたって、、、、くちばしを入れるのは間違くちばしを入れるのは間違くちばしを入れるのは間違くちばしを入れるのは間違

いだということを申し上げてきたわけです。いだということを申し上げてきたわけです。いだということを申し上げてきたわけです。いだということを申し上げてきたわけです。    

    ところが、改正教育基本法ではそこは消えところが、改正教育基本法ではそこは消えところが、改正教育基本法ではそこは消えところが、改正教育基本法ではそこは消え

てしまったんです。だから、教育基本法てしまったんです。だから、教育基本法てしまったんです。だから、教育基本法てしまったんです。だから、教育基本法 10101010

条でということは言えなくなってしまった。条でということは言えなくなってしまった。条でということは言えなくなってしまった。条でということは言えなくなってしまった。

法律がなくなってしまいましたから。まった法律がなくなってしまいましたから。まった法律がなくなってしまいましたから。まった法律がなくなってしまいましたから。まった

くこれは残念で悔しいことですけれども。くこれは残念で悔しいことですけれども。くこれは残念で悔しいことですけれども。くこれは残念で悔しいことですけれども。    

    そうすると、頼るところは思想・良心の自そうすると、頼るところは思想・良心の自そうすると、頼るところは思想・良心の自そうすると、頼るところは思想・良心の自

由を守る。憲法由を守る。憲法由を守る。憲法由を守る。憲法 19191919 条は、たったこれだけの短条は、たったこれだけの短条は、たったこれだけの短条は、たったこれだけの短

い条文です。い条文です。い条文です。い条文です。「「「「思想思想思想思想・・・・良心の自由は守られなけ良心の自由は守られなけ良心の自由は守られなけ良心の自由は守られなけ

ればならないればならないればならないればならない」」」」。ほかのことは何も書いてない。。ほかのことは何も書いてない。。ほかのことは何も書いてない。。ほかのことは何も書いてない。

それだけで１条あるわけです。ですからこれそれだけで１条あるわけです。ですからこれそれだけで１条あるわけです。ですからこれそれだけで１条あるわけです。ですからこれ

をしっかりとやっぱり守っていくということをしっかりとやっぱり守っていくということをしっかりとやっぱり守っていくということをしっかりとやっぱり守っていくということ

が、極めて大事だと。それは、大人であるとが、極めて大事だと。それは、大人であるとが、極めて大事だと。それは、大人であるとが、極めて大事だと。それは、大人であると

子どもであると子どもであると子どもであると子どもであるとかかかか、生徒であるとか、児童で、生徒であるとか、児童で、生徒であるとか、児童で、生徒であるとか、児童で

あるとか、学生であるとか、そういうことはあるとか、学生であるとか、そういうことはあるとか、学生であるとか、そういうことはあるとか、学生であるとか、そういうことは

問わないんです。高齢者であろうと。すべて問わないんです。高齢者であろうと。すべて問わないんです。高齢者であろうと。すべて問わないんです。高齢者であろうと。すべて

の国民について等しく思想の国民について等しく思想の国民について等しく思想の国民について等しく思想・・・・良心の自由と良心の自由と良心の自由と良心の自由といいいい

うのは保障されなければならない。うのは保障されなければならない。うのは保障されなければならない。うのは保障されなければならない。    

    そういうそういうそういうそういう視点で見たときに、残念ながら日視点で見たときに、残念ながら日視点で見たときに、残念ながら日視点で見たときに、残念ながら日

本の本の本の本の国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌である日の丸君が代についてである日の丸君が代についてである日の丸君が代についてである日の丸君が代について

は、いろいろな意見があるわけです。これはは、いろいろな意見があるわけです。これはは、いろいろな意見があるわけです。これはは、いろいろな意見があるわけです。これは

現実です。それは、過去の歴史と深くかかわ現実です。それは、過去の歴史と深くかかわ現実です。それは、過去の歴史と深くかかわ現実です。それは、過去の歴史と深くかかわ

っている問題です。っている問題です。っている問題です。っている問題です。    

    ですから、ですから、ですから、ですから、かつてかつてかつてかつてのアジアへののアジアへののアジアへののアジアへの侵略戦争を侵略戦争を侵略戦争を侵略戦争を

日本が行ったときに、その旗印は日の丸であ日本が行ったときに、その旗印は日の丸であ日本が行ったときに、その旗印は日の丸であ日本が行ったときに、その旗印は日の丸であ

って、そして日本が支配をするようになったって、そして日本が支配をするようになったって、そして日本が支配をするようになったって、そして日本が支配をするようになった

地域では地域では地域では地域では、、、、住民に君が代を歌わせるという、住民に君が代を歌わせるという、住民に君が代を歌わせるという、住民に君が代を歌わせるという、

これはまさに強制です。中には言葉まで奪っこれはまさに強制です。中には言葉まで奪っこれはまさに強制です。中には言葉まで奪っこれはまさに強制です。中には言葉まで奪っ

てしまった地域まであるわけでしょう。日本てしまった地域まであるわけでしょう。日本てしまった地域まであるわけでしょう。日本てしまった地域まであるわけでしょう。日本

語を使わなければならないと強制をする語を使わなければならないと強制をする語を使わなければならないと強制をする語を使わなければならないと強制をする。。。。そそそそ

ういう植民地支配というのはういう植民地支配というのはういう植民地支配というのはういう植民地支配というのは、、、、余り世界でも余り世界でも余り世界でも余り世界でも

例がありませんから。そういう過去の歴史で例がありませんから。そういう過去の歴史で例がありませんから。そういう過去の歴史で例がありませんから。そういう過去の歴史で

非常に大きな役割を果たしたのが、この日の非常に大きな役割を果たしたのが、この日の非常に大きな役割を果たしたのが、この日の非常に大きな役割を果たしたのが、この日の

丸丸丸丸・・・・君が代、そしてその上に立つ天皇制です。君が代、そしてその上に立つ天皇制です。君が代、そしてその上に立つ天皇制です。君が代、そしてその上に立つ天皇制です。

大日本帝国憲法です。大日本帝国憲法です。大日本帝国憲法です。大日本帝国憲法です。    

    そして、入って、昭和一桁そして、入って、昭和一桁そして、入って、昭和一桁そして、入って、昭和一桁、そして、そして、そして、そして 10101010 年代年代年代年代

と軍隊が非常に大きな勢力と軍隊が非常に大きな勢力と軍隊が非常に大きな勢力と軍隊が非常に大きな勢力を持つようになっを持つようになっを持つようになっを持つようになっ

て、ついには軍人が総理大臣にまでなったて、ついには軍人が総理大臣にまでなったて、ついには軍人が総理大臣にまでなったて、ついには軍人が総理大臣にまでなった。。。。

そういう軍国主義化が強力に日本の国内で進そういう軍国主義化が強力に日本の国内で進そういう軍国主義化が強力に日本の国内で進そういう軍国主義化が強力に日本の国内で進

められて、いわば軍隊が政治の全体を支配すめられて、いわば軍隊が政治の全体を支配すめられて、いわば軍隊が政治の全体を支配すめられて、いわば軍隊が政治の全体を支配す

る、そういうる、そういうる、そういうる、そういう仕組仕組仕組仕組みをつくり上げてしまった。みをつくり上げてしまった。みをつくり上げてしまった。みをつくり上げてしまった。

子どもたちは、子どもたちは、子どもたちは、子どもたちは、「「「「私は立派な兵隊さんになりま私は立派な兵隊さんになりま私は立派な兵隊さんになりま私は立派な兵隊さんになりま

すすすす」「」「」「」「陛下のために、お国陛下のために、お国陛下のために、お国陛下のために、お国ののののために命を投げ出ために命を投げ出ために命を投げ出ために命を投げ出

しますしますしますします」」」」そういう子どもを全国の学校は真剣そういう子どもを全国の学校は真剣そういう子どもを全国の学校は真剣そういう子どもを全国の学校は真剣

になって育てたわけです。その反省がいまのになって育てたわけです。その反省がいまのになって育てたわけです。その反省がいまのになって育てたわけです。その反省がいまの

日本国憲法であり、教育基本法だったわけで日本国憲法であり、教育基本法だったわけで日本国憲法であり、教育基本法だったわけで日本国憲法であり、教育基本法だったわけで

す。教育勅語はやめて、そして教育基本法がす。教育勅語はやめて、そして教育基本法がす。教育勅語はやめて、そして教育基本法がす。教育勅語はやめて、そして教育基本法が
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生まれたわけです。生まれたわけです。生まれたわけです。生まれたわけです。    

    毎回言いますけれども、憲法は変わらない毎回言いますけれども、憲法は変わらない毎回言いますけれども、憲法は変わらない毎回言いますけれども、憲法は変わらない

のに、それに基づいてつくられたのに、それに基づいてつくられたのに、それに基づいてつくられたのに、それに基づいてつくられた教育基本法教育基本法教育基本法教育基本法

だけ先に変えてしまった。憲法の精神をしっだけ先に変えてしまった。憲法の精神をしっだけ先に変えてしまった。憲法の精神をしっだけ先に変えてしまった。憲法の精神をしっ

かりと受け継いでつくられた教育基本法だけかりと受け継いでつくられた教育基本法だけかりと受け継いでつくられた教育基本法だけかりと受け継いでつくられた教育基本法だけ

変えてしまって、教育基本法だけは六十何年変えてしまって、教育基本法だけは六十何年変えてしまって、教育基本法だけは六十何年変えてしまって、教育基本法だけは六十何年

前に戻ってしまったような感じになってしま前に戻ってしまったような感じになってしま前に戻ってしまったような感じになってしま前に戻ってしまったような感じになってしま

った。ですから私は、まさにいま日本というった。ですから私は、まさにいま日本というった。ですから私は、まさにいま日本というった。ですから私は、まさにいま日本という

国が国が国が国が、、、、この憲法をどう守るかというのがこの憲法をどう守るかというのがこの憲法をどう守るかというのがこの憲法をどう守るかというのが極め極め極め極め

て国民にとって重要な課題だと思っています。て国民にとって重要な課題だと思っています。て国民にとって重要な課題だと思っています。て国民にとって重要な課題だと思っています。    

    自民党の憲法改正案も公表されていますけ自民党の憲法改正案も公表されていますけ自民党の憲法改正案も公表されていますけ自民党の憲法改正案も公表されていますけ

れどもれどもれどもれども、、、、これでは明らかにこれでは明らかにこれでは明らかにこれでは明らかに基本的人権の尊重基本的人権の尊重基本的人権の尊重基本的人権の尊重

という、いまの憲法の大きな柱の１つが失わという、いまの憲法の大きな柱の１つが失わという、いまの憲法の大きな柱の１つが失わという、いまの憲法の大きな柱の１つが失わ

れてしまいます。個よりは公だ。公のためにれてしまいます。個よりは公だ。公のためにれてしまいます。個よりは公だ。公のためにれてしまいます。個よりは公だ。公のために

国民はある、こういう考え方が大きく取り入国民はある、こういう考え方が大きく取り入国民はある、こういう考え方が大きく取り入国民はある、こういう考え方が大きく取り入

れられます。そうすれられます。そうすれられます。そうすれられます。そうすると、子どもたちは公のると、子どもたちは公のると、子どもたちは公のると、子どもたちは公の

ために国民としてどうするか。最後はやっぱために国民としてどうするか。最後はやっぱために国民としてどうするか。最後はやっぱために国民としてどうするか。最後はやっぱ

り命投げ出せというところまで行くわけでしり命投げ出せというところまで行くわけでしり命投げ出せというところまで行くわけでしり命投げ出せというところまで行くわけでし

ょう。そういう教育を絶対にいましてはならょう。そういう教育を絶対にいましてはならょう。そういう教育を絶対にいましてはならょう。そういう教育を絶対にいましてはなら

ない。ない。ない。ない。    

    ですからそのことは、ですからそのことは、ですからそのことは、ですからそのことは、先先先先ほどから申し上げほどから申し上げほどから申し上げほどから申し上げ

てきた、子どもたち１人ひとりが自分で考えてきた、子どもたち１人ひとりが自分で考えてきた、子どもたち１人ひとりが自分で考えてきた、子どもたち１人ひとりが自分で考え

自分で判断ができる、判断したことは行動で自分で判断ができる、判断したことは行動で自分で判断ができる、判断したことは行動で自分で判断ができる、判断したことは行動で

きる、そういう子どもを育てなかったらだめきる、そういう子どもを育てなかったらだめきる、そういう子どもを育てなかったらだめきる、そういう子どもを育てなかったらだめ

だと思うんです。だと思うんです。だと思うんです。だと思うんです。    

    そのためにはやはり学校という、日々これそのためにはやはり学校という、日々これそのためにはやはり学校という、日々これそのためにはやはり学校という、日々これ

子どもたちが過ごす一番大事な場所で、君が子どもたちが過ごす一番大事な場所で、君が子どもたちが過ごす一番大事な場所で、君が子どもたちが過ごす一番大事な場所で、君が

代が何かあるたびに強制的に歌わされるとい代が何かあるたびに強制的に歌わされるとい代が何かあるたびに強制的に歌わされるとい代が何かあるたびに強制的に歌わされるとい

う、それが当たりう、それが当たりう、それが当たりう、それが当たり前前前前だという学校をつくってだという学校をつくってだという学校をつくってだという学校をつくって

はならない。そのことを申はならない。そのことを申はならない。そのことを申はならない。そのことを申し上げたいし上げたいし上げたいし上げたい。。。。    

    私は私は私は私は、、、、大きく日本が大きく日本が大きく日本が大きく日本が変わってしまうであろ変わってしまうであろ変わってしまうであろ変わってしまうであろ

う時までう時までう時までう時まで、、、、生きているかはわからないです。生きているかはわからないです。生きているかはわからないです。生きているかはわからないです。

でもいまのスピードでいったら変わり方早いでもいまのスピードでいったら変わり方早いでもいまのスピードでいったら変わり方早いでもいまのスピードでいったら変わり方早い

からからからから、、、、生きているかもしれません。いやな姿生きているかもしれません。いやな姿生きているかもしれません。いやな姿生きているかもしれません。いやな姿

を見せられるかもしれを見せられるかもしれを見せられるかもしれを見せられるかもしれないないないない。３年後には憲法。３年後には憲法。３年後には憲法。３年後には憲法

改正案出すと言っていますから。改正案出すと言っていますから。改正案出すと言っていますから。改正案出すと言っていますから。    

    そういうふうにならないためには、やはりそういうふうにならないためには、やはりそういうふうにならないためには、やはりそういうふうにならないためには、やはり

子どもたちにしっかりと育ってもらって、子子どもたちにしっかりと育ってもらって、子子どもたちにしっかりと育ってもらって、子子どもたちにしっかりと育ってもらって、子

どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが「「「「私たちの私たちの私たちの私たちの目指す目指す目指す目指す社会をつくろう社会をつくろう社会をつくろう社会をつくろう

よよよよ」」」」という、あるいは１人ひとりがそのことという、あるいは１人ひとりがそのことという、あるいは１人ひとりがそのことという、あるいは１人ひとりがそのこと

を真剣に考える。そして言葉に出す、行動にを真剣に考える。そして言葉に出す、行動にを真剣に考える。そして言葉に出す、行動にを真剣に考える。そして言葉に出す、行動に

移す、そういう子どもに育ってもらいたいと移す、そういう子どもに育ってもらいたいと移す、そういう子どもに育ってもらいたいと移す、そういう子どもに育ってもらいたいと

いうことを願うから、このこいうことを願うから、このこいうことを願うから、このこいうことを願うから、このことを申し上とを申し上とを申し上とを申し上げるげるげるげる

んですんですんですんです。。。。    

    どうもいまいただいた答弁では、私が心配どうもいまいただいた答弁では、私が心配どうもいまいただいた答弁では、私が心配どうもいまいただいた答弁では、私が心配

していることは教育長には伝わっていないよしていることは教育長には伝わっていないよしていることは教育長には伝わっていないよしていることは教育長には伝わっていないよ

うに思います。ぜひ、お考えをいただいて、うに思います。ぜひ、お考えをいただいて、うに思います。ぜひ、お考えをいただいて、うに思います。ぜひ、お考えをいただいて、

もう一度ご答弁をいただければと思います。もう一度ご答弁をいただければと思います。もう一度ご答弁をいただければと思います。もう一度ご答弁をいただければと思います。    

    それから２つ目の、教師の管理統制の問題それから２つ目の、教師の管理統制の問題それから２つ目の、教師の管理統制の問題それから２つ目の、教師の管理統制の問題

ですけれども、いまお話述べたこととそっくですけれども、いまお話述べたこととそっくですけれども、いまお話述べたこととそっくですけれども、いまお話述べたこととそっく

りつながります。校長が、教育委員会が、文りつながります。校長が、教育委員会が、文りつながります。校長が、教育委員会が、文りつながります。校長が、教育委員会が、文

科省が意図する教育をやろうとしたら、教職科省が意図する教育をやろうとしたら、教職科省が意図する教育をやろうとしたら、教職科省が意図する教育をやろうとしたら、教職

員が手足のように動かなければならないんで員が手足のように動かなければならないんで員が手足のように動かなければならないんで員が手足のように動かなければならないんで

す。それは校長１人ではできないわけです。す。それは校長１人ではできないわけです。す。それは校長１人ではできないわけです。す。それは校長１人ではできないわけです。

ですから、そういうふうに動かす、統制下にですから、そういうふうに動かす、統制下にですから、そういうふうに動かす、統制下にですから、そういうふうに動かす、統制下に

おいて管理して、自分の意図する教育を行わおいて管理して、自分の意図する教育を行わおいて管理して、自分の意図する教育を行わおいて管理して、自分の意図する教育を行わ

せるとせるとせるとせるという形にいう形にいう形にいう形に持持持持っていきたい。だから、言っていきたい。だから、言っていきたい。だから、言っていきたい。だから、言

うことを聞かない教職員はだめだということうことを聞かない教職員はだめだということうことを聞かない教職員はだめだということうことを聞かない教職員はだめだということ

で、卒業式においても立たない先生に対してで、卒業式においても立たない先生に対してで、卒業式においても立たない先生に対してで、卒業式においても立たない先生に対して

はははは、、、、職務命令を出しても起立させるというこ職務命令を出しても起立させるというこ職務命令を出しても起立させるというこ職務命令を出しても起立させるというこ

とをやるわけです。とをやるわけです。とをやるわけです。とをやるわけです。    

    職務命令というのは、君が代のときに立つ職務命令というのは、君が代のときに立つ職務命令というのは、君が代のときに立つ職務命令というのは、君が代のときに立つ

とか立たないときに出すものではないです。とか立たないときに出すものではないです。とか立たないときに出すものではないです。とか立たないときに出すものではないです。

そんな職務命令ないです。起立するなんて職そんな職務命令ないです。起立するなんて職そんな職務命令ないです。起立するなんて職そんな職務命令ないです。起立するなんて職

務命令。務命令。務命令。務命令。起立するという職務がありますか。起立するという職務がありますか。起立するという職務がありますか。起立するという職務がありますか。

そんなものないです。でもそれは、いまの校そんなものないです。でもそれは、いまの校そんなものないです。でもそれは、いまの校そんなものないです。でもそれは、いまの校

長は出すわけです。信じがたいことです。長は出すわけです。信じがたいことです。長は出すわけです。信じがたいことです。長は出すわけです。信じがたいことです。    

    さっきもちょっと申し上げましたけれども、さっきもちょっと申し上げましたけれども、さっきもちょっと申し上げましたけれども、さっきもちょっと申し上げましたけれども、
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学校というチームがうまく機能していって、学校というチームがうまく機能していって、学校というチームがうまく機能していって、学校というチームがうまく機能していって、

子どもたちととも子どもたちととも子どもたちととも子どもたちとともにすばらしい学校をつくっにすばらしい学校をつくっにすばらしい学校をつくっにすばらしい学校をつくっ

ていくためには、やはり校長を中心にした学ていくためには、やはり校長を中心にした学ていくためには、やはり校長を中心にした学ていくためには、やはり校長を中心にした学

校運営がなされるということが第一条件です。校運営がなされるということが第一条件です。校運営がなされるということが第一条件です。校運営がなされるということが第一条件です。

大前提です。そうするための学校づくりとい大前提です。そうするための学校づくりとい大前提です。そうするための学校づくりとい大前提です。そうするための学校づくりとい

うものを、学校長にはうものを、学校長にはうものを、学校長にはうものを、学校長には、、、、私は頑張ってもらい私は頑張ってもらい私は頑張ってもらい私は頑張ってもらい

たいです。たいです。たいです。たいです。    

    ですから、立場からして日の丸もですから、立場からして日の丸もですから、立場からして日の丸もですから、立場からして日の丸も掲げ掲げ掲げ掲げなくなくなくなく

てならないし、君が代も歌ってもらわなけれてならないし、君が代も歌ってもらわなけれてならないし、君が代も歌ってもらわなけれてならないし、君が代も歌ってもらわなけれ

ばならないと考えるならば、そのことを理をばならないと考えるならば、そのことを理をばならないと考えるならば、そのことを理をばならないと考えるならば、そのことを理を

尽尽尽尽くして先生方に話をすべきです。お前言うくして先生方に話をすべきです。お前言うくして先生方に話をすべきです。お前言うくして先生方に話をすべきです。お前言う

こと聞かなかったら命令だ、処分だとか、そこと聞かなかったら命令だ、処分だとか、そこと聞かなかったら命令だ、処分だとか、そこと聞かなかったら命令だ、処分だとか、そ

ういうことを言うべきでない、絶対言うべきういうことを言うべきでない、絶対言うべきういうことを言うべきでない、絶対言うべきういうことを言うべきでない、絶対言うべき

でない。そういうことを言ってしまったら反でない。そういうことを言ってしまったら反でない。そういうことを言ってしまったら反でない。そういうことを言ってしまったら反

発しかこないです。そしたら発しかこないです。そしたら発しかこないです。そしたら発しかこないです。そしたらチームワチームワチームワチームワークなークなークなークな

んてできないです。そこんてできないです。そこんてできないです。そこんてできないです。そこはははは理を理を理を理を尽尽尽尽くして、そくして、そくして、そくして、そ

れには日常の校長の言動というものが、先生れには日常の校長の言動というものが、先生れには日常の校長の言動というものが、先生れには日常の校長の言動というものが、先生

方から尊敬を受けるものでなければならない。方から尊敬を受けるものでなければならない。方から尊敬を受けるものでなければならない。方から尊敬を受けるものでなければならない。

意見の違うことはあるが、意見の違うことはあるが、意見の違うことはあるが、意見の違うことはあるが、「「「「いや、この校長のいや、この校長のいや、この校長のいや、この校長の

いうことはやっぱり聞かなくてはないうことはやっぱり聞かなくてはないうことはやっぱり聞かなくてはないうことはやっぱり聞かなくてはな」」」」と、私と、私と、私と、私

はそういう校長先生方と付き合ってきました、はそういう校長先生方と付き合ってきました、はそういう校長先生方と付き合ってきました、はそういう校長先生方と付き合ってきました、

ずっと。ときにはがんがんけんかもします。ずっと。ときにはがんがんけんかもします。ずっと。ときにはがんがんけんかもします。ずっと。ときにはがんがんけんかもします。

だけれども、よし、やるときには一緒にやりだけれども、よし、やるときには一緒にやりだけれども、よし、やるときには一緒にやりだけれども、よし、やるときには一緒にやり

ましょうというふうになる。ましょうというふうになる。ましょうというふうになる。ましょうというふうになる。    

    いま、いろいろ聞いてみるとそういう校長いま、いろいろ聞いてみるとそういう校長いま、いろいろ聞いてみるとそういう校長いま、いろいろ聞いてみるとそういう校長

ほとんどいないんです。教職員に対して背をほとんどいないんです。教職員に対して背をほとんどいないんです。教職員に対して背をほとんどいないんです。教職員に対して背を

向ける。そういう校長ばっかりになってしま向ける。そういう校長ばっかりになってしま向ける。そういう校長ばっかりになってしま向ける。そういう校長ばっかりになってしま

ったと言ったらと言いすぎですが、ったと言ったらと言いすぎですが、ったと言ったらと言いすぎですが、ったと言ったらと言いすぎですが、何かそれ何かそれ何かそれ何かそれ

に近い状態。よそから来た先生が言います。に近い状態。よそから来た先生が言います。に近い状態。よそから来た先生が言います。に近い状態。よそから来た先生が言います。

「「「「いや、美唄ひどいですね。あの校長は。あいや、美唄ひどいですね。あの校長は。あいや、美唄ひどいですね。あの校長は。あいや、美唄ひどいですね。あの校長は。あ

んな校長がいまいるんですねんな校長がいまいるんですねんな校長がいまいるんですねんな校長がいまいるんですね」」」」とこう言うんとこう言うんとこう言うんとこう言うん

です。これはやっぱり困ります。私は教育委です。これはやっぱり困ります。私は教育委です。これはやっぱり困ります。私は教育委です。これはやっぱり困ります。私は教育委

員会の指導に期待をし員会の指導に期待をし員会の指導に期待をし員会の指導に期待をしたいたいたいたい。教育長の人柄で、。教育長の人柄で、。教育長の人柄で、。教育長の人柄で、

ぜひぜひぜひぜひ校長の人柄を変えていただきたいと思う校長の人柄を変えていただきたいと思う校長の人柄を変えていただきたいと思う校長の人柄を変えていただきたいと思う

んですけれど、学校の中が対立でというのはんですけれど、学校の中が対立でというのはんですけれど、学校の中が対立でというのはんですけれど、学校の中が対立でというのは

絶対望ましくないわけですから、絶対望ましくないわけですから、絶対望ましくないわけですから、絶対望ましくないわけですから、良い良い良い良いチームチームチームチーム

ワークができるように、ぜひ頑張っていただワークができるように、ぜひ頑張っていただワークができるように、ぜひ頑張っていただワークができるように、ぜひ頑張っていただ

きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。    

    それから、学テの問題ですが、かつての、それから、学テの問題ですが、かつての、それから、学テの問題ですが、かつての、それから、学テの問題ですが、かつての、

さっきさっきさっきさっき 40404040 年ぶりと年ぶりと年ぶりと年ぶりと言言言言いましたけれども、かついましたけれども、かついましたけれども、かついましたけれども、かつ

ての文部省学テはての文部省学テはての文部省学テはての文部省学テは、非常、非常、非常、非常にににに大きな問題を生み大きな問題を生み大きな問題を生み大きな問題を生み

出した。愛媛が全国１位に出した。愛媛が全国１位に出した。愛媛が全国１位に出した。愛媛が全国１位に３年連続でなった。３年連続でなった。３年連続でなった。３年連続でなった。

県県県県を挙げてお祝いの会をやったわけでしょう。を挙げてお祝いの会をやったわけでしょう。を挙げてお祝いの会をやったわけでしょう。を挙げてお祝いの会をやったわけでしょう。

その１位を取りたくて頑張ったところは２位その１位を取りたくて頑張ったところは２位その１位を取りたくて頑張ったところは２位その１位を取りたくて頑張ったところは２位

で涙を飲んだとか、そういう話があった。で涙を飲んだとか、そういう話があった。で涙を飲んだとか、そういう話があった。で涙を飲んだとか、そういう話があった。    

    それは、いま言ったのは県単位それは、いま言ったのは県単位それは、いま言ったのは県単位それは、いま言ったのは県単位の話の話の話の話です。です。です。です。

それはまちの単位であるわけで、今度はまちそれはまちの単位であるわけで、今度はまちそれはまちの単位であるわけで、今度はまちそれはまちの単位であるわけで、今度はまち

の中では学校の中では学校の中では学校の中では学校単位単位単位単位であるんです。競争が。猛であるんです。競争が。猛であるんです。競争が。猛であるんです。競争が。猛

烈な競争です。そして勤務評定が、烈な競争です。そして勤務評定が、烈な競争です。そして勤務評定が、烈な競争です。そして勤務評定が、教師に対教師に対教師に対教師に対

してはなされていますから、生徒の成績が教してはなされていますから、生徒の成績が教してはなされていますから、生徒の成績が教してはなされていますから、生徒の成績が教

師の勤務評定です。そしたら個々の教師がま師の勤務評定です。そしたら個々の教師がま師の勤務評定です。そしたら個々の教師がま師の勤務評定です。そしたら個々の教師がま

た頑張るわけでしょう。だからた頑張るわけでしょう。だからた頑張るわけでしょう。だからた頑張るわけでしょう。だから、、、、テストのとテストのとテストのとテストのと

きに回って歩いて、子どもの答案を見て、間きに回って歩いて、子どもの答案を見て、間きに回って歩いて、子どもの答案を見て、間きに回って歩いて、子どもの答案を見て、間

違っていたらそこに指を違っていたらそこに指を違っていたらそこに指を違っていたらそこに指を指指指指す。す。す。す。田植えと言う田植えと言う田植えと言う田植えと言う

んだそうです、田植え方式。そういうふうにんだそうです、田植え方式。そういうふうにんだそうです、田植え方式。そういうふうにんだそうです、田植え方式。そういうふうに

して間違いを指摘してやって直させる。そうして間違いを指摘してやって直させる。そうして間違いを指摘してやって直させる。そうして間違いを指摘してやって直させる。そう

いうことまで行われたんです。競争のためのいうことまで行われたんです。競争のためのいうことまで行われたんです。競争のためのいうことまで行われたんです。競争のための

競争です。これはまさに。それから、それと競争です。これはまさに。それから、それと競争です。これはまさに。それから、それと競争です。これはまさに。それから、それと

なくなくなくなく言言言言って休ませる、成績の悪い子は。そうって休ませる、成績の悪い子は。そうって休ませる、成績の悪い子は。そうって休ませる、成績の悪い子は。そう

いうことまでやる。いうことまでやる。いうことまでやる。いうことまでやる。だからだからだからだからものすごい弊害がものすごい弊害がものすごい弊害がものすごい弊害が

出たということで文部省やめたわけです。出たということで文部省やめたわけです。出たということで文部省やめたわけです。出たということで文部省やめたわけです。    

    いまの競争社会、格差社会と呼ばれているいまの競争社会、格差社会と呼ばれているいまの競争社会、格差社会と呼ばれているいまの競争社会、格差社会と呼ばれている

日本の状況というのは、かつてよりも日本の状況というのは、かつてよりも日本の状況というのは、かつてよりも日本の状況というのは、かつてよりも、、、、ものものものもの

すごく激しいです。ですから、そして学校選すごく激しいです。ですから、そして学校選すごく激しいです。ですから、そして学校選すごく激しいです。ですから、そして学校選

択択択択制制制制にこれをつなごうとしているでしょう。にこれをつなごうとしているでしょう。にこれをつなごうとしているでしょう。にこれをつなごうとしているでしょう。

そういう心配がそういう心配がそういう心配がそういう心配が、、、、この学テにはあるわけです。この学テにはあるわけです。この学テにはあるわけです。この学テにはあるわけです。

極めて問題だと思い極めて問題だと思い極めて問題だと思い極めて問題だと思います。そして、そういうます。そして、そういうます。そして、そういうます。そして、そういう

問題をぜひ考えてみてほしいと思います。問題をぜひ考えてみてほしいと思います。問題をぜひ考えてみてほしいと思います。問題をぜひ考えてみてほしいと思います。    



- 15 - 

    あと、ちょっと犬山あと、ちょっと犬山あと、ちょっと犬山あと、ちょっと犬山市市市市の問題に触れましたの問題に触れましたの問題に触れましたの問題に触れました

が、犬山が、犬山が、犬山が、犬山市市市市がががが今年は今年は今年は今年は参加しませんでした。こ参加しませんでした。こ参加しませんでした。こ参加しませんでした。こ

れも犬山のレポートを読んでみたんですが、れも犬山のレポートを読んでみたんですが、れも犬山のレポートを読んでみたんですが、れも犬山のレポートを読んでみたんですが、

いろいろいろいろいろいろいろいろな声がやっぱり市民の中から出ていな声がやっぱり市民の中から出ていな声がやっぱり市民の中から出ていな声がやっぱり市民の中から出てい

る。というのはる。というのはる。というのはる。というのは、、、、全国でただ１つ参加しない全国でただ１つ参加しない全国でただ１つ参加しない全国でただ１つ参加しない

犬山市というふうにして、新聞種になる、テ犬山市というふうにして、新聞種になる、テ犬山市というふうにして、新聞種になる、テ犬山市というふうにして、新聞種になる、テ

レビの種になる。そうすると、レビの種になる。そうすると、レビの種になる。そうすると、レビの種になる。そうすると、「「「「大丈夫か大丈夫か大丈夫か大丈夫か」」」」と、と、と、と、

そういう声が市民の中からそういう声が市民の中からそういう声が市民の中からそういう声が市民の中から出てく出てく出てく出てくる。る。る。る。    

    これにやっぱり耐えるだけの説明責任といこれにやっぱり耐えるだけの説明責任といこれにやっぱり耐えるだけの説明責任といこれにやっぱり耐えるだけの説明責任とい

うのを教育委員会が果たさなければなりませうのを教育委員会が果たさなければなりませうのを教育委員会が果たさなければなりませうのを教育委員会が果たさなければなりませ

ん。犬山市は自信を持っていまやっているわん。犬山市は自信を持っていまやっているわん。犬山市は自信を持っていまやっているわん。犬山市は自信を持っていまやっているわ

けですけれけですけれけですけれけですけれども、いま国会にかかっている教ども、いま国会にかかっている教ども、いま国会にかかっている教ども、いま国会にかかっている教

育育育育三三三三法の法の法の法の関係で、文科省が教育委員会を指導関係で、文科省が教育委員会を指導関係で、文科省が教育委員会を指導関係で、文科省が教育委員会を指導

するというのがするというのがするというのがするというのが、、、、今度こういうものが出てき今度こういうものが出てき今度こういうものが出てき今度こういうものが出てき

たときに、たときに、たときに、たときに、「「「「おおおお前前前前のところ１カ所だけやらないのところ１カ所だけやらないのところ１カ所だけやらないのところ１カ所だけやらない

というのはおかしいんじゃないかというのはおかしいんじゃないかというのはおかしいんじゃないかというのはおかしいんじゃないか」」」」という指という指という指という指

導が出てくるかもしれません。もう採決寸前導が出てくるかもしれません。もう採決寸前導が出てくるかもしれません。もう採決寸前導が出てくるかもしれません。もう採決寸前

のようですけれども。のようですけれども。のようですけれども。のようですけれども。    

    そうなると、それぞれ市町村の教育委員会そうなると、それぞれ市町村の教育委員会そうなると、それぞれ市町村の教育委員会そうなると、それぞれ市町村の教育委員会

が判断して取組まれることだとさっきお答えが判断して取組まれることだとさっきお答えが判断して取組まれることだとさっきお答えが判断して取組まれることだとさっきお答え

いただいた教育長の考え方が、必ずしも通らいただいた教育長の考え方が、必ずしも通らいただいた教育長の考え方が、必ずしも通らいただいた教育長の考え方が、必ずしも通ら

なくなってきてしまう。私は犬山なくなってきてしまう。私は犬山なくなってきてしまう。私は犬山なくなってきてしまう。私は犬山市市市市のようなのようなのようなのような

ところが全国的にふえていってくれればいいところが全国的にふえていってくれればいいところが全国的にふえていってくれればいいところが全国的にふえていってくれればいい

なと思っています。でも、それはもしかしたなと思っています。でも、それはもしかしたなと思っています。でも、それはもしかしたなと思っています。でも、それはもしかした

ら難しいのかなといら難しいのかなといら難しいのかなといら難しいのかなという気もするわけです。う気もするわけです。う気もするわけです。う気もするわけです。    

    ただ、何にしても弊害を出さないためには、ただ、何にしても弊害を出さないためには、ただ、何にしても弊害を出さないためには、ただ、何にしても弊害を出さないためには、

結果の扱いです。結果の扱いを本当に教育的結果の扱いです。結果の扱いを本当に教育的結果の扱いです。結果の扱いを本当に教育的結果の扱いです。結果の扱いを本当に教育的

な中身に限るということで、考えていただかな中身に限るということで、考えていただかな中身に限るということで、考えていただかな中身に限るということで、考えていただか

なければならない。少なくとも序列をつけてなければならない。少なくとも序列をつけてなければならない。少なくとも序列をつけてなければならない。少なくとも序列をつけて

競争を競争を競争を競争をあおるような、そういうような形で決あおるような、そういうような形で決あおるような、そういうような形で決あおるような、そういうような形で決

して使うべきではないと考えていますのでして使うべきではないと考えていますのでして使うべきではないと考えていますのでして使うべきではないと考えていますので、、、、

そのことをもう一度ちょっとお尋ねをしたいそのことをもう一度ちょっとお尋ねをしたいそのことをもう一度ちょっとお尋ねをしたいそのことをもう一度ちょっとお尋ねをしたい

と思います。と思います。と思います。と思います。    

    あと、美唄市の学力テストの問題ですが、あと、美唄市の学力テストの問題ですが、あと、美唄市の学力テストの問題ですが、あと、美唄市の学力テストの問題ですが、

考え方はさっきお聞きしました。それで考え方はさっきお聞きしました。それで考え方はさっきお聞きしました。それで考え方はさっきお聞きしました。それで、、、、ここここ

のののの後後後後どんなふうになるのか。ずっとこれからどんなふうになるのか。ずっとこれからどんなふうになるのか。ずっとこれからどんなふうになるのか。ずっとこれから

もやっていくのか。当面どんな考え方でおらもやっていくのか。当面どんな考え方でおらもやっていくのか。当面どんな考え方でおらもやっていくのか。当面どんな考え方でおら

れるのか、そのことをちょっとお聞きれるのか、そのことをちょっとお聞きれるのか、そのことをちょっとお聞きれるのか、そのことをちょっとお聞きをしたをしたをしたをした

いいいいと思いますと思いますと思いますと思います。。。。    

    それから教育予算の問題も、予算たくさんそれから教育予算の問題も、予算たくさんそれから教育予算の問題も、予算たくさんそれから教育予算の問題も、予算たくさん

あるに越したことはないです。だけれどもそあるに越したことはないです。だけれどもそあるに越したことはないです。だけれどもそあるに越したことはないです。だけれどもそ

うはいかない状況だということうはいかない状況だということうはいかない状況だということうはいかない状況だということははははわかります。わかります。わかります。わかります。

ですから、市長も言われておりますけれども、ですから、市長も言われておりますけれども、ですから、市長も言われておりますけれども、ですから、市長も言われておりますけれども、

重点化をするとか、一方では無駄を省くとい重点化をするとか、一方では無駄を省くとい重点化をするとか、一方では無駄を省くとい重点化をするとか、一方では無駄を省くとい

う、そういう努力を求められるのは結構ですう、そういう努力を求められるのは結構ですう、そういう努力を求められるのは結構ですう、そういう努力を求められるのは結構です

けれども、けれども、けれども、けれども、「「「「もうちょっとここがあれば、こうもうちょっとここがあれば、こうもうちょっとここがあれば、こうもうちょっとここがあれば、こう

いうこというこというこということがうちの学校ではがうちの学校ではがうちの学校ではがうちの学校ではやれるんだけれどやれるんだけれどやれるんだけれどやれるんだけれど

もももも」」」」と、そういうような「予算と、そういうような「予算と、そういうような「予算と、そういうような「予算 110110110110 番」みた番」みた番」みた番」みた

いな、「学校予算いな、「学校予算いな、「学校予算いな、「学校予算 110110110110 番」みたいな窓口が教育番」みたいな窓口が教育番」みたいな窓口が教育番」みたいな窓口が教育

委員会にあるということによって、学校はい委員会にあるということによって、学校はい委員会にあるということによって、学校はい委員会にあるということによって、学校はい

よいよ困ったときに、そこへよいよ困ったときに、そこへよいよ困ったときに、そこへよいよ困ったときに、そこへ何何何何とかしてくとかしてくとかしてくとかしてくれれれれ

という形でやれるんじゃないかという気がすという形でやれるんじゃないかという気がすという形でやれるんじゃないかという気がすという形でやれるんじゃないかという気がす

るんですけれども、その辺何か工夫、努力がるんですけれども、その辺何か工夫、努力がるんですけれども、その辺何か工夫、努力がるんですけれども、その辺何か工夫、努力が

なされないかなされないかなされないかなされないかどうかどうかどうかどうか、お尋ねをします。、お尋ねをします。、お尋ねをします。、お尋ねをします。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え

します。します。します。します。    

    住基ネットについてでありますが、平成住基ネットについてでありますが、平成住基ネットについてでありますが、平成住基ネットについてでありますが、平成 18181818

年大阪高裁判決と、名古屋高裁金沢支部判決年大阪高裁判決と、名古屋高裁金沢支部判決年大阪高裁判決と、名古屋高裁金沢支部判決年大阪高裁判決と、名古屋高裁金沢支部判決

と、高裁の判断が分かれております。と、高裁の判断が分かれております。と、高裁の判断が分かれております。と、高裁の判断が分かれております。    

    ただいまご指摘のあったただいまご指摘のあったただいまご指摘のあったただいまご指摘のあった点点点点についても、名についても、名についても、名についても、名

古屋高裁金沢支部判決では、住基ネットの目古屋高裁金沢支部判決では、住基ネットの目古屋高裁金沢支部判決では、住基ネットの目古屋高裁金沢支部判決では、住基ネットの目

的は住民サービス向上と行政事務の効率化と的は住民サービス向上と行政事務の効率化と的は住民サービス向上と行政事務の効率化と的は住民サービス向上と行政事務の効率化と

いういういういう「「「「公共の福祉公共の福祉公共の福祉公共の福祉」」」」に沿っており、目的以外に沿っており、目的以外に沿っており、目的以外に沿っており、目的以外

の利用は住民基本台帳法で禁じられておりの利用は住民基本台帳法で禁じられておりの利用は住民基本台帳法で禁じられておりの利用は住民基本台帳法で禁じられており、、、、

プライバシー権プライバシー権プライバシー権プライバシー権を侵害しないと判断し、本人を侵害しないと判断し、本人を侵害しないと判断し、本人を侵害しないと判断し、本人

確認情報確認情報確認情報確認情報と行政がと行政がと行政がと行政が持持持持つ他のデータベースとをつ他のデータベースとをつ他のデータベースとをつ他のデータベースとを

付き合付き合付き合付き合わせる「データマッチング」やわせる「データマッチング」やわせる「データマッチング」やわせる「データマッチング」や、、、、住民住民住民住民
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票コードを使って個人情報を集める「名寄せ」票コードを使って個人情報を集める「名寄せ」票コードを使って個人情報を集める「名寄せ」票コードを使って個人情報を集める「名寄せ」

の危険性については、「行政側が法律を守る限の危険性については、「行政側が法律を守る限の危険性については、「行政側が法律を守る限の危険性については、「行政側が法律を守る限

り実現しない」としております。り実現しない」としております。り実現しない」としております。り実現しない」としております。    

    さらにさらにさらにさらに、、、、一部住民が住基ネットから離脱す一部住民が住基ネットから離脱す一部住民が住基ネットから離脱す一部住民が住基ネットから離脱す

ることは、全住民の情報がシステム上で利用ることは、全住民の情報がシステム上で利用ることは、全住民の情報がシステム上で利用ることは、全住民の情報がシステム上で利用

できるという住基ネットの前提が崩れ、行政できるという住基ネットの前提が崩れ、行政できるという住基ネットの前提が崩れ、行政できるという住基ネットの前提が崩れ、行政

による事務処理の効率性が損なわれるなどのによる事務処理の効率性が損なわれるなどのによる事務処理の効率性が損なわれるなどのによる事務処理の効率性が損なわれるなどの

重大な支障をもたらすことも指摘しており、重大な支障をもたらすことも指摘しており、重大な支障をもたらすことも指摘しており、重大な支障をもたらすことも指摘しており、

情報漏洩についてのセキュリティ対策につい情報漏洩についてのセキュリティ対策につい情報漏洩についてのセキュリティ対策につい情報漏洩についてのセキュリティ対策につい

ては、ては、ては、ては、「「「「技術技術技術技術、、、、運用面の対策が講じら運用面の対策が講じら運用面の対策が講じら運用面の対策が講じられており、れており、れており、れており、

漏洩の危険は認められない漏洩の危険は認められない漏洩の危険は認められない漏洩の危険は認められない」」」」としております。としております。としております。としております。    

    この２件の高裁判決についてはこの２件の高裁判決についてはこの２件の高裁判決についてはこの２件の高裁判決については、、、、いずれもいずれもいずれもいずれも

上告中であり、そのほか全国での訴訟も継続上告中であり、そのほか全国での訴訟も継続上告中であり、そのほか全国での訴訟も継続上告中であり、そのほか全国での訴訟も継続

中でありますので、今後とも中でありますので、今後とも中でありますので、今後とも中でありますので、今後とも、、、、これらの動向これらの動向これらの動向これらの動向

を注目してまいりたいと考えております。を注目してまいりたいと考えております。を注目してまいりたいと考えております。を注目してまいりたいと考えております。    

    また、住基ネットまた、住基ネットまた、住基ネットまた、住基ネットによるによるによるによる利便性については、利便性については、利便性については、利便性については、

まだ限定されたものではありますが、まだ限定されたものではありますが、まだ限定されたものではありますが、まだ限定されたものではありますが、我が国我が国我が国我が国

のののの電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体電子政府・電子自治体の構築にの構築にの構築にの構築にああああたってはたってはたってはたっては、、、、

必要なシステムであると考えておりますので、必要なシステムであると考えておりますので、必要なシステムであると考えておりますので、必要なシステムであると考えておりますので、

今後とも国や道などと連携を図りながら、適今後とも国や道などと連携を図りながら、適今後とも国や道などと連携を図りながら、適今後とも国や道などと連携を図りながら、適

正な運用努めてまいりたいと考えております。正な運用努めてまいりたいと考えております。正な運用努めてまいりたいと考えております。正な運用努めてまいりたいと考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    米田米田米田米田議員議員議員議員のご質問におのご質問におのご質問におのご質問にお

答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。    

    初めに、卒業式・入学式についてでござい初めに、卒業式・入学式についてでござい初めに、卒業式・入学式についてでござい初めに、卒業式・入学式についてでござい

ますけれども、これまでも申し上げておりまますけれども、これまでも申し上げておりまますけれども、これまでも申し上げておりまますけれども、これまでも申し上げておりま

すとおり、学校におきましてはすとおり、学校におきましてはすとおり、学校におきましてはすとおり、学校におきましては、、、、学習指導要学習指導要学習指導要学習指導要

領を基準として校長が教育課程を領を基準として校長が教育課程を領を基準として校長が教育課程を領を基準として校長が教育課程を編成編成編成編成し、こし、こし、こし、こ

れに基づいて教員れに基づいて教員れに基づいて教員れに基づいて教員はははは学習指導するという職務学習指導するという職務学習指導するという職務学習指導するという職務

上の責務を負っているわけでございます。上の責務を負っているわけでございます。上の責務を負っているわけでございます。上の責務を負っているわけでございます。    

    学習指導要領に基づきまして、卒業式・入学習指導要領に基づきまして、卒業式・入学習指導要領に基づきまして、卒業式・入学習指導要領に基づきまして、卒業式・入

学式が適切に実施されるためには学式が適切に実施されるためには学式が適切に実施されるためには学式が適切に実施されるためには、、、、国歌斉唱国歌斉唱国歌斉唱国歌斉唱

時に起立するなど、教職員が儀式にふさわし時に起立するなど、教職員が儀式にふさわし時に起立するなど、教職員が儀式にふさわし時に起立するなど、教職員が儀式にふさわし

い態度で臨むことが大切であるとこのようにい態度で臨むことが大切であるとこのようにい態度で臨むことが大切であるとこのようにい態度で臨むことが大切であるとこのように

考えているところでございます。また、児童考えているところでございます。また、児童考えているところでございます。また、児童考えているところでございます。また、児童

生徒にわが国の国民として、学校生徒にわが国の国民として、学校生徒にわが国の国民として、学校生徒にわが国の国民として、学校教育におい教育におい教育におい教育におい

て法に定められたて法に定められたて法に定められたて法に定められた国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の意義を理解さの意義を理解さの意義を理解さの意義を理解さ

せて、せて、せて、せて、それらを尊重する態度を育てることはそれらを尊重する態度を育てることはそれらを尊重する態度を育てることはそれらを尊重する態度を育てることは

極極極極めて重要であることから、学習指導要領にめて重要であることから、学習指導要領にめて重要であることから、学習指導要領にめて重要であることから、学習指導要領に

基づいて基づいて基づいて基づいて国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の指導を行っているものの指導を行っているものの指導を行っているものの指導を行っているもの

でございます。でございます。でございます。でございます。    

    次に、校長と教職員の信頼関係ということ次に、校長と教職員の信頼関係ということ次に、校長と教職員の信頼関係ということ次に、校長と教職員の信頼関係ということ

でありますけれども、教育委員会といたしまでありますけれども、教育委員会といたしまでありますけれども、教育委員会といたしまでありますけれども、教育委員会といたしま

しては、管内的な状況や保護者及び地域の声しては、管内的な状況や保護者及び地域の声しては、管内的な状況や保護者及び地域の声しては、管内的な状況や保護者及び地域の声

を総合的に判断し、今回の卒業式・入学式にを総合的に判断し、今回の卒業式・入学式にを総合的に判断し、今回の卒業式・入学式にを総合的に判断し、今回の卒業式・入学式に

おきましてもおきましてもおきましてもおきましても、、、、教職員の起立に関して昨年に教職員の起立に関して昨年に教職員の起立に関して昨年に教職員の起立に関して昨年に

引き続き引き続き引き続き引き続き「「「「職務命令をもってしても職務命令をもってしても職務命令をもってしても職務命令をもってしても」」」」というというというという

強い指導を校長に対して行ったところでござ強い指導を校長に対して行ったところでござ強い指導を校長に対して行ったところでござ強い指導を校長に対して行ったところでござ

います。います。います。います。    

    これを受けて、学校におきましてはこれを受けて、学校におきましてはこれを受けて、学校におきましてはこれを受けて、学校におきましては、、、、校長校長校長校長

はははは国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の実施にの実施にの実施にの実施にああああたって、教職員のたって、教職員のたって、教職員のたって、教職員の間間間間

でででで国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌国旗・国歌の指導あるいはその意義等につの指導あるいはその意義等につの指導あるいはその意義等につの指導あるいはその意義等につ

いていていていて、、、、意思の疎通意思の疎通意思の疎通意思の疎通・・・・共通理解を図るように努共通理解を図るように努共通理解を図るように努共通理解を図るように努

めているところでありますが、このような取めているところでありますが、このような取めているところでありますが、このような取めているところでありますが、このような取

り組みをしたにもかかわらず適切に実施できり組みをしたにもかかわらず適切に実施できり組みをしたにもかかわらず適切に実施できり組みをしたにもかかわらず適切に実施でき

ない場合について、校長は学校運営の責任者ない場合について、校長は学校運営の責任者ない場合について、校長は学校運営の責任者ない場合について、校長は学校運営の責任者

として学習指導要領の趣旨を実現するために、として学習指導要領の趣旨を実現するために、として学習指導要領の趣旨を実現するために、として学習指導要領の趣旨を実現するために、

必要に応じ教員に対し職務命令を発した、こ必要に応じ教員に対し職務命令を発した、こ必要に応じ教員に対し職務命令を発した、こ必要に応じ教員に対し職務命令を発した、こ

のように認識をしております。のように認識をしております。のように認識をしております。のように認識をしております。    

    いずれにいたしましても、学校における教いずれにいたしましても、学校における教いずれにいたしましても、学校における教いずれにいたしましても、学校における教

育活動が効果的に実施されるためには、教職育活動が効果的に実施されるためには、教職育活動が効果的に実施されるためには、教職育活動が効果的に実施されるためには、教職

員との信頼関係が重要でありますことから、員との信頼関係が重要でありますことから、員との信頼関係が重要でありますことから、員との信頼関係が重要でありますことから、

今後におきましても校長と連携を図りな今後におきましても校長と連携を図りな今後におきましても校長と連携を図りな今後におきましても校長と連携を図りながら、がら、がら、がら、

円滑な学校運営がなされるよう努めてまいり円滑な学校運営がなされるよう努めてまいり円滑な学校運営がなされるよう努めてまいり円滑な学校運営がなされるよう努めてまいり

たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。    

    次に、次に、次に、次に、全国の学力全国の学力全国の学力全国の学力・・・・学習状況調査について学習状況調査について学習状況調査について学習状況調査について

でありますが、調査実施後でありますが、調査実施後でありますが、調査実施後でありますが、調査実施後、、、、犬山市をはじめ犬山市をはじめ犬山市をはじめ犬山市をはじめ

として全国各地からこの調査に関しての情報として全国各地からこの調査に関しての情報として全国各地からこの調査に関しての情報として全国各地からこの調査に関しての情報
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が、メディアを通じて報道されたことは、私が、メディアを通じて報道されたことは、私が、メディアを通じて報道されたことは、私が、メディアを通じて報道されたことは、私

も十分承知しているところでございます。も十分承知しているところでございます。も十分承知しているところでございます。も十分承知しているところでございます。    

    教育委員会といたしましては、先ほども申教育委員会といたしましては、先ほども申教育委員会といたしましては、先ほども申教育委員会といたしましては、先ほども申

し上げましたとおり、この調査は学力に関すし上げましたとおり、この調査は学力に関すし上げましたとおり、この調査は学力に関すし上げましたとおり、この調査は学力に関す

る状況、教育条件の整備状況、児童生徒の学る状況、教育条件の整備状況、児童生徒の学る状況、教育条件の整備状況、児童生徒の学る状況、教育条件の整備状況、児童生徒の学

習環境や家庭における生活状況等を知り、そ習環境や家庭における生活状況等を知り、そ習環境や家庭における生活状況等を知り、そ習環境や家庭における生活状況等を知り、そ

の特徴や課題を把握し、主体的に指導改善等の特徴や課題を把握し、主体的に指導改善等の特徴や課題を把握し、主体的に指導改善等の特徴や課題を把握し、主体的に指導改善等

につなげる機会として意義あるものと考えてにつなげる機会として意義あるものと考えてにつなげる機会として意義あるものと考えてにつなげる機会として意義あるものと考えて

おおおおります。調査結果の公表の仕方によってはります。調査結果の公表の仕方によってはります。調査結果の公表の仕方によってはります。調査結果の公表の仕方によっては、、、、

過度の競争や序列化につながる懸念がありま過度の競争や序列化につながる懸念がありま過度の競争や序列化につながる懸念がありま過度の競争や序列化につながる懸念がありま

すことから、今後におきましてはすことから、今後におきましてはすことから、今後におきましてはすことから、今後におきましては、、、、国が示し国が示し国が示し国が示し

ているているているている「「「「調査結果の取り扱いに関する配慮事調査結果の取り扱いに関する配慮事調査結果の取り扱いに関する配慮事調査結果の取り扱いに関する配慮事

項項項項」」」」を十分踏まえ、適切に対応していく必要を十分踏まえ、適切に対応していく必要を十分踏まえ、適切に対応していく必要を十分踏まえ、適切に対応していく必要

があるものと考えているところでございます。があるものと考えているところでございます。があるものと考えているところでございます。があるものと考えているところでございます。    

    次に、美唄市の学習状況調査についてであ次に、美唄市の学習状況調査についてであ次に、美唄市の学習状況調査についてであ次に、美唄市の学習状況調査についてであ

りますが、これは先ほども申し上げましたとりますが、これは先ほども申し上げましたとりますが、これは先ほども申し上げましたとりますが、これは先ほども申し上げましたと

おり、学校における指導おり、学校における指導おり、学校における指導おり、学校における指導方法方法方法方法の工夫改善に向の工夫改善に向の工夫改善に向の工夫改善に向

けたけたけたけた資料として活用することを最大の目的と資料として活用することを最大の目的と資料として活用することを最大の目的と資料として活用することを最大の目的と

して実施しているものでございます。今年度、して実施しているものでございます。今年度、して実施しているものでございます。今年度、して実施しているものでございます。今年度、

２年目の実施を終え、現在昨年度との対比を２年目の実施を終え、現在昨年度との対比を２年目の実施を終え、現在昨年度との対比を２年目の実施を終え、現在昨年度との対比を

含めた集計作業を行っており含めた集計作業を行っており含めた集計作業を行っており含めた集計作業を行っておりますが、この２ますが、この２ますが、この２ますが、この２

年間で得られたデータが年間で得られたデータが年間で得られたデータが年間で得られたデータが、、、、本市全体の特徴及本市全体の特徴及本市全体の特徴及本市全体の特徴及

び傾向として捉えられるかについては、現段び傾向として捉えられるかについては、現段び傾向として捉えられるかについては、現段び傾向として捉えられるかについては、現段

階では難しく、少なくとも初年度で実施した階では難しく、少なくとも初年度で実施した階では難しく、少なくとも初年度で実施した階では難しく、少なくとも初年度で実施した

学年の追跡調査を行える年数は実施しなけれ学年の追跡調査を行える年数は実施しなけれ学年の追跡調査を行える年数は実施しなけれ学年の追跡調査を行える年数は実施しなけれ

ばならないものと考えております。ばならないものと考えております。ばならないものと考えております。ばならないものと考えております。    

    全市的な特徴及び傾向がある程度把握でき全市的な特徴及び傾向がある程度把握でき全市的な特徴及び傾向がある程度把握でき全市的な特徴及び傾向がある程度把握でき

た段階で、課題解決のための方策について検た段階で、課題解決のための方策について検た段階で、課題解決のための方策について検た段階で、課題解決のための方策について検

討してまいりたい、このように考えていると討してまいりたい、このように考えていると討してまいりたい、このように考えていると討してまいりたい、このように考えていると

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。    

    次に、学校配当予算についてでありますが、次に、学校配当予算についてでありますが、次に、学校配当予算についてでありますが、次に、学校配当予算についてでありますが、

これにつきましてはこれにつきましてはこれにつきましてはこれにつきましては、、、、今後とも学校現場の声今後とも学校現場の声今後とも学校現場の声今後とも学校現場の声

を十分に把握し、必要な予算措置に向けて努を十分に把握し、必要な予算措置に向けて努を十分に把握し、必要な予算措置に向けて努を十分に把握し、必要な予算措置に向けて努

めてまいりたい、このように考えております。めてまいりたい、このように考えております。めてまいりたい、このように考えております。めてまいりたい、このように考えております。

日常的にも学校日常的にも学校日常的にも学校日常的にも学校側側側側が特に逼迫した場合には、が特に逼迫した場合には、が特に逼迫した場合には、が特に逼迫した場合には、

事前に連絡しておりますので、逐次事前に連絡しておりますので、逐次事前に連絡しておりますので、逐次事前に連絡しておりますので、逐次、、、、その対その対その対その対

応をしているところでございます。応をしているところでございます。応をしているところでございます。応をしているところでございます。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    ８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。８番米田良克議員。    

●８番米田良克議員●８番米田良克議員●８番米田良克議員●８番米田良克議員    住基ネットについてで住基ネットについてで住基ネットについてで住基ネットについてで

すが、すが、すが、すが、市の運用がきち市の運用がきち市の運用がきち市の運用がきちんんんんと行われているかと行われているかと行われているかと行われているかどどどど

うかうかうかうかということについて、私もときどき質問ということについて、私もときどき質問ということについて、私もときどき質問ということについて、私もときどき質問

させていただいてきております。させていただいてきております。させていただいてきております。させていただいてきております。    

    それで、仕事がきちんとやれるかどうかとそれで、仕事がきちんとやれるかどうかとそれで、仕事がきちんとやれるかどうかとそれで、仕事がきちんとやれるかどうかと

いうことは、内部監査が行われていることをいうことは、内部監査が行われていることをいうことは、内部監査が行われていることをいうことは、内部監査が行われていることを

お聞きをしておりますが、お聞きをしておりますが、お聞きをしておりますが、お聞きをしておりますが、ときときときときにはやはり外にはやはり外にはやはり外にはやはり外

部機関を入れて仕事ぶりをチェックというこ部機関を入れて仕事ぶりをチェックというこ部機関を入れて仕事ぶりをチェックというこ部機関を入れて仕事ぶりをチェックというこ

とも必要ではないかということを考えるわけとも必要ではないかということを考えるわけとも必要ではないかということを考えるわけとも必要ではないかということを考えるわけ

です。そです。そです。そです。それで、外部監査の必要性もあるのでれで、外部監査の必要性もあるのでれで、外部監査の必要性もあるのでれで、外部監査の必要性もあるので

はないかと考えますけれども、そのことにつはないかと考えますけれども、そのことにつはないかと考えますけれども、そのことにつはないかと考えますけれども、そのことにつ

いて１つお尋ねをしたい。いて１つお尋ねをしたい。いて１つお尋ねをしたい。いて１つお尋ねをしたい。    

    今回いろいろ資料を今回いろいろ資料を今回いろいろ資料を今回いろいろ資料を調べていましたところ、調べていましたところ、調べていましたところ、調べていましたところ、

ある市では、ちょっと大きなまちですけれどある市では、ちょっと大きなまちですけれどある市では、ちょっと大きなまちですけれどある市では、ちょっと大きなまちですけれど

も、職員なりあるいは委託業者なりが来ても、職員なりあるいは委託業者なりが来ても、職員なりあるいは委託業者なりが来ても、職員なりあるいは委託業者なりが来て、、、、

仕事をするというときに仕事をするというときに仕事をするというときに仕事をするというときに、、、、部屋を特定して、部屋を特定して、部屋を特定して、部屋を特定して、

そこから人の出入りを完全にそこから人の出入りを完全にそこから人の出入りを完全にそこから人の出入りを完全に絶つ絶つ絶つ絶つと。そしてと。そしてと。そしてと。そして

部屋には監視カメラが付いて、出入りは部屋には監視カメラが付いて、出入りは部屋には監視カメラが付いて、出入りは部屋には監視カメラが付いて、出入りは指紋指紋指紋指紋

認証をやる、それぐらい厳しく認証をやる、それぐらい厳しく認証をやる、それぐらい厳しく認証をやる、それぐらい厳しくやっぱりやっぱりやっぱりやっぱりチェチェチェチェ

ックをしているというまちもあるんです。たックをしているというまちもあるんです。たックをしているというまちもあるんです。たックをしているというまちもあるんです。た

だ、そこまですると金もかかります。ですかだ、そこまですると金もかかります。ですかだ、そこまですると金もかかります。ですかだ、そこまですると金もかかります。ですか

らそれはなかなか大変だと。らそれはなかなか大変だと。らそれはなかなか大変だと。らそれはなかなか大変だと。    

    私は美唄市が、たとえば私は美唄市が、たとえば私は美唄市が、たとえば私は美唄市が、たとえば委託した業者がま委託した業者がま委託した業者がま委託した業者がま

た委託するような、そういう形の業者を選んた委託するような、そういう形の業者を選んた委託するような、そういう形の業者を選んた委託するような、そういう形の業者を選ん

でいると思わないんですけれども、しかしでいると思わないんですけれども、しかしでいると思わないんですけれども、しかしでいると思わないんですけれども、しかし、、、、

人はやっぱり思わぬところで過ちをしますか人はやっぱり思わぬところで過ちをしますか人はやっぱり思わぬところで過ちをしますか人はやっぱり思わぬところで過ちをしますか

ら、内部だけではなくてときには毎年とは言ら、内部だけではなくてときには毎年とは言ら、内部だけではなくてときには毎年とは言ら、内部だけではなくてときには毎年とは言

いませんけれどいませんけれどいませんけれどいませんけれど、、、、ときにはやっぱり外部監査ときにはやっぱり外部監査ときにはやっぱり外部監査ときにはやっぱり外部監査

が必要ではないか、そういうことを考えます。が必要ではないか、そういうことを考えます。が必要ではないか、そういうことを考えます。が必要ではないか、そういうことを考えます。    

    それから、あともうそれから、あともうそれから、あともうそれから、あともう一遍一遍一遍一遍言いたいのは、本言いたいのは、本言いたいのは、本言いたいのは、本
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当はやめたらいいんじゃないですかというこ当はやめたらいいんじゃないですかというこ当はやめたらいいんじゃないですかというこ当はやめたらいいんじゃないですかというこ

とを言いたいです。お金かけたとを言いたいです。お金かけたとを言いたいです。お金かけたとを言いたいです。お金かけた割割割割に、さっぱに、さっぱに、さっぱに、さっぱ

り市民にいいこと、いまのところないです。り市民にいいこと、いまのところないです。り市民にいいこと、いまのところないです。り市民にいいこと、いまのところないです。

ということで天秤にかけたときに、ということで天秤にかけたときに、ということで天秤にかけたときに、ということで天秤にかけたときに、金金金金かけるかけるかけるかける

価値がないのではないか。そのことをもう１価値がないのではないか。そのことをもう１価値がないのではないか。そのことをもう１価値がないのではないか。そのことをもう１

度お尋ねをし度お尋ねをし度お尋ねをし度お尋ねをしたいと思います。たいと思います。たいと思います。たいと思います。    

    それから、卒業式・入学式の問題ですが、それから、卒業式・入学式の問題ですが、それから、卒業式・入学式の問題ですが、それから、卒業式・入学式の問題ですが、

何回言ってもだめです。私の気持ちが伝わら何回言ってもだめです。私の気持ちが伝わら何回言ってもだめです。私の気持ちが伝わら何回言ってもだめです。私の気持ちが伝わら

ない。やっぱりよって立つ立場が違うという、ない。やっぱりよって立つ立場が違うという、ない。やっぱりよって立つ立場が違うという、ない。やっぱりよって立つ立場が違うという、

そういうものがあるのかもしれません。これそういうものがあるのかもしれません。これそういうものがあるのかもしれません。これそういうものがあるのかもしれません。これ

は大変不幸なことだと思います。美唄の子どは大変不幸なことだと思います。美唄の子どは大変不幸なことだと思います。美唄の子どは大変不幸なことだと思います。美唄の子ど

もたちのためにという点では一致しているんもたちのためにという点では一致しているんもたちのためにという点では一致しているんもたちのためにという点では一致しているん

ですけれども、やっぱり具体的なところになですけれども、やっぱり具体的なところになですけれども、やっぱり具体的なところになですけれども、やっぱり具体的なところにな

ると結局ると結局ると結局ると結局、、、、教職員が指導に従わなければ職務教職員が指導に従わなければ職務教職員が指導に従わなければ職務教職員が指導に従わなければ職務

命令を出さなければならないんだというとこ命令を出さなければならないんだというとこ命令を出さなければならないんだというとこ命令を出さなければならないんだというとこ

ろに話が行くわけです。ろに話が行くわけです。ろに話が行くわけです。ろに話が行くわけです。    

    私は、教育の内容、そういうものについて、私は、教育の内容、そういうものについて、私は、教育の内容、そういうものについて、私は、教育の内容、そういうものについて、

いま話題にしているような内容でいま話題にしているような内容でいま話題にしているような内容でいま話題にしているような内容で職務命令を職務命令を職務命令を職務命令を

出すというのは出すというのは出すというのは出すというのは、、、、極めて適切極めて適切極めて適切極めて適切ではないというではないというではないというではないという

判断をしています。もっと自体が変わってい判断をしています。もっと自体が変わってい判断をしています。もっと自体が変わってい判断をしています。もっと自体が変わってい

ったときに、そういうことがあるいはあるかったときに、そういうことがあるいはあるかったときに、そういうことがあるいはあるかったときに、そういうことがあるいはあるか

もしれません。でも、いまの段階ではもしれません。でも、いまの段階ではもしれません。でも、いまの段階ではもしれません。でも、いまの段階では、、、、まだまだまだまだ

まだ職務命令段階ということではないようにまだ職務命令段階ということではないようにまだ職務命令段階ということではないようにまだ職務命令段階ということではないように

思うんですけれども、ぜひ、最初に申し上げ思うんですけれども、ぜひ、最初に申し上げ思うんですけれども、ぜひ、最初に申し上げ思うんですけれども、ぜひ、最初に申し上げ

た、子どもたちがた、子どもたちがた、子どもたちがた、子どもたちが自ら自ら自ら自ら判断のできる国民に育判断のできる国民に育判断のできる国民に育判断のできる国民に育

つと、そういう教育の場をしっかりとつくりつと、そういう教育の場をしっかりとつくりつと、そういう教育の場をしっかりとつくりつと、そういう教育の場をしっかりとつくり

上げるために、私は教育委員会に努力をして上げるために、私は教育委員会に努力をして上げるために、私は教育委員会に努力をして上げるために、私は教育委員会に努力をして

もらいたいと思うわけであります。そういうもらいたいと思うわけであります。そういうもらいたいと思うわけであります。そういうもらいたいと思うわけであります。そういう

点で、お考えになることがあれば、もう１度点で、お考えになることがあれば、もう１度点で、お考えになることがあれば、もう１度点で、お考えになることがあれば、もう１度

お聞きをしたいと思います。お聞きをしたいと思います。お聞きをしたいと思います。お聞きをしたいと思います。    

    それからそれからそれからそれから、、、、学力テストの問題ですが、おっ学力テストの問題ですが、おっ学力テストの問題ですが、おっ学力テストの問題ですが、おっ

しゃられることはわかりました。しゃられることはわかりました。しゃられることはわかりました。しゃられることはわかりました。余り筋道外余り筋道外余り筋道外余り筋道外

れたことはおっしゃっていないと思うんです。れたことはおっしゃっていないと思うんです。れたことはおっしゃっていないと思うんです。れたことはおっしゃっていないと思うんです。

ですから、テストすることが弊害になるといですから、テストすることが弊害になるといですから、テストすることが弊害になるといですから、テストすることが弊害になるとい

うことに、ぜひならないようにしてもらいたうことに、ぜひならないようにしてもらいたうことに、ぜひならないようにしてもらいたうことに、ぜひならないようにしてもらいた

いということで、今後もそういう姿勢でいということで、今後もそういう姿勢でいということで、今後もそういう姿勢でいということで、今後もそういう姿勢でああああたたたた

ってもらいたいと思うんです。やめてもらえってもらいたいと思うんです。やめてもらえってもらいたいと思うんです。やめてもらえってもらいたいと思うんです。やめてもらえ

ば一番いいんですけれども、やめるば一番いいんですけれども、やめるば一番いいんですけれども、やめるば一番いいんですけれども、やめるという話という話という話という話

にもならないと思いますから、それであればにもならないと思いますから、それであればにもならないと思いますから、それであればにもならないと思いますから、それであれば、、、、

いかに美唄市にとって有効であるか、美唄市いかに美唄市にとって有効であるか、美唄市いかに美唄市にとって有効であるか、美唄市いかに美唄市にとって有効であるか、美唄市

の子どもたちにとっていかに有効であるかとの子どもたちにとっていかに有効であるかとの子どもたちにとっていかに有効であるかとの子どもたちにとっていかに有効であるかと

いう立場、そして弊害は絶対出さないという、いう立場、そして弊害は絶対出さないという、いう立場、そして弊害は絶対出さないという、いう立場、そして弊害は絶対出さないという、

そういう視点をしっかりと守ってもらいたいそういう視点をしっかりと守ってもらいたいそういう視点をしっかりと守ってもらいたいそういう視点をしっかりと守ってもらいたい

と思っています。と思っています。と思っています。と思っています。    

    しつこいようですけれども、学校の中でしつこいようですけれども、学校の中でしつこいようですけれども、学校の中でしつこいようですけれども、学校の中でチチチチ

ームワークームワークームワークームワークががががとれるような、そういう学校づとれるような、そういう学校づとれるような、そういう学校づとれるような、そういう学校づ

くりというものをくりというものをくりというものをくりというものを、、、、ひとつ折に触れてというひとつ折に触れてというひとつ折に触れてというひとつ折に触れてという

か、あるいはもう少し突っ込んでか、あるいはもう少し突っ込んでか、あるいはもう少し突っ込んでか、あるいはもう少し突っ込んで積極的に積極的に積極的に積極的に教教教教

育委員会としては育委員会としては育委員会としては育委員会としては、、、、校長への指導をお願いし校長への指導をお願いし校長への指導をお願いし校長への指導をお願いし

たいなと思うんです。たいなと思うんです。たいなと思うんです。たいなと思うんです。このことが非常に大きこのことが非常に大きこのことが非常に大きこのことが非常に大き

な意味合いを持っていると私は思っています。な意味合いを持っていると私は思っています。な意味合いを持っていると私は思っています。な意味合いを持っていると私は思っています。

一生懸命意欲を一生懸命意欲を一生懸命意欲を一生懸命意欲を持持持持って仕事をしようとする職って仕事をしようとする職って仕事をしようとする職って仕事をしようとする職

員が、そういう意欲が員が、そういう意欲が員が、そういう意欲が員が、そういう意欲が生生生生きるようにきるようにきるようにきるように、、、、そういそういそういそうい

う職場にう職場にう職場にう職場にぜひぜひぜひぜひしてもらいたいと思います。してもらいたいと思います。してもらいたいと思います。してもらいたいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え米田議員の質問にお答え

します。します。します。します。    

    住基ネットについてでありますが、システ住基ネットについてでありますが、システ住基ネットについてでありますが、システ住基ネットについてでありますが、システ

ムムムム運用運用運用運用にかかわる監査につきましてにかかわる監査につきましてにかかわる監査につきましてにかかわる監査につきましては、毎年は、毎年は、毎年は、毎年

度内部監査を実施しておりますが、今後度内部監査を実施しておりますが、今後度内部監査を実施しておりますが、今後度内部監査を実施しておりますが、今後、、、、情情情情

報分野の技術革新に対応するため、専門家に報分野の技術革新に対応するため、専門家に報分野の技術革新に対応するため、専門家に報分野の技術革新に対応するため、専門家に

よるよるよるよる「「「「外部アドバイザー外部アドバイザー外部アドバイザー外部アドバイザー」」」」などにつきましてなどにつきましてなどにつきましてなどにつきまして

検討してまいりたいと考えております。また、検討してまいりたいと考えております。また、検討してまいりたいと考えております。また、検討してまいりたいと考えております。また、

全国自治体のセキュリティ対策のレベルアッ全国自治体のセキュリティ対策のレベルアッ全国自治体のセキュリティ対策のレベルアッ全国自治体のセキュリティ対策のレベルアッ

プのための組織「プのための組織「プのための組織「プのための組織「自治体情報共有・分析セン自治体情報共有・分析セン自治体情報共有・分析セン自治体情報共有・分析セン

ターターターター」が実証実験に入っておりますので、そ」が実証実験に入っておりますので、そ」が実証実験に入っておりますので、そ」が実証実験に入っておりますので、そ

の情報等を自己点検し、の情報等を自己点検し、の情報等を自己点検し、の情報等を自己点検し、活活活活かして適正な運用かして適正な運用かして適正な運用かして適正な運用

に努めてまいりたいと考えております。に努めてまいりたいと考えております。に努めてまいりたいと考えております。に努めてまいりたいと考えております。    
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    また、住基ネットによる利便性につきましまた、住基ネットによる利便性につきましまた、住基ネットによる利便性につきましまた、住基ネットによる利便性につきまし

ては、現在のところまだ限定されたものではては、現在のところまだ限定されたものではては、現在のところまだ限定されたものではては、現在のところまだ限定されたものでは

ありますが、ありますが、ありますが、ありますが、今後今後今後今後、我が国の、我が国の、我が国の、我が国の電子政府・電子電子政府・電子電子政府・電子電子政府・電子

自治体自治体自治体自治体の構築に当たってはの構築に当たってはの構築に当たってはの構築に当たっては必要なシステムで必要なシステムで必要なシステムで必要なシステムで

あろうと考えております。あろうと考えております。あろうと考えております。あろうと考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君●教育長村上忠雄君    米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお米田議員のご質問にお

答え申し上げます。答え申し上げます。答え申し上げます。答え申し上げます。    

    初めに、卒業式・入学式についてでありま初めに、卒業式・入学式についてでありま初めに、卒業式・入学式についてでありま初めに、卒業式・入学式についてでありま

すが、教育委員会といたしましてはすが、教育委員会といたしましてはすが、教育委員会といたしましてはすが、教育委員会といたしましては、、、、これまこれまこれまこれま

でも繰り返し申し上げてきた考え方に基づきでも繰り返し申し上げてきた考え方に基づきでも繰り返し申し上げてきた考え方に基づきでも繰り返し申し上げてきた考え方に基づき

まして、今後も卒業式・入学式が適切に実施まして、今後も卒業式・入学式が適切に実施まして、今後も卒業式・入学式が適切に実施まして、今後も卒業式・入学式が適切に実施

されるように指導してまいりたい、このようされるように指導してまいりたい、このようされるように指導してまいりたい、このようされるように指導してまいりたい、このよう

に考えているところでございます。に考えているところでございます。に考えているところでございます。に考えているところでございます。    

    また、いま求められておりますまた、いま求められておりますまた、いま求められておりますまた、いま求められております「確かな「確かな「確かな「確かな学学学学

力力力力」」」」は知識や技能に加えまして、は知識や技能に加えまして、は知識や技能に加えまして、は知識や技能に加えまして、自ら自ら自ら自ら学び、学び、学び、学び、

自ら自ら自ら自ら考え、主体的に判断し考え、主体的に判断し考え、主体的に判断し考え、主体的に判断し、、、、行動する資質や行動する資質や行動する資質や行動する資質や

能力も含まれますことから、能力も含まれますことから、能力も含まれますことから、能力も含まれますことから、ここここの育成も喫緊の育成も喫緊の育成も喫緊の育成も喫緊

の課題であるとこのように受け止めているとの課題であるとこのように受け止めているとの課題であるとこのように受け止めているとの課題であるとこのように受け止めていると

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。    

    いずれにいたしましても、教育基本法の第いずれにいたしましても、教育基本法の第いずれにいたしましても、教育基本法の第いずれにいたしましても、教育基本法の第

１条にも示されておりますとおり、教育は人１条にも示されておりますとおり、教育は人１条にも示されておりますとおり、教育は人１条にも示されておりますとおり、教育は人

格の完成を格の完成を格の完成を格の完成を目指し目指し目指し目指し、平和で民主的な国家及び、平和で民主的な国家及び、平和で民主的な国家及び、平和で民主的な国家及び

社会の形成者として必要な資質を備えた心身社会の形成者として必要な資質を備えた心身社会の形成者として必要な資質を備えた心身社会の形成者として必要な資質を備えた心身

ともに健康な国民の育成を目的ともに健康な国民の育成を目的ともに健康な国民の育成を目的ともに健康な国民の育成を目的としたものでとしたものでとしたものでとしたもので

あり、その実現のためにも私どもあり、その実現のためにも私どもあり、その実現のためにも私どもあり、その実現のためにも私どもも、全てのも、全てのも、全てのも、全ての

教育関係者とともに教育関係者とともに教育関係者とともに教育関係者とともに、、、、未来を担う子未来を担う子未来を担う子未来を担う子どもどもどもどもたちたちたちたち

を育成することの重要性を認識し、美唄市のを育成することの重要性を認識し、美唄市のを育成することの重要性を認識し、美唄市のを育成することの重要性を認識し、美唄市の

未来を切り開く未来を切り開く未来を切り開く未来を切り開く、、、、たくましい人づくりに全力たくましい人づくりに全力たくましい人づくりに全力たくましい人づくりに全力

でででで取り組んで行かなければ取り組んで行かなければ取り組んで行かなければ取り組んで行かなければならないものと、ならないものと、ならないものと、ならないものと、

このように考えているところでございます。このように考えているところでございます。このように考えているところでございます。このように考えているところでございます。    

    次に、学力次に、学力次に、学力次に、学力・・・・学習状況調査についてであり学習状況調査についてであり学習状況調査についてであり学習状況調査についてであり

ますが、全国及び市内テストいずれも子どもますが、全国及び市内テストいずれも子どもますが、全国及び市内テストいずれも子どもますが、全国及び市内テストいずれも子ども

たちにたちにたちにたちに「「「「確確確確かな学力かな学力かな学力かな学力」」」」を育成するために活用を育成するために活用を育成するために活用を育成するために活用

することが重要であると考えておりますことすることが重要であると考えておりますことすることが重要であると考えておりますことすることが重要であると考えておりますこと

から、米田議員ご指摘の危惧される点につきから、米田議員ご指摘の危惧される点につきから、米田議員ご指摘の危惧される点につきから、米田議員ご指摘の危惧される点につき

ましては、最大限配慮しながら取り組みを推ましては、最大限配慮しながら取り組みを推ましては、最大限配慮しながら取り組みを推ましては、最大限配慮しながら取り組みを推

進していかなければならないものと、このよ進していかなければならないものと、このよ進していかなければならないものと、このよ進していかなければならないものと、このよ

うに考えているところでございます。うに考えているところでございます。うに考えているところでございます。うに考えているところでございます。    

    また、最後にございました校内でのチームまた、最後にございました校内でのチームまた、最後にございました校内でのチームまた、最後にございました校内でのチーム

ワークづくりについてでございますけれども、ワークづくりについてでございますけれども、ワークづくりについてでございますけれども、ワークづくりについてでございますけれども、

これは私これは私これは私これは私、、、、先日校長会の中でも校長、その学先日校長会の中でも校長、その学先日校長会の中でも校長、その学先日校長会の中でも校長、その学

校のリーダーとして、先生方のいろいろな話校のリーダーとして、先生方のいろいろな話校のリーダーとして、先生方のいろいろな話校のリーダーとして、先生方のいろいろな話

に対しては謙虚に耳を傾けるというに対しては謙虚に耳を傾けるというに対しては謙虚に耳を傾けるというに対しては謙虚に耳を傾けるということ、広こと、広こと、広こと、広

い心でそれを受け止めるということ、それとい心でそれを受け止めるということ、それとい心でそれを受け止めるということ、それとい心でそれを受け止めるということ、それと

思いやりと信頼ということを校長先生にお願思いやりと信頼ということを校長先生にお願思いやりと信頼ということを校長先生にお願思いやりと信頼ということを校長先生にお願

いをいたしました。いをいたしました。いをいたしました。いをいたしました。    

    学校がやはりいまいろんな改革の波の中で、学校がやはりいまいろんな改革の波の中で、学校がやはりいまいろんな改革の波の中で、学校がやはりいまいろんな改革の波の中で、

いろいろ次々と新しい課題が出てまいりますいろいろ次々と新しい課題が出てまいりますいろいろ次々と新しい課題が出てまいりますいろいろ次々と新しい課題が出てまいります

ときに、やはり学校内部のチームワークづくときに、やはり学校内部のチームワークづくときに、やはり学校内部のチームワークづくときに、やはり学校内部のチームワークづく

りというものは最大限の課題でございますのりというものは最大限の課題でございますのりというものは最大限の課題でございますのりというものは最大限の課題でございますの

で、そういったチームワークづくりに向けて、で、そういったチームワークづくりに向けて、で、そういったチームワークづくりに向けて、で、そういったチームワークづくりに向けて、

私どもも指導を徹底してまいりたい、このよ私どもも指導を徹底してまいりたい、このよ私どもも指導を徹底してまいりたい、このよ私どもも指導を徹底してまいりたい、このよ

うに思います。うに思います。うに思います。うに思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    次に移ります。次に移ります。次に移ります。次に移ります。    

    ７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。    

●７番長谷川吉春議員（登壇）●７番長谷川吉春議員（登壇）●７番長谷川吉春議員（登壇）●７番長谷川吉春議員（登壇）    平成平成平成平成 19191919 年年年年第第第第

２回定例会に２回定例会に２回定例会に２回定例会にああああたり、たり、たり、たり、大綱５点について市長大綱５点について市長大綱５点について市長大綱５点について市長

並び並び並び並びに教育長にお尋ねいたします。に教育長にお尋ねいたします。に教育長にお尋ねいたします。に教育長にお尋ねいたします。    

    最初に市長にお尋ねいたします。最初に市長にお尋ねいたします。最初に市長にお尋ねいたします。最初に市長にお尋ねいたします。    

    大綱質問の１点目は大綱質問の１点目は大綱質問の１点目は大綱質問の１点目は、、、、財政問題についてで財政問題についてで財政問題についてで財政問題についてで

あります。あります。あります。あります。    

    具体的にお聞きしますが具体的にお聞きしますが具体的にお聞きしますが具体的にお聞きしますが、、、、その１つ目はその１つ目はその１つ目はその１つ目は定定定定

率率率率減税減税減税減税による税の増収についてであります。による税の増収についてであります。による税の増収についてであります。による税の増収についてであります。    

    昨年とことしの２年続けての昨年とことしの２年続けての昨年とことしの２年続けての昨年とことしの２年続けての定率定率定率定率減税減税減税減税の廃の廃の廃の廃

止は、市役所から通知を受け取った多くの市止は、市役所から通知を受け取った多くの市止は、市役所から通知を受け取った多くの市止は、市役所から通知を受け取った多くの市

民の中からも不安と憤りの声が上がっていま民の中からも不安と憤りの声が上がっていま民の中からも不安と憤りの声が上がっていま民の中からも不安と憤りの声が上がっていま

す。住民税は税源移譲の影響もあって多くのす。住民税は税源移譲の影響もあって多くのす。住民税は税源移譲の影響もあって多くのす。住民税は税源移譲の影響もあって多くの
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人が２倍に跳ね上がります。さらに高齢者に人が２倍に跳ね上がります。さらに高齢者に人が２倍に跳ね上がります。さらに高齢者に人が２倍に跳ね上がります。さらに高齢者に

はははは、、、、年金課税の影響も加わるため、住民税が年金課税の影響も加わるため、住民税が年金課税の影響も加わるため、住民税が年金課税の影響も加わるため、住民税が

４倍近くになる場合もあります。４倍近くになる場合もあります。４倍近くになる場合もあります。４倍近くになる場合もあります。    

    住民税値上げの総額は３兆住民税値上げの総額は３兆住民税値上げの総額は３兆住民税値上げの総額は３兆 4,0004,0004,0004,000 億円で億円で億円で億円で、、、、

その半分の１兆その半分の１兆その半分の１兆その半分の１兆 7,0007,0007,0007,000 億円は億円は億円は億円は定率定率定率定率減税減税減税減税廃止に廃止に廃止に廃止に

よる増税分です。住民税が大幅による増税分です。住民税が大幅による増税分です。住民税が大幅による増税分です。住民税が大幅にふえふえふえふえる主なる主なる主なる主な

原因は、原因は、原因は、原因は、定率定率定率定率減税減税減税減税の廃止にほかなりません。の廃止にほかなりません。の廃止にほかなりません。の廃止にほかなりません。    

    大企業は大企業は大企業は大企業は、、、、４期連続で過去最高４期連続で過去最高４期連続で過去最高４期連続で過去最高利益利益利益利益を更新を更新を更新を更新

していますが、勤労者の賃金はふえていませしていますが、勤労者の賃金はふえていませしていますが、勤労者の賃金はふえていませしていますが、勤労者の賃金はふえていませ

ん。国税庁の調査によると、民間企業の１人ん。国税庁の調査によると、民間企業の１人ん。国税庁の調査によると、民間企業の１人ん。国税庁の調査によると、民間企業の１人

当たり当たり当たり当たりの給与はの給与はの給与はの給与は 1998199819981998 年から８年連続で減少年から８年連続で減少年から８年連続で減少年から８年連続で減少

し、し、し、し、97979797 年と比べて年収は年と比べて年収は年と比べて年収は年と比べて年収は 30303030 万円減少してい万円減少してい万円減少してい万円減少してい

ます。このます。このます。このます。この定率定率定率定率減税減税減税減税の廃止による増税は、暮の廃止による増税は、暮の廃止による増税は、暮の廃止による増税は、暮

らしと経済を直撃し、大きな社会問題になっらしと経済を直撃し、大きな社会問題になっらしと経済を直撃し、大きな社会問題になっらしと経済を直撃し、大きな社会問題になっ

ているワーキングプア、貧困の拡大が一層深ているワーキングプア、貧困の拡大が一層深ているワーキングプア、貧困の拡大が一層深ているワーキングプア、貧困の拡大が一層深

刻になることは明らかであります。刻になることは明らかであります。刻になることは明らかであります。刻になることは明らかであります。    

    そこで、お聞きいたしますそこで、お聞きいたしますそこで、お聞きいたしますそこで、お聞きいたしますがががが、、、、このこのこのこの定率定率定率定率減減減減

税税税税が市税の増収にどのように跳ね返っているが市税の増収にどのように跳ね返っているが市税の増収にどのように跳ね返っているが市税の増収にどのように跳ね返っている

のかということであります。のかということであります。のかということであります。のかということであります。    

    予算書の中の市民税については、平成予算書の中の市民税については、平成予算書の中の市民税については、平成予算書の中の市民税については、平成 17171717

年度では７億年度では７億年度では７億年度では７億 6,4006,4006,4006,400 万円余りですが、平成万円余りですが、平成万円余りですが、平成万円余りですが、平成 18181818

年度では８億年度では８億年度では８億年度では８億 1,8001,8001,8001,800 万円余りとなり、万円余りとなり、万円余りとなり、万円余りとなり、平成平成平成平成 19191919

年度では年度では年度では年度では10101010億億億億4444,,,,333300000000万円となり万円となり万円となり万円となり２年連続して２年連続して２年連続して２年連続して

増加となっていますが、増加となっていますが、増加となっていますが、増加となっていますが、この中でこの中でこの中でこの中で定率定率定率定率減税減税減税減税のののの

廃止による増収は廃止による増収は廃止による増収は廃止による増収は、、、、どれだけになるのかお尋どれだけになるのかお尋どれだけになるのかお尋どれだけになるのかお尋

ねいたします。また、このねいたします。また、このねいたします。また、このねいたします。また、この定率定率定率定率減税減税減税減税が国民健が国民健が国民健が国民健

康保険税にどのような影響を及ぼすかについ康保険税にどのような影響を及ぼすかについ康保険税にどのような影響を及ぼすかについ康保険税にどのような影響を及ぼすかについ

てもあわせてお聞きいたします。てもあわせてお聞きいたします。てもあわせてお聞きいたします。てもあわせてお聞きいたします。    

    ２つ目は２つ目は２つ目は２つ目は、、、、住民の税負担の増加についてで住民の税負担の増加についてで住民の税負担の増加についてで住民の税負担の増加についてで

あります。あります。あります。あります。定率定率定率定率減税減税減税減税のののの廃止による住民の負担廃止による住民の負担廃止による住民の負担廃止による住民の負担

が増加してが増加してが増加してが増加して、、、、市民生活に大きな影響を受ける市民生活に大きな影響を受ける市民生活に大きな影響を受ける市民生活に大きな影響を受ける

わけでありますが、モデルケースではどのよわけでありますが、モデルケースではどのよわけでありますが、モデルケースではどのよわけでありますが、モデルケースではどのよ

うな負担増になるのか。また税源移譲によるうな負担増になるのか。また税源移譲によるうな負担増になるのか。また税源移譲によるうな負担増になるのか。また税源移譲による

負担の増加は負担の増加は負担の増加は負担の増加は、、、、どのようになるのかお聞きいどのようになるのかお聞きいどのようになるのかお聞きいどのようになるのかお聞きい

たします。たします。たします。たします。    

    大綱質問の２点目は大綱質問の２点目は大綱質問の２点目は大綱質問の２点目は、、、、福祉行政についてで福祉行政についてで福祉行政についてで福祉行政についてで

あります。あります。あります。あります。    

    その１つ目はその１つ目はその１つ目はその１つ目は、、、、後期高齢者医療制度につい後期高齢者医療制度につい後期高齢者医療制度につい後期高齢者医療制度につい

てであります。来年４月から始まるてであります。来年４月から始まるてであります。来年４月から始まるてであります。来年４月から始まる 75757575 歳以上歳以上歳以上歳以上

を対象とした後期高齢者医療制度でを対象とした後期高齢者医療制度でを対象とした後期高齢者医療制度でを対象とした後期高齢者医療制度で、、、、年金収年金収年金収年金収

入が年入が年入が年入が年 160160160160 万円の人の保険料は年間１万万円の人の保険料は年間１万万円の人の保険料は年間１万万円の人の保険料は年間１万

6,0606,0606,0606,060 円、これは円、これは円、これは円、これはひとひとひとひと月にすれば約月にすれば約月にすれば約月にすれば約 1,3001,3001,3001,300 円円円円

になりますが、になりますが、になりますが、になりますが、年金年金年金年金収入が年間収入が年間収入が年間収入が年間 300300300300 万円では万円では万円では万円では

14141414 万円。これは万円。これは万円。これは万円。これはひひひひとととと月にすれば１万月にすれば１万月にすれば１万月にすれば１万 1,7001,7001,7001,700 円円円円

になる、こうしたことがになる、こうしたことがになる、こうしたことがになる、こうしたことが厚生厚生厚生厚生労働省の試算で労働省の試算で労働省の試算で労働省の試算で

明らかになりました。明らかになりました。明らかになりました。明らかになりました。    

    いま多くの市民の中からいま多くの市民の中からいま多くの市民の中からいま多くの市民の中から、、、、高齢者医療制度高齢者医療制度高齢者医療制度高齢者医療制度

についての不安の声が聞かれます。についての不安の声が聞かれます。についての不安の声が聞かれます。についての不安の声が聞かれます。「「「「制度の中制度の中制度の中制度の中

身がよくわからない身がよくわからない身がよくわからない身がよくわからない」」」」とか、とか、とか、とか、「「「「負担しなければ負担しなければ負担しなければ負担しなければ

ならない保険料がどれだけになるのかならない保険料がどれだけになるのかならない保険料がどれだけになるのかならない保険料がどれだけになるのか」」」」などなどなどなど

であります。そこでお聞きいたしますが、制であります。そこでお聞きいたしますが、制であります。そこでお聞きいたしますが、制であります。そこでお聞きいたしますが、制

度そのものの内容について、また美唄では保度そのものの内容について、また美唄では保度そのものの内容について、また美唄では保度そのものの内容について、また美唄では保

険料がどのようになるのか、保険料が地域に険料がどのようになるのか、保険料が地域に険料がどのようになるのか、保険料が地域に険料がどのようになるのか、保険料が地域に

よって違いが出てくるのかについてお聞きいよって違いが出てくるのかについてお聞きいよって違いが出てくるのかについてお聞きいよって違いが出てくるのかについてお聞きい

たします。たします。たします。たします。    

    ２つ目は２つ目は２つ目は２つ目は、、、、生活保護制度の見直しについて生活保護制度の見直しについて生活保護制度の見直しについて生活保護制度の見直しについて

であります。であります。であります。であります。今年の今年の今年の今年の３月３月３月３月 23232323 日に全国知事会、日に全国知事会、日に全国知事会、日に全国知事会、

全国全国全国全国市長会が設置した新たな市長会が設置した新たな市長会が設置した新たな市長会が設置した新たなセーフティネッセーフティネッセーフティネッセーフティネッ

トトトト検討会が検討会が検討会が検討会が、、、、生活保護制度の生活保護制度の生活保護制度の生活保護制度の見直しに関する見直しに関する見直しに関する見直しに関する

提言を発表しました。提言を発表しました。提言を発表しました。提言を発表しました。    

    この内容はこの内容はこの内容はこの内容は、、、、生活保護期間を５年の有期制生活保護期間を５年の有期制生活保護期間を５年の有期制生活保護期間を５年の有期制

度とすることや、高齢者世帯と稼働世帯の度とすることや、高齢者世帯と稼働世帯の度とすることや、高齢者世帯と稼働世帯の度とすることや、高齢者世帯と稼働世帯の分分分分

離離離離、また稼働世、また稼働世、また稼働世、また稼働世帯帯帯帯の就労自立を強力に促進すの就労自立を強力に促進すの就労自立を強力に促進すの就労自立を強力に促進す

るなどるなどるなどるなど、様々な、様々な、様々な、様々な生活保護制度の根幹にかかわ生活保護制度の根幹にかかわ生活保護制度の根幹にかかわ生活保護制度の根幹にかかわ

る内容を含んでいて、生活保護制度の崩壊にる内容を含んでいて、生活保護制度の崩壊にる内容を含んでいて、生活保護制度の崩壊にる内容を含んでいて、生活保護制度の崩壊に

つながるものつながるものつながるものつながるものだと思いますが、この新たなだと思いますが、この新たなだと思いますが、この新たなだと思いますが、この新たなセセセセ

ーフティネットーフティネットーフティネットーフティネット検討会検討会検討会検討会の提言の提言の提言の提言についてについてについてについて、、、、市長市長市長市長

はどのようにお考えなのかお尋ねいたします。はどのようにお考えなのかお尋ねいたします。はどのようにお考えなのかお尋ねいたします。はどのようにお考えなのかお尋ねいたします。    
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    大綱質問の３点目は大綱質問の３点目は大綱質問の３点目は大綱質問の３点目は、、、、市の交通機関につい市の交通機関につい市の交通機関につい市の交通機関につい

てであります。てであります。てであります。てであります。    

    その１つ目はその１つ目はその１つ目はその１つ目は、、、、市民のバス利用の状市民のバス利用の状市民のバス利用の状市民のバス利用の状況につ況につ況につ況につ

いてであります。市内で運行されているバスいてであります。市内で運行されているバスいてであります。市内で運行されているバスいてであります。市内で運行されているバス

は、市民の日常生活は、市民の日常生活は、市民の日常生活は、市民の日常生活に欠かせない市民に欠かせない市民に欠かせない市民に欠かせない市民の足との足との足との足と

して利用されておりますが、して利用されておりますが、して利用されておりますが、して利用されておりますが、近年の人口減な近年の人口減な近年の人口減な近年の人口減な

どによる乗車数の減少が事業の経営にも影響どによる乗車数の減少が事業の経営にも影響どによる乗車数の減少が事業の経営にも影響どによる乗車数の減少が事業の経営にも影響

し、路線の変更や運行便数の減少にも影響し、し、路線の変更や運行便数の減少にも影響し、し、路線の変更や運行便数の減少にも影響し、し、路線の変更や運行便数の減少にも影響し、

市民生活にも不自由をかけ、市民からも改善市民生活にも不自由をかけ、市民からも改善市民生活にも不自由をかけ、市民からも改善市民生活にも不自由をかけ、市民からも改善

要望の声が聞かされますが、市民バスや美唄要望の声が聞かされますが、市民バスや美唄要望の声が聞かされますが、市民バスや美唄要望の声が聞かされますが、市民バスや美唄

自動車学校バス、南美唄線の市民の利用状況自動車学校バス、南美唄線の市民の利用状況自動車学校バス、南美唄線の市民の利用状況自動車学校バス、南美唄線の市民の利用状況

がどのようになっているのかがどのようになっているのかがどのようになっているのかがどのようになっているのか。。。。また、過去３また、過去３また、過去３また、過去３

年間の利用状況についてお聞きいたします。年間の利用状況についてお聞きいたします。年間の利用状況についてお聞きいたします。年間の利用状況についてお聞きいたします。    

    その２つ目は、補助金の増額でありますが、その２つ目は、補助金の増額でありますが、その２つ目は、補助金の増額でありますが、その２つ目は、補助金の増額でありますが、

これは３つ目のバス路線の増発との関連があこれは３つ目のバス路線の増発との関連があこれは３つ目のバス路線の増発との関連があこれは３つ目のバス路線の増発との関連があ

りますので、あわせてりますので、あわせてりますので、あわせてりますので、あわせてお聞きいたします。お聞きいたします。お聞きいたします。お聞きいたします。    

    国土交通省は６月５日、地方のバス会社支国土交通省は６月５日、地方のバス会社支国土交通省は６月５日、地方のバス会社支国土交通省は６月５日、地方のバス会社支

援策として、運賃の大幅な引下げや運行本数援策として、運賃の大幅な引下げや運行本数援策として、運賃の大幅な引下げや運行本数援策として、運賃の大幅な引下げや運行本数

の増加など実験的な取り組みに対する補助をの増加など実験的な取り組みに対する補助をの増加など実験的な取り組みに対する補助をの増加など実験的な取り組みに対する補助を

新設する方針を決めました。新設する方針を決めました。新設する方針を決めました。新設する方針を決めました。    

    バス離れが進む中、利用客をふやすには運バス離れが進む中、利用客をふやすには運バス離れが進む中、利用客をふやすには運バス離れが進む中、利用客をふやすには運

賃の引下げや本数の増加に取り組むことが必賃の引下げや本数の増加に取り組むことが必賃の引下げや本数の増加に取り組むことが必賃の引下げや本数の増加に取り組むことが必

要でありますが、経費の増加を伴い実現には要でありますが、経費の増加を伴い実現には要でありますが、経費の増加を伴い実現には要でありますが、経費の増加を伴い実現には

無理があります。このため、減収や経費の増無理があります。このため、減収や経費の増無理があります。このため、減収や経費の増無理があります。このため、減収や経費の増

加など加など加など加など一定一定一定一定の範囲で補てんするという事業をの範囲で補てんするという事業をの範囲で補てんするという事業をの範囲で補てんするという事業を

新設するというものであります。新設するというものであります。新設するというものであります。新設するというものであります。    

    現在国は、赤字のバス路線に一定額の範囲現在国は、赤字のバス路線に一定額の範囲現在国は、赤字のバス路線に一定額の範囲現在国は、赤字のバス路線に一定額の範囲

で赤字額の最大で赤字額の最大で赤字額の最大で赤字額の最大 45454545％を都道府県との折半で％を都道府県との折半で％を都道府県との折半で％を都道府県との折半で

補助し、地方バス会社や地方自治体補助し、地方バス会社や地方自治体補助し、地方バス会社や地方自治体補助し、地方バス会社や地方自治体が補助金が補助金が補助金が補助金

を受けており、本市でも道からの補助金を受を受けており、本市でも道からの補助金を受を受けており、本市でも道からの補助金を受を受けており、本市でも道からの補助金を受

けていますが、来年度からけていますが、来年度からけていますが、来年度からけていますが、来年度から始まるこの制度を始まるこの制度を始まるこの制度を始まるこの制度を

活用できるように工夫しながら、運行便数を活用できるように工夫しながら、運行便数を活用できるように工夫しながら、運行便数を活用できるように工夫しながら、運行便数を

増加する増加する増加する増加することでことでことでことで市民の要望にこたえることが市民の要望にこたえることが市民の要望にこたえることが市民の要望にこたえることが

できると思いますが、市長のお考えをお聞きできると思いますが、市長のお考えをお聞きできると思いますが、市長のお考えをお聞きできると思いますが、市長のお考えをお聞き

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    大綱質問の４点目は大綱質問の４点目は大綱質問の４点目は大綱質問の４点目は、、、、地域医療の確立につ地域医療の確立につ地域医療の確立につ地域医療の確立につ

いてであります。いてであります。いてであります。いてであります。    

    具体的には具体的には具体的には具体的には、、、、美唄労災病院との統合につい美唄労災病院との統合につい美唄労災病院との統合につい美唄労災病院との統合につい

てでありますが、美唄労災病院との統合につてでありますが、美唄労災病院との統合につてでありますが、美唄労災病院との統合につてでありますが、美唄労災病院との統合につ

いては、いては、いては、いては、12121212 日の地域医療問題調査特別委員会日の地域医療問題調査特別委員会日の地域医療問題調査特別委員会日の地域医療問題調査特別委員会

でもお聞きいたしましたが、そのときの資料でもお聞きいたしましたが、そのときの資料でもお聞きいたしましたが、そのときの資料でもお聞きいたしましたが、そのときの資料

であります中間であります中間であります中間であります中間取取取取りまとめをいただきましたりまとめをいただきましたりまとめをいただきましたりまとめをいただきました

が、十分検討する時間が余りなかが、十分検討する時間が余りなかが、十分検討する時間が余りなかが、十分検討する時間が余りなかったことやったことやったことやったことや、、、、

市の広報紙でありますメロディが各ご家庭に市の広報紙でありますメロディが各ご家庭に市の広報紙でありますメロディが各ご家庭に市の広報紙でありますメロディが各ご家庭に

配布されてから多くの市民からも疑問やご意配布されてから多くの市民からも疑問やご意配布されてから多くの市民からも疑問やご意配布されてから多くの市民からも疑問やご意

見が寄せられていますことから、改めて質問見が寄せられていますことから、改めて質問見が寄せられていますことから、改めて質問見が寄せられていますことから、改めて質問

をさせていただきます。をさせていただきます。をさせていただきます。をさせていただきます。    

    この中には、地域医療問題調査特別委員会この中には、地域医療問題調査特別委員会この中には、地域医療問題調査特別委員会この中には、地域医療問題調査特別委員会

でお聞きしました部分についてもありますが、でお聞きしました部分についてもありますが、でお聞きしました部分についてもありますが、でお聞きしました部分についてもありますが、

これはメロディをご覧になった方からの疑問これはメロディをご覧になった方からの疑問これはメロディをご覧になった方からの疑問これはメロディをご覧になった方からの疑問

やご意見として受け取っていただきたいと思やご意見として受け取っていただきたいと思やご意見として受け取っていただきたいと思やご意見として受け取っていただきたいと思

います。います。います。います。    

    具体的にお聞きいたしますが、その１つ具体的にお聞きいたしますが、その１つ具体的にお聞きいたしますが、その１つ具体的にお聞きいたしますが、その１つ目目目目

はははは、、、、医師の確保についてであります。中間医師の確保についてであります。中間医師の確保についてであります。中間医師の確保についてであります。中間取取取取

りまとめではりまとめではりまとめではりまとめでは、新病院の運営を円滑にするた、新病院の運営を円滑にするた、新病院の運営を円滑にするた、新病院の運営を円滑にするた

めには医師の確保が重要課題としていますが、めには医師の確保が重要課題としていますが、めには医師の確保が重要課題としていますが、めには医師の確保が重要課題としていますが、

医師の確保は病院の運営医師の確保は病院の運営医師の確保は病院の運営医師の確保は病院の運営の根幹をなすものでの根幹をなすものでの根幹をなすものでの根幹をなすもので

ありますが、その見通しはどのようなものでありますが、その見通しはどのようなものでありますが、その見通しはどのようなものでありますが、その見通しはどのようなもので

しょうか。医師不足は全国的にも大きな社会しょうか。医師不足は全国的にも大きな社会しょうか。医師不足は全国的にも大きな社会しょうか。医師不足は全国的にも大きな社会

問題になっていることはご承知のとおりであ問題になっていることはご承知のとおりであ問題になっていることはご承知のとおりであ問題になっていることはご承知のとおりであ

ります。医師がいないため病院を閉鎖するとります。医師がいないため病院を閉鎖するとります。医師がいないため病院を閉鎖するとります。医師がいないため病院を閉鎖すると

か、あるいは診療所に移行させるなどが各地か、あるいは診療所に移行させるなどが各地か、あるいは診療所に移行させるなどが各地か、あるいは診療所に移行させるなどが各地

で発生しています。で発生しています。で発生しています。で発生しています。    

    本市においても、これまで市としても、ま本市においても、これまで市としても、ま本市においても、これまで市としても、ま本市においても、これまで市としても、ま

た美唄労災病院としてもた美唄労災病院としてもた美唄労災病院としてもた美唄労災病院としても、、、、それぞれ独自に医それぞれ独自に医それぞれ独自に医それぞれ独自に医

師の確保に力を入れてこられておりますが、師の確保に力を入れてこられておりますが、師の確保に力を入れてこられておりますが、師の確保に力を入れてこられておりますが、

現状としてはこれまで必要な医師の確保がで現状としてはこれまで必要な医師の確保がで現状としてはこれまで必要な医師の確保がで現状としてはこれまで必要な医師の確保がで

きていないのが実きていないのが実きていないのが実きていないのが実状状状状ではないでしょうか。ではないでしょうか。ではないでしょうか。ではないでしょうか。    
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    12121212 日の特別委員会の日の特別委員会の日の特別委員会の日の特別委員会の後後後後からですが、聞くとからですが、聞くとからですが、聞くとからですが、聞くと

ころによりますと、労災病院を美唄ころによりますと、労災病院を美唄ころによりますと、労災病院を美唄ころによりますと、労災病院を美唄市に譲渡市に譲渡市に譲渡市に譲渡

されるとなるとされるとなるとされるとなるとされるとなると、、、、かなりの医者が辞められてかなりの医者が辞められてかなりの医者が辞められてかなりの医者が辞められて

いくというお話を聞きます。現状でも医師不いくというお話を聞きます。現状でも医師不いくというお話を聞きます。現状でも医師不いくというお話を聞きます。現状でも医師不

足の上、さらに退職の意思をお持ちの医師が足の上、さらに退職の意思をお持ちの医師が足の上、さらに退職の意思をお持ちの医師が足の上、さらに退職の意思をお持ちの医師が

おられるとすれば、労災病院を譲り受けてもおられるとすれば、労災病院を譲り受けてもおられるとすれば、労災病院を譲り受けてもおられるとすれば、労災病院を譲り受けても

運営が成り立たなくなるのは明白であります。運営が成り立たなくなるのは明白であります。運営が成り立たなくなるのは明白であります。運営が成り立たなくなるのは明白であります。    

    改めてお聞き改めてお聞き改めてお聞き改めてお聞きいたいたいたいたしますが、しますが、しますが、しますが、医師の確保を医師の確保を医師の確保を医師の確保を

どのようにしようとしているのか。また、退どのようにしようとしているのか。また、退どのようにしようとしているのか。また、退どのようにしようとしているのか。また、退

職の意向をお持ちの医師がどれだけいるのか職の意向をお持ちの医師がどれだけいるのか職の意向をお持ちの医師がどれだけいるのか職の意向をお持ちの医師がどれだけいるのか

などの実態を把握しているのかをお聞きいたなどの実態を把握しているのかをお聞きいたなどの実態を把握しているのかをお聞きいたなどの実態を把握しているのかをお聞きいた

します。します。します。します。    

    その２つ目は、労災病院を譲り受けるにその２つ目は、労災病院を譲り受けるにその２つ目は、労災病院を譲り受けるにその２つ目は、労災病院を譲り受けるにああああ

たっての条件についてであります。たっての条件についてであります。たっての条件についてであります。たっての条件についてであります。12121212 日の特日の特日の特日の特

別委員会では別委員会では別委員会では別委員会では、、、、医療機器については無償で譲医療機器については無償で譲医療機器については無償で譲医療機器については無償で譲

り受けるり受けるり受けるり受けるが、その他の資産についてはが、その他の資産についてはが、その他の資産についてはが、その他の資産については有償に有償に有償に有償に

なるのかあるいは無償になるのかはなるのかあるいは無償になるのかはなるのかあるいは無償になるのかはなるのかあるいは無償になるのかは、、、、市と機市と機市と機市と機

構と国と協議して決定するというご答弁であ構と国と協議して決定するというご答弁であ構と国と協議して決定するというご答弁であ構と国と協議して決定するというご答弁であ

りました。りました。りました。りました。    

    いま多く市民が心配しているのは、労災病いま多く市民が心配しているのは、労災病いま多く市民が心配しているのは、労災病いま多く市民が心配しているのは、労災病

院を高額で譲り受けた場合、美唄の財政状況院を高額で譲り受けた場合、美唄の財政状況院を高額で譲り受けた場合、美唄の財政状況院を高額で譲り受けた場合、美唄の財政状況

が一層悪化して、美唄が第２の夕張になるのが一層悪化して、美唄が第２の夕張になるのが一層悪化して、美唄が第２の夕張になるのが一層悪化して、美唄が第２の夕張になるの

ではないかということであります。私はではないかということであります。私はではないかということであります。私はではないかということであります。私は、、、、美美美美

唄の財政状況から見て譲り受けるにはあくま唄の財政状況から見て譲り受けるにはあくま唄の財政状況から見て譲り受けるにはあくま唄の財政状況から見て譲り受けるにはあくま

でも無償でなければならないと思いますが、でも無償でなければならないと思いますが、でも無償でなければならないと思いますが、でも無償でなければならないと思いますが、

市長のお考えをお聞きいたします。市長のお考えをお聞きいたします。市長のお考えをお聞きいたします。市長のお考えをお聞きいたします。    

    その３つ目は、住民説明会についてでありその３つ目は、住民説明会についてでありその３つ目は、住民説明会についてでありその３つ目は、住民説明会についてであり

ますが、ますが、ますが、ますが、12121212 日の特別委員会でのご答弁では機日の特別委員会でのご答弁では機日の特別委員会でのご答弁では機日の特別委員会でのご答弁では機

構や国との更なる協議を進め構や国との更なる協議を進め構や国との更なる協議を進め構や国との更なる協議を進め、、、、そうそうそうそうした経過した経過した経過した経過

も踏まえて説明会のも踏まえて説明会のも踏まえて説明会のも踏まえて説明会の時期時期時期時期などについて検討しなどについて検討しなどについて検討しなどについて検討し

ていく、このようなご答弁でありました。ていく、このようなご答弁でありました。ていく、このようなご答弁でありました。ていく、このようなご答弁でありました。    

    しかし、メロディの臨時号を見た多くの市しかし、メロディの臨時号を見た多くの市しかし、メロディの臨時号を見た多くの市しかし、メロディの臨時号を見た多くの市

民からは、民からは、民からは、民からは、「「「「あの中間あの中間あの中間あの中間取取取取りまとめを見てもよくりまとめを見てもよくりまとめを見てもよくりまとめを見てもよく

わからないわからないわからないわからない」「」「」「」「これまで持っていた不安や疑問これまで持っていた不安や疑問これまで持っていた不安や疑問これまで持っていた不安や疑問

がなおさら深まったがなおさら深まったがなおさら深まったがなおさら深まった」」」」そうした声も上がってそうした声も上がってそうした声も上がってそうした声も上がって

おります。そうした疑問や不安にこたえるたおります。そうした疑問や不安にこたえるたおります。そうした疑問や不安にこたえるたおります。そうした疑問や不安にこたえるた

めにも、早い時期に説明会を開くことが必要めにも、早い時期に説明会を開くことが必要めにも、早い時期に説明会を開くことが必要めにも、早い時期に説明会を開くことが必要

だと思いますが、どのようにお考えなのかおだと思いますが、どのようにお考えなのかおだと思いますが、どのようにお考えなのかおだと思いますが、どのようにお考えなのかお

聞きいたします。聞きいたします。聞きいたします。聞きいたします。    

    その４つ目はその４つ目はその４つ目はその４つ目は、、、、雇用の確保についてであり雇用の確保についてであり雇用の確保についてであり雇用の確保についてであり

ます。ます。ます。ます。12121212 日の特別委員会では、雇用の確保に日の特別委員会では、雇用の確保に日の特別委員会では、雇用の確保に日の特別委員会では、雇用の確保に

ついては本人のついては本人のついては本人のついては本人の希望に配慮し、新病院への再希望に配慮し、新病院への再希望に配慮し、新病院への再希望に配慮し、新病院への再

配置、組織内での配置換え、転勤及び他の医配置、組織内での配置換え、転勤及び他の医配置、組織内での配置換え、転勤及び他の医配置、組織内での配置換え、転勤及び他の医

療機関への再就職等について支援を行うとあ療機関への再就職等について支援を行うとあ療機関への再就職等について支援を行うとあ療機関への再就職等について支援を行うとあ

りますが、新病院がりますが、新病院がりますが、新病院がりますが、新病院が 300300300300 床にした場合のそれ床にした場合のそれ床にした場合のそれ床にした場合のそれ

ぞれの職種の必要人員と余剰人員がどのようぞれの職種の必要人員と余剰人員がどのようぞれの職種の必要人員と余剰人員がどのようぞれの職種の必要人員と余剰人員がどのよう

になるのか、また、両病院の現在の職種別のになるのか、また、両病院の現在の職種別のになるのか、また、両病院の現在の職種別のになるのか、また、両病院の現在の職種別の

職員数や、職員数や、職員数や、職員数や、給食給食給食給食や清掃業務など委託等によるや清掃業務など委託等によるや清掃業務など委託等によるや清掃業務など委託等による

従業員数についてもお聞きいたします。従業員数についてもお聞きいたします。従業員数についてもお聞きいたします。従業員数についてもお聞きいたします。    

    ５つ目は、統合の時期についてであります。５つ目は、統合の時期についてであります。５つ目は、統合の時期についてであります。５つ目は、統合の時期についてであります。

中間中間中間中間取取取取りまとめではりまとめではりまとめではりまとめでは、、、、統合の時期は平成統合の時期は平成統合の時期は平成統合の時期は平成 20202020

年４月を目途とするとありますが、この文章年４月を目途とするとありますが、この文章年４月を目途とするとありますが、この文章年４月を目途とするとありますが、この文章

の意味合いとしては状況によっては伸びるこの意味合いとしては状況によっては伸びるこの意味合いとしては状況によっては伸びるこの意味合いとしては状況によっては伸びるこ

ともあるともともあるともともあるともともあるとも受け取れます受け取れます受け取れます受け取れますが、何が何でもが、何が何でもが、何が何でもが、何が何でも来来来来

年年年年の４月から実施ということなのの４月から実施ということなのの４月から実施ということなのの４月から実施ということなのか、お聞きか、お聞きか、お聞きか、お聞き

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    私は、統合の時期については、今後私は、統合の時期については、今後私は、統合の時期については、今後私は、統合の時期については、今後、、、、統合統合統合統合

に向けてのに向けてのに向けてのに向けての様々な様々な様々な様々な複雑な要素が複雑な要素が複雑な要素が複雑な要素が絡絡絡絡み合う中で、み合う中で、み合う中で、み合う中で、

それらを整理し、病院としての機能を果たすそれらを整理し、病院としての機能を果たすそれらを整理し、病院としての機能を果たすそれらを整理し、病院としての機能を果たす

ようにするには、かなりの日数が必要だと思ようにするには、かなりの日数が必要だと思ようにするには、かなりの日数が必要だと思ようにするには、かなりの日数が必要だと思

います。短期間でそれをやろうとすればいます。短期間でそれをやろうとすればいます。短期間でそれをやろうとすればいます。短期間でそれをやろうとすれば必ず必ず必ず必ず

矛盾をきたします。２つの病院の医療に携わ矛盾をきたします。２つの病院の医療に携わ矛盾をきたします。２つの病院の医療に携わ矛盾をきたします。２つの病院の医療に携わ

る人たちが、お互いが納得する形ができるまる人たちが、お互いが納得する形ができるまる人たちが、お互いが納得する形ができるまる人たちが、お互いが納得する形ができるま

で、また市民が納得する形ができるまでで、また市民が納得する形ができるまでで、また市民が納得する形ができるまでで、また市民が納得する形ができるまで、、、、時時時時

間を十分にかけるべきだと思いますが、市長間を十分にかけるべきだと思いますが、市長間を十分にかけるべきだと思いますが、市長間を十分にかけるべきだと思いますが、市長

のお考えをお聞きいたします。のお考えをお聞きいたします。のお考えをお聞きいたします。のお考えをお聞きいたします。    

    大綱５点目は大綱５点目は大綱５点目は大綱５点目は、、、、教育行政について教育長に教育行政について教育長に教育行政について教育長に教育行政について教育長に

お尋ねいたします。お尋ねいたします。お尋ねいたします。お尋ねいたします。    
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    その１つその１つその１つその１つ目目目目は、教育再生会議については、教育再生会議については、教育再生会議については、教育再生会議についてであであであであ

ります。６月１日、政府の教育再生会議が第ります。６月１日、政府の教育再生会議が第ります。６月１日、政府の教育再生会議が第ります。６月１日、政府の教育再生会議が第

２次報告をまとめました。これは、競争とふ２次報告をまとめました。これは、競争とふ２次報告をまとめました。これは、競争とふ２次報告をまとめました。これは、競争とふ

るいるいるいるい分分分分けの教育を助長させ、教育への国家統けの教育を助長させ、教育への国家統けの教育を助長させ、教育への国家統けの教育を助長させ、教育への国家統

制を強める改悪された教育基本法の一層の具制を強める改悪された教育基本法の一層の具制を強める改悪された教育基本法の一層の具制を強める改悪された教育基本法の一層の具

体化を図ろうとするものであります。体化を図ろうとするものであります。体化を図ろうとするものであります。体化を図ろうとするものであります。安倍安倍安倍安倍内内内内

閣は、１月の第１次報告に盛り込んだ、教育閣は、１月の第１次報告に盛り込んだ、教育閣は、１月の第１次報告に盛り込んだ、教育閣は、１月の第１次報告に盛り込んだ、教育

３法案の今国会での成立を狙い、さらに第２３法案の今国会での成立を狙い、さらに第２３法案の今国会での成立を狙い、さらに第２３法案の今国会での成立を狙い、さらに第２

次報告で打ち出した徳育の教科や次報告で打ち出した徳育の教科や次報告で打ち出した徳育の教科や次報告で打ち出した徳育の教科や授業授業授業授業実数の実数の実数の実数の

10101010％増について、学習指導要領などの改訂を％増について、学習指導要領などの改訂を％増について、学習指導要領などの改訂を％増について、学習指導要領などの改訂を

来年３月までに行う方針であります。来年３月までに行う方針であります。来年３月までに行う方針であります。来年３月までに行う方針であります。    

    教育の問題については教育の問題については教育の問題については教育の問題については、、、、いじめや自殺、教いじめや自殺、教いじめや自殺、教いじめや自殺、教

職員の過密労働、そのほか職員の過密労働、そのほか職員の過密労働、そのほか職員の過密労働、そのほか様々な様々な様々な様々な問題を抱え、問題を抱え、問題を抱え、問題を抱え、

大きな社会問題になっておりま大きな社会問題になっておりま大きな社会問題になっておりま大きな社会問題になっております。その対策す。その対策す。その対策す。その対策

が進められておりますが、第２次報告の内容が進められておりますが、第２次報告の内容が進められておりますが、第２次報告の内容が進められておりますが、第２次報告の内容

はそうした問題の解決どころか、自体を一層はそうした問題の解決どころか、自体を一層はそうした問題の解決どころか、自体を一層はそうした問題の解決どころか、自体を一層

悪化させる内容を持っていると思います。悪化させる内容を持っていると思います。悪化させる内容を持っていると思います。悪化させる内容を持っていると思います。    

    具体的にお尋ねいたしますが、その１点目具体的にお尋ねいたしますが、その１点目具体的にお尋ねいたしますが、その１点目具体的にお尋ねいたしますが、その１点目

はははは、、、、道徳の時間を徳育として教科化するとい道徳の時間を徳育として教科化するとい道徳の時間を徳育として教科化するとい道徳の時間を徳育として教科化するとい

う問題であります。う問題であります。う問題であります。う問題であります。    

    これは、国が検定する教科書などでこれは、国が検定する教科書などでこれは、国が検定する教科書などでこれは、国が検定する教科書などで、、、、特定特定特定特定

の価値観を子どもに押し付ける狙いを持っての価値観を子どもに押し付ける狙いを持っての価値観を子どもに押し付ける狙いを持っての価値観を子どもに押し付ける狙いを持って

います。このことは憲法が保障する思想・良います。このことは憲法が保障する思想・良います。このことは憲法が保障する思想・良います。このことは憲法が保障する思想・良

心の自由を真っ向から反するものであります。心の自由を真っ向から反するものであります。心の自由を真っ向から反するものであります。心の自由を真っ向から反するものであります。

この点についてはこの点についてはこの点についてはこの点については、、、、マスメディアも徳育をマスメディアも徳育をマスメディアも徳育をマスメディアも徳育を教教教教

科科科科にすればにすればにすればにすれば文部科学省による統制が強まり文部科学省による統制が強まり文部科学省による統制が強まり文部科学省による統制が強まり、、、、

微妙な価値観を含む道徳が硬直し画一化す微妙な価値観を含む道徳が硬直し画一化す微妙な価値観を含む道徳が硬直し画一化す微妙な価値観を含む道徳が硬直し画一化するるるる

懸念がある、このように懸念がある、このように懸念がある、このように懸念がある、このように批判批判批判批判しています。こしています。こしています。こしています。こ

れは２日付の日経新聞の社説であります。れは２日付の日経新聞の社説であります。れは２日付の日経新聞の社説であります。れは２日付の日経新聞の社説であります。    

    しかもしかもしかもしかも、、、、政府が押し付ける特定の価値観が政府が押し付ける特定の価値観が政府が押し付ける特定の価値観が政府が押し付ける特定の価値観が

復古調であることに対しても、東京新聞の社復古調であることに対しても、東京新聞の社復古調であることに対しても、東京新聞の社復古調であることに対しても、東京新聞の社

説では次のように批判しています。「徳育が昔説では次のように批判しています。「徳育が昔説では次のように批判しています。「徳育が昔説では次のように批判しています。「徳育が昔

のような授業として復活をめざすなら、批判のような授業として復活をめざすなら、批判のような授業として復活をめざすなら、批判のような授業として復活をめざすなら、批判

は相次ぐだろう」と厳しい目を向けています。は相次ぐだろう」と厳しい目を向けています。は相次ぐだろう」と厳しい目を向けています。は相次ぐだろう」と厳しい目を向けています。

こうした問題を持っている徳育の教科化をこうした問題を持っている徳育の教科化をこうした問題を持っている徳育の教科化をこうした問題を持っている徳育の教科化を、、、、

教育長はどのようにお考えなのかお聞きいた教育長はどのようにお考えなのかお聞きいた教育長はどのようにお考えなのかお聞きいた教育長はどのようにお考えなのかお聞きいた

します。します。します。します。    

    ２点目は授業２点目は授業２点目は授業２点目は授業時数時数時数時数をををを 10101010％ふやすという問％ふやすという問％ふやすという問％ふやすという問

題であります。つい数年前には題であります。つい数年前には題であります。つい数年前には題であります。つい数年前には、、、、ゆとり教育ゆとり教育ゆとり教育ゆとり教育

を教育現場に持ち込んで教育を混乱させ、今を教育現場に持ち込んで教育を混乱させ、今を教育現場に持ち込んで教育を混乱させ、今を教育現場に持ち込んで教育を混乱させ、今

度はゆとり教育を度はゆとり教育を度はゆとり教育を度はゆとり教育を見直し授業見直し授業見直し授業見直し授業時数時数時数時数をををを 10101010％ふ％ふ％ふ％ふ

やすやすやすやす、このように教育方針が猫の目のように、このように教育方針が猫の目のように、このように教育方針が猫の目のように、このように教育方針が猫の目のように

くるくる変わるのでは、教育現場は一層の混くるくる変わるのでは、教育現場は一層の混くるくる変わるのでは、教育現場は一層の混くるくる変わるのでは、教育現場は一層の混

乱をきたすばかりであります。乱をきたすばかりであります。乱をきたすばかりであります。乱をきたすばかりであります。    

    ゆとり教育を見直すとしていますが、そのゆとり教育を見直すとしていますが、そのゆとり教育を見直すとしていますが、そのゆとり教育を見直すとしていますが、その

中心は全国一斉学力テスト、習熟度別学習の中心は全国一斉学力テスト、習熟度別学習の中心は全国一斉学力テスト、習熟度別学習の中心は全国一斉学力テスト、習熟度別学習の

徹底、学校区自由化などの競争を煽り立てる徹底、学校区自由化などの競争を煽り立てる徹底、学校区自由化などの競争を煽り立てる徹底、学校区自由化などの競争を煽り立てる

内容となっています。内容となっています。内容となっています。内容となっています。    

    すでに文科省の圧力で多くの学校で授業時すでに文科省の圧力で多くの学校で授業時すでに文科省の圧力で多くの学校で授業時すでに文科省の圧力で多くの学校で授業時

数はぎりぎりまで伸ばされ、教職員の過密労数はぎりぎりまで伸ばされ、教職員の過密労数はぎりぎりまで伸ばされ、教職員の過密労数はぎりぎりまで伸ばされ、教職員の過密労

働は厳しいものになっています。学力世界一働は厳しいものになっています。学力世界一働は厳しいものになっています。学力世界一働は厳しいものになっています。学力世界一

のフィンランドの授業時数は日本より短いののフィンランドの授業時数は日本より短いののフィンランドの授業時数は日本より短いののフィンランドの授業時数は日本より短いの

であります。教育再生会議の委員からもであります。教育再生会議の委員からもであります。教育再生会議の委員からもであります。教育再生会議の委員からも、、、、授授授授

業時数と学力の関係は実証的に検証され業時数と学力の関係は実証的に検証され業時数と学力の関係は実証的に検証され業時数と学力の関係は実証的に検証されていていていてい

ないと批判が出ています。科学的根拠も示さないと批判が出ています。科学的根拠も示さないと批判が出ています。科学的根拠も示さないと批判が出ています。科学的根拠も示さ

れず教育現場に持ち込むなられず教育現場に持ち込むなられず教育現場に持ち込むなられず教育現場に持ち込むなら、、、、現場の混乱は現場の混乱は現場の混乱は現場の混乱は

ますます増すばかりであります。ますます増すばかりであります。ますます増すばかりであります。ますます増すばかりであります。    

    このような内容を持っている教育時数のこのような内容を持っている教育時数のこのような内容を持っている教育時数のこのような内容を持っている教育時数の

10101010％増に対して、教育長はどのようにお考え％増に対して、教育長はどのようにお考え％増に対して、教育長はどのようにお考え％増に対して、教育長はどのようにお考え

なのかお尋ねいたします。なのかお尋ねいたします。なのかお尋ねいたします。なのかお尋ねいたします。    

    ３点目は、この教育再生会議は非公開で行３点目は、この教育再生会議は非公開で行３点目は、この教育再生会議は非公開で行３点目は、この教育再生会議は非公開で行

われ、またわれ、またわれ、またわれ、また、、、、教育研究者も参加されておりま教育研究者も参加されておりま教育研究者も参加されておりま教育研究者も参加されておりま

せん。このようなことで将来を担う子せん。このようなことで将来を担う子せん。このようなことで将来を担う子せん。このようなことで将来を担う子どもどもどもどものののの

教育に国民の英知を集めることができるのか教育に国民の英知を集めることができるのか教育に国民の英知を集めることができるのか教育に国民の英知を集めることができるのか

どうか、多くの国民から批判が上がっていまどうか、多くの国民から批判が上がっていまどうか、多くの国民から批判が上がっていまどうか、多くの国民から批判が上がっていま

すが、教育長はどのようにお考えなのかお聞すが、教育長はどのようにお考えなのかお聞すが、教育長はどのようにお考えなのかお聞すが、教育長はどのようにお考えなのかお聞

きいたします。きいたします。きいたします。きいたします。    

    その２つ目は、その２つ目は、その２つ目は、その２つ目は、靖靖靖靖国ＤＶＤの学校で国ＤＶＤの学校で国ＤＶＤの学校で国ＤＶＤの学校での教材の教材の教材の教材
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利用についてであります。日本の侵略利用についてであります。日本の侵略利用についてであります。日本の侵略利用についてであります。日本の侵略戦争戦争戦争戦争をををを

美化する日本青年会議所美化する日本青年会議所美化する日本青年会議所美化する日本青年会議所制作制作制作制作のいわゆる靖国のいわゆる靖国のいわゆる靖国のいわゆる靖国

ＤＶＤＤＶＤＤＶＤＤＶＤが各地の学校現場で持ち込まれ、大きが各地の学校現場で持ち込まれ、大きが各地の学校現場で持ち込まれ、大きが各地の学校現場で持ち込まれ、大き

な問題になっています。これはな問題になっています。これはな問題になっています。これはな問題になっています。これは、、、、韓国でもテ韓国でもテ韓国でもテ韓国でもテ

レビがこの問題を取り上げるなど、国際的にレビがこの問題を取り上げるなど、国際的にレビがこの問題を取り上げるなど、国際的にレビがこの問題を取り上げるなど、国際的に

も波紋を呼んでいます。も波紋を呼んでいます。も波紋を呼んでいます。も波紋を呼んでいます。    

    「誇り」と題するＤＶＤは、アニメを通じ「誇り」と題するＤＶＤは、アニメを通じ「誇り」と題するＤＶＤは、アニメを通じ「誇り」と題するＤＶＤは、アニメを通じ

てかつての日本のてかつての日本のてかつての日本のてかつての日本の侵略侵略侵略侵略戦争を自衛のための戦戦争を自衛のための戦戦争を自衛のための戦戦争を自衛のための戦

争、アジアの開放のための戦争だったと主張争、アジアの開放のための戦争だったと主張争、アジアの開放のための戦争だったと主張争、アジアの開放のための戦争だったと主張

し、靖国神社のし、靖国神社のし、靖国神社のし、靖国神社の遊就館遊就館遊就館遊就館が展示しているものとが展示しているものとが展示しているものとが展示しているものと

同じものであります。これを教材とした教育同じものであります。これを教材とした教育同じものであります。これを教材とした教育同じものであります。これを教材とした教育

授業が文部科学省の委託事業によって採用さ授業が文部科学省の委託事業によって採用さ授業が文部科学省の委託事業によって採用さ授業が文部科学省の委託事業によって採用さ

れ、全国のれ、全国のれ、全国のれ、全国の学校で実施されようとしています。学校で実施されようとしています。学校で実施されようとしています。学校で実施されようとしています。    

    22222222 日には日には日には日には、、、、韓国のテレビが日本文部科学省韓国のテレビが日本文部科学省韓国のテレビが日本文部科学省韓国のテレビが日本文部科学省

が戦争美化の授業を委託というタイトルで靖が戦争美化の授業を委託というタイトルで靖が戦争美化の授業を委託というタイトルで靖が戦争美化の授業を委託というタイトルで靖

国ＤＶＤを批判する番組を放送しています。国ＤＶＤを批判する番組を放送しています。国ＤＶＤを批判する番組を放送しています。国ＤＶＤを批判する番組を放送しています。

番組では番組では番組では番組では、、、、日本の右翼勢力が誤った歴史観を日本の右翼勢力が誤った歴史観を日本の右翼勢力が誤った歴史観を日本の右翼勢力が誤った歴史観を

子どもたちに注入し、それを政府が子どもたちに注入し、それを政府が子どもたちに注入し、それを政府が子どもたちに注入し、それを政府が煽煽煽煽っておっておっておってお

り、子どもたちの歴史り、子どもたちの歴史り、子どもたちの歴史り、子どもたちの歴史観観観観が危険な段階に達すが危険な段階に達すが危険な段階に達すが危険な段階に達す

るとコメントしています。このかつての日本るとコメントしています。このかつての日本るとコメントしています。このかつての日本るとコメントしています。このかつての日本

の侵略戦争を美化するＤＶＤをの侵略戦争を美化するＤＶＤをの侵略戦争を美化するＤＶＤをの侵略戦争を美化するＤＶＤを、、、、学校現場へ学校現場へ学校現場へ学校現場へ

持ち込むようなことは絶対にあってはならな持ち込むようなことは絶対にあってはならな持ち込むようなことは絶対にあってはならな持ち込むようなことは絶対にあってはならな

いことでありますが、このＤＶＤを学校の教いことでありますが、このＤＶＤを学校の教いことでありますが、このＤＶＤを学校の教いことでありますが、このＤＶＤを学校の教

材として利用するお考えがおありかどうかお材として利用するお考えがおありかどうかお材として利用するお考えがおありかどうかお材として利用するお考えがおありかどうかお

尋ねいたします。尋ねいたします。尋ねいたします。尋ねいたします。    

    その３つ目はその３つ目はその３つ目はその３つ目は、、、、高校の統廃合についてであ高校の統廃合についてであ高校の統廃合についてであ高校の統廃合についてであ

ります。ります。ります。ります。    

    昨年の２月に、道教育委員会は道議会文教昨年の２月に、道教育委員会は道議会文教昨年の２月に、道教育委員会は道議会文教昨年の２月に、道教育委員会は道議会文教

委員会に対して新たな高校教育に関する指針委員会に対して新たな高校教育に関する指針委員会に対して新たな高校教育に関する指針委員会に対して新たな高校教育に関する指針

について報告を行い、８月にはについて報告を行い、８月にはについて報告を行い、８月にはについて報告を行い、８月には 07070707 年度適正配年度適正配年度適正配年度適正配

置計画が決定されています。いわゆる指針の置計画が決定されています。いわゆる指針の置計画が決定されています。いわゆる指針の置計画が決定されています。いわゆる指針の

中には中には中には中には、、、、１学年３学級以下の全日制高校とす１学年３学級以下の全日制高校とす１学年３学級以下の全日制高校とす１学年３学級以下の全日制高校とす

べての定時制高校が統廃合の対象とされ、美べての定時制高校が統廃合の対象とされ、美べての定時制高校が統廃合の対象とされ、美べての定時制高校が統廃合の対象とされ、美

唄では美唄聖華高校と美唄工業高校がその対唄では美唄聖華高校と美唄工業高校がその対唄では美唄聖華高校と美唄工業高校がその対唄では美唄聖華高校と美唄工業高校がその対

象となっていました。象となっていました。象となっていました。象となっていました。    

    道教育委員会は今月５日、道教育委員会は今月５日、道教育委員会は今月５日、道教育委員会は今月５日、08080808 年度から３年年度から３年年度から３年年度から３年

間の具体的な公立高校再編策を示す間の具体的な公立高校再編策を示す間の具体的な公立高校再編策を示す間の具体的な公立高校再編策を示す 08080808 年度年度年度年度

公立高校公立高校公立高校公立高校配置計画案を公表しました。この中配置計画案を公表しました。この中配置計画案を公表しました。この中配置計画案を公表しました。この中

には、昨年は統廃合のには、昨年は統廃合のには、昨年は統廃合のには、昨年は統廃合の対象対象対象対象とされていた美唄とされていた美唄とされていた美唄とされていた美唄

聖華高校は含まれていませんが、聖華高校の聖華高校は含まれていませんが、聖華高校の聖華高校は含まれていませんが、聖華高校の聖華高校は含まれていませんが、聖華高校の

今後の今後の今後の今後の見通しをどのようにお考えなのかお聞見通しをどのようにお考えなのかお聞見通しをどのようにお考えなのかお聞見通しをどのようにお考えなのかお聞

きいたします。きいたします。きいたします。きいたします。    

    また、統廃合の対象となっている美唄工業また、統廃合の対象となっている美唄工業また、統廃合の対象となっている美唄工業また、統廃合の対象となっている美唄工業

高校の現在の学科、学年別の生徒数と学級閉高校の現在の学科、学年別の生徒数と学級閉高校の現在の学科、学年別の生徒数と学級閉高校の現在の学科、学年別の生徒数と学級閉

鎖の対象となっている学科とその時期につい鎖の対象となっている学科とその時期につい鎖の対象となっている学科とその時期につい鎖の対象となっている学科とその時期につい

てててて、、、、どのようになっているのかお尋ねいたしどのようになっているのかお尋ねいたしどのようになっているのかお尋ねいたしどのようになっているのかお尋ねいたし

ます。ます。ます。ます。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    長谷川議員の質長谷川議員の質長谷川議員の質長谷川議員の質

問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。    

    初めに初めに初めに初めに、、、、財政問題について、財政問題について、財政問題について、財政問題について、定率定率定率定率減税減税減税減税廃止廃止廃止廃止

による影響についてでありますが、平成による影響についてでありますが、平成による影響についてでありますが、平成による影響についてでありますが、平成 11111111

年度から景気対策のため暫定的な税負担の軽年度から景気対策のため暫定的な税負担の軽年度から景気対策のため暫定的な税負担の軽年度から景気対策のため暫定的な税負担の軽

減措置として導入された減措置として導入された減措置として導入された減措置として導入された定率定率定率定率減税減税減税減税は、平成は、平成は、平成は、平成 17171717

年度の税制改正において所得税は年度の税制改正において所得税は年度の税制改正において所得税は年度の税制改正において所得税は本本本本年分から年分から年分から年分から

廃止と廃止と廃止と廃止となり、住民税についても昨年度においなり、住民税についても昨年度においなり、住民税についても昨年度においなり、住民税についても昨年度におい

て個人住民税所得割税額のて個人住民税所得割税額のて個人住民税所得割税額のて個人住民税所得割税額の 7.57.57.57.5％で最大２万％で最大２万％で最大２万％で最大２万

円を税額から控除していたものが、円を税額から控除していたものが、円を税額から控除していたものが、円を税額から控除していたものが、本本本本年度か年度か年度か年度か

ら廃止されたものであります。ら廃止されたものであります。ら廃止されたものであります。ら廃止されたものであります。    

    このことによる平成このことによる平成このことによる平成このことによる平成 19191919 年度市民税収入へ年度市民税収入へ年度市民税収入へ年度市民税収入へ

の影響につきましては、約の影響につきましては、約の影響につきましては、約の影響につきましては、約 3,9003,9003,9003,900 万円程度の万円程度の万円程度の万円程度の

増額となる見込みでございます。なお、健康増額となる見込みでございます。なお、健康増額となる見込みでございます。なお、健康増額となる見込みでございます。なお、健康

保険税については、この住民税の保険税については、この住民税の保険税については、この住民税の保険税については、この住民税の定率定率定率定率減税減税減税減税廃廃廃廃

止による影響はないものとなっております。止による影響はないものとなっております。止による影響はないものとなっております。止による影響はないものとなっております。    

    次に、税の負担についてでありますが、次に、税の負担についてでありますが、次に、税の負担についてでありますが、次に、税の負担についてでありますが、定定定定

率率率率減税減税減税減税廃止による本年度の市民税における納廃止による本年度の市民税における納廃止による本年度の市民税における納廃止による本年度の市民税における納

税者の影響につきましては、国が示したモデ税者の影響につきましては、国が示したモデ税者の影響につきましては、国が示したモデ税者の影響につきましては、国が示したモデ

ルケースではルケースではルケースではルケースでは、、、、夫婦と子ども２人で給与収入夫婦と子ども２人で給与収入夫婦と子ども２人で給与収入夫婦と子ども２人で給与収入
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がががが 500500500500 万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で 5,5005,5005,5005,500 円程度円程度円程度円程度

の増となり、年金受給者で夫がの増となり、年金受給者で夫がの増となり、年金受給者で夫がの増となり、年金受給者で夫が 68686868 歳、妻が歳、妻が歳、妻が歳、妻が

63636363 歳で収入が歳で収入が歳で収入が歳で収入が 300300300300 万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で万円の場合、市民税分で

2,7002,7002,7002,700 円程度の増となっております。円程度の増となっております。円程度の増となっております。円程度の増となっております。    

    また今回、おおよそ３兆円の税源が国からまた今回、おおよそ３兆円の税源が国からまた今回、おおよそ３兆円の税源が国からまた今回、おおよそ３兆円の税源が国から

地方へ移譲されることとなり、所得税は今年地方へ移譲されることとなり、所得税は今年地方へ移譲されることとなり、所得税は今年地方へ移譲されることとなり、所得税は今年

１月分から減り、住民税はこれまで３段階の１月分から減り、住民税はこれまで３段階の１月分から減り、住民税はこれまで３段階の１月分から減り、住民税はこれまで３段階の

税率を一律税率を一律税率を一律税率を一律 10101010％としたことにより、本年６月％としたことにより、本年６月％としたことにより、本年６月％としたことにより、本年６月

分からふえることとなっております。分からふえることとなっております。分からふえることとなっております。分からふえることとなっております。    

    なおなおなおなお、、、、所得税と住民税を所得税と住民税を所得税と住民税を所得税と住民税を合合合合わせた税負担額わせた税負担額わせた税負担額わせた税負担額

は、は、は、は、定率定率定率定率減税減税減税減税分を除くとほとんど変わらない分を除くとほとんど変わらない分を除くとほとんど変わらない分を除くとほとんど変わらない

ものとなっております。このことにつきましものとなっております。このことにつきましものとなっております。このことにつきましものとなっております。このことにつきまし

てはてはてはては、、、、広報紙メロディや申告広報紙メロディや申告広報紙メロディや申告広報紙メロディや申告時期におけるパ時期におけるパ時期におけるパ時期におけるパ

ンフレットの配布、住民税の納税通知書に同ンフレットの配布、住民税の納税通知書に同ンフレットの配布、住民税の納税通知書に同ンフレットの配布、住民税の納税通知書に同

封のお知らせなどにより周知に努めたところ封のお知らせなどにより周知に努めたところ封のお知らせなどにより周知に努めたところ封のお知らせなどにより周知に努めたところ

であります。であります。であります。であります。    

    次に、福祉行政について、後期高齢者医療次に、福祉行政について、後期高齢者医療次に、福祉行政について、後期高齢者医療次に、福祉行政について、後期高齢者医療

制度についてでありますが、この制度は制度についてでありますが、この制度は制度についてでありますが、この制度は制度についてでありますが、この制度は、、、、平平平平

成成成成 20202020 年４月１日から新たに創設され年４月１日から新たに創設され年４月１日から新たに創設され年４月１日から新たに創設されるるるる制度制度制度制度

で、高齢化社会に対応したで、高齢化社会に対応したで、高齢化社会に対応したで、高齢化社会に対応した仕組仕組仕組仕組みとしてみとしてみとしてみとして、、、、ここここ

れまでれまでれまでれまで各種各種各種各種被用者被用者被用者被用者保険の被扶養者として加入保険の被扶養者として加入保険の被扶養者として加入保険の被扶養者として加入

していた方をはじめ、国民健康保険に従来していた方をはじめ、国民健康保険に従来していた方をはじめ、国民健康保険に従来していた方をはじめ、国民健康保険に従来よよよよ

りりりり加入されている方の中から、満加入されている方の中から、満加入されている方の中から、満加入されている方の中から、満 75757575 歳以上の歳以上の歳以上の歳以上の

方及び一定の障方及び一定の障方及び一定の障方及び一定の障がいがいがいがいのあるのあるのあるのある 65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上 75757575 歳未歳未歳未歳未

満の方を対象に満の方を対象に満の方を対象に満の方を対象に、、、、新たに独立した医療制度と新たに独立した医療制度と新たに独立した医療制度と新たに独立した医療制度と

して保険料を個人ごとに負担していただくもして保険料を個人ごとに負担していただくもして保険料を個人ごとに負担していただくもして保険料を個人ごとに負担していただくも

のであります。のであります。のであります。のであります。    

    これはこれはこれはこれは、、、、現役世代と高齢者とによる世代間現役世代と高齢者とによる世代間現役世代と高齢者とによる世代間現役世代と高齢者とによる世代間

の負担の公平性を保つことにより、厳しい医の負担の公平性を保つことにより、厳しい医の負担の公平性を保つことにより、厳しい医の負担の公平性を保つことにより、厳しい医

療保険財政のもと、国民皆保険制度を今後も療保険財政のもと、国民皆保険制度を今後も療保険財政のもと、国民皆保険制度を今後も療保険財政のもと、国民皆保険制度を今後も

持続可能なものにしていくことを狙いとして持続可能なものにしていくことを狙いとして持続可能なものにしていくことを狙いとして持続可能なものにしていくことを狙いとして

おります。おります。おります。おります。    

    運営方法といたしましては運営方法といたしましては運営方法といたしましては運営方法といたしましては、、、、道内道内道内道内 180180180180 市町市町市町市町

村すべてが加入する村すべてが加入する村すべてが加入する村すべてが加入する「「「「北海道後期高齢者医療北海道後期高齢者医療北海道後期高齢者医療北海道後期高齢者医療

広域連合広域連合広域連合広域連合」」」」を中心に運営が行われ、保険料率を中心に運営が行われ、保険料率を中心に運営が行われ、保険料率を中心に運営が行われ、保険料率

は全道一律となるものでございます。は全道一律となるものでございます。は全道一律となるものでございます。は全道一律となるものでございます。    

    なおなおなおなお、、、、道内における保険料率は、道内における保険料率は、道内における保険料率は、道内における保険料率は、11111111 月に開月に開月に開月に開

催される催される催される催される「「「「広域連合議会広域連合議会広域連合議会広域連合議会」」」」において保険料条において保険料条において保険料条において保険料条

例を制定し、決定することになっております例を制定し、決定することになっております例を制定し、決定することになっております例を制定し、決定することになっております

が、昨年が、昨年が、昨年が、昨年、、、、北海道で試算したものによります北海道で試算したものによります北海道で試算したものによります北海道で試算したものによります

とととと、、、、１人当たりの平均保険料は年額約８万１人当たりの平均保険料は年額約８万１人当たりの平均保険料は年額約８万１人当たりの平均保険料は年額約８万

5,0005,0005,0005,000 円程度と見込まれております。円程度と見込まれております。円程度と見込まれております。円程度と見込まれております。    

    一方、所得の低い方には一方、所得の低い方には一方、所得の低い方には一方、所得の低い方には、、、、この制度においこの制度においこの制度においこの制度におい

てててて、、、、世帯の所得水準に応じ保険料が軽減され世帯の所得水準に応じ保険料が軽減され世帯の所得水準に応じ保険料が軽減され世帯の所得水準に応じ保険料が軽減され

るなどの措置が設けられるほか、るなどの措置が設けられるほか、るなどの措置が設けられるほか、るなどの措置が設けられるほか、被用者被用者被用者被用者保険保険保険保険

の被扶養者として保険料の負担のなかった方の被扶養者として保険料の負担のなかった方の被扶養者として保険料の負担のなかった方の被扶養者として保険料の負担のなかった方

については、後期高齢者医療制度に加入したについては、後期高齢者医療制度に加入したについては、後期高齢者医療制度に加入したについては、後期高齢者医療制度に加入した

ときから２年間、保険料を半額とする軽減策ときから２年間、保険料を半額とする軽減策ときから２年間、保険料を半額とする軽減策ときから２年間、保険料を半額とする軽減策

が講じられております。が講じられております。が講じられております。が講じられております。    

    また、保険料の徴収についてはまた、保険料の徴収についてはまた、保険料の徴収についてはまた、保険料の徴収については、、、、市町村が市町村が市町村が市町村が

行うこととなり、納付方法は年金受給者から行うこととなり、納付方法は年金受給者から行うこととなり、納付方法は年金受給者から行うこととなり、納付方法は年金受給者から

の特別徴収を原則とし、特別徴収のできないの特別徴収を原則とし、特別徴収のできないの特別徴収を原則とし、特別徴収のできないの特別徴収を原則とし、特別徴収のできない

方は普通徴収により保険料を負担していただ方は普通徴収により保険料を負担していただ方は普通徴収により保険料を負担していただ方は普通徴収により保険料を負担していただ

くものでありまくものでありまくものでありまくものであります。す。す。す。    

    次に、生活保護制度の見直しに次に、生活保護制度の見直しに次に、生活保護制度の見直しに次に、生活保護制度の見直しについてであついてであついてであついてであ

りますが、このたびの提言はりますが、このたびの提言はりますが、このたびの提言はりますが、このたびの提言は、、、、セーフティネセーフティネセーフティネセーフティネ

ットをしっかりットをしっかりットをしっかりットをしっかり守ることを前提にしつつ、高守ることを前提にしつつ、高守ることを前提にしつつ、高守ることを前提にしつつ、高

齢者齢者齢者齢者のための新たな生活のための新たな生活のための新たな生活のための新たな生活保障保障保障保障のののの仕組みの仕組みの仕組みの仕組みの創設、創設、創設、創設、

就労自立を促進するための体制強化とその実就労自立を促進するための体制強化とその実就労自立を促進するための体制強化とその実就労自立を促進するための体制強化とその実

効性を担保するための有期保護制度を検討す効性を担保するための有期保護制度を検討す効性を担保するための有期保護制度を検討す効性を担保するための有期保護制度を検討す

ることなどがその内容となっており、生活保ることなどがその内容となっており、生活保ることなどがその内容となっており、生活保ることなどがその内容となっており、生活保

護制度が制定されて以来、少子高齢化のほか護制度が制定されて以来、少子高齢化のほか護制度が制定されて以来、少子高齢化のほか護制度が制定されて以来、少子高齢化のほか

家族形態や就業形態の変化に対応できず、制家族形態や就業形態の変化に対応できず、制家族形態や就業形態の変化に対応できず、制家族形態や就業形態の変化に対応できず、制

度疲労が生じ、抜本的な見直しが必要度疲労が生じ、抜本的な見直しが必要度疲労が生じ、抜本的な見直しが必要度疲労が生じ、抜本的な見直しが必要でででであるあるあるある

として、全国市長会として、全国市長会として、全国市長会として、全国市長会とととと全国知事会で共同設置全国知事会で共同設置全国知事会で共同設置全国知事会で共同設置

しているしているしているしている「「「「新たなセーフティネット検討会新たなセーフティネット検討会新たなセーフティネット検討会新たなセーフティネット検討会」」」」

の結果を踏まえ行われたもの結果を踏まえ行われたもの結果を踏まえ行われたもの結果を踏まえ行われたものと承知をしておのと承知をしておのと承知をしておのと承知をしてお

ります。ります。ります。ります。    
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    生活保護制度は生活保護制度は生活保護制度は生活保護制度は、、、、セーフティネットとしてセーフティネットとしてセーフティネットとしてセーフティネットとして

生活困窮者には必要なものでありますが、将生活困窮者には必要なものでありますが、将生活困窮者には必要なものでありますが、将生活困窮者には必要なものでありますが、将

来的に就労による自立の見込みのある方につ来的に就労による自立の見込みのある方につ来的に就労による自立の見込みのある方につ来的に就労による自立の見込みのある方につ

きましては、その能力を最大限活用し保護かきましては、その能力を最大限活用し保護かきましては、その能力を最大限活用し保護かきましては、その能力を最大限活用し保護か

らの早期自立が望ましいことから、今後ともらの早期自立が望ましいことから、今後ともらの早期自立が望ましいことから、今後ともらの早期自立が望ましいことから、今後とも

セーフティネット機能としてセーフティネット機能としてセーフティネット機能としてセーフティネット機能として、国家責任によ、国家責任によ、国家責任によ、国家責任によ

り堅持するとともに、国庫負担率の引り堅持するとともに、国庫負担率の引り堅持するとともに、国庫負担率の引り堅持するとともに、国庫負担率の引きききき下げ下げ下げ下げ

などを行わないことを前提に、現在の社会情などを行わないことを前提に、現在の社会情などを行わないことを前提に、現在の社会情などを行わないことを前提に、現在の社会情

勢に見合った制度の見直しが必要であるもの勢に見合った制度の見直しが必要であるもの勢に見合った制度の見直しが必要であるもの勢に見合った制度の見直しが必要であるもの

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。    

    次に次に次に次に、、、、市の交通機関について、補助金とバ市の交通機関について、補助金とバ市の交通機関について、補助金とバ市の交通機関について、補助金とバ

スの増便についてでありますが、先日スの増便についてでありますが、先日スの増便についてでありますが、先日スの増便についてでありますが、先日、、、、新聞新聞新聞新聞

の報道にありました、の報道にありました、の報道にありました、の報道にありました、地方地方地方地方ババババス支援策の内容ス支援策の内容ス支援策の内容ス支援策の内容

について、北海道運輸局や北海道にも照会しについて、北海道運輸局や北海道にも照会しについて、北海道運輸局や北海道にも照会しについて、北海道運輸局や北海道にも照会し

ましたが、現時点ではましたが、現時点ではましたが、現時点ではましたが、現時点では、、、、詳細について不明と詳細について不明と詳細について不明と詳細について不明と

のことでありました。市としましてはのことでありました。市としましてはのことでありました。市としましてはのことでありました。市としましては、、、、今後今後今後今後

とも情報収集に努め、この支援策に該当するとも情報収集に努め、この支援策に該当するとも情報収集に努め、この支援策に該当するとも情報収集に努め、この支援策に該当する

のであれば、積極的に活用し利用者の利便性のであれば、積極的に活用し利用者の利便性のであれば、積極的に活用し利用者の利便性のであれば、積極的に活用し利用者の利便性

向上に努めてまいりたいと考えております。向上に努めてまいりたいと考えております。向上に努めてまいりたいと考えております。向上に努めてまいりたいと考えております。    

    次に、地域医療の確立について、美唄労災次に、地域医療の確立について、美唄労災次に、地域医療の確立について、美唄労災次に、地域医療の確立について、美唄労災

病院との統合についてでありますが、新病院病院との統合についてでありますが、新病院病院との統合についてでありますが、新病院病院との統合についてでありますが、新病院

を開設し円滑に運営していくためには、医師を開設し円滑に運営していくためには、医師を開設し円滑に運営していくためには、医師を開設し円滑に運営していくためには、医師

の確保がの確保がの確保がの確保が最も最も最も最も重要な課題であります。重要な課題であります。重要な課題であります。重要な課題であります。    

    市立病院と美唄労災病院の医師に対しまし市立病院と美唄労災病院の医師に対しまし市立病院と美唄労災病院の医師に対しまし市立病院と美唄労災病院の医師に対しまし

ては、今回のては、今回のては、今回のては、今回の「「「「中間取りまとめ中間取りまとめ中間取りまとめ中間取りまとめ」」」」の内容につの内容につの内容につの内容につ

いて、市と独立行政法いて、市と独立行政法いて、市と独立行政法いて、市と独立行政法人労働者健康福祉機構人労働者健康福祉機構人労働者健康福祉機構人労働者健康福祉機構

がそれぞれ説明を行ったところでがそれぞれ説明を行ったところでがそれぞれ説明を行ったところでがそれぞれ説明を行ったところでございますございますございますございます。。。。

また、機構と協力また、機構と協力また、機構と協力また、機構と協力・・・・連携のもと、大学医局を連携のもと、大学医局を連携のもと、大学医局を連携のもと、大学医局を

はじめはじめはじめはじめ関係機関に支援を要請するなど、医師関係機関に支援を要請するなど、医師関係機関に支援を要請するなど、医師関係機関に支援を要請するなど、医師

の確保に向け最大限の努力をしてまいります。の確保に向け最大限の努力をしてまいります。の確保に向け最大限の努力をしてまいります。の確保に向け最大限の努力をしてまいります。    

    次に、美唄労災病院の資産譲渡に次に、美唄労災病院の資産譲渡に次に、美唄労災病院の資産譲渡に次に、美唄労災病院の資産譲渡に係る係る係る係る条件条件条件条件

等につきましては、機構と国との協議を踏ま等につきましては、機構と国との協議を踏ま等につきましては、機構と国との協議を踏ま等につきましては、機構と国との協議を踏ま

えながら、市と機構双方でえながら、市と機構双方でえながら、市と機構双方でえながら、市と機構双方で様々な様々な様々な様々な検討をして検討をして検討をして検討をして

いくこととしております。いくこととしております。いくこととしております。いくこととしております。    

    次に、市民の皆さんに対する説明につきま次に、市民の皆さんに対する説明につきま次に、市民の皆さんに対する説明につきま次に、市民の皆さんに対する説明につきま

しては、機構と国との協議経過も踏まえながしては、機構と国との協議経過も踏まえながしては、機構と国との協議経過も踏まえながしては、機構と国との協議経過も踏まえなが

ら、説明の形や時期などについて検討してまら、説明の形や時期などについて検討してまら、説明の形や時期などについて検討してまら、説明の形や時期などについて検討してま

いります。いります。いります。いります。    

    次に、両病院の常勤、非常勤を次に、両病院の常勤、非常勤を次に、両病院の常勤、非常勤を次に、両病院の常勤、非常勤を合合合合わせた部わせた部わせた部わせた部

門別職員門別職員門別職員門別職員数を６月１日現在で申し上げますと、数を６月１日現在で申し上げますと、数を６月１日現在で申し上げますと、数を６月１日現在で申し上げますと、

はじめに市立病院ははじめに市立病院ははじめに市立病院ははじめに市立病院は、、、、看護部門が看護部門が看護部門が看護部門が 100100100100 人、薬人、薬人、薬人、薬

剤部門が５人、検査部門が剤部門が５人、検査部門が剤部門が５人、検査部門が剤部門が５人、検査部門が６人、放射線部門６人、放射線部門６人、放射線部門６人、放射線部門

が５人、リハビリ部門が４人、その他の医療が５人、リハビリ部門が４人、その他の医療が５人、リハビリ部門が４人、その他の医療が５人、リハビリ部門が４人、その他の医療

技術部門が２人、給食部門が技術部門が２人、給食部門が技術部門が２人、給食部門が技術部門が２人、給食部門が 16161616 人、事務部門人、事務部門人、事務部門人、事務部門

がががが 23232323 人、その他の部門が７人となっておりま人、その他の部門が７人となっておりま人、その他の部門が７人となっておりま人、その他の部門が７人となっておりま

す。す。す。す。    

    次に、美唄労災部門は、看護部門が次に、美唄労災部門は、看護部門が次に、美唄労災部門は、看護部門が次に、美唄労災部門は、看護部門が 200200200200 人、人、人、人、

薬剤部門が８人、検査部門が薬剤部門が８人、検査部門が薬剤部門が８人、検査部門が薬剤部門が８人、検査部門が 16161616 人、放射線部人、放射線部人、放射線部人、放射線部

門が門が門が門が 11111111 人、リハビリ部門が人、リハビリ部門が人、リハビリ部門が人、リハビリ部門が 14141414 人、その他の人、その他の人、その他の人、その他の

医療技術部門が８人、給食部門が医療技術部門が８人、給食部門が医療技術部門が８人、給食部門が医療技術部門が８人、給食部門が 18181818 人、事務人、事務人、事務人、事務

部門が部門が部門が部門が 21212121 人、その他の部門が７人となってお人、その他の部門が７人となってお人、その他の部門が７人となってお人、その他の部門が７人となってお

ります。ります。ります。ります。    

    なお、医師につきましてはなお、医師につきましてはなお、医師につきましてはなお、医師につきましては、、、、大学から派遣大学から派遣大学から派遣大学から派遣

されされされされる非常勤医師を含め、常勤換算後の数字る非常勤医師を含め、常勤換算後の数字る非常勤医師を含め、常勤換算後の数字る非常勤医師を含め、常勤換算後の数字

で申し上げますと、市立病院はで申し上げますと、市立病院はで申し上げますと、市立病院はで申し上げますと、市立病院は 11.811.811.811.8 人、美唄人、美唄人、美唄人、美唄

労災病院は労災病院は労災病院は労災病院は 28.428.428.428.4 人となっており、それぞれの人となっており、それぞれの人となっており、それぞれの人となっており、それぞれの

病院における職員数の合計は、市立病院が病院における職員数の合計は、市立病院が病院における職員数の合計は、市立病院が病院における職員数の合計は、市立病院が

179.8179.8179.8179.8 人、美唄労災病院人、美唄労災病院人、美唄労災病院人、美唄労災病院がががが 331.4331.4331.4331.4 人となって人となって人となって人となって

おります。おります。おります。おります。    

    委託業務等による従事者数は、市立病院は委託業務等による従事者数は、市立病院は委託業務等による従事者数は、市立病院は委託業務等による従事者数は、市立病院は

清掃部門に清掃部門に清掃部門に清掃部門に 13131313 人、事務部門に３人、その他の人、事務部門に３人、その他の人、事務部門に３人、その他の人、事務部門に３人、その他の

部門に３人の合計部門に３人の合計部門に３人の合計部門に３人の合計 19191919 人。美唄労災病院は清掃人。美唄労災病院は清掃人。美唄労災病院は清掃人。美唄労災病院は清掃

部門に部門に部門に部門に 18181818 人、事務部門に人、事務部門に人、事務部門に人、事務部門に 26262626 人、給食部門に人、給食部門に人、給食部門に人、給食部門に

６人、その他の部門に６人、その他の部門に６人、その他の部門に６人、その他の部門に 26262626 人の合計人の合計人の合計人の合計 76767676 人とな人とな人とな人とな

っております。っております。っております。っております。    

    また、新病院における必要職員数につきままた、新病院における必要職員数につきままた、新病院における必要職員数につきままた、新病院における必要職員数につきま

しては、現在しては、現在しては、現在しては、現在 300300300300 床に床に床に床に基づく基づく基づく基づく見直し作業を進見直し作業を進見直し作業を進見直し作業を進

めており、今後明らかにしてまいりたいと考めており、今後明らかにしてまいりたいと考めており、今後明らかにしてまいりたいと考めており、今後明らかにしてまいりたいと考
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えております。えております。えております。えております。    

    いずれにいたしましてもいずれにいたしましてもいずれにいたしましてもいずれにいたしましても、、、、職員の雇用職員の雇用職員の雇用職員の雇用確保確保確保確保

は重要な課題であり、職員の意向などに配慮は重要な課題であり、職員の意向などに配慮は重要な課題であり、職員の意向などに配慮は重要な課題であり、職員の意向などに配慮

し対応してまいりたいと考えております。し対応してまいりたいと考えております。し対応してまいりたいと考えております。し対応してまいりたいと考えております。    

    最後に、統合の時期についてでありますが、最後に、統合の時期についてでありますが、最後に、統合の時期についてでありますが、最後に、統合の時期についてでありますが、

平成平成平成平成 20202020 年４月を目処に年４月を目処に年４月を目処に年４月を目処に、、、、市と機構双方におい市と機構双方におい市と機構双方におい市と機構双方におい

て最大限努力してまいりますので、ご理解願て最大限努力してまいりますので、ご理解願て最大限努力してまいりますので、ご理解願て最大限努力してまいりますので、ご理解願

います。います。います。います。    

    なお、市民のバス利用状況につきましては、なお、市民のバス利用状況につきましては、なお、市民のバス利用状況につきましては、なお、市民のバス利用状況につきましては、

市民部長から答弁をさせていただきます。市民部長から答弁をさせていただきます。市民部長から答弁をさせていただきます。市民部長から答弁をさせていただきます。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市民部長。市民部長。市民部長。市民部長。    

●市民部長岩本良一君●市民部長岩本良一君●市民部長岩本良一君●市民部長岩本良一君    市民のバス利用状況市民のバス利用状況市民のバス利用状況市民のバス利用状況

について、私から答弁させていたについて、私から答弁させていたについて、私から答弁させていたについて、私から答弁させていただきます。だきます。だきます。だきます。    

    市民のバス利用状況についてでありますが、市民のバス利用状況についてでありますが、市民のバス利用状況についてでありますが、市民のバス利用状況についてでありますが、

市民バス東線では市民バス東線では市民バス東線では市民バス東線では、、、、平成平成平成平成 16161616 年度年度年度年度 10101010 万万万万 0,9520,9520,9520,952

人､人､人､人､17171717 年度８万年度８万年度８万年度８万 8,5308,5308,5308,530 人、人、人、人、18181818 年度９万年度９万年度９万年度９万 9,1999,1999,1999,199

人となっています。また西線では、平成人となっています。また西線では、平成人となっています。また西線では、平成人となっています。また西線では、平成 16161616

年度１万年度１万年度１万年度１万 4,0234,0234,0234,023 人、人、人、人、17171717 年度１万年度１万年度１万年度１万 2,2982,2982,2982,298 人、人、人、人、18181818

年度１万年度１万年度１万年度１万 1,5271,5271,5271,527 人であります。人であります。人であります。人であります。    

    次に、美唄自動車学校の南美唄線は、平成次に、美唄自動車学校の南美唄線は、平成次に、美唄自動車学校の南美唄線は、平成次に、美唄自動車学校の南美唄線は、平成

17171717 年４月から運年４月から運年４月から運年４月から運行行行行を開始してございますのを開始してございますのを開始してございますのを開始してございますの

で、で、で、で、17171717 年度は９万年度は９万年度は９万年度は９万 4,5114,5114,5114,511 人、人、人、人、18181818 年度８万年度８万年度８万年度８万 7,8497,8497,8497,849

人であります。人であります。人であります。人であります。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）●教育長村上忠雄君（登壇）    長谷川議員の長谷川議員の長谷川議員の長谷川議員の

ご質問にお答えいご質問にお答えいご質問にお答えいご質問にお答えいたします。たします。たします。たします。    

    初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります

が、去る６月１日の第２次報告において、第が、去る６月１日の第２次報告において、第が、去る６月１日の第２次報告において、第が、去る６月１日の第２次報告において、第

１次報告の柱でありました公教育再生をさら１次報告の柱でありました公教育再生をさら１次報告の柱でありました公教育再生をさら１次報告の柱でありました公教育再生をさら

に一歩進める観点から、に一歩進める観点から、に一歩進める観点から、に一歩進める観点から、「「「「学力の向上学力の向上学力の向上学力の向上」「」「」「」「徳育徳育徳育徳育

の充実の充実の充実の充実」「」「」「」「大学・大学院の改革大学・大学院の改革大学・大学院の改革大学・大学院の改革」「」「」「」「教育財政基教育財政基教育財政基教育財政基

盤の盤の盤の盤の在り方在り方在り方在り方」」」」などが提言されたものと認識をなどが提言されたものと認識をなどが提言されたものと認識をなどが提言されたものと認識を

しております。しております。しております。しております。    

    ご指摘のご指摘のご指摘のご指摘の徳育の教科化につきましては徳育の教科化につきましては徳育の教科化につきましては徳育の教科化につきましては、、、、いいいい

じめや犯罪の低年齢化など、現在の子どもをじめや犯罪の低年齢化など、現在の子どもをじめや犯罪の低年齢化など、現在の子どもをじめや犯罪の低年齢化など、現在の子どもを

取り巻く環境を踏まえ取り巻く環境を踏まえ取り巻く環境を踏まえ取り巻く環境を踏まえ、規範意識や公共心を、規範意識や公共心を、規範意識や公共心を、規範意識や公共心を

身に付けさせることを身に付けさせることを身に付けさせることを身に付けさせることを目指したものであり目指したものであり目指したものであり目指したものであり、、、、

またまたまたまた、、、、授業時数の授業時数の授業時数の授業時数の 10101010％増につきましては、％増につきましては、％増につきましては、％増につきましては、全全全全

ての子ども達にての子ども達にての子ども達にての子ども達に基礎学力を確実に身に付け基礎学力を確実に身に付け基礎学力を確実に身に付け基礎学力を確実に身に付けささささ

せることをせることをせることをせることを目指しているものであるというよ目指しているものであるというよ目指しているものであるというよ目指しているものであるというよ

うにうにうにうに、どの提言も今日的な教育課題に対応す、どの提言も今日的な教育課題に対応す、どの提言も今日的な教育課題に対応す、どの提言も今日的な教育課題に対応す

るためのものるためのものるためのものるためのものであるであるであるであると受け止めております。と受け止めております。と受け止めております。と受け止めております。    

    いずれにいたしましても、地方分権の視点いずれにいたしましても、地方分権の視点いずれにいたしましても、地方分権の視点いずれにいたしましても、地方分権の視点

を十分踏まえた上で、学校をはじめを十分踏まえた上で、学校をはじめを十分踏まえた上で、学校をはじめを十分踏まえた上で、学校をはじめ、様々な、様々な、様々な、様々な

関係者の意見にも耳を傾けながら、国民的な関係者の意見にも耳を傾けながら、国民的な関係者の意見にも耳を傾けながら、国民的な関係者の意見にも耳を傾けながら、国民的な

議論を一層深め、社会総がかりで教育改革を議論を一層深め、社会総がかりで教育改革を議論を一層深め、社会総がかりで教育改革を議論を一層深め、社会総がかりで教育改革を

推進していくことが大事であると考えている推進していくことが大事であると考えている推進していくことが大事であると考えている推進していくことが大事であると考えている

ところでございます。ところでございます。ところでございます。ところでございます。    

    次に、社団法人日本青年会議所作成のＤＶ次に、社団法人日本青年会議所作成のＤＶ次に、社団法人日本青年会議所作成のＤＶ次に、社団法人日本青年会議所作成のＤＶ

Ｄ「誇り」についてでありますが、このＤＶＤ「誇り」についてでありますが、このＤＶＤ「誇り」についてでありますが、このＤＶＤ「誇り」についてでありますが、このＤＶ

Ｄは女子高校生が過去から来た青年と出会い、Ｄは女子高校生が過去から来た青年と出会い、Ｄは女子高校生が過去から来た青年と出会い、Ｄは女子高校生が過去から来た青年と出会い、

靖国神社で日本の戦争の話を聞くという内容靖国神社で日本の戦争の話を聞くという内容靖国神社で日本の戦争の話を聞くという内容靖国神社で日本の戦争の話を聞くという内容

だとだとだとだと承知をしております。承知をしております。承知をしております。承知をしております。    

    このＤＶＤの活用につきましては、現在のこのＤＶＤの活用につきましては、現在のこのＤＶＤの活用につきましては、現在のこのＤＶＤの活用につきましては、現在の

ところ道教委などからの通知等の情報がないところ道教委などからの通知等の情報がないところ道教委などからの通知等の情報がないところ道教委などからの通知等の情報がない

ことから、現段階での教材活用等に関する判ことから、現段階での教材活用等に関する判ことから、現段階での教材活用等に関する判ことから、現段階での教材活用等に関する判

断はできない状況にある、このように考えて断はできない状況にある、このように考えて断はできない状況にある、このように考えて断はできない状況にある、このように考えて

おります。また、美唄青年会議所にも問い合おります。また、美唄青年会議所にも問い合おります。また、美唄青年会議所にも問い合おります。また、美唄青年会議所にも問い合

わせてみましたところ、わせてみましたところ、わせてみましたところ、わせてみましたところ、「「「「このＤＶＤについてこのＤＶＤについてこのＤＶＤについてこのＤＶＤについて

は、美唄青年会議所としては市教委及び学校は、美唄青年会議所としては市教委及び学校は、美唄青年会議所としては市教委及び学校は、美唄青年会議所としては市教委及び学校

等へ教材活用の依頼を行わない等へ教材活用の依頼を行わない等へ教材活用の依頼を行わない等へ教材活用の依頼を行わない」」」」という回答という回答という回答という回答

をいただいているところでございます。をいただいているところでございます。をいただいているところでございます。をいただいているところでございます。授業授業授業授業

で活用する教材はで活用する教材はで活用する教材はで活用する教材は、、、、児童生徒にとって大変大児童生徒にとって大変大児童生徒にとって大変大児童生徒にとって大変大

きな影響を与えますことから、その選定にきな影響を与えますことから、その選定にきな影響を与えますことから、その選定にきな影響を与えますことから、その選定にああああ

たっては慎重に検討し、判断していかなけれたっては慎重に検討し、判断していかなけれたっては慎重に検討し、判断していかなけれたっては慎重に検討し、判断していかなけれ

ばならなばならなばならなばならないものと考えております。いものと考えております。いものと考えております。いものと考えております。    

    次に、高等学校の統廃合といわゆる適正配次に、高等学校の統廃合といわゆる適正配次に、高等学校の統廃合といわゆる適正配次に、高等学校の統廃合といわゆる適正配

置についてでありますが、初めに、北海道教置についてでありますが、初めに、北海道教置についてでありますが、初めに、北海道教置についてでありますが、初めに、北海道教
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育委員会が６月に公表した育委員会が６月に公表した育委員会が６月に公表した育委員会が６月に公表した「「「「公立高等学校配公立高等学校配公立高等学校配公立高等学校配

置計画案置計画案置計画案置計画案」」」」は、高等学校進学希望者に見合っは、高等学校進学希望者に見合っは、高等学校進学希望者に見合っは、高等学校進学希望者に見合っ

た定員を確保することを基本として、中学校た定員を確保することを基本として、中学校た定員を確保することを基本として、中学校た定員を確保することを基本として、中学校

卒業者数の状況を踏まえ、生徒の多様な個性、卒業者数の状況を踏まえ、生徒の多様な個性、卒業者数の状況を踏まえ、生徒の多様な個性、卒業者数の状況を踏まえ、生徒の多様な個性、

進路動向などに対応した学校進路動向などに対応した学校進路動向などに対応した学校進路動向などに対応した学校・・・・学科の配置や学科の配置や学科の配置や学科の配置や

規模の適正化を図ろうとするものです。その規模の適正化を図ろうとするものです。その規模の適正化を図ろうとするものです。その規模の適正化を図ろうとするものです。その

ために、平成ために、平成ために、平成ために、平成 20202020 年度から年度から年度から年度から 22222222 年度までの高校年度までの高校年度までの高校年度までの高校

配置の計画を配置の計画を配置の計画を配置の計画を策定策定策定策定するとともに、平成するとともに、平成するとともに、平成するとともに、平成 23232323 年度年度年度年度

からからからから 26262626 年度までの見通しを示したものでご年度までの見通しを示したものでご年度までの見通しを示したものでご年度までの見通しを示したものでご

ざいます。ざいます。ざいます。ざいます。    

    次に、美唄聖華高校について次に、美唄聖華高校について次に、美唄聖華高校について次に、美唄聖華高校についてでありますが、でありますが、でありますが、でありますが、

昨年８月策定の昨年８月策定の昨年８月策定の昨年８月策定の「「「「新たな高校教育に関する指新たな高校教育に関する指新たな高校教育に関する指新たな高校教育に関する指

針針針針」」」」では、農業又は看護学科を置く高校につでは、農業又は看護学科を置く高校につでは、農業又は看護学科を置く高校につでは、農業又は看護学科を置く高校につ

いては、１学年２学級でも５月１日現在の１いては、１学年２学級でも５月１日現在の１いては、１学年２学級でも５月１日現在の１いては、１学年２学級でも５月１日現在の１

学年全体の在籍者が学年全体の在籍者が学年全体の在籍者が学年全体の在籍者が 40404040 人以下となった場合、人以下となった場合、人以下となった場合、人以下となった場合、

今後のあり方を検討することと今後のあり方を検討することと今後のあり方を検討することと今後のあり方を検討することとなっておりまなっておりまなっておりまなっておりま

す。す。す。す。現在現在現在現在、、、、当校は定員を確保していますこと当校は定員を確保していますこと当校は定員を確保していますこと当校は定員を確保していますこと

からからからから、今回の計画案では再編整備の対象とな、今回の計画案では再編整備の対象とな、今回の計画案では再編整備の対象とな、今回の計画案では再編整備の対象とな

っておりません。っておりません。っておりません。っておりません。    

    次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、

学科は学科は学科は学科は電子機械科、電気システム科、建築科電子機械科、電気システム科、建築科電子機械科、電気システム科、建築科電子機械科、電気システム科、建築科

の３学科あり、生徒数は今年度５月１日現在の３学科あり、生徒数は今年度５月１日現在の３学科あり、生徒数は今年度５月１日現在の３学科あり、生徒数は今年度５月１日現在、、、、

電子機械科１年生電子機械科１年生電子機械科１年生電子機械科１年生 18181818 名、２年生名、２年生名、２年生名、２年生 33333333 名、３年名、３年名、３年名、３年

生生生生 31313131 名の計名の計名の計名の計 82828282 名。電気システム名。電気システム名。電気システム名。電気システム科は１年生科は１年生科は１年生科は１年生

28282828 名、２年生名、２年生名、２年生名、２年生 24242424 名、３年生名、３年生名、３年生名、３年生 21212121 名の計名の計名の計名の計 73737373 名。名。名。名。

建築科は１年生建築科は１年生建築科は１年生建築科は１年生 16161616 名、２年生名、２年生名、２年生名、２年生 17171717 名、３年生名、３年生名、３年生名、３年生

７名７名７名７名のののの計計計計 40404040 名という状況になっております。名という状況になっております。名という状況になっております。名という状況になっております。    

    今回示された配置計画案では、平成今回示された配置計画案では、平成今回示された配置計画案では、平成今回示された配置計画案では、平成 22222222 年度年度年度年度

に建築科が募集停止となり、３学科から２学に建築科が募集停止となり、３学科から２学に建築科が募集停止となり、３学科から２学に建築科が募集停止となり、３学科から２学

科編成となりますが、配置計画を科編成となりますが、配置計画を科編成となりますが、配置計画を科編成となりますが、配置計画を策定策定策定策定した後、した後、した後、した後、

急激な中学校卒業者の増減や生徒の進路動向急激な中学校卒業者の増減や生徒の進路動向急激な中学校卒業者の増減や生徒の進路動向急激な中学校卒業者の増減や生徒の進路動向

に大きな変動が生じた場合など、通学区域にに大きな変動が生じた場合など、通学区域にに大きな変動が生じた場合など、通学区域にに大きな変動が生じた場合など、通学区域に

おける中学校卒業者の進路動向等を見極めておける中学校卒業者の進路動向等を見極めておける中学校卒業者の進路動向等を見極めておける中学校卒業者の進路動向等を見極めて

毎年度検討することとしております。毎年度検討することとしております。毎年度検討することとしております。毎年度検討することとしております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    長谷川議員の再質問は、長谷川議員の再質問は、長谷川議員の再質問は、長谷川議員の再質問は、

午後からといたします。午後からといたします。午後からといたします。午後からといたします。    

    午後１時まで休憩いたしま午後１時まで休憩いたしま午後１時まで休憩いたしま午後１時まで休憩いたします。す。す。す。    

    

午前午前午前午前１２１２１２１２時時時時００００１１１１分分分分    休憩休憩休憩休憩    

午後午後午後午後    １１１１    時時時時００００００００分分分分    開議開議開議開議    

    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。    

    一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。    

    長谷川議員の再質問から入ります。長谷川議員の再質問から入ります。長谷川議員の再質問から入ります。長谷川議員の再質問から入ります。    

    ７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。    

●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員    この場所から何点かこの場所から何点かこの場所から何点かこの場所から何点か

についてについてについてについて、、、、再質問させていただきたいと思い再質問させていただきたいと思い再質問させていただきたいと思い再質問させていただきたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

    １つ目は、財政問題のいわゆる住民の税負１つ目は、財政問題のいわゆる住民の税負１つ目は、財政問題のいわゆる住民の税負１つ目は、財政問題のいわゆる住民の税負

担の問題ですけれども、税源移譲によって所担の問題ですけれども、税源移譲によって所担の問題ですけれども、税源移譲によって所担の問題ですけれども、税源移譲によって所

得税と住民税、得税と住民税、得税と住民税、得税と住民税、合合合合わせた額に大きな変化はなわせた額に大きな変化はなわせた額に大きな変化はなわせた額に大きな変化はな

いと、いうことで先ほどご答弁ありました。いと、いうことで先ほどご答弁ありました。いと、いうことで先ほどご答弁ありました。いと、いうことで先ほどご答弁ありました。

しかし、実際には前年の収入に比較して、しかし、実際には前年の収入に比較して、しかし、実際には前年の収入に比較して、しかし、実際には前年の収入に比較して、今今今今

年の年の年の年の収入が大きく減少した収入が大きく減少した収入が大きく減少した収入が大きく減少した場合、そうした場場合、そうした場場合、そうした場場合、そうした場

合には住民税が増額になる、そうした場合も合には住民税が増額になる、そうした場合も合には住民税が増額になる、そうした場合も合には住民税が増額になる、そうした場合も

あるのではないかと思うわけです。そうしたあるのではないかと思うわけです。そうしたあるのではないかと思うわけです。そうしたあるのではないかと思うわけです。そうした

増税分に対して、救済措置があるのか増税分に対して、救済措置があるのか増税分に対して、救済措置があるのか増税分に対して、救済措置があるのかどうなどうなどうなどうな

のか。あるとすればどのような形になっていのか。あるとすればどのような形になっていのか。あるとすればどのような形になっていのか。あるとすればどのような形になってい

るのかお聞きしたいと思います。るのかお聞きしたいと思います。るのかお聞きしたいと思います。るのかお聞きしたいと思います。    

    次に、後期高齢者の医療制度、福祉行政に次に、後期高齢者の医療制度、福祉行政に次に、後期高齢者の医療制度、福祉行政に次に、後期高齢者の医療制度、福祉行政に

ついてですけれども、後期高齢者医療制度についてですけれども、後期高齢者医療制度についてですけれども、後期高齢者医療制度についてですけれども、後期高齢者医療制度に

伴う、保険料負担について、所得の低い方へ伴う、保険料負担について、所得の低い方へ伴う、保険料負担について、所得の低い方へ伴う、保険料負担について、所得の低い方へ

の軽減措置が設けられるというご答弁があっの軽減措置が設けられるというご答弁があっの軽減措置が設けられるというご答弁があっの軽減措置が設けられるというご答弁があっ

たわけですけれども、その具体的な内容がどたわけですけれども、その具体的な内容がどたわけですけれども、その具体的な内容がどたわけですけれども、その具体的な内容がど

のようになっているのかお尋ねしたいと思いのようになっているのかお尋ねしたいと思いのようになっているのかお尋ねしたいと思いのようになっているのかお尋ねしたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

    それから、高齢者に対する保険料、いわゆそれから、高齢者に対する保険料、いわゆそれから、高齢者に対する保険料、いわゆそれから、高齢者に対する保険料、いわゆ
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る少子高齢化が進る少子高齢化が進る少子高齢化が進る少子高齢化が進んでいるという中で、そうんでいるという中で、そうんでいるという中で、そうんでいるという中で、そう

した高齢者に対する負担もふえてくるというした高齢者に対する負担もふえてくるというした高齢者に対する負担もふえてくるというした高齢者に対する負担もふえてくるという

ことで言われるんですけれども、私はことで言われるんですけれども、私はことで言われるんですけれども、私はことで言われるんですけれども、私は、、、、少子少子少子少子

高齢化という問題で言えば、私は高齢者に対高齢化という問題で言えば、私は高齢者に対高齢化という問題で言えば、私は高齢者に対高齢化という問題で言えば、私は高齢者に対

する負担をふやしていく上での口実、お年寄する負担をふやしていく上での口実、お年寄する負担をふやしていく上での口実、お年寄する負担をふやしていく上での口実、お年寄

りにすれば負担がふえても仕方がないんだとりにすれば負担がふえても仕方がないんだとりにすれば負担がふえても仕方がないんだとりにすれば負担がふえても仕方がないんだと

いうことの口実にされているような気がするいうことの口実にされているような気がするいうことの口実にされているような気がするいうことの口実にされているような気がする

わけです。わけです。わけです。わけです。    

    実際には高齢者に対する負担、病院代がこ実際には高齢者に対する負担、病院代がこ実際には高齢者に対する負担、病院代がこ実際には高齢者に対する負担、病院代がこ

の数年の間、どんどん病院代が上がる、あるの数年の間、どんどん病院代が上がる、あるの数年の間、どんどん病院代が上がる、あるの数年の間、どんどん病院代が上がる、ある

いは保険料が上がる、一方では年金がどんどいは保険料が上がる、一方では年金がどんどいは保険料が上がる、一方では年金がどんどいは保険料が上がる、一方では年金がどんど

ん減らされる、そうしたん減らされる、そうしたん減らされる、そうしたん減らされる、そうした、、、、まさに国によるおまさに国によるおまさに国によるおまさに国によるお

年寄りいじめ、これがまさに極限に達してい年寄りいじめ、これがまさに極限に達してい年寄りいじめ、これがまさに極限に達してい年寄りいじめ、これがまさに極限に達してい

ると言っていいと思うわけですけれどもると言っていいと思うわけですけれどもると言っていいと思うわけですけれどもると言っていいと思うわけですけれども、私、私、私、私

はそうした状態の中で、少子高齢化というこはそうした状態の中で、少子高齢化というこはそうした状態の中で、少子高齢化というこはそうした状態の中で、少子高齢化というこ

とを口実にするようなことではなくて、あくとを口実にするようなことではなくて、あくとを口実にするようなことではなくて、あくとを口実にするようなことではなくて、あく

までも高齢者医療制度、本当に高齢者のためまでも高齢者医療制度、本当に高齢者のためまでも高齢者医療制度、本当に高齢者のためまでも高齢者医療制度、本当に高齢者のため

の医療にするための、抜本的な対策を国に対の医療にするための、抜本的な対策を国に対の医療にするための、抜本的な対策を国に対の医療にするための、抜本的な対策を国に対

して求めていくべきじゃないかとして求めていくべきじゃないかとして求めていくべきじゃないかとして求めていくべきじゃないかと、、、、このようこのようこのようこのよう

に考えておりますけれども、市長のお考えをに考えておりますけれども、市長のお考えをに考えておりますけれども、市長のお考えをに考えておりますけれども、市長のお考えを

お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。    

    それから次に、生活保護制度の見直しですそれから次に、生活保護制度の見直しですそれから次に、生活保護制度の見直しですそれから次に、生活保護制度の見直しです

けれども、今回の全国知事会のけれども、今回の全国知事会のけれども、今回の全国知事会のけれども、今回の全国知事会の提言内容、こ提言内容、こ提言内容、こ提言内容、こ

の内容について具体的にお聞きしたいと思いの内容について具体的にお聞きしたいと思いの内容について具体的にお聞きしたいと思いの内容について具体的にお聞きしたいと思い

ます。ます。ます。ます。    

    １つは、高齢者の新たな生活保護の取組み１つは、高齢者の新たな生活保護の取組み１つは、高齢者の新たな生活保護の取組み１つは、高齢者の新たな生活保護の取組み

ということで、ということで、ということで、ということで、「「「「現行の生活保護制度内での高現行の生活保護制度内での高現行の生活保護制度内での高現行の生活保護制度内での高

齢者のみの世帯を分離する齢者のみの世帯を分離する齢者のみの世帯を分離する齢者のみの世帯を分離する」」」」ことがことがことがことが言われて言われて言われて言われて

おりますけれども、１つの世帯を高齢者とおりますけれども、１つの世帯を高齢者とおりますけれども、１つの世帯を高齢者とおりますけれども、１つの世帯を高齢者とそそそそ

れ以外に分けるれ以外に分けるれ以外に分けるれ以外に分けるということなのか、それともということなのか、それともということなのか、それともということなのか、それとも

「「「「分離分離分離分離」」」」の内容、どういうものなのかお聞きの内容、どういうものなのかお聞きの内容、どういうものなのかお聞きの内容、どういうものなのかお聞き

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    それから２つ目にはそれから２つ目にはそれから２つ目にはそれから２つ目には、、、、この提言の中に、この提言の中に、この提言の中に、この提言の中に、「「「「将将将将

来的には生活保護制度とは別に、高齢者対象来的には生活保護制度とは別に、高齢者対象来的には生活保護制度とは別に、高齢者対象来的には生活保護制度とは別に、高齢者対象

の生活保障制度の検討の生活保障制度の検討の生活保障制度の検討の生活保障制度の検討」」」」ということがうたわということがうたわということがうたわということがうたわ

れているわけですけれども、これも具体的にれているわけですけれども、これも具体的にれているわけですけれども、これも具体的にれているわけですけれども、これも具体的に

どのような制度を考えているのかお聞きいたどのような制度を考えているのかお聞きいたどのような制度を考えているのかお聞きいたどのような制度を考えているのかお聞きいた

します。します。します。します。    

    ３つ目ですけれども、就労自立促進という３つ目ですけれども、就労自立促進という３つ目ですけれども、就労自立促進という３つ目ですけれども、就労自立促進という

ことで、提言ではケースワーカことで、提言ではケースワーカことで、提言ではケースワーカことで、提言ではケースワーカーーーー等のマンパ等のマンパ等のマンパ等のマンパ

ワーを集中的に投入する。生活訓練、職業体ワーを集中的に投入する。生活訓練、職業体ワーを集中的に投入する。生活訓練、職業体ワーを集中的に投入する。生活訓練、職業体

験、就労斡旋など、そうしたことをやるん験、就労斡旋など、そうしたことをやるん験、就労斡旋など、そうしたことをやるん験、就労斡旋など、そうしたことをやるんだだだだ

ということが言われているわけですけれども、ということが言われているわけですけれども、ということが言われているわけですけれども、ということが言われているわけですけれども、

これは、それに携わる福祉事務所の職員を増これは、それに携わる福祉事務所の職員を増これは、それに携わる福祉事務所の職員を増これは、それに携わる福祉事務所の職員を増

員すると、そして支援体制をつくっていくと員すると、そして支援体制をつくっていくと員すると、そして支援体制をつくっていくと員すると、そして支援体制をつくっていくと

いうことなのか、どうなのか。いうことなのか、どうなのか。いうことなのか、どうなのか。いうことなのか、どうなのか。    

    それから４つ目ですけれども、生活保護にそれから４つ目ですけれども、生活保護にそれから４つ目ですけれども、生活保護にそれから４つ目ですけれども、生活保護に

移行する防止策、生活保護を受けないように移行する防止策、生活保護を受けないように移行する防止策、生活保護を受けないように移行する防止策、生活保護を受けないように

するための方策として、就労自立のための支するための方策として、就労自立のための支するための方策として、就労自立のための支するための方策として、就労自立のための支

援策と同様の制度を導入することや、非正規援策と同様の制度を導入することや、非正規援策と同様の制度を導入することや、非正規援策と同様の制度を導入することや、非正規

労働者の待遇改善に取り組むべきということ労働者の待遇改善に取り組むべきということ労働者の待遇改善に取り組むべきということ労働者の待遇改善に取り組むべきということ

が提言の中でうたわれておりますけれども、が提言の中でうたわれておりますけれども、が提言の中でうたわれておりますけれども、が提言の中でうたわれておりますけれども、

具体的にはどのような内容なのかについて、具体的にはどのような内容なのかについて、具体的にはどのような内容なのかについて、具体的にはどのような内容なのかについて、

お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。    

    それから次に、地域医療の確立の問題ですそれから次に、地域医療の確立の問題ですそれから次に、地域医療の確立の問題ですそれから次に、地域医療の確立の問題です

けれども、そけれども、そけれども、そけれども、その前に３つ目に、いわゆる市のの前に３つ目に、いわゆる市のの前に３つ目に、いわゆる市のの前に３つ目に、いわゆる市の

交通機関の問題ですけれども、先ほどのご答交通機関の問題ですけれども、先ほどのご答交通機関の問題ですけれども、先ほどのご答交通機関の問題ですけれども、先ほどのご答

弁の中で、国土交通省の新しい制度、弁の中で、国土交通省の新しい制度、弁の中で、国土交通省の新しい制度、弁の中で、国土交通省の新しい制度、それのそれのそれのそれの

内容が十分よくわからないと、つかみきれな内容が十分よくわからないと、つかみきれな内容が十分よくわからないと、つかみきれな内容が十分よくわからないと、つかみきれな

いということですけれども、私はいということですけれども、私はいということですけれども、私はいということですけれども、私は、、、、この制度この制度この制度この制度

をををを何何何何としてでも早く詳細をつかんでいただいとしてでも早く詳細をつかんでいただいとしてでも早く詳細をつかんでいただいとしてでも早く詳細をつかんでいただい

て、それをて、それをて、それをて、それを何何何何とか美唄の中でそれを活用して、とか美唄の中でそれを活用して、とか美唄の中でそれを活用して、とか美唄の中でそれを活用して、

市民の利便性を図る、便数をふやすとかある市民の利便性を図る、便数をふやすとかある市民の利便性を図る、便数をふやすとかある市民の利便性を図る、便数をふやすとかある

いは運賃を下げるとか、そういう方策を何といは運賃を下げるとか、そういう方策を何といは運賃を下げるとか、そういう方策を何といは運賃を下げるとか、そういう方策を何と

か探っていただきたいということを要望してか探っていただきたいということを要望してか探っていただきたいということを要望してか探っていただきたいということを要望して

おきたいと思います。この点については、ごおきたいと思います。この点については、ごおきたいと思います。この点については、ごおきたいと思います。この点については、ご

答弁していただかなくても結構です。答弁していただかなくても結構です。答弁していただかなくても結構です。答弁していただかなくても結構です。    

    それから４点目の地域医療の確立の問題でそれから４点目の地域医療の確立の問題でそれから４点目の地域医療の確立の問題でそれから４点目の地域医療の確立の問題で
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すけれすけれすけれすけれども、先ほどのご答弁の中で、医者のども、先ほどのご答弁の中で、医者のども、先ほどのご答弁の中で、医者のども、先ほどのご答弁の中で、医者の

確保の問題については極力確保のために努力確保の問題については極力確保のために努力確保の問題については極力確保のために努力確保の問題については極力確保のために努力

をしていくということだとか、あるいは美唄をしていくということだとか、あるいは美唄をしていくということだとか、あるいは美唄をしていくということだとか、あるいは美唄

市が労災病院を譲り受けるに市が労災病院を譲り受けるに市が労災病院を譲り受けるに市が労災病院を譲り受けるにああああたっての譲渡たっての譲渡たっての譲渡たっての譲渡

の条件についてはの条件についてはの条件についてはの条件については、、、、現在現在現在現在、、、、機構や国と協議中機構や国と協議中機構や国と協議中機構や国と協議中

だということなどを言われているわけですけだということなどを言われているわけですけだということなどを言われているわけですけだということなどを言われているわけですけ

れども、メロディの臨時号が各ご家庭に配布れども、メロディの臨時号が各ご家庭に配布れども、メロディの臨時号が各ご家庭に配布れども、メロディの臨時号が各ご家庭に配布

された中で、非常に多くの人たちから疑問、された中で、非常に多くの人たちから疑問、された中で、非常に多くの人たちから疑問、された中で、非常に多くの人たちから疑問、

あるいは不安、そういうものが寄せられていあるいは不安、そういうものが寄せられていあるいは不安、そういうものが寄せられていあるいは不安、そういうものが寄せられてい

るわけです。先ほども申し上げましたけれどるわけです。先ほども申し上げましたけれどるわけです。先ほども申し上げましたけれどるわけです。先ほども申し上げましたけれど

も、そうしたこれまで持っていた疑問や不安、も、そうしたこれまで持っていた疑問や不安、も、そうしたこれまで持っていた疑問や不安、も、そうしたこれまで持っていた疑問や不安、

これがメロディで解消されたかというとそうこれがメロディで解消されたかというとそうこれがメロディで解消されたかというとそうこれがメロディで解消されたかというとそう

でなくて、むしろ一層そうした不安だとでなくて、むしろ一層そうした不安だとでなくて、むしろ一層そうした不安だとでなくて、むしろ一層そうした不安だとか疑か疑か疑か疑

問が深まったというのが多くの人たちの意見問が深まったというのが多くの人たちの意見問が深まったというのが多くの人たちの意見問が深まったというのが多くの人たちの意見

なわけです。なわけです。なわけです。なわけです。    

    だから、だから、だから、だから、機構機構機構機構等等等等との議論、話し合いの経過との議論、話し合いの経過との議論、話し合いの経過との議論、話し合いの経過

をををを見見見見ながら説明会をしていくんだということながら説明会をしていくんだということながら説明会をしていくんだということながら説明会をしていくんだということ

ですけれども、私はですけれども、私はですけれども、私はですけれども、私は、、、、そうした市民の疑問、そうした市民の疑問、そうした市民の疑問、そうした市民の疑問、

そうしたものにそうしたものにそうしたものにそうしたものにこたこたこたこたえるためにも、えるためにも、えるためにも、えるためにも、何何何何としてとしてとしてとして

も説明会、そうした譲渡の条件だとか医者のも説明会、そうした譲渡の条件だとか医者のも説明会、そうした譲渡の条件だとか医者のも説明会、そうした譲渡の条件だとか医者の

確保は本当にどうなのかということでは、随確保は本当にどうなのかということでは、随確保は本当にどうなのかということでは、随確保は本当にどうなのかということでは、随

分多くの人が疑問や不安を持っているわけで分多くの人が疑問や不安を持っているわけで分多くの人が疑問や不安を持っているわけで分多くの人が疑問や不安を持っているわけで

すから、それにすから、それにすから、それにすから、それに応える応える応える応える形での説明会を急いで形での説明会を急いで形での説明会を急いで形での説明会を急いで

していただきたいと思いますけれども、そのしていただきたいと思いますけれども、そのしていただきたいと思いますけれども、そのしていただきたいと思いますけれども、その

部分については、先ほどのご答弁から余り進部分については、先ほどのご答弁から余り進部分については、先ほどのご答弁から余り進部分については、先ほどのご答弁から余り進

まないのかなと思いますので、お答えいただまないのかなと思いますので、お答えいただまないのかなと思いますので、お答えいただまないのかなと思いますので、お答えいただ

かなくて結構でかなくて結構でかなくて結構でかなくて結構ですけれども、改めてお聞きしすけれども、改めてお聞きしすけれども、改めてお聞きしすけれども、改めてお聞きし

たいのはたいのはたいのはたいのは、、、、いわゆる雇用の問題です。いわゆる雇用の問題です。いわゆる雇用の問題です。いわゆる雇用の問題です。    

    中間取りまとめの中では中間取りまとめの中では中間取りまとめの中では中間取りまとめの中では、、、、組織内での配置組織内での配置組織内での配置組織内での配置

換えや換えや換えや換えや転勤及び他の医療機関等への就職等に転勤及び他の医療機関等への就職等に転勤及び他の医療機関等への就職等に転勤及び他の医療機関等への就職等に

ついてついてついてついて、、、、支援を行うということを支援を行うということを支援を行うということを支援を行うということを言言言言っているっているっているっている

わけですけれども、しかし、先ほどのご答弁わけですけれども、しかし、先ほどのご答弁わけですけれども、しかし、先ほどのご答弁わけですけれども、しかし、先ほどのご答弁

の中で、それぞれの病院の従業員数、医療の中で、それぞれの病院の従業員数、医療の中で、それぞれの病院の従業員数、医療の中で、それぞれの病院の従業員数、医療にににに

携わっている人たち、医者も含めてですけれ携わっている人たち、医者も含めてですけれ携わっている人たち、医者も含めてですけれ携わっている人たち、医者も含めてですけれ

ども看護師、あるいはども看護師、あるいはども看護師、あるいはども看護師、あるいはレントゲン技師、検査レントゲン技師、検査レントゲン技師、検査レントゲン技師、検査

技師、また技師、また技師、また技師、またははははそればかりでなくて清掃だとかそればかりでなくて清掃だとかそればかりでなくて清掃だとかそればかりでなくて清掃だとか

給食、そうしたものに携わる人たち給食、そうしたものに携わる人たち給食、そうしたものに携わる人たち給食、そうしたものに携わる人たち、、、、両方の両方の両方の両方の

病院の人たちが病院の人たちが病院の人たちが病院の人たちが１１１１つになるわけですから、当つになるわけですから、当つになるわけですから、当つになるわけですから、当

然そこには余剰人員が出てくるわけです。然そこには余剰人員が出てくるわけです。然そこには余剰人員が出てくるわけです。然そこには余剰人員が出てくるわけです。    

    先ほどの先ほどの先ほどの先ほどのご答弁のあれでご答弁のあれでご答弁のあれでご答弁のあれで見見見見ますと、ますと、ますと、ますと、300300300300 床床床床

に対してどれだけに対してどれだけに対してどれだけに対してどれだけのののの人数が必要なのかという人数が必要なのかという人数が必要なのかという人数が必要なのかという

ことではことではことではことでは、、、、現在検討中ということですけれど現在検討中ということですけれど現在検討中ということですけれど現在検討中ということですけれど

も、大まかに言えばも、大まかに言えばも、大まかに言えばも、大まかに言えば、、、、２つの病院の両方２つの病院の両方２つの病院の両方２つの病院の両方をををを合合合合

わせた数の約３分の１は再就職、そういう形わせた数の約３分の１は再就職、そういう形わせた数の約３分の１は再就職、そういう形わせた数の約３分の１は再就職、そういう形

ををををととととらざるを得ないのではないからざるを得ないのではないからざるを得ないのではないからざるを得ないのではないか。かなり大。かなり大。かなり大。かなり大

まかな数の分け方ですけれども。まかな数の分け方ですけれども。まかな数の分け方ですけれども。まかな数の分け方ですけれども。そうした中そうした中そうした中そうした中

で実際に転職をで実際に転職をで実際に転職をで実際に転職をしなけれしなけれしなけれしなければならない人たちとばならない人たちとばならない人たちとばならない人たちと

いうのは、市立病院にいた人たちなのか、あいうのは、市立病院にいた人たちなのか、あいうのは、市立病院にいた人たちなのか、あいうのは、市立病院にいた人たちなのか、あ

るいはるいはるいはるいは労災労災労災労災病院病院病院病院にいた人たちなのかというこにいた人たちなのかというこにいた人たちなのかというこにいた人たちなのかというこ

とでみると、労災病院でいままで働いていたとでみると、労災病院でいままで働いていたとでみると、労災病院でいままで働いていたとでみると、労災病院でいままで働いていた

人たちの方が人たちの方が人たちの方が人たちの方が、、、、いわゆる中間取りまとめの中いわゆる中間取りまとめの中いわゆる中間取りまとめの中いわゆる中間取りまとめの中

で言われている組織内の配置転換ということで言われている組織内の配置転換ということで言われている組織内の配置転換ということで言われている組織内の配置転換ということ

をみるとすれば、労災病院で働いていた人たをみるとすれば、労災病院で働いていた人たをみるとすれば、労災病院で働いていた人たをみるとすれば、労災病院で働いていた人た

ちが転職をするとちが転職をするとちが転職をするとちが転職をするといういういういう、そういう数の方が多、そういう数の方が多、そういう数の方が多、そういう数の方が多

くなるのではないかということも１つには考くなるのではないかということも１つには考くなるのではないかということも１つには考くなるのではないかということも１つには考

えられるわけですえられるわけですえられるわけですえられるわけです。。。。いずれにしてもいずれにしてもいずれにしてもいずれにしても、、、、美唄市美唄市美唄市美唄市

立病院に働いていた人たちにしても、あるい立病院に働いていた人たちにしても、あるい立病院に働いていた人たちにしても、あるい立病院に働いていた人たちにしても、あるい

は労災病院に働いていた人たちにしても、長は労災病院に働いていた人たちにしても、長は労災病院に働いていた人たちにしても、長は労災病院に働いていた人たちにしても、長

年美唄に住んでいて、美唄に家庭を持ち、子年美唄に住んでいて、美唄に家庭を持ち、子年美唄に住んでいて、美唄に家庭を持ち、子年美唄に住んでいて、美唄に家庭を持ち、子

どもたちも美唄の学校に通っている。そういどもたちも美唄の学校に通っている。そういどもたちも美唄の学校に通っている。そういどもたちも美唄の学校に通っている。そうい

う人たちがう人たちがう人たちがう人たちが他の他の他の他の地域に転勤するということに地域に転勤するということに地域に転勤するということに地域に転勤するということに

なるわけです。それだけになるわけです。それだけになるわけです。それだけになるわけです。それだけに、、、、そうした人たちそうした人たちそうした人たちそうした人たち

の中からいろんな不安だとかが出てきているの中からいろんな不安だとかが出てきているの中からいろんな不安だとかが出てきているの中からいろんな不安だとかが出てきている

わけです。わけです。わけです。わけです。    

    そうした人たちの不安に対する対策をそうした人たちの不安に対する対策をそうした人たちの不安に対する対策をそうした人たちの不安に対する対策をどのどのどのどの

ようにようにようにように考えておられる考えておられる考えておられる考えておられるのかのかのかのか。。。。雇用の問題雇用の問題雇用の問題雇用の問題、、、、ああああ

るいは再就職の問題について具体的にお聞きるいは再就職の問題について具体的にお聞きるいは再就職の問題について具体的にお聞きるいは再就職の問題について具体的にお聞き

したいと思います。したいと思います。したいと思います。したいと思います。    
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    それから次に、教育長にお尋ねするわけでそれから次に、教育長にお尋ねするわけでそれから次に、教育長にお尋ねするわけでそれから次に、教育長にお尋ねするわけで

すけれども、いわゆる教育再生会議の中で出すけれども、いわゆる教育再生会議の中で出すけれども、いわゆる教育再生会議の中で出すけれども、いわゆる教育再生会議の中で出

されている、徳育の教科化という問題です。されている、徳育の教科化という問題です。されている、徳育の教科化という問題です。されている、徳育の教科化という問題です。

先ほどのご答弁で徳育の教科化につきまして先ほどのご答弁で徳育の教科化につきまして先ほどのご答弁で徳育の教科化につきまして先ほどのご答弁で徳育の教科化につきまして

は、は、は、は、「「「「いじめや犯罪の低年齢化など、現在の子いじめや犯罪の低年齢化など、現在の子いじめや犯罪の低年齢化など、現在の子いじめや犯罪の低年齢化など、現在の子

どもを取り巻く環境を踏まえ、規範意識や公どもを取り巻く環境を踏まえ、規範意識や公どもを取り巻く環境を踏まえ、規範意識や公どもを取り巻く環境を踏まえ、規範意識や公

共心を身に付けさせること共心を身に付けさせること共心を身に付けさせること共心を身に付けさせることをめざしたものでをめざしたものでをめざしたものでをめざしたもので

あるあるあるある」」」」ということで、徳育の教科化という問ということで、徳育の教科化という問ということで、徳育の教科化という問ということで、徳育の教科化という問

題題題題について理由付けをしているわけですけれについて理由付けをしているわけですけれについて理由付けをしているわけですけれについて理由付けをしているわけですけれ

ども、しかしども、しかしども、しかしども、しかし、、、、皆さんもご承知のとおり、子皆さんもご承知のとおり、子皆さんもご承知のとおり、子皆さんもご承知のとおり、子

どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの 24242424 時間、言ってみれ時間、言ってみれ時間、言ってみれ時間、言ってみればばばば 24242424 時間大時間大時間大時間大

人も子どもも同じですけれど、子どもたちが人も子どもも同じですけれど、子どもたちが人も子どもも同じですけれど、子どもたちが人も子どもも同じですけれど、子どもたちが

学校で過ごす時間というのは１日の中の何分学校で過ごす時間というのは１日の中の何分学校で過ごす時間というのは１日の中の何分学校で過ごす時間というのは１日の中の何分

の１なわけです。４分の１あるいは５分の１。の１なわけです。４分の１あるいは５分の１。の１なわけです。４分の１あるいは５分の１。の１なわけです。４分の１あるいは５分の１。

そのほかの時間はそのほかの時間はそのほかの時間はそのほかの時間は、、、、いわゆる家庭を含むこのいわゆる家庭を含むこのいわゆる家庭を含むこのいわゆる家庭を含むこの

社会の中で生活しているわけです。子どもた社会の中で生活しているわけです。子どもた社会の中で生活しているわけです。子どもた社会の中で生活しているわけです。子どもた

ちが学校から帰ってテレビのニュース見るとちが学校から帰ってテレビのニュース見るとちが学校から帰ってテレビのニュース見るとちが学校から帰ってテレビのニュース見ると

か、あるいは高学年になれば新聞を読むとかか、あるいは高学年になれば新聞を読むとかか、あるいは高学年になれば新聞を読むとかか、あるいは高学年になれば新聞を読むとか

するわけですけれども、そこで目にすることするわけですけれども、そこで目にすることするわけですけれども、そこで目にすることするわけですけれども、そこで目にすること

はどういうことだろうか、いま社会で起きてはどういうことだろうか、いま社会で起きてはどういうことだろうか、いま社会で起きてはどういうことだろうか、いま社会で起きて

いること、非常に社会道徳、明確に言えば犯いること、非常に社会道徳、明確に言えば犯いること、非常に社会道徳、明確に言えば犯いること、非常に社会道徳、明確に言えば犯

罪にかかわる部分、随分あるわけです。たと罪にかかわる部分、随分あるわけです。たと罪にかかわる部分、随分あるわけです。たと罪にかかわる部分、随分あるわけです。たと

えば談合による汚職えば談合による汚職えば談合による汚職えば談合による汚職・・・・贈収賄の問題、あるい贈収賄の問題、あるい贈収賄の問題、あるい贈収賄の問題、あるい

はそうした人たちはそうした人たちはそうした人たちはそうした人たちのののの逮捕されたという問題だ逮捕されたという問題だ逮捕されたという問題だ逮捕されたという問題だ

とか、それから公務員、自衛隊員とか、それから公務員、自衛隊員とか、それから公務員、自衛隊員とか、それから公務員、自衛隊員、、、、警察官、警察官、警察官、警察官、

教員、あるいは市町村の職員だとか、そうい教員、あるいは市町村の職員だとか、そうい教員、あるいは市町村の職員だとか、そうい教員、あるいは市町村の職員だとか、そうい

う人たちがお酒飲んで車を運転しただとか、う人たちがお酒飲んで車を運転しただとか、う人たちがお酒飲んで車を運転しただとか、う人たちがお酒飲んで車を運転しただとか、

あるいはそういう人たちがセクハラしたとか、あるいはそういう人たちがセクハラしたとか、あるいはそういう人たちがセクハラしたとか、あるいはそういう人たちがセクハラしたとか、

児童買春したとか、そういうことも随分毎日児童買春したとか、そういうことも随分毎日児童買春したとか、そういうことも随分毎日児童買春したとか、そういうことも随分毎日

のニュースでいろんな形で入ってきているわのニュースでいろんな形で入ってきているわのニュースでいろんな形で入ってきているわのニュースでいろんな形で入ってきているわ

けです。そのほかに非常に殺伐なニュースなけです。そのほかに非常に殺伐なニュースなけです。そのほかに非常に殺伐なニュースなけです。そのほかに非常に殺伐なニュースな

ども、それはいま言いませんけれども、そうども、それはいま言いませんけれども、そうども、それはいま言いませんけれども、そうども、それはいま言いませんけれども、そう

したことが起きているわけです。いま裁判にしたことが起きているわけです。いま裁判にしたことが起きているわけです。いま裁判にしたことが起きているわけです。いま裁判に

なっている問題の中では、お酒を飲んで車をなっている問題の中では、お酒を飲んで車をなっている問題の中では、お酒を飲んで車をなっている問題の中では、お酒を飲んで車を

運転して子どもをひき逃げしたということだ運転して子どもをひき逃げしたということだ運転して子どもをひき逃げしたということだ運転して子どもをひき逃げしたということだ

とか、子どもたちから見ればとか、子どもたちから見ればとか、子どもたちから見ればとか、子どもたちから見れば「今の「今の「今の「今の大人社会大人社会大人社会大人社会

何何何何だだだだ」」」」とととということも出てくると思うんです。いうことも出てくると思うんです。いうことも出てくると思うんです。いうことも出てくると思うんです。    

    学校の中で公共心だとか規範の意識だとか学校の中で公共心だとか規範の意識だとか学校の中で公共心だとか規範の意識だとか学校の中で公共心だとか規範の意識だとか

いうことをいうことをいうことをいうことを、、、、いくらいくらいくらいくら口で、先生方が口をすっ口で、先生方が口をすっ口で、先生方が口をすっ口で、先生方が口をすっ

ぱくして言っても、子どもの中ぱくして言っても、子どもの中ぱくして言っても、子どもの中ぱくして言っても、子どもの中からからからから「「「「おれたおれたおれたおれた

ちにそういうこと言うなら大人社会の方に目ちにそういうこと言うなら大人社会の方に目ちにそういうこと言うなら大人社会の方に目ちにそういうこと言うなら大人社会の方に目

を向けろを向けろを向けろを向けろ」」」」と言われたら、教員が口を返と言われたら、教員が口を返と言われたら、教員が口を返と言われたら、教員が口を返せせせせなななな

いような自体が社会の中で起きているわけでいような自体が社会の中で起きているわけでいような自体が社会の中で起きているわけでいような自体が社会の中で起きているわけで

す。す。す。す。    

    私は教育という問題、いまの子どもたちを私は教育という問題、いまの子どもたちを私は教育という問題、いまの子どもたちを私は教育という問題、いまの子どもたちを

めぐる環境、いまのめぐる環境、いまのめぐる環境、いまのめぐる環境、いまの子子子子どもたちの犯罪の低年どもたちの犯罪の低年どもたちの犯罪の低年どもたちの犯罪の低年

齢化だとか齢化だとか齢化だとか齢化だとか、いじめだとか、非常に深刻の問、いじめだとか、非常に深刻の問、いじめだとか、非常に深刻の問、いじめだとか、非常に深刻の問

題だとして受け取っているわけですけれども、題だとして受け取っているわけですけれども、題だとして受け取っているわけですけれども、題だとして受け取っているわけですけれども、

それをただ道徳の徳育の教科化ということだそれをただ道徳の徳育の教科化ということだそれをただ道徳の徳育の教科化ということだそれをただ道徳の徳育の教科化ということだ

けでは済まされない問題と、私はけでは済まされない問題と、私はけでは済まされない問題と、私はけでは済まされない問題と、私はそう思うんそう思うんそう思うんそう思うん

です。です。です。です。    

    やはり、子どもも含めての教育問題、私はやはり、子どもも含めての教育問題、私はやはり、子どもも含めての教育問題、私はやはり、子どもも含めての教育問題、私は

もっとその問題をもっとその問題をもっとその問題をもっとその問題を、、、、日本の教育日本の教育日本の教育日本の教育ははははどうどうどうどうあるべあるべあるべあるべ

きかということを検討する場としては、そうきかということを検討する場としては、そうきかということを検討する場としては、そうきかということを検討する場としては、そう

したしたしたした教育教育教育教育再生会議の主要なメンバーが、いわ再生会議の主要なメンバーが、いわ再生会議の主要なメンバーが、いわ再生会議の主要なメンバーが、いわ

ゆる靖国派とゆる靖国派とゆる靖国派とゆる靖国派と言言言言われる人たち、かつての侵略われる人たち、かつての侵略われる人たち、かつての侵略われる人たち、かつての侵略

戦争が正しい戦争だったという考え方を持っ戦争が正しい戦争だったという考え方を持っ戦争が正しい戦争だったという考え方を持っ戦争が正しい戦争だったという考え方を持っ

ている、そういう人たちが中心メンバーにいている、そういう人たちが中心メンバーにいている、そういう人たちが中心メンバーにいている、そういう人たちが中心メンバーにい

るようなるようなるようなるような、、、、そうした再生会議ではあってはなそうした再生会議ではあってはなそうした再生会議ではあってはなそうした再生会議ではあってはな

らないと、やっぱりもっと多くの研究者あるらないと、やっぱりもっと多くの研究者あるらないと、やっぱりもっと多くの研究者あるらないと、やっぱりもっと多くの研究者ある

いは有識者いは有識者いは有識者いは有識者、、、、そういう人たちも含めて、日本そういう人たちも含めて、日本そういう人たちも含めて、日本そういう人たちも含めて、日本

の国民の英知を集めたような形での国民の英知を集めたような形での国民の英知を集めたような形での国民の英知を集めたような形で、、、、やはり時やはり時やはり時やはり時

間をかけて議論間をかけて議論間をかけて議論間をかけて議論ををををしていく、そういう内容、していく、そういう内容、していく、そういう内容、していく、そういう内容、

ぜひそぜひそぜひそぜひそうしたもうしたもうしたもうしたものと思うわけですけれども、のと思うわけですけれども、のと思うわけですけれども、のと思うわけですけれども、

そういう問題に対して教育長としてはどのよそういう問題に対して教育長としてはどのよそういう問題に対して教育長としてはどのよそういう問題に対して教育長としてはどのよ

うにお考えなのか、お聞きしたいと思います。うにお考えなのか、お聞きしたいと思います。うにお考えなのか、お聞きしたいと思います。うにお考えなのか、お聞きしたいと思います。    

    それから次に、高等学校の統廃合の問題でそれから次に、高等学校の統廃合の問題でそれから次に、高等学校の統廃合の問題でそれから次に、高等学校の統廃合の問題で

すけれどもすけれどもすけれどもすけれども、、、、きょうの北海道新聞の空知版にきょうの北海道新聞の空知版にきょうの北海道新聞の空知版にきょうの北海道新聞の空知版に
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載った記事です。これは聖華高校についての載った記事です。これは聖華高校についての載った記事です。これは聖華高校についての載った記事です。これは聖華高校についての

記事ですけれども、先ほどのご答弁の中では記事ですけれども、先ほどのご答弁の中では記事ですけれども、先ほどのご答弁の中では記事ですけれども、先ほどのご答弁の中では

聖華高校については、いまのところ統廃合の聖華高校については、いまのところ統廃合の聖華高校については、いまのところ統廃合の聖華高校については、いまのところ統廃合の

対象になっていないということなので、私も対象になっていないということなので、私も対象になっていないということなので、私も対象になっていないということなので、私も

大変胸をなでおろしているわけですけれども、大変胸をなでおろしているわけですけれども、大変胸をなでおろしているわけですけれども、大変胸をなでおろしているわけですけれども、

この新聞の記事にありますように、聖華高校この新聞の記事にありますように、聖華高校この新聞の記事にありますように、聖華高校この新聞の記事にありますように、聖華高校

はははは非常に評判のいい、優れた看護師養成の学非常に評判のいい、優れた看護師養成の学非常に評判のいい、優れた看護師養成の学非常に評判のいい、優れた看護師養成の学

校だと思うんですけれども、私は校だと思うんですけれども、私は校だと思うんですけれども、私は校だと思うんですけれども、私は、、、、この学校この学校この学校この学校

が本当にが本当にが本当にが本当に今の今の今の今の看護師が全国的に不足している看護師が全国的に不足している看護師が全国的に不足している看護師が全国的に不足している

という中から、聖華高校は統廃合の対象といという中から、聖華高校は統廃合の対象といという中から、聖華高校は統廃合の対象といという中から、聖華高校は統廃合の対象とい

うよりも、むしろ定員をもっとふやすと、うよりも、むしろ定員をもっとふやすと、うよりも、むしろ定員をもっとふやすと、うよりも、むしろ定員をもっとふやすと、学学学学

級数をふやすということを道教委あるいは道級数をふやすということを道教委あるいは道級数をふやすということを道教委あるいは道級数をふやすということを道教委あるいは道

に働きかけてほしいとに働きかけてほしいとに働きかけてほしいとに働きかけてほしいと、、、、そう思うわけです。そう思うわけです。そう思うわけです。そう思うわけです。    

    こうしたすばらしい学校からこうしたすばらしい学校からこうしたすばらしい学校からこうしたすばらしい学校から、、、、社会に役立社会に役立社会に役立社会に役立

つ看護師を多く社会に送り出すということも、つ看護師を多く社会に送り出すということも、つ看護師を多く社会に送り出すということも、つ看護師を多く社会に送り出すということも、

この学校の大きな使命ですけれど、それの定この学校の大きな使命ですけれど、それの定この学校の大きな使命ですけれど、それの定この学校の大きな使命ですけれど、それの定

員をふやす、あるいは学級数をふやすという員をふやす、あるいは学級数をふやすという員をふやす、あるいは学級数をふやすという員をふやす、あるいは学級数をふやすという

ことをことをことをことを、、、、道道道道教委にぜひ働きかけていただきた教委にぜひ働きかけていただきた教委にぜひ働きかけていただきた教委にぜひ働きかけていただきた

いといといといと、、、、このように思うわけです。そのことにこのように思うわけです。そのことにこのように思うわけです。そのことにこのように思うわけです。そのことに

ついてついてついてついて、、、、おおおお答答答答えをいただきたいとえをいただきたいとえをいただきたいとえをいただきたいと思思思思いますけいますけいますけいますけ

れどれどれどれど。。。。    

    もう１つはもう１つはもう１つはもう１つは、、、、美唄工美唄工美唄工美唄工業高校の問題です。先業高校の問題です。先業高校の問題です。先業高校の問題です。先

ほどほどほどほどののののご答弁で各学科の生徒数が３年生、２ご答弁で各学科の生徒数が３年生、２ご答弁で各学科の生徒数が３年生、２ご答弁で各学科の生徒数が３年生、２

年生、１年生とだんだん生徒数が少なくなっ年生、１年生とだんだん生徒数が少なくなっ年生、１年生とだんだん生徒数が少なくなっ年生、１年生とだんだん生徒数が少なくなっ

ているということが見受けられるわけです。ているということが見受けられるわけです。ているということが見受けられるわけです。ているということが見受けられるわけです。

いまいまいまいま、、、、建築科を平成建築科を平成建築科を平成建築科を平成 22222222 年から学級閉鎖すると、年から学級閉鎖すると、年から学級閉鎖すると、年から学級閉鎖すると、

生徒募集を停止するということですけれども、生徒募集を停止するということですけれども、生徒募集を停止するということですけれども、生徒募集を停止するということですけれども、

このままいくとこのままいくとこのままいくとこのままいくと、、、、場合によっては場合によっては場合によっては場合によっては、、、、美唄工業美唄工業美唄工業美唄工業

高校が美唄からなくな高校が美唄からなくな高校が美唄からなくな高校が美唄からなくなるということも考えらるということも考えらるということも考えらるということも考えら

れないわけではないと思っているわけですれないわけではないと思っているわけですれないわけではないと思っているわけですれないわけではないと思っているわけです。。。。

しかし、高校が１つ市からなくなるというこしかし、高校が１つ市からなくなるというこしかし、高校が１つ市からなくなるというこしかし、高校が１つ市からなくなるというこ

とは大変な問題だと思うわけです。経済的にとは大変な問題だと思うわけです。経済的にとは大変な問題だと思うわけです。経済的にとは大変な問題だと思うわけです。経済的に

も非常に大きな打撃を受けるということだとも非常に大きな打撃を受けるということだとも非常に大きな打撃を受けるということだとも非常に大きな打撃を受けるということだと

思いますので、そうした傾向にならないよう思いますので、そうした傾向にならないよう思いますので、そうした傾向にならないよう思いますので、そうした傾向にならないよう

に、美に、美に、美に、美唄から高校が１つ消えてなくなるとい唄から高校が１つ消えてなくなるとい唄から高校が１つ消えてなくなるとい唄から高校が１つ消えてなくなるとい

うことにならないように、ぜひ道の教育委員うことにならないように、ぜひ道の教育委員うことにならないように、ぜひ道の教育委員うことにならないように、ぜひ道の教育委員

会の方に働きかけていただきたいと会の方に働きかけていただきたいと会の方に働きかけていただきたいと会の方に働きかけていただきたいと、、、、このよこのよこのよこのよ

うに思います。うに思います。うに思います。うに思います。    

●●●●議長林議長林議長林議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答

えします。えします。えします。えします。    

    初めに初めに初めに初めに、、、、財政問題について、財政問題について、財政問題について、財政問題について、税源移譲に税源移譲に税源移譲に税源移譲によよよよ

るるるる税源負担の増加についてでありますが、住税源負担の増加についてでありますが、住税源負担の増加についてでありますが、住税源負担の増加についてでありますが、住

民税は原則として前年の所得に課税し、所得民税は原則として前年の所得に課税し、所得民税は原則として前年の所得に課税し、所得民税は原則として前年の所得に課税し、所得

税は当年中の所得に課税されるものでありま税は当年中の所得に課税されるものでありま税は当年中の所得に課税されるものでありま税は当年中の所得に課税されるものでありま

す。今回の税源移譲では、平成す。今回の税源移譲では、平成す。今回の税源移譲では、平成す。今回の税源移譲では、平成 18181818 年分と年分と年分と年分と 19191919

年分の所得等の状況が同じであれば、所得税年分の所得等の状況が同じであれば、所得税年分の所得等の状況が同じであれば、所得税年分の所得等の状況が同じであれば、所得税

の減少と住民税分の増が同額となるよう調整の減少と住民税分の増が同額となるよう調整の減少と住民税分の増が同額となるよう調整の減少と住民税分の増が同額となるよう調整

控除も含めた税率控除も含めた税率控除も含めた税率控除も含めた税率構造構造構造構造のののの見直しが行われたも見直しが行われたも見直しが行われたも見直しが行われたも

のであります。のであります。のであります。のであります。    

    ただし、平成ただし、平成ただし、平成ただし、平成 19191919 年分の所得が大幅に減少と年分の所得が大幅に減少と年分の所得が大幅に減少と年分の所得が大幅に減少と

なった場合、住民税の増分のみ負担が生じるなった場合、住民税の増分のみ負担が生じるなった場合、住民税の増分のみ負担が生じるなった場合、住民税の増分のみ負担が生じる

こととなります。そのため、平成こととなります。そのため、平成こととなります。そのため、平成こととなります。そのため、平成 19191919 年分の所年分の所年分の所年分の所

得税が課税されない程度に所得が減少した人得税が課税されない程度に所得が減少した人得税が課税されない程度に所得が減少した人得税が課税されない程度に所得が減少した人

には、申告することで住民税を税率構造改正には、申告することで住民税を税率構造改正には、申告することで住民税を税率構造改正には、申告することで住民税を税率構造改正

前の額まで減額する経過措置が講じられてい前の額まで減額する経過措置が講じられてい前の額まで減額する経過措置が講じられてい前の額まで減額する経過措置が講じられてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    次に、後期高齢者医療制度に伴う低所得者次に、後期高齢者医療制度に伴う低所得者次に、後期高齢者医療制度に伴う低所得者次に、後期高齢者医療制度に伴う低所得者

に対する軽減措置でありますが、低所得者のに対する軽減措置でありますが、低所得者のに対する軽減措置でありますが、低所得者のに対する軽減措置でありますが、低所得者の

方には方には方には方には、、、、世帯の総所得金額に対して世帯の総所得金額に対して世帯の総所得金額に対して世帯の総所得金額に対して、、、、７割、７割、７割、７割、

５割、２割の段階的な軽減措置が設けられて５割、２割の段階的な軽減措置が設けられて５割、２割の段階的な軽減措置が設けられて５割、２割の段階的な軽減措置が設けられて

おりますので、１人ひとりの負担能力に応じおりますので、１人ひとりの負担能力に応じおりますので、１人ひとりの負担能力に応じおりますので、１人ひとりの負担能力に応じ

た保険料とた保険料とた保険料とた保険料となります。なります。なります。なります。    

    また、少子高齢化がさらに進行することがまた、少子高齢化がさらに進行することがまた、少子高齢化がさらに進行することがまた、少子高齢化がさらに進行することが

予測されることから、国民皆保険制度の維持予測されることから、国民皆保険制度の維持予測されることから、国民皆保険制度の維持予測されることから、国民皆保険制度の維持

継続について、国に対し十分な財政措置を講継続について、国に対し十分な財政措置を講継続について、国に対し十分な財政措置を講継続について、国に対し十分な財政措置を講

じるようじるようじるようじるよう、、、、今後も全国市長会などを通じ要望今後も全国市長会などを通じ要望今後も全国市長会などを通じ要望今後も全国市長会などを通じ要望

してまいりたいと考えているところでございしてまいりたいと考えているところでございしてまいりたいと考えているところでございしてまいりたいと考えているところでござい
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ます。ます。ます。ます。    

    次に、生活保護に関する次に、生活保護に関する次に、生活保護に関する次に、生活保護に関する提言に提言に提言に提言についてであついてであついてであついてであ

りますが、初めにりますが、初めにりますが、初めにりますが、初めに、、、、高齢者のみの世帯とは高齢者のみの世帯とは高齢者のみの世帯とは高齢者のみの世帯とは、、、、

現行の世帯分類現行の世帯分類現行の世帯分類現行の世帯分類のうち稼働年齢を超えた高齢のうち稼働年齢を超えた高齢のうち稼働年齢を超えた高齢のうち稼働年齢を超えた高齢

者世帯を指し、体力的な衰えにより稼働が困者世帯を指し、体力的な衰えにより稼働が困者世帯を指し、体力的な衰えにより稼働が困者世帯を指し、体力的な衰えにより稼働が困

難難難難であることからであることからであることからであることから生活の維持生活の維持生活の維持生活の維持・・・・継続するため継続するため継続するため継続するため

の金銭給付に特化しての金銭給付に特化しての金銭給付に特化しての金銭給付に特化して、、、、生活保護制度から分生活保護制度から分生活保護制度から分生活保護制度から分

離し新たな制度により保障すべきという内容離し新たな制度により保障すべきという内容離し新たな制度により保障すべきという内容離し新たな制度により保障すべきという内容

であると考えであると考えであると考えであると考えております。ております。ております。ております。    

    次に、高齢者対象の生活保障制度について次に、高齢者対象の生活保障制度について次に、高齢者対象の生活保障制度について次に、高齢者対象の生活保障制度について

でありますが、高齢者世帯は経済的自立の可でありますが、高齢者世帯は経済的自立の可でありますが、高齢者世帯は経済的自立の可でありますが、高齢者世帯は経済的自立の可

能性が極めて低い状況であり、生活保障制度能性が極めて低い状況であり、生活保障制度能性が極めて低い状況であり、生活保障制度能性が極めて低い状況であり、生活保障制度

が生活保護制度以外になく、すべて生活保護が生活保護制度以外になく、すべて生活保護が生活保護制度以外になく、すべて生活保護が生活保護制度以外になく、すべて生活保護

にかかってくる現況にあることから、経済的にかかってくる現況にあることから、経済的にかかってくる現況にあることから、経済的にかかってくる現況にあることから、経済的

支援や日常的な相談支援や日常的な相談支援や日常的な相談支援や日常的な相談・・・・援助などを含め援助などを含め援助などを含め援助などを含め、、、、新た新た新た新た

なななな高齢者の高齢者の高齢者の高齢者の対応策が必要であるとされていま対応策が必要であるとされていま対応策が必要であるとされていま対応策が必要であるとされていま

す。す。す。す。    

    次に、支援体制についてでありますが、高次に、支援体制についてでありますが、高次に、支援体制についてでありますが、高次に、支援体制についてでありますが、高

齢者世帯を新たな施策で対応することにより、齢者世帯を新たな施策で対応することにより、齢者世帯を新たな施策で対応することにより、齢者世帯を新たな施策で対応することにより、

ケースワーカケースワーカケースワーカケースワーカーーーーも稼働世も稼働世も稼働世も稼働世代代代代の被保護者に対し、の被保護者に対し、の被保護者に対し、の被保護者に対し、

より集中的に自立への支援を行える体制が確より集中的に自立への支援を行える体制が確より集中的に自立への支援を行える体制が確より集中的に自立への支援を行える体制が確

保できるということであり、単に職員の増加保できるということであり、単に職員の増加保できるということであり、単に職員の増加保できるということであり、単に職員の増加

を意味すを意味すを意味すを意味するものではないものと考えておりまるものではないものと考えておりまるものではないものと考えておりまるものではないものと考えておりま

す。す。す。す。    

    また、体制の整備また、体制の整備また、体制の整備また、体制の整備・・・・強化については保護実強化については保護実強化については保護実強化については保護実

施機関が施機関が施機関が施機関が全て全て全て全て対応するというのではなく、福対応するというのではなく、福対応するというのではなく、福対応するというのではなく、福

祉事務所と労働部門の一体的な連携のもとに、祉事務所と労働部門の一体的な連携のもとに、祉事務所と労働部門の一体的な連携のもとに、祉事務所と労働部門の一体的な連携のもとに、

国の推進体制としても医療国の推進体制としても医療国の推進体制としても医療国の推進体制としても医療・・・・社会福祉部門な社会福祉部門な社会福祉部門な社会福祉部門な

ども含めた支援体制を構築すべきという内容ども含めた支援体制を構築すべきという内容ども含めた支援体制を構築すべきという内容ども含めた支援体制を構築すべきという内容

であると考えております。であると考えております。であると考えております。であると考えております。    

    次に、生活保護移行防止策について次に、生活保護移行防止策について次に、生活保護移行防止策について次に、生活保護移行防止策についてでありでありでありであり

ますが、被保護者との境界層にある方が増加ますが、被保護者との境界層にある方が増加ますが、被保護者との境界層にある方が増加ますが、被保護者との境界層にある方が増加

傾向にあることから傾向にあることから傾向にあることから傾向にあることから、、、、職業訓練や職業体験な職業訓練や職業体験な職業訓練や職業体験な職業訓練や職業体験な

どの就労支援を行うことにより、就労阻害要どの就労支援を行うことにより、就労阻害要どの就労支援を行うことにより、就労阻害要どの就労支援を行うことにより、就労阻害要

因の除去につながり、就労での自立が可能と因の除去につながり、就労での自立が可能と因の除去につながり、就労での自立が可能と因の除去につながり、就労での自立が可能と

なることからなることからなることからなることから、、、、生活保護の稼働世生活保護の稼働世生活保護の稼働世生活保護の稼働世代代代代と同様のと同様のと同様のと同様の

支援策支援策支援策支援策を利用し生活保護への移行を防止しよを利用し生活保護への移行を防止しよを利用し生活保護への移行を防止しよを利用し生活保護への移行を防止しよ

うとする内容であると考えております。うとする内容であると考えております。うとする内容であると考えております。うとする内容であると考えております。    

    また、非正規労働者の待遇改善につきましまた、非正規労働者の待遇改善につきましまた、非正規労働者の待遇改善につきましまた、非正規労働者の待遇改善につきまし

ては、パートタイマーなどの雇用条件や待遇ては、パートタイマーなどの雇用条件や待遇ては、パートタイマーなどの雇用条件や待遇ては、パートタイマーなどの雇用条件や待遇

を見直すことにより、安定した収入や将来にを見直すことにより、安定した収入や将来にを見直すことにより、安定した収入や将来にを見直すことにより、安定した収入や将来に

向けた生活設計の見込みができることから向けた生活設計の見込みができることから向けた生活設計の見込みができることから向けた生活設計の見込みができることから、、、、

労働条件を改善し保護への移行防止を図ろう労働条件を改善し保護への移行防止を図ろう労働条件を改善し保護への移行防止を図ろう労働条件を改善し保護への移行防止を図ろう

とする内容であると考えております。とする内容であると考えております。とする内容であると考えております。とする内容であると考えております。    

    いずれにいたしましても、この提言を受けいずれにいたしましても、この提言を受けいずれにいたしましても、この提言を受けいずれにいたしましても、この提言を受け

た国の考え方については、まだまだ不透明なた国の考え方については、まだまだ不透明なた国の考え方については、まだまだ不透明なた国の考え方については、まだまだ不透明な

ところがございますので、今後その動向につところがございますので、今後その動向につところがございますので、今後その動向につところがございますので、今後その動向につ

きまして情報収集してまいりたいと考えておきまして情報収集してまいりたいと考えておきまして情報収集してまいりたいと考えておきまして情報収集してまいりたいと考えてお

ります。ります。ります。ります。    

    最後に、病院統合について、雇用の最後に、病院統合について、雇用の最後に、病院統合について、雇用の最後に、病院統合について、雇用の確保に確保に確保に確保に

ついてでありますが、新病院は持続可能な病ついてでありますが、新病院は持続可能な病ついてでありますが、新病院は持続可能な病ついてでありますが、新病院は持続可能な病

院にすることが重要と考えておりまして院にすることが重要と考えておりまして院にすることが重要と考えておりまして院にすることが重要と考えておりまして、今、今、今、今

後後後後、、、、労働者健康福祉機構と新病院の職員配置労働者健康福祉機構と新病院の職員配置労働者健康福祉機構と新病院の職員配置労働者健康福祉機構と新病院の職員配置

等を具体的な詰めを行うこととしております。等を具体的な詰めを行うこととしております。等を具体的な詰めを行うこととしております。等を具体的な詰めを行うこととしております。    

    職員の対応につきましては、機構及び市に職員の対応につきましては、機構及び市に職員の対応につきましては、機構及び市に職員の対応につきましては、機構及び市に

おいておいておいておいて、、、、それぞれで行うこととしており、新それぞれで行うこととしており、新それぞれで行うこととしており、新それぞれで行うこととしており、新

病院で多くの病院で多くの病院で多くの病院で多くの方々方々方々方々を雇用できるよう医師の確を雇用できるよう医師の確を雇用できるよう医師の確を雇用できるよう医師の確

保に努め保に努め保に努め保に努め、、、、診療体制を確立することが急務と診療体制を確立することが急務と診療体制を確立することが急務と診療体制を確立することが急務と

考えております。考えております。考えております。考えております。    

    いずれにしましても医師の確保とともに雇いずれにしましても医師の確保とともに雇いずれにしましても医師の確保とともに雇いずれにしましても医師の確保とともに雇

用の確保は重要な課題であり、機構と連携用の確保は重要な課題であり、機構と連携用の確保は重要な課題であり、機構と連携用の確保は重要な課題であり、機構と連携しししし

ながら対応してまいりたいと考えております。ながら対応してまいりたいと考えております。ながら対応してまいりたいと考えております。ながら対応してまいりたいと考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    教育長。教育長。教育長。教育長。    

●教育長村上●教育長村上●教育長村上●教育長村上忠雄君忠雄君忠雄君忠雄君    長谷川議員のご質問に長谷川議員のご質問に長谷川議員のご質問に長谷川議員のご質問に

お答えをいたします。お答えをいたします。お答えをいたします。お答えをいたします。    

    初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります初めに、教育再生会議についてであります

が、これはが、これはが、これはが、これは 21212121 世紀の日本にふさわしい教育体世紀の日本にふさわしい教育体世紀の日本にふさわしい教育体世紀の日本にふさわしい教育体

制を構築し、教育の再生を図っていくために、制を構築し、教育の再生を図っていくために、制を構築し、教育の再生を図っていくために、制を構築し、教育の再生を図っていくために、
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教育の根本、基本にさかのぼった改革を推進教育の根本、基本にさかのぼった改革を推進教育の根本、基本にさかのぼった改革を推進教育の根本、基本にさかのぼった改革を推進

する必要性があるということから、平成する必要性があるということから、平成する必要性があるということから、平成する必要性があるということから、平成 18181818

年年年年 10101010 月月月月 10101010 日に閣議決定され、設置されたも日に閣議決定され、設置されたも日に閣議決定され、設置されたも日に閣議決定され、設置されたも

のと認識をしております。のと認識をしております。のと認識をしております。のと認識をしております。    

    その構成は、内閣総理大臣、内閣官房長官その構成は、内閣総理大臣、内閣官房長官その構成は、内閣総理大臣、内閣官房長官その構成は、内閣総理大臣、内閣官房長官

及び文部科学大臣並びに有識者となっており、及び文部科学大臣並びに有識者となっており、及び文部科学大臣並びに有識者となっており、及び文部科学大臣並びに有識者となっており、

必要に応じ関係者の出席を求めることができ必要に応じ関係者の出席を求めることができ必要に応じ関係者の出席を求めることができ必要に応じ関係者の出席を求めることができ

るとされております。るとされております。るとされております。るとされております。    

    教育再生会議の報告につきましては、今後教育再生会議の報告につきましては、今後教育再生会議の報告につきましては、今後教育再生会議の報告につきましては、今後

の教育の教育の教育の教育の方向性を示す上でもの方向性を示す上でもの方向性を示す上でもの方向性を示す上でも、、、、非常に重要な非常に重要な非常に重要な非常に重要な

位置位置位置位置付付付付けとなるものでありますことから、幅けとなるものでありますことから、幅けとなるものでありますことから、幅けとなるものでありますことから、幅

広く教育関係者等の意見に耳を傾けながら、広く教育関係者等の意見に耳を傾けながら、広く教育関係者等の意見に耳を傾けながら、広く教育関係者等の意見に耳を傾けながら、

国民的な議論として十分時間をかけ国民的な議論として十分時間をかけ国民的な議論として十分時間をかけ国民的な議論として十分時間をかけ、、、、慎重に慎重に慎重に慎重に

検討していく必要がある、このように考えて検討していく必要がある、このように考えて検討していく必要がある、このように考えて検討していく必要がある、このように考えて

いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。    

    次に、美唄聖華高校についてでありますが、次に、美唄聖華高校についてでありますが、次に、美唄聖華高校についてでありますが、次に、美唄聖華高校についてでありますが、

現在現在現在現在、、、、道内にある看護学科道内にある看護学科道内にある看護学科道内にある看護学科はははは美唄と稚内に美唄と稚内に美唄と稚内に美唄と稚内に設設設設

置されておりますが、北海道教育委員会とし置されておりますが、北海道教育委員会とし置されておりますが、北海道教育委員会とし置されておりますが、北海道教育委員会とし

ては、看護ては、看護ては、看護ては、看護学科学科学科学科も含めて職業学科につきましも含めて職業学科につきましも含めて職業学科につきましも含めて職業学科につきまし

ては中学校卒業者数の状況などにより、総合ては中学校卒業者数の状況などにより、総合ては中学校卒業者数の状況などにより、総合ては中学校卒業者数の状況などにより、総合

的に今後の配置を検討するとのことでありま的に今後の配置を検討するとのことでありま的に今後の配置を検討するとのことでありま的に今後の配置を検討するとのことでありま

して、教育委員会といたしましてもして、教育委員会といたしましてもして、教育委員会といたしましてもして、教育委員会といたしましても、、、、このよこのよこのよこのよ

うなうなうなうな動動動動向を向を向を向を見極めながら対応してまいりたい見極めながら対応してまいりたい見極めながら対応してまいりたい見極めながら対応してまいりたい

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。    

    次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、次に、美唄工業高校についてでありますが、

「「「「公立高等学校配置計画案公立高等学校配置計画案公立高等学校配置計画案公立高等学校配置計画案」」」」では、平成では、平成では、平成では、平成 22222222

年に学級減が年に学級減が年に学級減が年に学級減が示され示され示され示されたところであります。教たところであります。教たところであります。教たところであります。教

育委員会といたしましては、本年５月に行政、育委員会といたしましては、本年５月に行政、育委員会といたしましては、本年５月に行政、育委員会といたしましては、本年５月に行政、

経済関係者及び教育関係者などにより構成さ経済関係者及び教育関係者などにより構成さ経済関係者及び教育関係者などにより構成さ経済関係者及び教育関係者などにより構成さ

れておりますれておりますれておりますれております「「「「美唄市高校問題等対策協議会美唄市高校問題等対策協議会美唄市高校問題等対策協議会美唄市高校問題等対策協議会」」」」

を開催して、市内の高校が置かれている現状を開催して、市内の高校が置かれている現状を開催して、市内の高校が置かれている現状を開催して、市内の高校が置かれている現状

と今後の市内の高校のあり方を検討するため、と今後の市内の高校のあり方を検討するため、と今後の市内の高校のあり方を検討するため、と今後の市内の高校のあり方を検討するため、

検討委員会の設置をしたところでございます。検討委員会の設置をしたところでございます。検討委員会の設置をしたところでございます。検討委員会の設置をしたところでございます。    

    今後、この検討委員会での議論の内容など今後、この検討委員会での議論の内容など今後、この検討委員会での議論の内容など今後、この検討委員会での議論の内容など

を踏まえ、北海道教育委員会と協議をしてまを踏まえ、北海道教育委員会と協議をしてまを踏まえ、北海道教育委員会と協議をしてまを踏まえ、北海道教育委員会と協議をしてま

いりますといりますといりますといりますとともに、地元高校の生徒確保に向ともに、地元高校の生徒確保に向ともに、地元高校の生徒確保に向ともに、地元高校の生徒確保に向

け、高校と連携した取り組みを行っていかなけ、高校と連携した取り組みを行っていかなけ、高校と連携した取り組みを行っていかなけ、高校と連携した取り組みを行っていかな

ければならないものと考えております。ければならないものと考えております。ければならないものと考えております。ければならないものと考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    ７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。７番長谷川吉春議員。    

●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員●７番長谷川吉春議員    １つは所得税、住民１つは所得税、住民１つは所得税、住民１つは所得税、住民

税、いわゆる税源移譲に伴う税負担の問題で税、いわゆる税源移譲に伴う税負担の問題で税、いわゆる税源移譲に伴う税負担の問題で税、いわゆる税源移譲に伴う税負担の問題で

すけれども、これはすけれども、これはすけれども、これはすけれども、これは今年の今年の今年の今年の３月の確定申告の３月の確定申告の３月の確定申告の３月の確定申告の

ときにもらった資料ですけれど、平成ときにもらった資料ですけれど、平成ときにもらった資料ですけれど、平成ときにもらった資料ですけれど、平成 19191919 年か年か年か年か

らあなたの所得税、住民税がかわりますといらあなたの所得税、住民税がかわりますといらあなたの所得税、住民税がかわりますといらあなたの所得税、住民税がかわりますとい

うことですけれども、言ってみれば住民税はうことですけれども、言ってみれば住民税はうことですけれども、言ってみれば住民税はうことですけれども、言ってみれば住民税は

ふえるけれども所得税が減る。だから基本的ふえるけれども所得税が減る。だから基本的ふえるけれども所得税が減る。だから基本的ふえるけれども所得税が減る。だから基本的

にはにはにはには今までと今までと今までと今までと負担は変わらないんだと負担は変わらないんだと負担は変わらないんだと負担は変わらないんだといいいいうこうこうこうこ

とです。とです。とです。とです。ここに書かれている基本は。ここに書かれている基本は。ここに書かれている基本は。ここに書かれている基本は。いろいいろいいろいいろい

ろろろろ細かい細かい細かい細かい数字が出ていて、あるいはモデル数字が出ていて、あるいはモデル数字が出ていて、あるいはモデル数字が出ていて、あるいはモデルケケケケ

ースなどもースなどもースなどもースなども幾幾幾幾つか出ているんですけれども、つか出ているんですけれども、つか出ているんですけれども、つか出ているんですけれども、

書かれているのは書かれているのは書かれているのは書かれているのは、、、、ほとんどの方は１月分かほとんどの方は１月分かほとんどの方は１月分かほとんどの方は１月分か

ら所得税が減り、その分６月分から住民税がら所得税が減り、その分６月分から住民税がら所得税が減り、その分６月分から住民税がら所得税が減り、その分６月分から住民税が

ふえることになります。しかし、税源の移しふえることになります。しかし、税源の移しふえることになります。しかし、税源の移しふえることになります。しかし、税源の移し

替えなので所得税、住民税の負担は基本的に替えなので所得税、住民税の負担は基本的に替えなので所得税、住民税の負担は基本的に替えなので所得税、住民税の負担は基本的に

は変わりませんと、これが担当した人からもは変わりませんと、これが担当した人からもは変わりませんと、これが担当した人からもは変わりませんと、これが担当した人からも

らったものです。らったものです。らったものです。らったものです。    

    税源移譲の問題については、これは国の方税源移譲の問題については、これは国の方税源移譲の問題については、これは国の方税源移譲の問題については、これは国の方

の説明でもそういう説明されているし、それの説明でもそういう説明されているし、それの説明でもそういう説明されているし、それの説明でもそういう説明されているし、それ

からからからからいつだったか、半月ほど前だったか、もいつだったか、半月ほど前だったか、もいつだったか、半月ほど前だったか、もいつだったか、半月ほど前だったか、も

っと前だったかちょっと忘れたんですけれどっと前だったかちょっと忘れたんですけれどっと前だったかちょっと忘れたんですけれどっと前だったかちょっと忘れたんですけれど

も、テレビのコマーシャルで住民税と所得税も、テレビのコマーシャルで住民税と所得税も、テレビのコマーシャルで住民税と所得税も、テレビのコマーシャルで住民税と所得税

が税源移譲によっが税源移譲によっが税源移譲によっが税源移譲によってもほとんどてもほとんどてもほとんどてもほとんど変変変変わらないんわらないんわらないんわらないん

だという、そういうコマーシャル見てびっくだという、そういうコマーシャル見てびっくだという、そういうコマーシャル見てびっくだという、そういうコマーシャル見てびっく

りしたんです。こういう説明、コマーシャル、りしたんです。こういう説明、コマーシャル、りしたんです。こういう説明、コマーシャル、りしたんです。こういう説明、コマーシャル、

テレビ、国の税金をかけて、そういう説明をテレビ、国の税金をかけて、そういう説明をテレビ、国の税金をかけて、そういう説明をテレビ、国の税金をかけて、そういう説明を

しなければならないほど、やはりこれはしなければならないほど、やはりこれはしなければならないほど、やはりこれはしなければならないほど、やはりこれは定率定率定率定率

減税減税減税減税の問題も絡んでいますからの問題も絡んでいますからの問題も絡んでいますからの問題も絡んでいますから、、、、税源移譲に税源移譲に税源移譲に税源移譲に

よる住民税の増税という部分でよる住民税の増税という部分でよる住民税の増税という部分でよる住民税の増税という部分で、、、、国民の中で、国民の中で、国民の中で、国民の中で、
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あるいは美唄市民の中での関心が高いんだとあるいは美唄市民の中での関心が高いんだとあるいは美唄市民の中での関心が高いんだとあるいは美唄市民の中での関心が高いんだと

思うんですけれども、いわゆる税源の移し替思うんですけれども、いわゆる税源の移し替思うんですけれども、いわゆる税源の移し替思うんですけれども、いわゆる税源の移し替

えなので所得税、住民税の負担は基本的にはえなので所得税、住民税の負担は基本的にはえなので所得税、住民税の負担は基本的にはえなので所得税、住民税の負担は基本的には

変変変変わりませんと、わりませんと、わりませんと、わりませんと、ははははたしてそうだろうかと私たしてそうだろうかと私たしてそうだろうかと私たしてそうだろうかと私

はははは、、、、そう疑問を思うわけです。そう疑問を思うわけです。そう疑問を思うわけです。そう疑問を思うわけです。    

    ちなみについこの間、納付書が来ましたのちなみについこの間、納付書が来ましたのちなみについこの間、納付書が来ましたのちなみについこの間、納付書が来ましたの

で、私の納付証で、私の納付証で、私の納付証で、私の納付証書です。納付書が来ましたの書です。納付書が来ましたの書です。納付書が来ましたの書です。納付書が来ましたの

で、その納付書をで、その納付書をで、その納付書をで、その納付書を持持持持って税務課へ行っていろって税務課へ行っていろって税務課へ行っていろって税務課へ行っていろ

いろ説明していただきました。税金が、住民いろ説明していただきました。税金が、住民いろ説明していただきました。税金が、住民いろ説明していただきました。税金が、住民

税がこう税がこう税がこう税がこう変変変変わります、所得税がこうわります、所得税がこうわります、所得税がこうわります、所得税がこう変変変変わりまわりまわりまわりま

すといろいろ説明していただいたんですけれすといろいろ説明していただいたんですけれすといろいろ説明していただいたんですけれすといろいろ説明していただいたんですけれ

ども、それで見ると基本的に変わりませんでども、それで見ると基本的に変わりませんでども、それで見ると基本的に変わりませんでども、それで見ると基本的に変わりませんで

はなくて、はなくて、はなくて、はなくて、変変変変わっているんです。いわゆる両わっているんです。いわゆる両わっているんです。いわゆる両わっているんです。いわゆる両

方合わせた分では、やはり増額になっている方合わせた分では、やはり増額になっている方合わせた分では、やはり増額になっている方合わせた分では、やはり増額になっている

わけです。わけです。わけです。わけです。だからだからだからだから、、、、そうすると基本的にはそうすると基本的にはそうすると基本的にはそうすると基本的には変変変変

わりませんとわりませんとわりませんとわりませんと言って言って言って言っているけれども、実際にはいるけれども、実際にはいるけれども、実際にはいるけれども、実際には

変わっている人たちもいるんだということで変わっている人たちもいるんだということで変わっている人たちもいるんだということで変わっている人たちもいるんだということで

す。す。す。す。    

    私のことで大変恐縮ですけれども、私のことで大変恐縮ですけれども、私のことで大変恐縮ですけれども、私のことで大変恐縮ですけれども、私の場私の場私の場私の場

合、去年も合、去年も合、去年も合、去年も今年も今年も今年も今年も所得の方はまったく変わら所得の方はまったく変わら所得の方はまったく変わら所得の方はまったく変わら

ないです。議員報酬が上がっているわけでなないです。議員報酬が上がっているわけでなないです。議員報酬が上がっているわけでなないです。議員報酬が上がっているわけでな

いし、年金が上がっているわけでない。それいし、年金が上がっているわけでない。それいし、年金が上がっているわけでない。それいし、年金が上がっているわけでない。それ

から家族構成もから家族構成もから家族構成もから家族構成も変変変変わっていない。だからわっていない。だからわっていない。だからわっていない。だから、、、、ほほほほ

とんど中身は変わらないんですけれど、実際とんど中身は変わらないんですけれど、実際とんど中身は変わらないんですけれど、実際とんど中身は変わらないんですけれど、実際

に細かく計算してみると、に細かく計算してみると、に細かく計算してみると、に細かく計算してみると、定率定率定率定率減税減税減税減税廃止によ廃止によ廃止によ廃止によ

る増税以外にも、一定の金額がふえているわる増税以外にも、一定の金額がふえているわる増税以外にも、一定の金額がふえているわる増税以外にも、一定の金額がふえているわ

けです。けです。けです。けです。    

    これは、私の例で申し訳ないんですけれど、これは、私の例で申し訳ないんですけれど、これは、私の例で申し訳ないんですけれど、これは、私の例で申し訳ないんですけれど、

私のような家庭、私のような家庭、私のような家庭、私のような家庭、例例例例えば去年もえば去年もえば去年もえば去年も今年も今年も今年も今年もほとんほとんほとんほとん

ど変わらないと、家族構成も収入もほとんどど変わらないと、家族構成も収入もほとんどど変わらないと、家族構成も収入もほとんどど変わらないと、家族構成も収入もほとんど

変変変変わらないというところはわらないというところはわらないというところはわらないというところは、、、、美唄市にも随分美唄市にも随分美唄市にも随分美唄市にも随分

たくさんたくさんたくさんたくさんおおおおられると思うんです。極めて平凡られると思うんです。極めて平凡られると思うんです。極めて平凡られると思うんです。極めて平凡

な家庭だと思うんです。そういう家庭で基本な家庭だと思うんです。そういう家庭で基本な家庭だと思うんです。そういう家庭で基本な家庭だと思うんです。そういう家庭で基本

的に的に的に的に変変変変わらないのではわらないのではわらないのではわらないのではなくて、実際には増税なくて、実際には増税なくて、実際には増税なくて、実際には増税

になっているということが出てきているわけになっているということが出てきているわけになっているということが出てきているわけになっているということが出てきているわけ

です。しかし、多くの人たちが基本的には変です。しかし、多くの人たちが基本的には変です。しかし、多くの人たちが基本的には変です。しかし、多くの人たちが基本的には変

わりませんというから変わっていないんだなわりませんというから変わっていないんだなわりませんというから変わっていないんだなわりませんというから変わっていないんだな

と、もしそうした思い込みがあるとすれば、と、もしそうした思い込みがあるとすれば、と、もしそうした思い込みがあるとすれば、と、もしそうした思い込みがあるとすれば、

そうでない場合もあるんだよということも、そうでない場合もあるんだよということも、そうでない場合もあるんだよということも、そうでない場合もあるんだよということも、

これは当然説明していかなければならない、これは当然説明していかなければならない、これは当然説明していかなければならない、これは当然説明していかなければならない、

私はそう思うんです。私はそう思うんです。私はそう思うんです。私はそう思うんです。    

    そうした説明を、どのようにしていくのか。そうした説明を、どのようにしていくのか。そうした説明を、どのようにしていくのか。そうした説明を、どのようにしていくのか。

窓口に問い合わせに来た人だとか、そういう窓口に問い合わせに来た人だとか、そういう窓口に問い合わせに来た人だとか、そういう窓口に問い合わせに来た人だとか、そういう

人た人た人た人たちには説明はできると思いますけれども、ちには説明はできると思いますけれども、ちには説明はできると思いますけれども、ちには説明はできると思いますけれども、

そうでなそうでなそうでなそうでない人たちにも当然市としても説明をい人たちにも当然市としても説明をい人たちにも当然市としても説明をい人たちにも当然市としても説明を

していかなければならないと思うんですけれしていかなければならないと思うんですけれしていかなければならないと思うんですけれしていかなければならないと思うんですけれ

ど、そうした中身をどのようど、そうした中身をどのようど、そうした中身をどのようど、そうした中身をどのように説明しようとに説明しようとに説明しようとに説明しようと

しているのか、今後の取り組み、その辺のおしているのか、今後の取り組み、その辺のおしているのか、今後の取り組み、その辺のおしているのか、今後の取り組み、その辺のお

考えを考えを考えを考えをお聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。お聞きしたいと思います。    

    それから次に、生活保護制度の問題ですけそれから次に、生活保護制度の問題ですけそれから次に、生活保護制度の問題ですけそれから次に、生活保護制度の問題ですけ

れども、今度の提言、いわゆる全国知事会とれども、今度の提言、いわゆる全国知事会とれども、今度の提言、いわゆる全国知事会とれども、今度の提言、いわゆる全国知事会と

全国市長会、両方が共同して設置したのが新全国市長会、両方が共同して設置したのが新全国市長会、両方が共同して設置したのが新全国市長会、両方が共同して設置したのが新

たなセーフティネット検討会ということで、たなセーフティネット検討会ということで、たなセーフティネット検討会ということで、たなセーフティネット検討会ということで、

そこでの提言が、先ほど質問した中身なわけそこでの提言が、先ほど質問した中身なわけそこでの提言が、先ほど質問した中身なわけそこでの提言が、先ほど質問した中身なわけ

です。その提言の中身どうだということで質です。その提言の中身どうだということで質です。その提言の中身どうだということで質です。その提言の中身どうだということで質

問しましたけれども。問しましたけれども。問しましたけれども。問しましたけれども。    

    しかし、この提言の中身、ずっと先ほどのしかし、この提言の中身、ずっと先ほどのしかし、この提言の中身、ずっと先ほどのしかし、この提言の中身、ずっと先ほどの

ご答弁聞いてみても、やはりその狙いはご答弁聞いてみても、やはりその狙いはご答弁聞いてみても、やはりその狙いはご答弁聞いてみても、やはりその狙いは、、、、生生生生

活保護を受けづらくする、そうした中身とし活保護を受けづらくする、そうした中身とし活保護を受けづらくする、そうした中身とし活保護を受けづらくする、そうした中身とし

か受け取れない中身になっているわけです。か受け取れない中身になっているわけです。か受け取れない中身になっているわけです。か受け取れない中身になっているわけです。

例例例例ええええば就労促進、強力に促進させるという提ば就労促進、強力に促進させるという提ば就労促進、強力に促進させるという提ば就労促進、強力に促進させるという提

言の中にはそういうことがあったりして、こ言の中にはそういうことがあったりして、こ言の中にはそういうことがあったりして、こ言の中にはそういうことがあったりして、こ

れまでもいろんな形でれまでもいろんな形でれまでもいろんな形でれまでもいろんな形で、、、、美唄もそうですけれ美唄もそうですけれ美唄もそうですけれ美唄もそうですけれ

ども、生保を受けている世帯に対しても、あども、生保を受けている世帯に対しても、あども、生保を受けている世帯に対しても、あども、生保を受けている世帯に対しても、あ

るいは受けたいという人たちに対しても、美るいは受けたいという人たちに対しても、美るいは受けたいという人たちに対しても、美るいは受けたいという人たちに対しても、美

唄市としてもいろんな形で就労の対策、支援唄市としてもいろんな形で就労の対策、支援唄市としてもいろんな形で就労の対策、支援唄市としてもいろんな形で就労の対策、支援

そういうことをやってきて、それなりの成果、そういうことをやってきて、それなりの成果、そういうことをやってきて、それなりの成果、そういうことをやってきて、それなりの成果、

そういうもの上がっていると思うんですけれそういうもの上がっていると思うんですけれそういうもの上がっていると思うんですけれそういうもの上がっていると思うんですけれ
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ども、それを強力に進めるということです。ども、それを強力に進めるということです。ども、それを強力に進めるということです。ども、それを強力に進めるということです。    

    これまで生活保護制度そのものが、この数これまで生活保護制度そのものが、この数これまで生活保護制度そのものが、この数これまで生活保護制度そのものが、この数

年の間、生活保護そのものを非常に受けづら年の間、生活保護そのものを非常に受けづら年の間、生活保護そのものを非常に受けづら年の間、生活保護そのものを非常に受けづら

くなってきているというのが実際の中身だとくなってきているというのが実際の中身だとくなってきているというのが実際の中身だとくなってきているというのが実際の中身だと

思うんです。ここ１、２年の間で思うんです。ここ１、２年の間で思うんです。ここ１、２年の間で思うんです。ここ１、２年の間で見見見見てもてもてもても、、、、例例例例

えばえばえばえば生活保護を申請しても認められなかった生活保護を申請しても認められなかった生活保護を申請しても認められなかった生活保護を申請しても認められなかった

とととと、そのために餓死したというのがついこの、そのために餓死したというのがついこの、そのために餓死したというのがついこの、そのために餓死したというのがついこの

間の、去年の話でしょうこれは。北九州市で間の、去年の話でしょうこれは。北九州市で間の、去年の話でしょうこれは。北九州市で間の、去年の話でしょうこれは。北九州市で

起きていますけれども。それから起きていますけれども。それから起きていますけれども。それから起きていますけれども。それから、、、、生活保護生活保護生活保護生活保護

を申請したけれども受けられなかったというを申請したけれども受けられなかったというを申請したけれども受けられなかったというを申請したけれども受けられなかったという

ことで自殺している人もいる。ことで自殺している人もいる。ことで自殺している人もいる。ことで自殺している人もいる。それからそれからそれからそれからこれこれこれこれ

も新潟での事件ですけれども、生保申請したも新潟での事件ですけれども、生保申請したも新潟での事件ですけれども、生保申請したも新潟での事件ですけれども、生保申請した

けれども受けられなかったということで、そけれども受けられなかったということで、そけれども受けられなかったということで、そけれども受けられなかったということで、そ

れに抗議するということで、福祉事務所の前れに抗議するということで、福祉事務所の前れに抗議するということで、福祉事務所の前れに抗議するということで、福祉事務所の前

で焼身自殺したということがで焼身自殺したということがで焼身自殺したということがで焼身自殺したということが、、、、現実に現実に現実に現実にそういそういそういそうい

うことがうことがうことがうことが起きているわけです。起きているわけです。起きているわけです。起きているわけです。    

    そうしたことが、この提言を実際に実施しそうしたことが、この提言を実際に実施しそうしたことが、この提言を実際に実施しそうしたことが、この提言を実際に実施し

ていく場合には、そうしたていく場合には、そうしたていく場合には、そうしたていく場合には、そうしたことことことことが一層が一層が一層が一層深刻な深刻な深刻な深刻な

事態になっていきかねない、そういう内容事態になっていきかねない、そういう内容事態になっていきかねない、そういう内容事態になっていきかねない、そういう内容をををを

持っている持っている持っている持っている、私はそう思うわけです。、私はそう思うわけです。、私はそう思うわけです。、私はそう思うわけです。    

    全国知事会、市長会の共同で設置した新た全国知事会、市長会の共同で設置した新た全国知事会、市長会の共同で設置した新た全国知事会、市長会の共同で設置した新た

なセーフティネット検討会。これはなセーフティネット検討会。これはなセーフティネット検討会。これはなセーフティネット検討会。これは、、、、全国市全国市全国市全国市

長会も入っているわけですから、当然その構長会も入っているわけですから、当然その構長会も入っているわけですから、当然その構長会も入っているわけですから、当然その構

成員の一員である桜井市長もその構成員の一成員の一員である桜井市長もその構成員の一成員の一員である桜井市長もその構成員の一成員の一員である桜井市長もその構成員の一

員であります。当然員であります。当然員であります。当然員であります。当然、、、、提言の中身に対して重提言の中身に対して重提言の中身に対して重提言の中身に対して重

大な責任があると私はそう思うんです。もち大な責任があると私はそう思うんです。もち大な責任があると私はそう思うんです。もち大な責任があると私はそう思うんです。もち

ろん日本の中にはろん日本の中にはろん日本の中にはろん日本の中には 830830830830 ぐらいの市がありますぐらいの市がありますぐらいの市がありますぐらいの市があります

から、それだけの人数が、市長がおられるとから、それだけの人数が、市長がおられるとから、それだけの人数が、市長がおられるとから、それだけの人数が、市長がおられると

思いますし、市長の中にはそうした生活保護思いますし、市長の中にはそうした生活保護思いますし、市長の中にはそうした生活保護思いますし、市長の中にはそうした生活保護

行政に対する考え方、いろんな違いをお持ち行政に対する考え方、いろんな違いをお持ち行政に対する考え方、いろんな違いをお持ち行政に対する考え方、いろんな違いをお持ち

の方もいると思いますけれどもの方もいると思いますけれどもの方もいると思いますけれどもの方もいると思いますけれども、私は少なく、私は少なく、私は少なく、私は少なく

とも美唄市長である桜井市長が美唄市民の立とも美唄市長である桜井市長が美唄市民の立とも美唄市長である桜井市長が美唄市民の立とも美唄市長である桜井市長が美唄市民の立

場に立って、本当にそうした弱者を守る立場、場に立って、本当にそうした弱者を守る立場、場に立って、本当にそうした弱者を守る立場、場に立って、本当にそうした弱者を守る立場、

その立場に立って福祉行政を進めてほしいとその立場に立って福祉行政を進めてほしいとその立場に立って福祉行政を進めてほしいとその立場に立って福祉行政を進めてほしいと

思いますけれども、市長のお考えをお聞きし思いますけれども、市長のお考えをお聞きし思いますけれども、市長のお考えをお聞きし思いますけれども、市長のお考えをお聞きし

たいと思います。たいと思います。たいと思います。たいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答長谷川議員の質問にお答

えします。えします。えします。えします。    

    税源移譲による税負担の増加についてであ税源移譲による税負担の増加についてであ税源移譲による税負担の増加についてであ税源移譲による税負担の増加についてであ

りますが、所得の増減や所得税と住民税の課りますが、所得の増減や所得税と住民税の課りますが、所得の増減や所得税と住民税の課りますが、所得の増減や所得税と住民税の課

税対象となる年所得の違いによりまして、税税対象となる年所得の違いによりまして、税税対象となる年所得の違いによりまして、税税対象となる年所得の違いによりまして、税

額に影響する事例が生じる場合もありますの額に影響する事例が生じる場合もありますの額に影響する事例が生じる場合もありますの額に影響する事例が生じる場合もありますの

で、個々の住民税についてのお問い合わせなで、個々の住民税についてのお問い合わせなで、個々の住民税についてのお問い合わせなで、個々の住民税についてのお問い合わせな

どを通どを通どを通どを通ししししてててて、、、、できるだけわかりやすい説明にできるだけわかりやすい説明にできるだけわかりやすい説明にできるだけわかりやすい説明に

努努努努めてまいりたいと考えております。めてまいりたいと考えております。めてまいりたいと考えております。めてまいりたいと考えております。    

    次に、生活保護制度の見直しについてであ次に、生活保護制度の見直しについてであ次に、生活保護制度の見直しについてであ次に、生活保護制度の見直しについてであ

りますが、りますが、りますが、りますが、提言提言提言提言につきましては、憲法で規定につきましては、憲法で規定につきましては、憲法で規定につきましては、憲法で規定

さささされれれれているているているている最低限度の生活最低限度の生活最低限度の生活最低限度の生活保障保障保障保障を守りつつを守りつつを守りつつを守りつつ、、、、

現在の社会状況に対応すべ現在の社会状況に対応すべ現在の社会状況に対応すべ現在の社会状況に対応すべくくくく内容に見直しを内容に見直しを内容に見直しを内容に見直しを

行おうという趣旨のものであると考えており行おうという趣旨のものであると考えており行おうという趣旨のものであると考えており行おうという趣旨のものであると考えており

ます。ます。ます。ます。    

    私といたしましては、市民が安定した生活私といたしましては、市民が安定した生活私といたしましては、市民が安定した生活私といたしましては、市民が安定した生活

を送るため被保護者のみならずを送るため被保護者のみならずを送るため被保護者のみならずを送るため被保護者のみならず、、、、低所得者層低所得者層低所得者層低所得者層

に対しましても支援体制のあり方についてはに対しましても支援体制のあり方についてはに対しましても支援体制のあり方についてはに対しましても支援体制のあり方については

見直しが必要であるとともに、当然見直しが必要であるとともに、当然見直しが必要であるとともに、当然見直しが必要であるとともに、当然、、、、国の責国の責国の責国の責

任においてセーフティネットとしての制度の任においてセーフティネットとしての制度の任においてセーフティネットとしての制度の任においてセーフティネットとしての制度の

充実が必要であると考えております。充実が必要であると考えております。充実が必要であると考えております。充実が必要であると考えております。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    次に移ります。次に移ります。次に移ります。次に移ります。    

    13131313 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●13131313 番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）    2007200720072007 年第２回年第２回年第２回年第２回

市議会定例会に市議会定例会に市議会定例会に市議会定例会にああああたり、ごみ処理行政と財政たり、ごみ処理行政と財政たり、ごみ処理行政と財政たり、ごみ処理行政と財政

運営の２点について市長に質問いたします。運営の２点について市長に質問いたします。運営の２点について市長に質問いたします。運営の２点について市長に質問いたします。    

    ごみ処理行政については、家庭ごみ有料化ごみ処理行政については、家庭ごみ有料化ごみ処理行政については、家庭ごみ有料化ごみ処理行政については、家庭ごみ有料化

に踏み切ろうとしている節目の年度にに踏み切ろうとしている節目の年度にに踏み切ろうとしている節目の年度にに踏み切ろうとしている節目の年度にああああたり、たり、たり、たり、

これまでのごみ処理行政の総括を求めるととこれまでのごみ処理行政の総括を求めるととこれまでのごみ処理行政の総括を求めるととこれまでのごみ処理行政の総括を求めるとと

もに、家庭ごみ有料化の基本的課題についてもに、家庭ごみ有料化の基本的課題についてもに、家庭ごみ有料化の基本的課題についてもに、家庭ごみ有料化の基本的課題について

市長の認識を求めたいと考えています。市長の認識を求めたいと考えています。市長の認識を求めたいと考えています。市長の認識を求めたいと考えています。    
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    また、財政運営については、また、財政運営については、また、財政運営については、また、財政運営については、06060606 年度、平成年度、平成年度、平成年度、平成

18181818 年度の出納閉鎖に伴う決算概要が示され年度の出納閉鎖に伴う決算概要が示され年度の出納閉鎖に伴う決算概要が示され年度の出納閉鎖に伴う決算概要が示され

たことから、その主な内容とともに、決算をたことから、その主な内容とともに、決算をたことから、その主な内容とともに、決算をたことから、その主な内容とともに、決算を

市政の重要課題であります財政再建団体に市政の重要課題であります財政再建団体に市政の重要課題であります財政再建団体に市政の重要課題であります財政再建団体に転転転転

落しないための施策にどう落しないための施策にどう落しないための施策にどう落しないための施策にどう生生生生かそうとしていかそうとしていかそうとしていかそうとしてい

るのか、市長の課題解決に向けた基本的取りるのか、市長の課題解決に向けた基本的取りるのか、市長の課題解決に向けた基本的取りるのか、市長の課題解決に向けた基本的取り

組みについて、私の考えを交えて質問をした組みについて、私の考えを交えて質問をした組みについて、私の考えを交えて質問をした組みについて、私の考えを交えて質問をした

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。    

    最初は、ごみ処理行政についてであります。最初は、ごみ処理行政についてであります。最初は、ごみ処理行政についてであります。最初は、ごみ処理行政についてであります。

その１つは、ごみ処理基本計画の進捗状況にその１つは、ごみ処理基本計画の進捗状況にその１つは、ごみ処理基本計画の進捗状況にその１つは、ごみ処理基本計画の進捗状況に

ついて伺います。ついて伺います。ついて伺います。ついて伺います。    

    この計画は、廃棄物の処理及び清掃に関すこの計画は、廃棄物の処理及び清掃に関すこの計画は、廃棄物の処理及び清掃に関すこの計画は、廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律において、市町村に策定が義務付けらる法律において、市町村に策定が義務付けらる法律において、市町村に策定が義務付けらる法律において、市町村に策定が義務付けら

れた一般廃棄物の処理計画であり、美唄市はれた一般廃棄物の処理計画であり、美唄市はれた一般廃棄物の処理計画であり、美唄市はれた一般廃棄物の処理計画であり、美唄市は

2003200320032003 年平成年平成年平成年平成 15151515 年３月にごみ処理基本計画を年３月にごみ処理基本計画を年３月にごみ処理基本計画を年３月にごみ処理基本計画を

策定いたしました。この計画は策定いたしました。この計画は策定いたしました。この計画は策定いたしました。この計画は 2003200320032003 年から年から年から年から

2021202120212021 年、平成年、平成年、平成年、平成 15151515 年から平成年から平成年から平成年から平成 33333333 年までの年までの年までの年までの 19191919

年間の一般廃棄物の排出年間の一般廃棄物の排出年間の一般廃棄物の排出年間の一般廃棄物の排出抑制、減量化、再生抑制、減量化、再生抑制、減量化、再生抑制、減量化、再生

利用の推進、収集運搬、処理利用の推進、収集運搬、処理利用の推進、収集運搬、処理利用の推進、収集運搬、処理、処分等につい、処分等につい、処分等につい、処分等につい

て定められ、さまざまな取り組みにより目標て定められ、さまざまな取り組みにより目標て定められ、さまざまな取り組みにより目標て定められ、さまざまな取り組みにより目標

年次であります年次であります年次であります年次であります 2021202120212021 年には排出量の削減目年には排出量の削減目年には排出量の削減目年には排出量の削減目

標として標として標として標として 25252525％の削減を、再生利用による減量％の削減を、再生利用による減量％の削減を、再生利用による減量％の削減を、再生利用による減量

化目標としては分別化目標としては分別化目標としては分別化目標としては分別収集収集収集収集の徹底により、総排の徹底により、総排の徹底により、総排の徹底により、総排

出量の出量の出量の出量の 27272727％に当たる減量を％に当たる減量を％に当たる減量を％に当たる減量を目指すものと目指すものと目指すものと目指すものとなななな

っています。っています。っています。っています。    

    そこで伺いますが、排出抑制そこで伺いますが、排出抑制そこで伺いますが、排出抑制そこで伺いますが、排出抑制、、、、再生利用適再生利用適再生利用適再生利用適

正処理等ごみの減量化、再資源化のための取正処理等ごみの減量化、再資源化のための取正処理等ごみの減量化、再資源化のための取正処理等ごみの減量化、再資源化のための取

り組んだ施策の内容と、数値目標がどう達成り組んだ施策の内容と、数値目標がどう達成り組んだ施策の内容と、数値目標がどう達成り組んだ施策の内容と、数値目標がどう達成

されたのか、今日までの取り組みの実績ととされたのか、今日までの取り組みの実績ととされたのか、今日までの取り組みの実績ととされたのか、今日までの取り組みの実績とと

もに、市長としてごみ処理基本計画に基づくもに、市長としてごみ処理基本計画に基づくもに、市長としてごみ処理基本計画に基づくもに、市長としてごみ処理基本計画に基づく

取り組みをどう評価しているか、いわゆ取り組みをどう評価しているか、いわゆ取り組みをどう評価しているか、いわゆ取り組みをどう評価しているか、いわゆる中る中る中る中

間的総括をお示ししていただきたいと思いま間的総括をお示ししていただきたいと思いま間的総括をお示ししていただきたいと思いま間的総括をお示ししていただきたいと思いま

す。す。す。す。    

    その２つはその２つはその２つはその２つは、、、、家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ有料有料有料有料化についてであ化についてであ化についてであ化についてであ

ります。このことについてはすでに美唄市廃ります。このことについてはすでに美唄市廃ります。このことについてはすでに美唄市廃ります。このことについてはすでに美唄市廃

棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

の件とともに、関連する予算については平成の件とともに、関連する予算については平成の件とともに、関連する予算については平成の件とともに、関連する予算については平成

19191919 年度美唄市一般会計補正予算第１号が提年度美唄市一般会計補正予算第１号が提年度美唄市一般会計補正予算第１号が提年度美唄市一般会計補正予算第１号が提

案され、今後案され、今後案され、今後案され、今後、、、、それぞれ付託された委員会にそれぞれ付託された委員会にそれぞれ付託された委員会にそれぞれ付託された委員会に

おいて細部にわたる具体的な審査が行われるおいて細部にわたる具体的な審査が行われるおいて細部にわたる具体的な審査が行われるおいて細部にわたる具体的な審査が行われる

ことと思いますので、ここでは基本的課題にことと思いますので、ここでは基本的課題にことと思いますので、ここでは基本的課題にことと思いますので、ここでは基本的課題に

ついて伺いたいと思います。ついて伺いたいと思います。ついて伺いたいと思います。ついて伺いたいと思います。    

    １つは１つは１つは１つは、、、、有料化の法的根拠はどこにあるか有料化の法的根拠はどこにあるか有料化の法的根拠はどこにあるか有料化の法的根拠はどこにあるか

についてであります。一般廃棄物処理行政は、についてであります。一般廃棄物処理行政は、についてであります。一般廃棄物処理行政は、についてであります。一般廃棄物処理行政は、

基礎自治体である市町村が行う最も基礎自治体である市町村が行う最も基礎自治体である市町村が行う最も基礎自治体である市町村が行う最も基本的な基本的な基本的な基本的な

自治事務の１つであり、自治事務の１つであり、自治事務の１つであり、自治事務の１つであり、係る係る係る係る行政支出につい行政支出につい行政支出につい行政支出につい

てはてはてはては自ら自ら自ら自ら処理をしなければならない原則であ処理をしなければならない原則であ処理をしなければならない原則であ処理をしなければならない原則であ

ります事業系ごみ処理費用を除いて、いわゆります事業系ごみ処理費用を除いて、いわゆります事業系ごみ処理費用を除いて、いわゆります事業系ごみ処理費用を除いて、いわゆ

る一般廃棄物については税と一般財源でる一般廃棄物については税と一般財源でる一般廃棄物については税と一般財源でる一般廃棄物については税と一般財源で賄賄賄賄うううう

べきであり、利用が特定される市民に対してべきであり、利用が特定される市民に対してべきであり、利用が特定される市民に対してべきであり、利用が特定される市民に対して

課すと定義付けられている手数料の徴収は、課すと定義付けられている手数料の徴収は、課すと定義付けられている手数料の徴収は、課すと定義付けられている手数料の徴収は、

市民から二重の負担を強いるとの考え方があ市民から二重の負担を強いるとの考え方があ市民から二重の負担を強いるとの考え方があ市民から二重の負担を強いるとの考え方があ

ります。ります。ります。ります。    

    私は私は私は私は、、、、このような考え方は考え方としてもこのような考え方は考え方としてもこのような考え方は考え方としてもこのような考え方は考え方としても、、、、

そういう見方はしていません。地方分権の今そういう見方はしていません。地方分権の今そういう見方はしていません。地方分権の今そういう見方はしていません。地方分権の今

日、市民の合意形成をもとに地域循環型環境日、市民の合意形成をもとに地域循環型環境日、市民の合意形成をもとに地域循環型環境日、市民の合意形成をもとに地域循環型環境

行政を行うというしっかりとした行政目的を行政を行うというしっかりとした行政目的を行政を行うというしっかりとした行政目的を行政を行うというしっかりとした行政目的を

掲げて取り組む行政課題として位置掲げて取り組む行政課題として位置掲げて取り組む行政課題として位置掲げて取り組む行政課題として位置付付付付ければ、ければ、ければ、ければ、

美唄市美唄市美唄市美唄市自ら自ら自ら自らがががが能動的に判断し能動的に判断し能動的に判断し能動的に判断し得得得得るものとるものとるものとるものと理解理解理解理解

をしています。家庭ごみの徴収の根拠についをしています。家庭ごみの徴収の根拠についをしています。家庭ごみの徴収の根拠についをしています。家庭ごみの徴収の根拠につい

ての、市長の考え方を問うものであります。ての、市長の考え方を問うものであります。ての、市長の考え方を問うものであります。ての、市長の考え方を問うものであります。    

    ２つは、美唄市廃棄物減量等審議会答申内２つは、美唄市廃棄物減量等審議会答申内２つは、美唄市廃棄物減量等審議会答申内２つは、美唄市廃棄物減量等審議会答申内

容を実施計画にどう反映したかについてであ容を実施計画にどう反映したかについてであ容を実施計画にどう反映したかについてであ容を実施計画にどう反映したかについてであ

ります。ります。ります。ります。    

    審議会は審議会は審議会は審議会は、、、、2005200520052005 年平成年平成年平成年平成 17171717 年７月に市長か年７月に市長か年７月に市長か年７月に市長か

ら家庭ごみの減量化施策とその方策としてのら家庭ごみの減量化施策とその方策としてのら家庭ごみの減量化施策とその方策としてのら家庭ごみの減量化施策とその方策としての

有料化についての諮問を受け、発足以降８回有料化についての諮問を受け、発足以降８回有料化についての諮問を受け、発足以降８回有料化についての諮問を受け、発足以降８回

の熱心な審議をの熱心な審議をの熱心な審議をの熱心な審議を経て経て経て経て、昨年９月９日に答申が、昨年９月９日に答申が、昨年９月９日に答申が、昨年９月９日に答申が



- 38 - 

なされました。答申書はなされました。答申書はなされました。答申書はなされました。答申書は、、、、家庭ごみの有料化家庭ごみの有料化家庭ごみの有料化家庭ごみの有料化

は排出抑制効果が働き、減量効果が期待できは排出抑制効果が働き、減量効果が期待できは排出抑制効果が働き、減量効果が期待できは排出抑制効果が働き、減量効果が期待でき

るほか、ごみ処理費用の負担の公平化などにるほか、ごみ処理費用の負担の公平化などにるほか、ごみ処理費用の負担の公平化などにるほか、ごみ処理費用の負担の公平化などに

対し、有効な手段と考えられ対し、有効な手段と考えられ対し、有効な手段と考えられ対し、有効な手段と考えられ、また市民、また市民、また市民、また市民 1111 人人人人

ひとりの意識が高まひとりの意識が高まひとりの意識が高まひとりの意識が高まり、り、り、り、自主的にごみの減量自主的にごみの減量自主的にごみの減量自主的にごみの減量

化に取り組む契機となるほか、資源化の促進化に取り組む契機となるほか、資源化の促進化に取り組む契機となるほか、資源化の促進化に取り組む契機となるほか、資源化の促進

も期待できることから、ごみのも期待できることから、ごみのも期待できることから、ごみのも期待できることから、ごみの減量化減量化減量化減量化の有効の有効の有効の有効

な方策として家庭ごみのな方策として家庭ごみのな方策として家庭ごみのな方策として家庭ごみの有料化を実施すべき有料化を実施すべき有料化を実施すべき有料化を実施すべき

であると有料化に踏み込むことを明確にうたであると有料化に踏み込むことを明確にうたであると有料化に踏み込むことを明確にうたであると有料化に踏み込むことを明確にうた

っていっていっていっています。ます。ます。ます。    

    この審議会答申は、いま申し上げました有この審議会答申は、いま申し上げました有この審議会答申は、いま申し上げました有この審議会答申は、いま申し上げました有

料化の結論を示した答申とあわせまして、家料化の結論を示した答申とあわせまして、家料化の結論を示した答申とあわせまして、家料化の結論を示した答申とあわせまして、家

庭ごみの減量化の方法、有料化の効果、有料庭ごみの減量化の方法、有料化の効果、有料庭ごみの減量化の方法、有料化の効果、有料庭ごみの減量化の方法、有料化の効果、有料

化の方法、そして有料化の実施時期、あわせ化の方法、そして有料化の実施時期、あわせ化の方法、そして有料化の実施時期、あわせ化の方法、そして有料化の実施時期、あわせ

まして付帯意見が出されております。これは、まして付帯意見が出されております。これは、まして付帯意見が出されております。これは、まして付帯意見が出されております。これは、

具体的に施策に反映すべきであろうという内具体的に施策に反映すべきであろうという内具体的に施策に反映すべきであろうという内具体的に施策に反映すべきであろうという内

容で示されたものであります。容で示されたものであります。容で示されたものであります。容で示されたものであります。    

    少しご紹介少しご紹介少しご紹介少しご紹介をしたいと思いますが、まずをしたいと思いますが、まずをしたいと思いますが、まずをしたいと思いますが、まず 1111

つ、ごみの減量化及びリサイクルの推進につつ、ごみの減量化及びリサイクルの推進につつ、ごみの減量化及びリサイクルの推進につつ、ごみの減量化及びリサイクルの推進につ

いての項であります。いての項であります。いての項であります。いての項であります。    

    １つは１つは１つは１つは、、、、ごみの分別方法は、ごみの分別方法は、ごみの分別方法は、ごみの分別方法は、当面は当面は当面は当面は大きな大きな大きな大きな

変更を行わないで、集団資源回収を促進する。変更を行わないで、集団資源回収を促進する。変更を行わないで、集団資源回収を促進する。変更を行わないで、集団資源回収を促進する。

２つ、生ごみ堆肥化容器購入補助事業の助成２つ、生ごみ堆肥化容器購入補助事業の助成２つ、生ごみ堆肥化容器購入補助事業の助成２つ、生ごみ堆肥化容器購入補助事業の助成

を推進し、家庭や小規模事業所で生成した堆を推進し、家庭や小規模事業所で生成した堆を推進し、家庭や小規模事業所で生成した堆を推進し、家庭や小規模事業所で生成した堆

肥の利用や飼料、家畜飼料です、有効活用に肥の利用や飼料、家畜飼料です、有効活用に肥の利用や飼料、家畜飼料です、有効活用に肥の利用や飼料、家畜飼料です、有効活用に

促進すること。促進すること。促進すること。促進すること。    

    ２つに、不法投棄及び不適正排出対策とい２つに、不法投棄及び不適正排出対策とい２つに、不法投棄及び不適正排出対策とい２つに、不法投棄及び不適正排出対策とい

たしまして、不法たしまして、不法たしまして、不法たしまして、不法投棄投棄投棄投棄の防止対策、監視体制の防止対策、監視体制の防止対策、監視体制の防止対策、監視体制

の強化、の強化、の強化、の強化、サンアールサンアールサンアールサンアール推進員と連携しながらス推進員と連携しながらス推進員と連携しながらス推進員と連携しながらス

テーションにおける不適正排出の防止、マンテーションにおける不適正排出の防止、マンテーションにおける不適正排出の防止、マンテーションにおける不適正排出の防止、マン

ションの管理体制の指導、不法投棄に対してションの管理体制の指導、不法投棄に対してションの管理体制の指導、不法投棄に対してションの管理体制の指導、不法投棄に対して

は警は警は警は警察との察との察との察との連携、あわせまして連携、あわせまして連携、あわせまして連携、あわせましてカラスカラスカラスカラス対策な対策な対策な対策な

ど地域環境美化のためにごみ散乱防止用ネッど地域環境美化のためにごみ散乱防止用ネッど地域環境美化のためにごみ散乱防止用ネッど地域環境美化のためにごみ散乱防止用ネッ

ト等の無料配布を行う。収集方法についてもト等の無料配布を行う。収集方法についてもト等の無料配布を行う。収集方法についてもト等の無料配布を行う。収集方法についても

言及をされておりまして、不適正排出防止の言及をされておりまして、不適正排出防止の言及をされておりまして、不適正排出防止の言及をされておりまして、不適正排出防止の

ために、ステーション方式から個別収集へのために、ステーション方式から個別収集へのために、ステーション方式から個別収集へのために、ステーション方式から個別収集への

移行を検討すること。さらに移行を検討すること。さらに移行を検討すること。さらに移行を検討すること。さらに、、、、意識啓発事業意識啓発事業意識啓発事業意識啓発事業

を促進する。を促進する。を促進する。を促進する。    

    既存の料金体制の見直しの項でございます既存の料金体制の見直しの項でございます既存の料金体制の見直しの項でございます既存の料金体制の見直しの項でございます

が、ここではが、ここではが、ここではが、ここでは、、、、一般廃棄物の処理の中で、事一般廃棄物の処理の中で、事一般廃棄物の処理の中で、事一般廃棄物の処理の中で、事

業系については業系については業系については業系については、自らの、自らの、自らの、自らの責任で処理をすると責任で処理をすると責任で処理をすると責任で処理をすると

いうことが法律の趣旨に位置いうことが法律の趣旨に位置いうことが法律の趣旨に位置いうことが法律の趣旨に位置付付付付けられておりけられておりけられておりけられており

ますますますます。。。。この事業系ごみについては、家庭ごみこの事業系ごみについては、家庭ごみこの事業系ごみについては、家庭ごみこの事業系ごみについては、家庭ごみ

収集手数料との均衡を図るため、必要に応じ収集手数料との均衡を図るため、必要に応じ収集手数料との均衡を図るため、必要に応じ収集手数料との均衡を図るため、必要に応じ

見直すことと、こういっ見直すことと、こういっ見直すことと、こういっ見直すことと、こういった付帯意見もあわせた付帯意見もあわせた付帯意見もあわせた付帯意見もあわせ

て示されたて示されたて示されたて示された、、、、この有料化についての答申が出この有料化についての答申が出この有料化についての答申が出この有料化についての答申が出

たわけであります。たわけであります。たわけであります。たわけであります。    

    そこでお尋ねをいたしますが、ただいま紹そこでお尋ねをいたしますが、ただいま紹そこでお尋ねをいたしますが、ただいま紹そこでお尋ねをいたしますが、ただいま紹

介をいたしました審議会の答申内容について、介をいたしました審議会の答申内容について、介をいたしました審議会の答申内容について、介をいたしました審議会の答申内容について、

市としてそれをどの点を反映をしたのか。こ市としてそれをどの点を反映をしたのか。こ市としてそれをどの点を反映をしたのか。こ市としてそれをどの点を反映をしたのか。こ

れは、私は目に触れておりませんが、この答れは、私は目に触れておりませんが、この答れは、私は目に触れておりませんが、この答れは、私は目に触れておりませんが、この答

申では申では申では申では、、、、実施計画書をつくるということにな実施計画書をつくるということにな実施計画書をつくるということにな実施計画書をつくるということにな

っているわけでありまして、過日の予算議論､っているわけでありまして、過日の予算議論､っているわけでありまして、過日の予算議論､っているわけでありまして、過日の予算議論､

12121212 月の議論、そこでも指摘をいたしましたが、月の議論、そこでも指摘をいたしましたが、月の議論、そこでも指摘をいたしましたが、月の議論、そこでも指摘をいたしましたが、

すでに準備が整っているというような話もおすでに準備が整っているというような話もおすでに準備が整っているというような話もおすでに準備が整っているというような話もお

聞きをしていますので、この実施計画はお持聞きをしていますので、この実施計画はお持聞きをしていますので、この実施計画はお持聞きをしていますので、この実施計画はお持

ちだろうと思いますが、これらのちだろうと思いますが、これらのちだろうと思いますが、これらのちだろうと思いますが、これらの、、、、このごみこのごみこのごみこのごみ

の減量、そして有料化に向けの減量、そして有料化に向けの減量、そして有料化に向けの減量、そして有料化に向けた実施計画、答た実施計画、答た実施計画、答た実施計画、答

申を受けた実施計画に反映をしたもの、そし申を受けた実施計画に反映をしたもの、そし申を受けた実施計画に反映をしたもの、そし申を受けた実施計画に反映をしたもの、そし

て反映できなかったものて反映できなかったものて反映できなかったものて反映できなかったもの、、、、できなかった事項できなかった事項できなかった事項できなかった事項

についてはなぜできなかったか、この辺を整についてはなぜできなかったか、この辺を整についてはなぜできなかったか、この辺を整についてはなぜできなかったか、この辺を整

理をしてお答えをいただきたいと思います。理をしてお答えをいただきたいと思います。理をしてお答えをいただきたいと思います。理をしてお答えをいただきたいと思います。    

    家庭ごみ有料化の基本的課題の３つ目でご家庭ごみ有料化の基本的課題の３つ目でご家庭ごみ有料化の基本的課題の３つ目でご家庭ごみ有料化の基本的課題の３つ目でご

ざいますが、議会提案に至る経過と議会提案ざいますが、議会提案に至る経過と議会提案ざいますが、議会提案に至る経過と議会提案ざいますが、議会提案に至る経過と議会提案

以降有料化スタートまでのタイムスケジュー以降有料化スタートまでのタイムスケジュー以降有料化スタートまでのタイムスケジュー以降有料化スタートまでのタイムスケジュー

ルであります。ルであります。ルであります。ルであります。    

    議会提案に至る経過は、過去何度か議論を議会提案に至る経過は、過去何度か議論を議会提案に至る経過は、過去何度か議論を議会提案に至る経過は、過去何度か議論を

しておりますが、取り組みが他市の例と比較しておりますが、取り組みが他市の例と比較しておりますが、取り組みが他市の例と比較しておりますが、取り組みが他市の例と比較
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してしてしてして、、、、ゆとりある取り組みでなかったというゆとりある取り組みでなかったというゆとりある取り組みでなかったというゆとりある取り組みでなかったという

ことはご案内のとおりでありますし、私もことはご案内のとおりでありますし、私もことはご案内のとおりでありますし、私もことはご案内のとおりでありますし、私もそそそそ

うううう認識をしております。認識をしております。認識をしております。認識をしております。今後、この議会では今後、この議会では今後、この議会では今後、この議会では

常任委員会が明日１日という日程で行われて、常任委員会が明日１日という日程で行われて、常任委員会が明日１日という日程で行われて、常任委員会が明日１日という日程で行われて、

めでたくそこでめでたくそこでめでたくそこでめでたくそこで打ち打ち打ち打ち上がると上がると上がると上がると、、、、６月の予定で６月の予定で６月の予定で６月の予定で

はははは 22222222 日最終日、ここで議決がなった後で、こ日最終日、ここで議決がなった後で、こ日最終日、ここで議決がなった後で、こ日最終日、ここで議決がなった後で、こ

の有料化をスタート予定としておりますの有料化をスタート予定としておりますの有料化をスタート予定としておりますの有料化をスタート予定としております 10101010

月、これまで具体的にどういう取り組みをし月、これまで具体的にどういう取り組みをし月、これまで具体的にどういう取り組みをし月、これまで具体的にどういう取り組みをし

ようとしているのか、答申には十分市民へのようとしているのか、答申には十分市民へのようとしているのか、答申には十分市民へのようとしているのか、答申には十分市民への

周知期間、準備期間を設けなさいということ周知期間、準備期間を設けなさいということ周知期間、準備期間を設けなさいということ周知期間、準備期間を設けなさいということ

も書いておりますし、も書いておりますし、も書いておりますし、も書いておりますし、様々な様々な様々な様々な施策についても施策についても施策についても施策についても

触れられているわけですけれども、これらの触れられているわけですけれども、これらの触れられているわけですけれども、これらの触れられているわけですけれども、これらの

タイムスケジュールについてお聞かせをいたタイムスケジュールについてお聞かせをいたタイムスケジュールについてお聞かせをいたタイムスケジュールについてお聞かせをいた

だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。    

    大綱の２点目は大綱の２点目は大綱の２点目は大綱の２点目は、、、、財政運営についてであり財政運営についてであり財政運営についてであり財政運営についてであり

ます。ます。ます。ます。    

    07070707 年、年、年、年、06060606 年度平成年度平成年度平成年度平成 18181818 年度の各会計年度の各会計年度の各会計年度の各会計決算概決算概決算概決算概

要が、過日の定例会初日の市政報告で示され要が、過日の定例会初日の市政報告で示され要が、過日の定例会初日の市政報告で示され要が、過日の定例会初日の市政報告で示され

ました。これらのました。これらのました。これらのました。これらの決算概要を受けて、それら決算概要を受けて、それら決算概要を受けて、それら決算概要を受けて、それら

の中身とあわせましての中身とあわせましての中身とあわせましての中身とあわせまして、、、、諸課題について以下諸課題について以下諸課題について以下諸課題について以下

お尋ねをしたいと思います。お尋ねをしたいと思います。お尋ねをしたいと思います。お尋ねをしたいと思います。    

    １つは、ちょうど昨年のこの時期でありま１つは、ちょうど昨年のこの時期でありま１つは、ちょうど昨年のこの時期でありま１つは、ちょうど昨年のこの時期でありま

したけれども、夕張の財政再建団体転落の報したけれども、夕張の財政再建団体転落の報したけれども、夕張の財政再建団体転落の報したけれども、夕張の財政再建団体転落の報

道が北海道新聞に出された、６月９日か道が北海道新聞に出された、６月９日か道が北海道新聞に出された、６月９日か道が北海道新聞に出された、６月９日か 10101010

日だったと記憶しておりますが、その議論を日だったと記憶しておりますが、その議論を日だったと記憶しておりますが、その議論を日だったと記憶しておりますが、その議論を

受けて美唄における負債の総額をお尋ねを私受けて美唄における負債の総額をお尋ねを私受けて美唄における負債の総額をお尋ねを私受けて美唄における負債の総額をお尋ねを私

はいたしました。はいたしました。はいたしました。はいたしました。    

    その際は約その際は約その際は約その際は約 560560560560 億円程度というような、ト億円程度というような、ト億円程度というような、ト億円程度というような、ト

ータルをするとそういう数字でありましたが、ータルをするとそういう数字でありましたが、ータルをするとそういう数字でありましたが、ータルをするとそういう数字でありましたが、

平成平成平成平成 17171717 年、年、年、年、05050505 年度の負債総額は最終的に年度の負債総額は最終的に年度の負債総額は最終的に年度の負債総額は最終的に 543543543543

億円という億円という億円という億円という数字が示されたわけであります。数字が示されたわけであります。数字が示されたわけであります。数字が示されたわけであります。

負債かどうかというその定義についても、こ負債かどうかというその定義についても、こ負債かどうかというその定義についても、こ負債かどうかというその定義についても、こ

れはすっきりしない要素もございましたが、れはすっきりしない要素もございましたが、れはすっきりしない要素もございましたが、れはすっきりしない要素もございましたが、

市長は市長は市長は市長は、、、、543543543543 億円の負債の総額を抱えている億円の負債の総額を抱えている億円の負債の総額を抱えている億円の負債の総額を抱えている

ということをご答弁をされました。ということをご答弁をされました。ということをご答弁をされました。ということをご答弁をされました。    

    地方債の全会計の残高が大層でありますが、地方債の全会計の残高が大層でありますが、地方債の全会計の残高が大層でありますが、地方債の全会計の残高が大層でありますが、

債務負担行為、そして債務負担行為、そして債務負担行為、そして債務負担行為、そして、、、、すでに一般会計が借すでに一般会計が借すでに一般会計が借すでに一般会計が借

入をしております各種積立金の繰替運用、さ入をしております各種積立金の繰替運用、さ入をしております各種積立金の繰替運用、さ入をしております各種積立金の繰替運用、さ

らにはらにはらにはらには、、、、第３セクター、土地開発公社等の、第３セクター、土地開発公社等の、第３セクター、土地開発公社等の、第３セクター、土地開発公社等の、

いわば表現は悪いかもしれませんが隠れ借金、いわば表現は悪いかもしれませんが隠れ借金、いわば表現は悪いかもしれませんが隠れ借金、いわば表現は悪いかもしれませんが隠れ借金、

これらを含めてこれらを含めてこれらを含めてこれらを含めて 543543543543 億円ということでござい億円ということでござい億円ということでござい億円ということでござい

ました。ました。ました。ました。    

    その後、このその後、このその後、このその後、この 06060606 年度の決算見込み、このと年度の決算見込み、このと年度の決算見込み、このと年度の決算見込み、このと

きにも議論をいたしましたが、きにも議論をいたしましたが、きにも議論をいたしましたが、きにも議論をいたしましたが、ここではここではここではここではおおおおおおおお

むねむねむねむね総額で総額で総額で総額で 555552525252 億円だろうと、９億円程度ふ億円だろうと、９億円程度ふ億円だろうと、９億円程度ふ億円だろうと、９億円程度ふ

えるというような見通しも立てられました。えるというような見通しも立てられました。えるというような見通しも立てられました。えるというような見通しも立てられました。

この決算の概要が示された段階で、負債総額この決算の概要が示された段階で、負債総額この決算の概要が示された段階で、負債総額この決算の概要が示された段階で、負債総額

というものをどのように押さえていらっしゃというものをどのように押さえていらっしゃというものをどのように押さえていらっしゃというものをどのように押さえていらっしゃ

るのか。そしてるのか。そしてるのか。そしてるのか。そして、、、、その中身について、主な内その中身について、主な内その中身について、主な内その中身について、主な内

訳を含めてお示しをいただきたいと思います。訳を含めてお示しをいただきたいと思います。訳を含めてお示しをいただきたいと思います。訳を含めてお示しをいただきたいと思います。    

    ２つ２つ２つ２つ目目目目は、一般会計。このたびの決算概要は、一般会計。このたびの決算概要は、一般会計。このたびの決算概要は、一般会計。このたびの決算概要

ではではではでは 3,3013,3013,3013,301 万万万万 3,0003,0003,0003,000 円の剰余金を生じたとい円の剰余金を生じたとい円の剰余金を生じたとい円の剰余金を生じたとい

う内容でした。これらの当初予算比較で歳入う内容でした。これらの当初予算比較で歳入う内容でした。これらの当初予算比較で歳入う内容でした。これらの当初予算比較で歳入

歳出の主な増減要素と合わせまして、予算の歳出の主な増減要素と合わせまして、予算の歳出の主な増減要素と合わせまして、予算の歳出の主な増減要素と合わせまして、予算の

段階では４億段階では４億段階では４億段階では４億 3,0003,0003,0003,000 万円の財源調整を行った万円の財源調整を行った万円の財源調整を行った万円の財源調整を行った

わけであります。わけであります。わけであります。わけであります。    

    この４億この４億この４億この４億 3,0003,0003,0003,000 万円万円万円万円のののの内訳は、土地売払１内訳は、土地売払１内訳は、土地売払１内訳は、土地売払１

億億億億 3,0003,0003,0003,000 万円、万円、万円、万円、国民健康保険支払国民健康保険支払国民健康保険支払国民健康保険支払準備基金か準備基金か準備基金か準備基金か

らの借入１億円、特別交付税２億円。ただ、らの借入１億円、特別交付税２億円。ただ、らの借入１億円、特別交付税２億円。ただ、らの借入１億円、特別交付税２億円。ただ、

このうち土地売払につきましては、提案をさこのうち土地売払につきましては、提案をさこのうち土地売払につきましては、提案をさこのうち土地売払につきましては、提案をさ

れておりました市職員に対する給与の減額が、れておりました市職員に対する給与の減額が、れておりました市職員に対する給与の減額が、れておりました市職員に対する給与の減額が、

そのとおり実行されましたので、そのそのとおり実行されましたので、そのそのとおり実行されましたので、そのそのとおり実行されましたので、その 1111 億億億億

3,0003,0003,0003,000 万円万円万円万円うち１億うち１億うち１億うち１億 1,0001,0001,0001,000 万円浮く勘定にな万円浮く勘定にな万円浮く勘定にな万円浮く勘定にな

りますから、この時点ですでに３億りますから、この時点ですでに３億りますから、この時点ですでに３億りますから、この時点ですでに３億 1,0001,0001,0001,000 万万万万

円、３億円、３億円、３億円、３億 2,0002,0002,0002,000 万円、こういった額になろう万円、こういった額になろう万円、こういった額になろう万円、こういった額になろう

かと思いますけれども、これらの当初示したかと思いますけれども、これらの当初示したかと思いますけれども、これらの当初示したかと思いますけれども、これらの当初示した

財源調整の内容が、この決算概要でどのよう財源調整の内容が、この決算概要でどのよう財源調整の内容が、この決算概要でどのよう財源調整の内容が、この決算概要でどのよう

な結果になったのか、このことについてもあな結果になったのか、このことについてもあな結果になったのか、このことについてもあな結果になったのか、このことについてもあ
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わせてわせてわせてわせてお示しいお示しいお示しいお示しいただきたいと思いまただきたいと思いまただきたいと思いまただきたいと思います。す。す。す。    

    ３つは、病院会計の問題であります。３つは、病院会計の問題であります。３つは、病院会計の問題であります。３つは、病院会計の問題であります。    

    18181818 億円を超える不良債務が発生しており億円を超える不良債務が発生しており億円を超える不良債務が発生しており億円を超える不良債務が発生しており

まして、それがこの１年間でまして、それがこの１年間でまして、それがこの１年間でまして、それがこの１年間で、、、、予測ではすで予測ではすで予測ではすで予測ではすで

にににに 20202020 億円ということが出たわけでございま億円ということが出たわけでございま億円ということが出たわけでございま億円ということが出たわけでございま

すが、これらの不良債務状況、具体的に不良すが、これらの不良債務状況、具体的に不良すが、これらの不良債務状況、具体的に不良すが、これらの不良債務状況、具体的に不良

債務がどのようになったのか、その内容を中債務がどのようになったのか、その内容を中債務がどのようになったのか、その内容を中債務がどのようになったのか、その内容を中

心にしてお尋ねしたいと思うんですが、１つ心にしてお尋ねしたいと思うんですが、１つ心にしてお尋ねしたいと思うんですが、１つ心にしてお尋ねしたいと思うんですが、１つ

はははは、、、、主な増減要素でありますが、これは当初主な増減要素でありますが、これは当初主な増減要素でありますが、これは当初主な増減要素でありますが、これは当初

予算で業務予定を立てるわけであります。こ予算で業務予定を立てるわけであります。こ予算で業務予定を立てるわけであります。こ予算で業務予定を立てるわけであります。こ

れらがどのようになったのか、主なもので結れらがどのようになったのか、主なもので結れらがどのようになったのか、主なもので結れらがどのようになったのか、主なもので結

構で構で構で構であります。あります。あります。あります。    

    それからそれからそれからそれから病院の健全化、第５次健全化計画、病院の健全化、第５次健全化計画、病院の健全化、第５次健全化計画、病院の健全化、第５次健全化計画、

これらとの関連でございますが、５次健とのこれらとの関連でございますが、５次健とのこれらとの関連でございますが、５次健とのこれらとの関連でございますが、５次健との

いわば乖離いわば乖離いわば乖離いわば乖離の問題でありますけれども、すでの問題でありますけれども、すでの問題でありますけれども、すでの問題でありますけれども、すで

に５次健に５次健に５次健に５次健のののの計画そのものが破綻をしている、計画そのものが破綻をしている、計画そのものが破綻をしている、計画そのものが破綻をしている、

計画ではなくなっ計画ではなくなっ計画ではなくなっ計画ではなくなっている、こういう実態が言ている、こういう実態が言ている、こういう実態が言ている、こういう実態が言

われて久しいわけでありますけれども、これわれて久しいわけでありますけれども、これわれて久しいわけでありますけれども、これわれて久しいわけでありますけれども、これ

らが決算を踏まえてどのような結果になったらが決算を踏まえてどのような結果になったらが決算を踏まえてどのような結果になったらが決算を踏まえてどのような結果になった

か、この辺をひとつあわせてお示しをいただか、この辺をひとつあわせてお示しをいただか、この辺をひとつあわせてお示しをいただか、この辺をひとつあわせてお示しをいただ

きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。    

    ４つ目は、土地開発公社の経営の現状、課４つ目は、土地開発公社の経営の現状、課４つ目は、土地開発公社の経営の現状、課４つ目は、土地開発公社の経営の現状、課

題、健全化方策についてであります。題、健全化方策についてであります。題、健全化方策についてであります。題、健全化方策についてであります。    

    土地開発公社の平成土地開発公社の平成土地開発公社の平成土地開発公社の平成 18181818 年、年、年、年、06060606 年の経営の年の経営の年の経営の年の経営の

状況、決算、そして新たな年度の事業計画等状況、決算、そして新たな年度の事業計画等状況、決算、そして新たな年度の事業計画等状況、決算、そして新たな年度の事業計画等

につきましては、過日の本会議において市長につきましては、過日の本会議において市長につきましては、過日の本会議において市長につきましては、過日の本会議において市長

からその報告がなされたわけであります。しからその報告がなされたわけであります。しからその報告がなされたわけであります。しからその報告がなされたわけであります。し

かし、あの報告を見ても、かし、あの報告を見ても、かし、あの報告を見ても、かし、あの報告を見ても、公社の経営状況が公社の経営状況が公社の経営状況が公社の経営状況が

どうなっているのかというのはわかりづらい、どうなっているのかというのはわかりづらい、どうなっているのかというのはわかりづらい、どうなっているのかというのはわかりづらい、

わからない。わからない。わからない。わからない。    

    私は以前からこの土地開発公社について、私は以前からこの土地開発公社について、私は以前からこの土地開発公社について、私は以前からこの土地開発公社について、

実態がどうだろうかと実態がどうだろうかと実態がどうだろうかと実態がどうだろうかということをいうことをいうことをいうことをしっかりとしっかりとしっかりとしっかりと

示す、そういった財政情報の開示が必要だろ示す、そういった財政情報の開示が必要だろ示す、そういった財政情報の開示が必要だろ示す、そういった財政情報の開示が必要だろ

うということ申し上げておりますが、報告はうということ申し上げておりますが、報告はうということ申し上げておりますが、報告はうということ申し上げておりますが、報告は

報告として、市民の目線で土地開発公社につ報告として、市民の目線で土地開発公社につ報告として、市民の目線で土地開発公社につ報告として、市民の目線で土地開発公社につ

いてのいてのいてのいての、、、、いまほど申し上げました、どういういまほど申し上げました、どういういまほど申し上げました、どういういまほど申し上げました、どういう

問題点があって、それらをどのように把握を問題点があって、それらをどのように把握を問題点があって、それらをどのように把握を問題点があって、それらをどのように把握を

して、そしてそれらをどうすることによってして、そしてそれらをどうすることによってして、そしてそれらをどうすることによってして、そしてそれらをどうすることによって

健全化に健全化に健全化に健全化に持持持持っていこうとしているのか、これっていこうとしているのか、これっていこうとしているのか、これっていこうとしているのか、これ

らについての認識と考え方をお示しをいただらについての認識と考え方をお示しをいただらについての認識と考え方をお示しをいただらについての認識と考え方をお示しをいただ

きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。きたいと思います。    

    ５つ目は、第３セク５つ目は、第３セク５つ目は、第３セク５つ目は、第３セクターについてでありまターについてでありまターについてでありまターについてでありま

す。す。す。す。    

    第３セクターにつきましては、株式会社ベ第３セクターにつきましては、株式会社ベ第３セクターにつきましては、株式会社ベ第３セクターにつきましては、株式会社ベ

ル・カント、それから美唄ハイテクセンタール・カント、それから美唄ハイテクセンタール・カント、それから美唄ハイテクセンタール・カント、それから美唄ハイテクセンター

そしてＨＣＣコンピュータ学校、これらが第そしてＨＣＣコンピュータ学校、これらが第そしてＨＣＣコンピュータ学校、これらが第そしてＨＣＣコンピュータ学校、これらが第

３セクターとして位置３セクターとして位置３セクターとして位置３セクターとして位置付付付付けられているわけでけられているわけでけられているわけでけられているわけで

ありますが、これらの第３セクターの経営のありますが、これらの第３セクターの経営のありますが、これらの第３セクターの経営のありますが、これらの第３セクターの経営の

状況について状況について状況について状況についてもももも、土地開発公社同様、土地開発公社同様、土地開発公社同様、土地開発公社同様、、、、その内その内その内その内

容についてわかりやすい説明をお願いしたい容についてわかりやすい説明をお願いしたい容についてわかりやすい説明をお願いしたい容についてわかりやすい説明をお願いしたい

と思います。と思います。と思います。と思います。    

    ６つ目は、新再生法制における４つの健全６つ目は、新再生法制における４つの健全６つ目は、新再生法制における４つの健全６つ目は、新再生法制における４つの健全

化判断比率でございます。これにつきまして化判断比率でございます。これにつきまして化判断比率でございます。これにつきまして化判断比率でございます。これにつきまして

はははは、、、、過日過日過日過日のののの同僚議員の質問にも触れられてお同僚議員の質問にも触れられてお同僚議員の質問にも触れられてお同僚議員の質問にも触れられてお

りまして、連結赤字比率がりまして、連結赤字比率がりまして、連結赤字比率がりまして、連結赤字比率が 19.919.919.919.9％％％％という数字という数字という数字という数字

が出されておりました。実質公が出されておりました。実質公が出されておりました。実質公が出されておりました。実質公債費比率につ債費比率につ債費比率につ債費比率につ

きましては、すでに公表されております平成きましては、すでに公表されております平成きましては、すでに公表されております平成きましては、すでに公表されております平成

17171717 年、年、年、年、05050505 年度の示された年度の示された年度の示された年度の示された 23.623.623.623.6％％％％と、これはと、これはと、これはと、これは

変更がないだろうということでありました。変更がないだろうということでありました。変更がないだろうということでありました。変更がないだろうということでありました。

実質赤字比率につきましては、普通会計が赤実質赤字比率につきましては、普通会計が赤実質赤字比率につきましては、普通会計が赤実質赤字比率につきましては、普通会計が赤

字ではありませんから、これは出てこない。字ではありませんから、これは出てこない。字ではありませんから、これは出てこない。字ではありませんから、これは出てこない。

将来負担比率につきましては、これはまだ積将来負担比率につきましては、これはまだ積将来負担比率につきましては、これはまだ積将来負担比率につきましては、これはまだ積

算の算定の仕方そのものが明らかでないとい算の算定の仕方そのものが明らかでないとい算の算定の仕方そのものが明らかでないとい算の算定の仕方そのものが明らかでないとい

うことで、これも出ないということでありまうことで、これも出ないということでありまうことで、これも出ないということでありまうことで、これも出ないということでありま

す。連結実質赤字比率と実質す。連結実質赤字比率と実質す。連結実質赤字比率と実質す。連結実質赤字比率と実質公債公債公債公債比率比率比率比率というというというという

ことがことがことがことが、これが４つの健全化判断比率におけ、これが４つの健全化判断比率におけ、これが４つの健全化判断比率におけ、これが４つの健全化判断比率におけ

る、美唄におけるポイントということになるる、美唄におけるポイントということになるる、美唄におけるポイントということになるる、美唄におけるポイントということになる

わけでありますけれども、今後のこの判断比わけでありますけれども、今後のこの判断比わけでありますけれども、今後のこの判断比わけでありますけれども、今後のこの判断比
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率が、いつどの率が、いつどの率が、いつどの率が、いつどの時点で示されるのか、あわせ時点で示されるのか、あわせ時点で示されるのか、あわせ時点で示されるのか、あわせ

てこの判断基準、これらがどういうふうになてこの判断基準、これらがどういうふうになてこの判断基準、これらがどういうふうになてこの判断基準、これらがどういうふうにな

るのか、これもるのか、これもるのか、これもるのか、これも一度一度一度一度お伺いしておりますが、お伺いしておりますが、お伺いしておりますが、お伺いしておりますが、

常に情報を国等から入手しやすい市長として、常に情報を国等から入手しやすい市長として、常に情報を国等から入手しやすい市長として、常に情報を国等から入手しやすい市長として、

どのように押どのように押どのように押どのように押ささささえておいでになるのか、このえておいでになるのか、このえておいでになるのか、このえておいでになるのか、この

ことをお尋ねをしたいと思います。ことをお尋ねをしたいと思います。ことをお尋ねをしたいと思います。ことをお尋ねをしたいと思います。    

    財政運営の２つ目でありますが、公債費負財政運営の２つ目でありますが、公債費負財政運営の２つ目でありますが、公債費負財政運営の２つ目でありますが、公債費負

担適正化計画の概要についてお伺いしたいと担適正化計画の概要についてお伺いしたいと担適正化計画の概要についてお伺いしたいと担適正化計画の概要についてお伺いしたいと

思います。思います。思います。思います。    

    このことにつきましては、実質公債費比率このことにつきましては、実質公債費比率このことにつきましては、実質公債費比率このことにつきましては、実質公債費比率

がががが 18181818％を超える団体に、策定を義務付けられ％を超える団体に、策定を義務付けられ％を超える団体に、策定を義務付けられ％を超える団体に、策定を義務付けられ

ております公債費負担適正化計画、過日の議ております公債費負担適正化計画、過日の議ております公債費負担適正化計画、過日の議ております公債費負担適正化計画、過日の議

論の中でも、この３月にはまとめて計画書が論の中でも、この３月にはまとめて計画書が論の中でも、この３月にはまとめて計画書が論の中でも、この３月にはまとめて計画書が

でき上がったということでございます。でき上がったということでございます。でき上がったということでございます。でき上がったということでございます。このこのこのこの

計画の概要のポイントと、あわせまして自立計画の概要のポイントと、あわせまして自立計画の概要のポイントと、あわせまして自立計画の概要のポイントと、あわせまして自立

推進計画、それから後期基本計画等との整合推進計画、それから後期基本計画等との整合推進計画、それから後期基本計画等との整合推進計画、それから後期基本計画等との整合

性が図られたものであるのかどうか、この点性が図られたものであるのかどうか、この点性が図られたものであるのかどうか、この点性が図られたものであるのかどうか、この点

についてお答えをいただきたいと思います。についてお答えをいただきたいと思います。についてお答えをいただきたいと思います。についてお答えをいただきたいと思います。    

    財政運営の３つ目で財政運営の３つ目で財政運営の３つ目で財政運営の３つ目でありますが、ありますが、ありますが、ありますが、総合的な総合的な総合的な総合的な

財政情報開示の取り組みについて財政情報開示の取り組みについて財政情報開示の取り組みについて財政情報開示の取り組みについてお尋ねをいお尋ねをいお尋ねをいお尋ねをい

たします。たします。たします。たします。    

    このことにつきましては、この新しい財政このことにつきましては、この新しい財政このことにつきましては、この新しい財政このことにつきましては、この新しい財政

の再生法ということの議論とあわせまして、の再生法ということの議論とあわせまして、の再生法ということの議論とあわせまして、の再生法ということの議論とあわせまして、

総務省からこの平成総務省からこの平成総務省からこの平成総務省からこの平成 19191919 年度早々に、財政情報年度早々に、財政情報年度早々に、財政情報年度早々に、財政情報

の開示の推進ということで文書が出されていの開示の推進ということで文書が出されていの開示の推進ということで文書が出されていの開示の推進ということで文書が出されてい

ると承知をしております。すでに書式も定めると承知をしております。すでに書式も定めると承知をしております。すでに書式も定めると承知をしております。すでに書式も定め

られて、美唄におきましてもインターネットられて、美唄におきましてもインターネットられて、美唄におきましてもインターネットられて、美唄におきましてもインターネット

を使ってすでを使ってすでを使ってすでを使ってすでに開示がされていると、私にもに開示がされていると、私にもに開示がされていると、私にもに開示がされていると、私にも

手元にその資料がございますが、これらの情手元にその資料がございますが、これらの情手元にその資料がございますが、これらの情手元にその資料がございますが、これらの情

報開示でありますが、内容を見ますとそれぞ報開示でありますが、内容を見ますとそれぞ報開示でありますが、内容を見ますとそれぞ報開示でありますが、内容を見ますとそれぞ

れ言葉の解説があること、そしてれ言葉の解説があること、そしてれ言葉の解説があること、そしてれ言葉の解説があること、そして、、、、いわばこいわばこいわばこいわばこ

の財政指数等も一体どういうことなのかといの財政指数等も一体どういうことなのかといの財政指数等も一体どういうことなのかといの財政指数等も一体どういうことなのかとい

うことを市民の視点で、わかりやすいかどううことを市民の視点で、わかりやすいかどううことを市民の視点で、わかりやすいかどううことを市民の視点で、わかりやすいかどう

かは別にしまして、解説を加えてある。私はかは別にしまして、解説を加えてある。私はかは別にしまして、解説を加えてある。私はかは別にしまして、解説を加えてある。私は、、、、    

一考されたと、工夫をされた総合的な財政情一考されたと、工夫をされた総合的な財政情一考されたと、工夫をされた総合的な財政情一考されたと、工夫をされた総合的な財政情

報の開示だろうと評価をいたしますが、この報の開示だろうと評価をいたしますが、この報の開示だろうと評価をいたしますが、この報の開示だろうと評価をいたしますが、この

財政状況についての解説がない。解説という財政状況についての解説がない。解説という財政状況についての解説がない。解説という財政状況についての解説がない。解説という

のは、この財政状況等の一覧表をしたためる、のは、この財政状況等の一覧表をしたためる、のは、この財政状況等の一覧表をしたためる、のは、この財政状況等の一覧表をしたためる、

美唄の現状がどうなっているかということを美唄の現状がどうなっているかということを美唄の現状がどうなっているかということを美唄の現状がどうなっているかということを

解説をしたものがない。解説をしたものがない。解説をしたものがない。解説をしたものがない。    

    これは、財政これは、財政これは、財政これは、財政情報の開示のことで繰り返し情報の開示のことで繰り返し情報の開示のことで繰り返し情報の開示のことで繰り返し

指摘を申し上げておりますが、美唄市まちづ指摘を申し上げておりますが、美唄市まちづ指摘を申し上げておりますが、美唄市まちづ指摘を申し上げておりますが、美唄市まちづ

くり基本条例、わかりやすい財政くり基本条例、わかりやすい財政くり基本条例、わかりやすい財政くり基本条例、わかりやすい財政情報情報情報情報を市民を市民を市民を市民

の皆さんに提供の皆さんに提供の皆さんに提供の皆さんに提供するするするする、開示をしていくという、開示をしていくという、開示をしていくという、開示をしていくという

趣旨からも、市民の目線でわかりやすい開示趣旨からも、市民の目線でわかりやすい開示趣旨からも、市民の目線でわかりやすい開示趣旨からも、市民の目線でわかりやすい開示

であるべきだろうと。これは単に、国から言であるべきだろうと。これは単に、国から言であるべきだろうと。これは単に、国から言であるべきだろうと。これは単に、国から言

われて出す総合的な財政情報の開示にとどまわれて出す総合的な財政情報の開示にとどまわれて出す総合的な財政情報の開示にとどまわれて出す総合的な財政情報の開示にとどま

らず、既存の地方自治法に定めがあります財らず、既存の地方自治法に定めがあります財らず、既存の地方自治法に定めがあります財らず、既存の地方自治法に定めがあります財

政情報の公表、予算概要、決算概要、これら政情報の公表、予算概要、決算概要、これら政情報の公表、予算概要、決算概要、これら政情報の公表、予算概要、決算概要、これら

についても共通していることでありますが、についても共通していることでありますが、についても共通していることでありますが、についても共通していることでありますが、

その辺について何度も聞いて恐縮ですが、市その辺について何度も聞いて恐縮ですが、市その辺について何度も聞いて恐縮ですが、市その辺について何度も聞いて恐縮ですが、市

長のご認識を承りたいと思います。長のご認識を承りたいと思います。長のご認識を承りたいと思います。長のご認識を承りたいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    紫藤議員の質問紫藤議員の質問紫藤議員の質問紫藤議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。    

    初めに、ごみ処理行政について、ごみ処理初めに、ごみ処理行政について、ごみ処理初めに、ごみ処理行政について、ごみ処理初めに、ごみ処理行政について、ごみ処理

基本計画の進捗状況についてでありますが、基本計画の進捗状況についてでありますが、基本計画の進捗状況についてでありますが、基本計画の進捗状況についてでありますが、

ごみ全体の処理量ではごみ全体の処理量ではごみ全体の処理量ではごみ全体の処理量では、、、、平成平成平成平成 15151515 年度１万年度１万年度１万年度１万

6,1316,1316,1316,131 トン、平成トン、平成トン、平成トン、平成 16161616 年度１万年度１万年度１万年度１万 6,8226,8226,8226,822 トン、平トン、平トン、平トン、平

成成成成 17171717 年度１万年度１万年度１万年度１万 3,0463,0463,0463,046 トン、平成トン、平成トン、平成トン、平成 18181818 年度年度年度年度 1111 万万万万

4,1274,1274,1274,127 トンとなっており、リサイクル率につトンとなっており、リサイクル率につトンとなっており、リサイクル率につトンとなっており、リサイクル率につ

きましてはきましてはきましてはきましては、、、、平成平成平成平成 15151515 年度は年度は年度は年度は 11.5811.5811.5811.58％、平成％、平成％、平成％、平成 16161616

年度は年度は年度は年度は 11.6111.6111.6111.61％、平成％、平成％、平成％、平成 17171717 年度は年度は年度は年度は 13.1213.1213.1213.12％、平％、平％、平％、平

成成成成 18181818 年度は年度は年度は年度は 10.9810.9810.9810.98％でありますが、基本計画％でありますが、基本計画％でありますが、基本計画％でありますが、基本計画

における目標値と比べ処理量、リサイクル率における目標値と比べ処理量、リサイクル率における目標値と比べ処理量、リサイクル率における目標値と比べ処理量、リサイクル率

とも下回っている状況でございます。とも下回っている状況でございます。とも下回っている状況でございます。とも下回っている状況でございます。    

    次に、排出抑制次に、排出抑制次に、排出抑制次に、排出抑制、、、、再資源化に対する取り組再資源化に対する取り組再資源化に対する取り組再資源化に対する取り組

みとして、リサイクルフェアやみとして、リサイクルフェアやみとして、リサイクルフェアやみとして、リサイクルフェアやフリーマーケフリーマーケフリーマーケフリーマーケ
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ットを通じた資源の再利用促進、またットを通じた資源の再利用促進、またットを通じた資源の再利用促進、またットを通じた資源の再利用促進、また、、、、環境環境環境環境

意識をより一層高めるため、市民ごみフォー意識をより一層高めるため、市民ごみフォー意識をより一層高めるため、市民ごみフォー意識をより一層高めるため、市民ごみフォー

ラムの開催、平成ラムの開催、平成ラムの開催、平成ラムの開催、平成 18181818 年度から実施しておりま年度から実施しておりま年度から実施しておりま年度から実施しておりま

す出前ミニ講座により生ごみ減量化や分別のす出前ミニ講座により生ごみ減量化や分別のす出前ミニ講座により生ごみ減量化や分別のす出前ミニ講座により生ごみ減量化や分別の

徹底などに努めてまいりました。徹底などに努めてまいりました。徹底などに努めてまいりました。徹底などに努めてまいりました。    

    今後もごみ減量化、リサイクル率の向上に今後もごみ減量化、リサイクル率の向上に今後もごみ減量化、リサイクル率の向上に今後もごみ減量化、リサイクル率の向上に

向け、広報メロディ等で段ボールを使用した向け、広報メロディ等で段ボールを使用した向け、広報メロディ等で段ボールを使用した向け、広報メロディ等で段ボールを使用した

生ごみの堆肥化のＰＲや、出前ミニ講座によ生ごみの堆肥化のＰＲや、出前ミニ講座によ生ごみの堆肥化のＰＲや、出前ミニ講座によ生ごみの堆肥化のＰＲや、出前ミニ講座によ

る意識啓発に取り組んでまいりたいと考えてる意識啓発に取り組んでまいりたいと考えてる意識啓発に取り組んでまいりたいと考えてる意識啓発に取り組んでまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。    

    次に、家庭ごみの有料化についてでありま次に、家庭ごみの有料化についてでありま次に、家庭ごみの有料化についてでありま次に、家庭ごみの有料化についてでありま

すが、有料化の法的根拠につきすが、有料化の法的根拠につきすが、有料化の法的根拠につきすが、有料化の法的根拠につきましてはましてはましてはましては、、、、地地地地

方自治法第方自治法第方自治法第方自治法第 227227227227 条の規定により条の規定により条の規定により条の規定により、、、、手数料を徴手数料を徴手数料を徴手数料を徴

収するものであります。収するものであります。収するものであります。収するものであります。    

    次に、家庭ごみ減量化・有料化実施計画に次に、家庭ごみ減量化・有料化実施計画に次に、家庭ごみ減量化・有料化実施計画に次に、家庭ごみ減量化・有料化実施計画に

つきましては、昨年９月のつきましては、昨年９月のつきましては、昨年９月のつきましては、昨年９月の「「「「美唄市廃棄物減美唄市廃棄物減美唄市廃棄物減美唄市廃棄物減

量等推進審議会量等推進審議会量等推進審議会量等推進審議会」」」」の答申を踏まえ、庁内協議の答申を踏まえ、庁内協議の答申を踏まえ、庁内協議の答申を踏まえ、庁内協議

を進めた上でを進めた上でを進めた上でを進めた上で取取取取りまとめをいたしました。有りまとめをいたしました。有りまとめをいたしました。有りまとめをいたしました。有

料化の範囲、手数料の負担方法、手数料の徴料化の範囲、手数料の負担方法、手数料の徴料化の範囲、手数料の負担方法、手数料の徴料化の範囲、手数料の負担方法、手数料の徴

収方法、指定袋の基準などにつきましては、収方法、指定袋の基準などにつきましては、収方法、指定袋の基準などにつきましては、収方法、指定袋の基準などにつきましては、

審議会答申を踏まえた内容となっているとこ審議会答申を踏まえた内容となっているとこ審議会答申を踏まえた内容となっているとこ審議会答申を踏まえた内容となっているとこ

ろでございます。ろでございます。ろでございます。ろでございます。    

    なお、指定袋の基準につきましては、１人なお、指定袋の基準につきましては、１人なお、指定袋の基準につきましては、１人なお、指定袋の基準につきましては、１人

暮らしの高齢者世帯や単身世帯用として、５暮らしの高齢者世帯や単身世帯用として、５暮らしの高齢者世帯や単身世帯用として、５暮らしの高齢者世帯や単身世帯用として、５

リットルの小さい指定袋を追加することといリットルの小さい指定袋を追加することといリットルの小さい指定袋を追加することといリットルの小さい指定袋を追加することとい

たしましたほか、たしましたほか、たしましたほか、たしましたほか、生活保護世帯への手数料の生活保護世帯への手数料の生活保護世帯への手数料の生活保護世帯への手数料の

減免につきましては、公平性の観点から実施減免につきましては、公平性の観点から実施減免につきましては、公平性の観点から実施減免につきましては、公平性の観点から実施

計画への計画への計画への計画への反映を見送ることといたしました。反映を見送ることといたしました。反映を見送ることといたしました。反映を見送ることといたしました。    

    また、生また、生また、生また、生ごみごみごみごみの堆肥化容器購入助成につきの堆肥化容器購入助成につきの堆肥化容器購入助成につきの堆肥化容器購入助成につき

ましては、過去に購入助成を実施しているこましては、過去に購入助成を実施しているこましては、過去に購入助成を実施しているこましては、過去に購入助成を実施しているこ

とから、実施計画への反映を見送ったところとから、実施計画への反映を見送ったところとから、実施計画への反映を見送ったところとから、実施計画への反映を見送ったところ

でございます。でございます。でございます。でございます。    

    次に、議会提案へ至る経過と、議会提案以次に、議会提案へ至る経過と、議会提案以次に、議会提案へ至る経過と、議会提案以次に、議会提案へ至る経過と、議会提案以

降有料化スタートするまでのタイムスケジュ降有料化スタートするまでのタイムスケジュ降有料化スタートするまでのタイムスケジュ降有料化スタートするまでのタイムスケジュ

ールにつきましては、答申後ールにつきましては、答申後ールにつきましては、答申後ールにつきましては、答申後、、、、実施計画の素実施計画の素実施計画の素実施計画の素

案をまとめ、これに基づき市民説明会を行い、案をまとめ、これに基づき市民説明会を行い、案をまとめ、これに基づき市民説明会を行い、案をまとめ、これに基づき市民説明会を行い、

その意見の主なものと市の考え方については、その意見の主なものと市の考え方については、その意見の主なものと市の考え方については、その意見の主なものと市の考え方については、

広報メロディを通じ市民の皆さまにお知らせ広報メロディを通じ市民の皆さまにお知らせ広報メロディを通じ市民の皆さまにお知らせ広報メロディを通じ市民の皆さまにお知らせ

したところであり、こうしたしたところであり、こうしたしたところであり、こうしたしたところであり、こうした経過経過経過経過を踏まえ実を踏まえ実を踏まえ実を踏まえ実

施計画を策定し、今議会に条例をご提案させ施計画を策定し、今議会に条例をご提案させ施計画を策定し、今議会に条例をご提案させ施計画を策定し、今議会に条例をご提案させ

ていただいたものでございます。ていただいたものでございます。ていただいたものでございます。ていただいたものでございます。    

    今後今後今後今後、、、、実施段階に実施段階に実施段階に実施段階にああああたっては、市民説明会たっては、市民説明会たっては、市民説明会たっては、市民説明会

を行い周知期間を設けるほか、取扱販売店のを行い周知期間を設けるほか、取扱販売店のを行い周知期間を設けるほか、取扱販売店のを行い周知期間を設けるほか、取扱販売店の

公募、指定袋の発注、指定袋の販売開始など公募、指定袋の発注、指定袋の販売開始など公募、指定袋の発注、指定袋の販売開始など公募、指定袋の発注、指定袋の販売開始など

を経て、を経て、を経て、を経て、本本本本年年年年 10101010 月を目途に有料化を実施した月を目途に有料化を実施した月を目途に有料化を実施した月を目途に有料化を実施した

いと考えているところでございます。いと考えているところでございます。いと考えているところでございます。いと考えているところでございます。    

    次に、財政運営について、次に、財政運営について、次に、財政運営について、次に、財政運営について、06060606（（（（平成平成平成平成 18181818））））年年年年

度度度度各会計等決算概要についてでありますが、各会計等決算概要についてでありますが、各会計等決算概要についてでありますが、各会計等決算概要についてでありますが、

初めに初めに初めに初めに、、、、債務の状況についてでありますが、債務の状況についてでありますが、債務の状況についてでありますが、債務の状況についてでありますが、

平成平成平成平成 17171717 年度末年度末年度末年度末 543543543543 億円に対し、平成億円に対し、平成億円に対し、平成億円に対し、平成 18181818 年度年度年度年度

決算の現時点での見込みで決算の現時点での見込みで決算の現時点での見込みで決算の現時点での見込みで 550550550550 億円で差し引億円で差し引億円で差し引億円で差し引

き７億円の増でありき７億円の増でありき７億円の増でありき７億円の増であり、主な内訳としまして、、主な内訳としまして、、主な内訳としまして、、主な内訳としまして、

地方債残高が地方債残高が地方債残高が地方債残高がごみごみごみごみ最終処分場などにより６億最終処分場などにより６億最終処分場などにより６億最終処分場などにより６億

円増の円増の円増の円増の 498498498498 億円、短期借入金が市立病院の不億円、短期借入金が市立病院の不億円、短期借入金が市立病院の不億円、短期借入金が市立病院の不

良債務増などにより４億円増の良債務増などにより４億円増の良債務増などにより４億円増の良債務増などにより４億円増の 27272727 億円、債務億円、債務億円、債務億円、債務

負担行為負担行為負担行為負担行為翌年度予定額３億円減の翌年度予定額３億円減の翌年度予定額３億円減の翌年度予定額３億円減の 25252525 億円で億円で億円で億円で

あります。あります。あります。あります。    

    次に、一般会計における当初予算と決算と次に、一般会計における当初予算と決算と次に、一般会計における当初予算と決算と次に、一般会計における当初予算と決算と

の主な増減につきましては、歳入では市税がの主な増減につきましては、歳入では市税がの主な増減につきましては、歳入では市税がの主な増減につきましては、歳入では市税が

1,9001,9001,9001,900 万円の減、万円の減、万円の減、万円の減、地方交付税が地方交付税が地方交付税が地方交付税が 3,3003,3003,3003,300 万円の万円の万円の万円の

増、歳出では公債費で増、歳出では公債費で増、歳出では公債費で増、歳出では公債費で 3,7003,7003,7003,700 万円の減などで万円の減などで万円の減などで万円の減などで

あります。あります。あります。あります。    

    また、当初予算において土地売払収入、国また、当初予算において土地売払収入、国また、当初予算において土地売払収入、国また、当初予算において土地売払収入、国

民健康保険支払準備基金借入金、特別交付税民健康保険支払準備基金借入金、特別交付税民健康保険支払準備基金借入金、特別交付税民健康保険支払準備基金借入金、特別交付税

の計４億の計４億の計４億の計４億 3,0003,0003,0003,000 万円を計上しておりましたが、万円を計上しておりましたが、万円を計上しておりましたが、万円を計上しておりましたが、

結果結果結果結果としてとしてとしてとして、、、、国民健康保険支払準備基金借入国民健康保険支払準備基金借入国民健康保険支払準備基金借入国民健康保険支払準備基金借入

金１億円及び財政調整基金金１億円及び財政調整基金金１億円及び財政調整基金金１億円及び財政調整基金 1,7001,7001,7001,700 万円により万円により万円により万円により

黒字決算となりました。黒字決算となりました。黒字決算となりました。黒字決算となりました。    
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    次に、病院事業会計についてでありますが、次に、病院事業会計についてでありますが、次に、病院事業会計についてでありますが、次に、病院事業会計についてでありますが、

当初予算との主な増減について申し上げます当初予算との主な増減について申し上げます当初予算との主な増減について申し上げます当初予算との主な増減について申し上げます

と、１日当たり平均患者数は入院がと、１日当たり平均患者数は入院がと、１日当たり平均患者数は入院がと、１日当たり平均患者数は入院が「「「「26.126.126.126.1 人人人人」」」」、、、、

外来が外来が外来が外来が「「「「95.395.395.395.3 人人人人」」」」減で、これに伴う診療収益減で、これに伴う診療収益減で、これに伴う診療収益減で、これに伴う診療収益

がががが「「「「３億３億３億３億 3,3553,3553,3553,355 万万万万 5,0005,0005,0005,000 円円円円」」」」の減収となり、の減収となり、の減収となり、の減収となり、

医業費用は退職不補充など人件費の縮減や一医業費用は退職不補充など人件費の縮減や一医業費用は退職不補充など人件費の縮減や一医業費用は退職不補充など人件費の縮減や一

般経費の抑制などにより般経費の抑制などにより般経費の抑制などにより般経費の抑制などにより「「「「１億１億１億１億3,0973,0973,0973,097万万万万6,0006,0006,0006,000

円円円円」」」」の減少となりました。の減少となりました。の減少となりました。の減少となりました。    

    また、第５次健全化計画に伴う特別交付税また、第５次健全化計画に伴う特別交付税また、第５次健全化計画に伴う特別交付税また、第５次健全化計画に伴う特別交付税

は、計画は、計画は、計画は、計画どおどおどおどおりりりり「「「「7,5007,5007,5007,500 万円万円万円万円」」」」が措置されまが措置されまが措置されまが措置されま

したが、新たにしたが、新たにしたが、新たにしたが、新たに「「「「２億２億２億２億 0,9500,9500,9500,950 万万万万 9,0009,0009,0009,000 円円円円」」」」のののの

不良債務が発生し、第５次健全化計画との比不良債務が発生し、第５次健全化計画との比不良債務が発生し、第５次健全化計画との比不良債務が発生し、第５次健全化計画との比

較では較では較では較では「「「「５億５億５億５億 2,2,2,2,181818184444 万万万万 7,0007,0007,0007,000 円円円円」」」」の乖離を生の乖離を生の乖離を生の乖離を生

ずる見込みであります。ずる見込みであります。ずる見込みであります。ずる見込みであります。    

    次に、次に、次に、次に、土地土地土地土地開発公社の現状につきましては、開発公社の現状につきましては、開発公社の現状につきましては、開発公社の現状につきましては、

つつじ団地などの分譲団地２万つつじ団地などの分譲団地２万つつじ団地などの分譲団地２万つつじ団地などの分譲団地２万 7,6687,6687,6687,668 平米、平米、平米、平米、

身障指導者身障指導者身障指導者身障指導者指導所指導所指導所指導所跡地など跡地など跡地など跡地など分譲団地以外の保分譲団地以外の保分譲団地以外の保分譲団地以外の保

有地８万有地８万有地８万有地８万 5,1925,1925,1925,192 平米、健康の丘スポーツラン平米、健康の丘スポーツラン平米、健康の丘スポーツラン平米、健康の丘スポーツラン

ド用地などの先行取得用地ド用地などの先行取得用地ド用地などの先行取得用地ド用地などの先行取得用地 28282828 万万万万 0,0730,0730,0730,073 平米、平米、平米、平米、

合計で合計で合計で合計で 39393939 万万万万 2,9332,9332,9332,933 平米を保有しており、これ平米を保有しており、これ平米を保有しており、これ平米を保有しており、これ

らにらにらにらに係る係る係る係る金融機関からの長期借入金が、平成金融機関からの長期借入金が、平成金融機関からの長期借入金が、平成金融機関からの長期借入金が、平成

19191919 年３月末で年３月末で年３月末で年３月末で 10101010 億億億億 8,4008,4008,4008,400 万円、万円、万円、万円、支払利息が支払利息が支払利息が支払利息が

1,4611,4611,4611,461 万円となっております。万円となっております。万円となっております。万円となっております。    

    市といたしましては、土地開発公社に毎年市といたしましては、土地開発公社に毎年市といたしましては、土地開発公社に毎年市といたしましては、土地開発公社に毎年

運営資金として無利子貸付をしているところ運営資金として無利子貸付をしているところ運営資金として無利子貸付をしているところ運営資金として無利子貸付をしているところ

でありますが、先行取得用地を含めた保有地でありますが、先行取得用地を含めた保有地でありますが、先行取得用地を含めた保有地でありますが、先行取得用地を含めた保有地

の長期借入金が課題となっているところであの長期借入金が課題となっているところであの長期借入金が課題となっているところであの長期借入金が課題となっているところであ

ります。ります。ります。ります。    

    また、経営健全化方策についてでありますまた、経営健全化方策についてでありますまた、経営健全化方策についてでありますまた、経営健全化方策についてであります

が、早期売却を図るため、本年４月に不動産が、早期売却を図るため、本年４月に不動産が、早期売却を図るため、本年４月に不動産が、早期売却を図るため、本年４月に不動産

鑑定評価をもとに、帳簿価格を実勢価格に評鑑定評価をもとに、帳簿価格を実勢価格に評鑑定評価をもとに、帳簿価格を実勢価格に評鑑定評価をもとに、帳簿価格を実勢価格に評

価替えしたところでございます。価替えしたところでございます。価替えしたところでございます。価替えしたところでございます。    

    次に、第３セクターの経営状況等について次に、第３セクターの経営状況等について次に、第３セクターの経営状況等について次に、第３セクターの経営状況等について

でありますが、コンピュータカレッジにつきでありますが、コンピュータカレッジにつきでありますが、コンピュータカレッジにつきでありますが、コンピュータカレッジにつき

ましてはましてはましてはましては、、、、平成平成平成平成 18181818 年度決算では年度決算では年度決算では年度決算では 300300300300 万万万万円余り円余り円余り円余り

の単年度黒字となりましの単年度黒字となりましの単年度黒字となりましの単年度黒字となりましたが、年度末累積損たが、年度末累積損たが、年度末累積損たが、年度末累積損

失は失は失は失は 8,7008,7008,7008,700 万円ほどとなっております。過去万円ほどとなっております。過去万円ほどとなっております。過去万円ほどとなっております。過去

５年間の５年間の５年間の５年間の学生学生学生学生数は平成数は平成数は平成数は平成 15151515 年度年度年度年度 66666666 人、人、人、人、16161616 年度年度年度年度

67676767 人、人、人、人、17171717 年度年度年度年度 54545454 人、人、人、人、18181818 年度年度年度年度 53535353 人、人、人、人、19191919 年度年度年度年度

44444444 人となっております。市の貸付金は人となっております。市の貸付金は人となっております。市の貸付金は人となっております。市の貸付金は 19191919 年年年年

３月末で１億３月末で１億３月末で１億３月末で１億 0,5000,5000,5000,500 万円であり、今後とも同万円であり、今後とも同万円であり、今後とも同万円であり、今後とも同

額で推移するものと見込んでおります。額で推移するものと見込んでおります。額で推移するものと見込んでおります。額で推移するものと見込んでおります。    

    このため、今後におきましても学生確保にこのため、今後におきましても学生確保にこのため、今後におきましても学生確保にこのため、今後におきましても学生確保に

努めるとともに、訓練講座や講師派遣業務等努めるとともに、訓練講座や講師派遣業務等努めるとともに、訓練講座や講師派遣業務等努めるとともに、訓練講座や講師派遣業務等

を積極的にを積極的にを積極的にを積極的に受託受託受託受託して、財源確保に努めてまいして、財源確保に努めてまいして、財源確保に努めてまいして、財源確保に努めてまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。    

    次に、美唄ハイテクセンターにつきまして次に、美唄ハイテクセンターにつきまして次に、美唄ハイテクセンターにつきまして次に、美唄ハイテクセンターにつきまして

は、平成は、平成は、平成は、平成 18181818 年度末累積損失が年度末累積損失が年度末累積損失が年度末累積損失が 6,2006,2006,2006,200 万円とな万円とな万円とな万円とな

っっっっております。平成４年に、日本政策投資銀ております。平成４年に、日本政策投資銀ております。平成４年に、日本政策投資銀ております。平成４年に、日本政策投資銀

行から借り入れた３億円の長期債務の残高は、行から借り入れた３億円の長期債務の残高は、行から借り入れた３億円の長期債務の残高は、行から借り入れた３億円の長期債務の残高は、

1,9401,9401,9401,940 万円で、今年度完済する予定でありま万円で、今年度完済する予定でありま万円で、今年度完済する予定でありま万円で、今年度完済する予定でありま

すが、市の貸付金は年度末で１億すが、市の貸付金は年度末で１億すが、市の貸付金は年度末で１億すが、市の貸付金は年度末で１億 3,2003,2003,2003,200 万円万円万円万円

であり、現在の入居状況で推移すると増加すであり、現在の入居状況で推移すると増加すであり、現在の入居状況で推移すると増加すであり、現在の入居状況で推移すると増加す

るものと見込んでおります。るものと見込んでおります。るものと見込んでおります。るものと見込んでおります。    

    今後ともテナントの確保に努めてまいりた今後ともテナントの確保に努めてまいりた今後ともテナントの確保に努めてまいりた今後ともテナントの確保に努めてまいりた

いと考えております。いと考えております。いと考えております。いと考えております。    

    次に、美唄未来開発センターにつきまして次に、美唄未来開発センターにつきまして次に、美唄未来開発センターにつきまして次に、美唄未来開発センターにつきまして

は、平成６年度以降黒字を続けており、順調は、平成６年度以降黒字を続けており、順調は、平成６年度以降黒字を続けており、順調は、平成６年度以降黒字を続けており、順調

な経営状況となっておりますが、一層の体質な経営状況となっておりますが、一層の体質な経営状況となっておりますが、一層の体質な経営状況となっておりますが、一層の体質

強化が必要であると考えております。強化が必要であると考えております。強化が必要であると考えております。強化が必要であると考えております。    

    次に、株式会社ベル・カントにつきまして次に、株式会社ベル・カントにつきまして次に、株式会社ベル・カントにつきまして次に、株式会社ベル・カントにつきまして

は、平成は、平成は、平成は、平成 18181818 年度の年度の年度の年度の状況は状況は状況は状況は、、、、他の温泉施設等へ他の温泉施設等へ他の温泉施設等へ他の温泉施設等へ

の客の移行や隣接するパークゴルフ場等の利の客の移行や隣接するパークゴルフ場等の利の客の移行や隣接するパークゴルフ場等の利の客の移行や隣接するパークゴルフ場等の利

用客の減少が日帰り入浴客に影響を与え、前用客の減少が日帰り入浴客に影響を与え、前用客の減少が日帰り入浴客に影響を与え、前用客の減少が日帰り入浴客に影響を与え、前

年度の売上高を比較しますと年度の売上高を比較しますと年度の売上高を比較しますと年度の売上高を比較しますと 1,1271,1271,1271,127 万円の減万円の減万円の減万円の減

となりましたが、業務委託料などの見直しにとなりましたが、業務委託料などの見直しにとなりましたが、業務委託料などの見直しにとなりましたが、業務委託料などの見直しに

より、繰越欠損金はより、繰越欠損金はより、繰越欠損金はより、繰越欠損金は 26262626 万円から万円から万円から万円から 13131313 万円に圧万円に圧万円に圧万円に圧

縮されております。縮されております。縮されております。縮されております。    
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    今後は今後は今後は今後は、、、、パークゴルフ場やサン・スポーツパークゴルフ場やサン・スポーツパークゴルフ場やサン・スポーツパークゴルフ場やサン・スポーツ

ランド美唄などのスポーツ施設をランド美唄などのスポーツ施設をランド美唄などのスポーツ施設をランド美唄などのスポーツ施設を活用活用活用活用し、利し、利し、利し、利

用者の増を図っていくこととしております。用者の増を図っていくこととしております。用者の増を図っていくこととしております。用者の増を図っていくこととしております。    

    次に、健全化判断比率につきましては、平次に、健全化判断比率につきましては、平次に、健全化判断比率につきましては、平次に、健全化判断比率につきましては、平

成成成成 18181818 年度決算見込みベースにおける現時点年度決算見込みベースにおける現時点年度決算見込みベースにおける現時点年度決算見込みベースにおける現時点

でのでのでのでの試算試算試算試算では、連結実質赤字比率がでは、連結実質赤字比率がでは、連結実質赤字比率がでは、連結実質赤字比率が 19.919.919.919.9％で％で％で％で

あり、厳しいものあり、厳しいものあり、厳しいものあり、厳しいものと考えております。なお、と考えております。なお、と考えております。なお、と考えております。なお、

国においては病院事業の具体的な国においては病院事業の具体的な国においては病院事業の具体的な国においては病院事業の具体的な基準基準基準基準についについについについ

て、全国的な公立病院の経営状況や地域の実て、全国的な公立病院の経営状況や地域の実て、全国的な公立病院の経営状況や地域の実て、全国的な公立病院の経営状況や地域の実

態を踏まえるとともに、政省令の策定や運用態を踏まえるとともに、政省令の策定や運用態を踏まえるとともに、政省令の策定や運用態を踏まえるとともに、政省令の策定や運用

ににににああああたって、地方たって、地方たって、地方たって、地方六六六六団体などの意見を十分に団体などの意見を十分に団体などの意見を十分に団体などの意見を十分に

聴き聴き聴き聴き検討するとしていることから、今後の動検討するとしていることから、今後の動検討するとしていることから、今後の動検討するとしていることから、今後の動

向など情報収集に努めてまいりたいと考えて向など情報収集に努めてまいりたいと考えて向など情報収集に努めてまいりたいと考えて向など情報収集に努めてまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。    

    次に、公債費負担適正化計画の概要につい次に、公債費負担適正化計画の概要につい次に、公債費負担適正化計画の概要につい次に、公債費負担適正化計画の概要につい

てでありますが、期間中の起債発行額を単年てでありますが、期間中の起債発行額を単年てでありますが、期間中の起債発行額を単年てでありますが、期間中の起債発行額を単年

度度度度当当当当たりたりたりたりおおむねおおむねおおむねおおむね８億円程度としたところで８億円程度としたところで８億円程度としたところで８億円程度としたところで

あります。このため、市債の発行が伴う事業あります。このため、市債の発行が伴う事業あります。このため、市債の発行が伴う事業あります。このため、市債の発行が伴う事業

の重点化が必要となることから、財政推計をの重点化が必要となることから、財政推計をの重点化が必要となることから、財政推計をの重点化が必要となることから、財政推計を

見直しの上、後期基本計画に登載してい見直しの上、後期基本計画に登載してい見直しの上、後期基本計画に登載してい見直しの上、後期基本計画に登載している事る事る事る事

業の見直しを行うこととしております。業の見直しを行うこととしております。業の見直しを行うこととしております。業の見直しを行うこととしております。    

    次に、総合的な財政情報開示の取り組みに次に、総合的な財政情報開示の取り組みに次に、総合的な財政情報開示の取り組みに次に、総合的な財政情報開示の取り組みに

ついてでありますが、本年１月総務省の通知ついてでありますが、本年１月総務省の通知ついてでありますが、本年１月総務省の通知ついてでありますが、本年１月総務省の通知

があり、があり、があり、があり、地方財政が極めて厳しい中、各団体地方財政が極めて厳しい中、各団体地方財政が極めて厳しい中、各団体地方財政が極めて厳しい中、各団体

が住民等の理解と協力を得ながらが住民等の理解と協力を得ながらが住民等の理解と協力を得ながらが住民等の理解と協力を得ながら財政健全化財政健全化財政健全化財政健全化

を推進する必要があるとの観点から、今後のを推進する必要があるとの観点から、今後のを推進する必要があるとの観点から、今後のを推進する必要があるとの観点から、今後の

地方公会計改革や新たな再生法制の具体地方公会計改革や新たな再生法制の具体地方公会計改革や新たな再生法制の具体地方公会計改革や新たな再生法制の具体化化化化もももも

視野に入れ、第３セクター等の経営状況など視野に入れ、第３セクター等の経営状況など視野に入れ、第３セクター等の経営状況など視野に入れ、第３セクター等の経営状況など

も含めた総合的な財政情報を開示することとも含めた総合的な財政情報を開示することとも含めた総合的な財政情報を開示することとも含めた総合的な財政情報を開示することと

したところであります。したところであります。したところであります。したところであります。    

    本市におきましても、この通知に基づき公本市におきましても、この通知に基づき公本市におきましても、この通知に基づき公本市におきましても、この通知に基づき公

表したところでありますが、表したところでありますが、表したところでありますが、表したところでありますが、作成作成作成作成ににににああああたってたってたってたって

はははは解説などを付記し、可能な限り改善に努め解説などを付記し、可能な限り改善に努め解説などを付記し、可能な限り改善に努め解説などを付記し、可能な限り改善に努め

たとこたとこたとこたところであり、今後におきましても市民のろであり、今後におきましても市民のろであり、今後におきましても市民のろであり、今後におきましても市民の

目線に立ったわかりやすい情報提供に努めて目線に立ったわかりやすい情報提供に努めて目線に立ったわかりやすい情報提供に努めて目線に立ったわかりやすい情報提供に努めて

まいります。まいります。まいります。まいります。    

●●●●議長林議長林議長林議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    13131313 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●13131313 番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員    重ねて質問いたしま重ねて質問いたしま重ねて質問いたしま重ねて質問いたしま

す。す。す。す。    

    ごみごみごみごみ処理行政についてでありますが、私も処理行政についてでありますが、私も処理行政についてでありますが、私も処理行政についてでありますが、私も

ごみごみごみごみの問題は何度か議論してきまして、特にの問題は何度か議論してきまして、特にの問題は何度か議論してきまして、特にの問題は何度か議論してきまして、特に

有料化については有料化については有料化については有料化については、、、、市長が就任されたときか市長が就任されたときか市長が就任されたときか市長が就任されたときか

らららら前市長の政策の継続ということで指摘をし前市長の政策の継続ということで指摘をし前市長の政策の継続ということで指摘をし前市長の政策の継続ということで指摘をし

て、渋っておられたが計画にも載せられて、て、渋っておられたが計画にも載せられて、て、渋っておられたが計画にも載せられて、て、渋っておられたが計画にも載せられて、

いよいよ運びになったわけですが、この場でいよいよ運びになったわけですが、この場でいよいよ運びになったわけですが、この場でいよいよ運びになったわけですが、この場で

お尋ねをしたいのは、なぜ実効性のあるお尋ねをしたいのは、なぜ実効性のあるお尋ねをしたいのは、なぜ実効性のあるお尋ねをしたいのは、なぜ実効性のあるごみごみごみごみ

の排出抑制なり、それからリサイクルの排出抑制なり、それからリサイクルの排出抑制なり、それからリサイクルの排出抑制なり、それからリサイクルがががができできできでき

ていかないのかと、ていかないのかと、ていかないのかと、ていかないのかと、そういう結果が出なかっそういう結果が出なかっそういう結果が出なかっそういう結果が出なかっ

たということです。たということです。たということです。たということです。ごみごみごみごみ処理基本計画をつく処理基本計画をつく処理基本計画をつく処理基本計画をつく

られて、そして先の長い話ですから。られて、そして先の長い話ですから。られて、そして先の長い話ですから。られて、そして先の長い話ですから。    

    私は私は私は私はごみごみごみごみ処理基本計画を改めて見ますと、処理基本計画を改めて見ますと、処理基本計画を改めて見ますと、処理基本計画を改めて見ますと、

排出抑制は到達年次の削減をこれだけしたい排出抑制は到達年次の削減をこれだけしたい排出抑制は到達年次の削減をこれだけしたい排出抑制は到達年次の削減をこれだけしたい

と、こういうのあるんです。と、こういうのあるんです。と、こういうのあるんです。と、こういうのあるんです。25252525％減らしたい％減らしたい％減らしたい％減らしたい

というのがあるんです。ところが、各年度どというのがあるんです。ところが、各年度どというのがあるんです。ところが、各年度どというのがあるんです。ところが、各年度ど

うしていくのかというのがないんです。うしていくのかというのがないんです。うしていくのかというのがないんです。うしていくのかというのがないんです。    

    このリサイクルにつきましても、最終的にこのリサイクルにつきましても、最終的にこのリサイクルにつきましても、最終的にこのリサイクルにつきましても、最終的に

総排出量の資源化率が幾らかというのは、こ総排出量の資源化率が幾らかというのは、こ総排出量の資源化率が幾らかというのは、こ総排出量の資源化率が幾らかというのは、こ

れれれれ 27272727％にしたいとこういうふうに出ている％にしたいとこういうふうに出ている％にしたいとこういうふうに出ている％にしたいとこういうふうに出ている

んですけれど、この目標数値、具体なものとんですけれど、この目標数値、具体なものとんですけれど、この目標数値、具体なものとんですけれど、この目標数値、具体なものと

してなかなか見えないです。してなかなか見えないです。してなかなか見えないです。してなかなか見えないです。    

    排出量をどう減らしていく排出量をどう減らしていく排出量をどう減らしていく排出量をどう減らしていくのかということのかということのかということのかということ

のために具体的な施策を講じてつなげていくのために具体的な施策を講じてつなげていくのために具体的な施策を講じてつなげていくのために具体的な施策を講じてつなげていく

んだけれども、排出量んだけれども、排出量んだけれども、排出量んだけれども、排出量については、については、については、については、見えない見えない見えない見えない

結論だけが先に出てしまって、あと数値目標結論だけが先に出てしまって、あと数値目標結論だけが先に出てしまって、あと数値目標結論だけが先に出てしまって、あと数値目標

というのは人口の減少等と分別の徹底というというのは人口の減少等と分別の徹底というというのは人口の減少等と分別の徹底というというのは人口の減少等と分別の徹底という

ことで、ごみ量がこうことで、ごみ量がこうことで、ごみ量がこうことで、ごみ量がこう推移推移推移推移していくという推していくという推していくという推していくという推

計値しかないんです。計値しかないんです。計値しかないんです。計値しかないんです。    

    ですから先ほど、私は中間総括を求めるとですから先ほど、私は中間総括を求めるとですから先ほど、私は中間総括を求めるとですから先ほど、私は中間総括を求めると
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言ったが、市長の中間総括なるものの、ご発言ったが、市長の中間総括なるものの、ご発言ったが、市長の中間総括なるものの、ご発言ったが、市長の中間総括なるものの、ご発

言はどんなだったかと言うと「目標値と比べ、言はどんなだったかと言うと「目標値と比べ、言はどんなだったかと言うと「目標値と比べ、言はどんなだったかと言うと「目標値と比べ、

処理量、リサイクル率とも下回っている」こ処理量、リサイクル率とも下回っている」こ処理量、リサイクル率とも下回っている」こ処理量、リサイクル率とも下回っている」こ

ういう総括です。「こういった施策をしてきたういう総括です。「こういった施策をしてきたういう総括です。「こういった施策をしてきたういう総括です。「こういった施策をしてきた

が、不十分だった」「こういった施策をしたおが、不十分だった」「こういった施策をしたおが、不十分だった」「こういった施策をしたおが、不十分だった」「こういった施策をしたお

かげで、これらの目標達成になっかげで、これらの目標達成になっかげで、これらの目標達成になっかげで、これらの目標達成になった」とこれた」とこれた」とこれた」とこれ

が総括です。できないというのは排出量の年が総括です。できないというのは排出量の年が総括です。できないというのは排出量の年が総括です。できないというのは排出量の年

度度度度ごごごごとの削減目標がないからつくれないんでとの削減目標がないからつくれないんでとの削減目標がないからつくれないんでとの削減目標がないからつくれないんで

す。私はそういうふうに感じたんです。す。私はそういうふうに感じたんです。す。私はそういうふうに感じたんです。す。私はそういうふうに感じたんです。    

    今後、この基本計画にあります中間処理の今後、この基本計画にあります中間処理の今後、この基本計画にあります中間処理の今後、この基本計画にあります中間処理の

内容も内容も内容も内容も、この計画つくった段階では南空知の、この計画つくった段階では南空知の、この計画つくった段階では南空知の、この計画つくった段階では南空知の

広域事業、焼却、そして生広域事業、焼却、そして生広域事業、焼却、そして生広域事業、焼却、そして生ごみごみごみごみ、、、、これらも視これらも視これらも視これらも視

野に入れたものでしたが、すでにそれらの計野に入れたものでしたが、すでにそれらの計野に入れたものでしたが、すでにそれらの計野に入れたものでしたが、すでにそれらの計

画が頓挫をして、新たなそういう共同処理と画が頓挫をして、新たなそういう共同処理と画が頓挫をして、新たなそういう共同処理と画が頓挫をして、新たなそういう共同処理と

いうことの模索もしておられるようですが、いうことの模索もしておられるようですが、いうことの模索もしておられるようですが、いうことの模索もしておられるようですが、

私は私は私は私は、、、、このこのこのこのごみごみごみごみ処理基本計画というものを、処理基本計画というものを、処理基本計画というものを、処理基本計画というものを、

しっかりとしたものに見直していくというこしっかりとしたものに見直していくというこしっかりとしたものに見直していくというこしっかりとしたものに見直していくというこ

とが必要だと思うんです。その際、施策に裏とが必要だと思うんです。その際、施策に裏とが必要だと思うんです。その際、施策に裏とが必要だと思うんです。その際、施策に裏

打ちされた排出量の抑制の打ちされた排出量の抑制の打ちされた排出量の抑制の打ちされた排出量の抑制の年度年度年度年度ごごごごとの数値目との数値目との数値目との数値目

標も含めたものにしていかなければならない標も含めたものにしていかなければならない標も含めたものにしていかなければならない標も含めたものにしていかなければならない

だろうとだろうとだろうとだろうとこう思うんですこう思うんですこう思うんですこう思うんです。。。。    

    事業系の一般事業系の一般事業系の一般事業系の一般ごみごみごみごみについても、いわゆるあについても、いわゆるあについても、いわゆるあについても、いわゆるあ

わせ一杯、これにつきましても取り扱いにつわせ一杯、これにつきましても取り扱いにつわせ一杯、これにつきましても取り扱いにつわせ一杯、これにつきましても取り扱いにつ

いてどうしていくかということも明示しなけいてどうしていくかということも明示しなけいてどうしていくかということも明示しなけいてどうしていくかということも明示しなけ

ればならないですし、私はそういったことがればならないですし、私はそういったことがればならないですし、私はそういったことがればならないですし、私はそういったことが

必要だろうということを申し上げたいんです必要だろうということを申し上げたいんです必要だろうということを申し上げたいんです必要だろうということを申し上げたいんです

が、ここではこれらについてお尋ねをしたいが、ここではこれらについてお尋ねをしたいが、ここではこれらについてお尋ねをしたいが、ここではこれらについてお尋ねをしたい

のは、この有料化にかかって先進事例がたくのは、この有料化にかかって先進事例がたくのは、この有料化にかかって先進事例がたくのは、この有料化にかかって先進事例がたく

さんあります。すでに北海道さんあります。すでに北海道さんあります。すでに北海道さんあります。すでに北海道 23232323、プラスアル、プラスアル、プラスアル、プラスアル

ファーファーファーファー25252525、６になるんでしょうけれど、これ、６になるんでしょうけれど、これ、６になるんでしょうけれど、これ、６になるんでしょうけれど、これ

らの先進事例がある中で、この有料化を契機らの先進事例がある中で、この有料化を契機らの先進事例がある中で、この有料化を契機らの先進事例がある中で、この有料化を契機

に具体的な排出抑制なり、資に具体的な排出抑制なり、資に具体的な排出抑制なり、資に具体的な排出抑制なり、資源化に向けた施源化に向けた施源化に向けた施源化に向けた施

策をしっかりと打ち出しているんです。策をしっかりと打ち出しているんです。策をしっかりと打ち出しているんです。策をしっかりと打ち出しているんです。    

    中身はそれぞれの付託された委員会で議論中身はそれぞれの付託された委員会で議論中身はそれぞれの付託された委員会で議論中身はそれぞれの付託された委員会で議論

がなされると思うんですけれど、市長の示さがなされると思うんですけれど、市長の示さがなされると思うんですけれど、市長の示さがなされると思うんですけれど、市長の示さ

れたものには、施策が、お金のかける施策がれたものには、施策が、お金のかける施策がれたものには、施策が、お金のかける施策がれたものには、施策が、お金のかける施策が

ゼロゼロゼロゼロです。です。です。です。１１１１つとっても、この啓発活動つとっても、この啓発活動つとっても、この啓発活動つとっても、この啓発活動１１１１つつつつ

とっても、広報にビラに織り込むなんてものとっても、広報にビラに織り込むなんてものとっても、広報にビラに織り込むなんてものとっても、広報にビラに織り込むなんてもの

では話にならないです。改めて、排出抑制をでは話にならないです。改めて、排出抑制をでは話にならないです。改めて、排出抑制をでは話にならないです。改めて、排出抑制を

するためにどうするかと。それこそ家庭でごするためにどうするかと。それこそ家庭でごするためにどうするかと。それこそ家庭でごするためにどうするかと。それこそ家庭でご

覧になる奥さんの目線でつくらなければなら覧になる奥さんの目線でつくらなければなら覧になる奥さんの目線でつくらなければなら覧になる奥さんの目線でつくらなければなら

ない。これも、かなりの量になるでしょう。ない。これも、かなりの量になるでしょう。ない。これも、かなりの量になるでしょう。ない。これも、かなりの量になるでしょう。    

    それから、生それから、生それから、生それから、生ごみごみごみごみです。処理量の約です。処理量の約です。処理量の約です。処理量の約 40404040％と％と％と％と

言われ言われ言われ言われております。市民１人当たり１日ております。市民１人当たり１日ております。市民１人当たり１日ております。市民１人当たり１日

1,2341,2341,2341,234 グラムといグラムといグラムといグラムというのがうのがうのがうのが、、、、この計画スタートこの計画スタートこの計画スタートこの計画スタート

のときののときののときののときのごみごみごみごみの量だったんです。市民１人がの量だったんです。市民１人がの量だったんです。市民１人がの量だったんです。市民１人が

出す。いまこれが出す。いまこれが出す。いまこれが出す。いまこれが 1,2001,2001,2001,200 前後で推移してきて前後で推移してきて前後で推移してきて前後で推移してきて

いるわけですけれども、いるわけですけれども、いるわけですけれども、いるわけですけれども、40404040％を占める生％を占める生％を占める生％を占める生ごみごみごみごみ

の減量というものを図るためにどうするかと。の減量というものを図るためにどうするかと。の減量というものを図るためにどうするかと。の減量というものを図るためにどうするかと。

これはやはり堆肥化なこれはやはり堆肥化なこれはやはり堆肥化なこれはやはり堆肥化なりりりり何なりで、ご家庭で何なりで、ご家庭で何なりで、ご家庭で何なりで、ご家庭で

処理をしていただくと、この分の処理の成否処理をしていただくと、この分の処理の成否処理をしていただくと、この分の処理の成否処理をしていただくと、この分の処理の成否

にかかってにかかってにかかってにかかっていいいいると言ってもいいと思っていまると言ってもいいと思っていまると言ってもいいと思っていまると言ってもいいと思っていま

す、私は。コンポストもやってきたというんす、私は。コンポストもやってきたというんす、私は。コンポストもやってきたというんす、私は。コンポストもやってきたというん

ですけれども随分前で、我が家でも２回ほどですけれども随分前で、我が家でも２回ほどですけれども随分前で、我が家でも２回ほどですけれども随分前で、我が家でも２回ほど

それぞれ金物屋から購入していますけれど、それぞれ金物屋から購入していますけれど、それぞれ金物屋から購入していますけれど、それぞれ金物屋から購入していますけれど、

しっかりとそういったしっかりとそういったしっかりとそういったしっかりとそういった減量減量減量減量対策を予算上明示対策を予算上明示対策を予算上明示対策を予算上明示

して進めてして進めてして進めてして進めてとととということをあわせて行うと、そいうことをあわせて行うと、そいうことをあわせて行うと、そいうことをあわせて行うと、そ

こが実効性のあるこが実効性のあるこが実効性のあるこが実効性のある減量減量減量減量化施策を行うというこ化施策を行うというこ化施策を行うというこ化施策を行うというこ

とになるんじゃないでしょうか。とになるんじゃないでしょうか。とになるんじゃないでしょうか。とになるんじゃないでしょうか。    

    集団回収の問題集団回収の問題集団回収の問題集団回収の問題１つ１つ１つ１つ取りましても、頑張る取りましても、頑張る取りましても、頑張る取りましても、頑張る

地域については、さて頑張っていただいたと地域については、さて頑張っていただいたと地域については、さて頑張っていただいたと地域については、さて頑張っていただいたと

いう、そういった励みになるような対応だっいう、そういった励みになるような対応だっいう、そういった励みになるような対応だっいう、そういった励みになるような対応だっ

て必要でありましょうし、必要経費としてて必要でありましょうし、必要経費としてて必要でありましょうし、必要経費としてて必要でありましょうし、必要経費として見見見見

るかどうかるかどうかるかどうかるかどうか、、、、これは判断でこれは判断でこれは判断でこれは判断でありまありまありまあります。この予す。この予す。この予す。この予

算では算では算では算では 5,0005,0005,0005,000 万円万円万円万円からのからのからのからの手数料手数料手数料手数料収入等に見込収入等に見込収入等に見込収入等に見込

んで、直接かかる経費はおそらくこのんで、直接かかる経費はおそらくこのんで、直接かかる経費はおそらくこのんで、直接かかる経費はおそらくこのごみごみごみごみのののの

販売の販売の販売の販売の、、、、中身書いてありませんからわかりま中身書いてありませんからわかりま中身書いてありませんからわかりま中身書いてありませんからわかりま

せんが、店頭の取扱手数料、お店のです、せんが、店頭の取扱手数料、お店のです、せんが、店頭の取扱手数料、お店のです、せんが、店頭の取扱手数料、お店のです、ごごごご
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みみみみ袋の作成、これらの経費でしょう、主なも袋の作成、これらの経費でしょう、主なも袋の作成、これらの経費でしょう、主なも袋の作成、これらの経費でしょう、主なも

のは。この機会に、打ち出すべきではなのは。この機会に、打ち出すべきではなのは。この機会に、打ち出すべきではなのは。この機会に、打ち出すべきではないでいでいでいで

すか。特定財源あるんですから。私はこのよすか。特定財源あるんですから。私はこのよすか。特定財源あるんですから。私はこのよすか。特定財源あるんですから。私はこのよ

うに思いますけれど、このうに思いますけれど、このうに思いますけれど、このうに思いますけれど、このごみごみごみごみ処理行政につ処理行政につ処理行政につ処理行政につ

いては、前段いろいろ申し上げたが、この１いては、前段いろいろ申し上げたが、この１いては、前段いろいろ申し上げたが、この１いては、前段いろいろ申し上げたが、この１

点に絞ってお尋ねをしたいと思います。点に絞ってお尋ねをしたいと思います。点に絞ってお尋ねをしたいと思います。点に絞ってお尋ねをしたいと思います。    

    次に、財政運営についてでありますが、い次に、財政運営についてでありますが、い次に、財政運営についてでありますが、い次に、財政運営についてでありますが、い

まお聞きをしますと、まお聞きをしますと、まお聞きをしますと、まお聞きをしますと、美唄市が抱えているい美唄市が抱えているい美唄市が抱えているい美唄市が抱えているい

わゆる負債総額わゆる負債総額わゆる負債総額わゆる負債総額 550550550550 億円ということで、１年億円ということで、１年億円ということで、１年億円ということで、１年

間で７億円の増加を間で７億円の増加を間で７億円の増加を間で７億円の増加を見見見見たということでありまたということでありまたということでありまたということでありま

す。これは、財政再建団体に着実に近づいてす。これは、財政再建団体に着実に近づいてす。これは、財政再建団体に着実に近づいてす。これは、財政再建団体に着実に近づいて

いるのかいるのかいるのかいるのか、、、、一過性のことなのか、このことに一過性のことなのか、このことに一過性のことなのか、このことに一過性のことなのか、このことに

ついては類推するしかないわけでありますけついては類推するしかないわけでありますけついては類推するしかないわけでありますけついては類推するしかないわけでありますけ

れども、しっかりとした分析をしてれども、しっかりとした分析をしてれども、しっかりとした分析をしてれども、しっかりとした分析をして、、、、その後その後その後その後

の議論ということになるんでしの議論ということになるんでしの議論ということになるんでしの議論ということになるんでしょうけれど。ょうけれど。ょうけれど。ょうけれど。    

    そこで具体的にそこで具体的にそこで具体的にそこで具体的にお尋ねお尋ねお尋ねお尋ねしたいことは、まずしたいことは、まずしたいことは、まずしたいことは、まず

１つは、病院の問題です。これは、５月１つは、病院の問題です。これは、５月１つは、病院の問題です。これは、５月１つは、病院の問題です。これは、５月 18181818

日の議員協議会の場だったと思うんですが、日の議員協議会の場だったと思うんですが、日の議員協議会の場だったと思うんですが、日の議員協議会の場だったと思うんですが、

ここでも私は指摘をしましたけれども、病院ここでも私は指摘をしましたけれども、病院ここでも私は指摘をしましたけれども、病院ここでも私は指摘をしましたけれども、病院

を再編するための推進スタッフ５名の、このを再編するための推進スタッフ５名の、このを再編するための推進スタッフ５名の、このを再編するための推進スタッフ５名の、この

人件費を４月１日の人件費を４月１日の人件費を４月１日の人件費を４月１日の異異異異動によって、市立病院動によって、市立病院動によって、市立病院動によって、市立病院

職員に移し職員に移し職員に移し職員に移し替える替える替える替えると。美唄市の地域医療をどと。美唄市の地域医療をどと。美唄市の地域医療をどと。美唄市の地域医療をど

うするか、その柱となる市立うするか、その柱となる市立うするか、その柱となる市立うするか、その柱となる市立・・・・労災の統合に労災の統合に労災の統合に労災の統合に

よる新しい病院の再編、よる新しい病院の再編、よる新しい病院の再編、よる新しい病院の再編、市立病院もかかわる市立病院もかかわる市立病院もかかわる市立病院もかかわる

ことである。事務的にことである。事務的にことである。事務的にことである。事務的にといいますかといいますかといいますかといいますか、連絡体、連絡体、連絡体、連絡体

制もその他も効率的であるとこういうような制もその他も効率的であるとこういうような制もその他も効率的であるとこういうような制もその他も効率的であるとこういうような

お答えがあったんですけれど、私は本末転倒、お答えがあったんですけれど、私は本末転倒、お答えがあったんですけれど、私は本末転倒、お答えがあったんですけれど、私は本末転倒、

筋違いも甚だしい筋違いも甚だしい筋違いも甚だしい筋違いも甚だしい。いま。いま。いま。いま、、、、まさに瀕死の重症まさに瀕死の重症まさに瀕死の重症まさに瀕死の重症

で、どうやってこの病院で、どうやってこの病院で、どうやってこの病院で、どうやってこの病院の経営の経営の経営の経営をどうしてをどうしてをどうしてをどうしていいいい

くのかという状況下の中で、５名もの人件費くのかという状況下の中で、５名もの人件費くのかという状況下の中で、５名もの人件費くのかという状況下の中で、５名もの人件費

を病院会計の中に負担をすると、こういうこを病院会計の中に負担をすると、こういうこを病院会計の中に負担をすると、こういうこを病院会計の中に負担をすると、こういうこ

とはやってはいけないということを申し上げとはやってはいけないということを申し上げとはやってはいけないということを申し上げとはやってはいけないということを申し上げ

ました。検討するような話をされておりましました。検討するような話をされておりましました。検討するような話をされておりましました。検討するような話をされておりまし

たが、改めて議員協議会で指摘をしたことをたが、改めて議員協議会で指摘をしたことをたが、改めて議員協議会で指摘をしたことをたが、改めて議員協議会で指摘をしたことを

踏まえて、この場で同じことをお尋ねします踏まえて、この場で同じことをお尋ねします踏まえて、この場で同じことをお尋ねします踏まえて、この場で同じことをお尋ねします

ので、その考え方についてお答えをいただきので、その考え方についてお答えをいただきので、その考え方についてお答えをいただきので、その考え方についてお答えをいただき

たいと思います。たいと思います。たいと思います。たいと思います。    

    それから、先ほど長谷川議員からもございそれから、先ほど長谷川議員からもございそれから、先ほど長谷川議員からもございそれから、先ほど長谷川議員からもござい

ましたけれども、地域医療の問題でお話がごましたけれども、地域医療の問題でお話がごましたけれども、地域医療の問題でお話がごましたけれども、地域医療の問題でお話がご

ざいました。これは、市立病院にかかわるこざいました。これは、市立病院にかかわるこざいました。これは、市立病院にかかわるこざいました。これは、市立病院にかかわるこ

とでございますので、それを絡めとでございますので、それを絡めとでございますので、それを絡めとでございますので、それを絡めて地域医療て地域医療て地域医療て地域医療

につながる議論になろうかと思いますけれど、につながる議論になろうかと思いますけれど、につながる議論になろうかと思いますけれど、につながる議論になろうかと思いますけれど、

６月６月６月６月 13131313 日付のプレス空知に日付のプレス空知に日付のプレス空知に日付のプレス空知に、安田労災病院院、安田労災病院院、安田労災病院院、安田労災病院院

長先生のインタビュー記事が載っておられま長先生のインタビュー記事が載っておられま長先生のインタビュー記事が載っておられま長先生のインタビュー記事が載っておられま

して、公的病院、市内から消滅する可能性もして、公的病院、市内から消滅する可能性もして、公的病院、市内から消滅する可能性もして、公的病院、市内から消滅する可能性も

とととといういういういうそういうそういうそういうそういうタイトルタイトルタイトルタイトルがありましがありましがありましがありまして、て、て、て、ここここここここ

ではいわば医師の確保見通しができていない、ではいわば医師の確保見通しができていない、ではいわば医師の確保見通しができていない、ではいわば医師の確保見通しができていない、

こういうことを中心に、事業の収支計画の見こういうことを中心に、事業の収支計画の見こういうことを中心に、事業の収支計画の見こういうことを中心に、事業の収支計画の見

通しも甘いと、それから期間が短い、こんな通しも甘いと、それから期間が短い、こんな通しも甘いと、それから期間が短い、こんな通しも甘いと、それから期間が短い、こんな

ことも出されて、これは大変実態を反映したことも出されて、これは大変実態を反映したことも出されて、これは大変実態を反映したことも出されて、これは大変実態を反映した

お話だろうと思いますが、締めはこれから頑お話だろうと思いますが、締めはこれから頑お話だろうと思いますが、締めはこれから頑お話だろうと思いますが、締めはこれから頑

張ると、頑張っていこうということでござい張ると、頑張っていこうということでござい張ると、頑張っていこうということでござい張ると、頑張っていこうということでござい

ました。これは、いまのところは労災病院のました。これは、いまのところは労災病院のました。これは、いまのところは労災病院のました。これは、いまのところは労災病院の

中の問題というこ中の問題というこ中の問題というこ中の問題ということですけれども、市立美唄とですけれども、市立美唄とですけれども、市立美唄とですけれども、市立美唄

病院に関しまして、この新しい病院へ病院に関しまして、この新しい病院へ病院に関しまして、この新しい病院へ病院に関しまして、この新しい病院へのののの移行移行移行移行

に向けて、残された、１年切ったに向けて、残された、１年切ったに向けて、残された、１年切ったに向けて、残された、１年切った 10101010 カ月、こカ月、こカ月、こカ月、こ

れれれれ何何何何ををををしなければならないかです。しなければならないかです。しなければならないかです。しなければならないかです。    

    私は同趣旨の私は同趣旨の私は同趣旨の私は同趣旨の発言をあらゆる場面でしてお発言をあらゆる場面でしてお発言をあらゆる場面でしてお発言をあらゆる場面でしてお

りますが、改めてお尋ねをしたいと思いますりますが、改めてお尋ねをしたいと思いますりますが、改めてお尋ねをしたいと思いますりますが、改めてお尋ねをしたいと思います

が、が、が、が、先ほど長谷川議員の質問に先ほど長谷川議員の質問に先ほど長谷川議員の質問に先ほど長谷川議員の質問に対して、この対して、この対して、この対して、この

中間取りまとめの説明をされて、これからさ中間取りまとめの説明をされて、これからさ中間取りまとめの説明をされて、これからさ中間取りまとめの説明をされて、これからさ

らに医師確保らに医師確保らに医師確保らに医師確保にににに動かれるという市長のご発言動かれるという市長のご発言動かれるという市長のご発言動かれるという市長のご発言

ございましたが、市立病院の医者、このいまございましたが、市立病院の医者、このいまございましたが、市立病院の医者、このいまございましたが、市立病院の医者、このいま

おられる医者、どんなご意向でしょうか。確おられる医者、どんなご意向でしょうか。確おられる医者、どんなご意向でしょうか。確おられる医者、どんなご意向でしょうか。確

認をなさったんでしょうか。しっかりとこれ認をなさったんでしょうか。しっかりとこれ認をなさったんでしょうか。しっかりとこれ認をなさったんでしょうか。しっかりとこれ

からも新しい病院にからも新しい病院にからも新しい病院にからも新しい病院に向向向向けて汗をかいていただけて汗をかいていただけて汗をかいていただけて汗をかいていただ

けるけるけるける、、、、当然派当然派当然派当然派遣元との協議も必要でしょうし、遣元との協議も必要でしょうし、遣元との協議も必要でしょうし、遣元との協議も必要でしょうし、

市長が使用者であります市立病院の医者、常市長が使用者であります市立病院の医者、常市長が使用者であります市立病院の医者、常市長が使用者であります市立病院の医者、常
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勤職で勤職で勤職で勤職で 10101010 人ぐらいの方でしょうか。やったか人ぐらいの方でしょうか。やったか人ぐらいの方でしょうか。やったか人ぐらいの方でしょうか。やったか

どうかそしてどういう状況ということでしょどうかそしてどういう状況ということでしょどうかそしてどういう状況ということでしょどうかそしてどういう状況ということでしょ

うか、把握をしておられるか。うか、把握をしておられるか。うか、把握をしておられるか。うか、把握をしておられるか。    

    それと、先ほども職員の問題が出されておそれと、先ほども職員の問題が出されておそれと、先ほども職員の問題が出されておそれと、先ほども職員の問題が出されてお

りましたが、本当に今後どうなるかというこりましたが、本当に今後どうなるかというこりましたが、本当に今後どうなるかというこりましたが、本当に今後どうなるかというこ

とで雇用不安、将来に向けた生活不安、こうとで雇用不安、将来に向けた生活不安、こうとで雇用不安、将来に向けた生活不安、こうとで雇用不安、将来に向けた生活不安、こう

いうものが職場の中で蔓延している状況があいうものが職場の中で蔓延している状況があいうものが職場の中で蔓延している状況があいうものが職場の中で蔓延している状況があ

ります。これはります。これはります。これはります。これは１つ１つ１つ１つの方向が出るというのがの方向が出るというのがの方向が出るというのがの方向が出るというのが

随分おくれてしまったと。先送り、先送りに随分おくれてしまったと。先送り、先送りに随分おくれてしまったと。先送り、先送りに随分おくれてしまったと。先送り、先送りに

なってきたと。努力をされてきたけれども時なってきたと。努力をされてきたけれども時なってきたと。努力をされてきたけれども時なってきたと。努力をされてきたけれども時

間かかってきたというのもありますけれども、間かかってきたというのもありますけれども、間かかってきたというのもありますけれども、間かかってきたというのもありますけれども、

新しい病新しい病新しい病新しい病院をつくろうとする側です。経営す院をつくろうとする側です。経営す院をつくろうとする側です。経営す院をつくろうとする側です。経営す

る側からすれば、新しい病院には優秀なスタる側からすれば、新しい病院には優秀なスタる側からすれば、新しい病院には優秀なスタる側からすれば、新しい病院には優秀なスタ

ッフをそろえたいし、そしてッフをそろえたいし、そしてッフをそろえたいし、そしてッフをそろえたいし、そして、、、、その新しい病その新しい病その新しい病その新しい病

院の開設の理念、共有をし、そして美唄の市院の開設の理念、共有をし、そして美唄の市院の開設の理念、共有をし、そして美唄の市院の開設の理念、共有をし、そして美唄の市

民のために再生していこうと、こういう強い民のために再生していこうと、こういう強い民のために再生していこうと、こういう強い民のために再生していこうと、こういう強い

責任をもって、責任感を責任をもって、責任感を責任をもって、責任感を責任をもって、責任感をももももって進めたい、そって進めたい、そって進めたい、そって進めたい、そ

ういうスタッフを集めたいというふうになるういうスタッフを集めたいというふうになるういうスタッフを集めたいというふうになるういうスタッフを集めたいというふうになる

わけでしょう。こういうことのためにも、いわけでしょう。こういうことのためにも、いわけでしょう。こういうことのためにも、いわけでしょう。こういうことのためにも、い

ま市立病院におられる、働いておられる医師ま市立病院におられる、働いておられる医師ま市立病院におられる、働いておられる医師ま市立病院におられる、働いておられる医師

含めた職員の方々が、そういう気持ちになる含めた職員の方々が、そういう気持ちになる含めた職員の方々が、そういう気持ちになる含めた職員の方々が、そういう気持ちになる

ようにしなければようにしなければようにしなければようにしなければいけないです。どなたが窓いけないです。どなたが窓いけないです。どなたが窓いけないです。どなたが窓

口になって口になって口になって口になってややややるのかわかりませんけれども。るのかわかりませんけれども。るのかわかりませんけれども。るのかわかりませんけれども。

これらはどういうように取り組まれているんこれらはどういうように取り組まれているんこれらはどういうように取り組まれているんこれらはどういうように取り組まれているん

ですか。この点について、お尋ねをしたいとですか。この点について、お尋ねをしたいとですか。この点について、お尋ねをしたいとですか。この点について、お尋ねをしたいと

思います。思います。思います。思います。    

    財政運営については、これは１回、すべて財政運営については、これは１回、すべて財政運営については、これは１回、すべて財政運営については、これは１回、すべて

トータル的にお尋ねをしたいことが１点ござトータル的にお尋ねをしたいことが１点ござトータル的にお尋ねをしたいことが１点ござトータル的にお尋ねをしたいことが１点ござ

いますが、先ほど公債費負担適正化ですいますが、先ほど公債費負担適正化ですいますが、先ほど公債費負担適正化ですいますが、先ほど公債費負担適正化です。。。。後後後後

期基本計画等の見直しについても市長は言及期基本計画等の見直しについても市長は言及期基本計画等の見直しについても市長は言及期基本計画等の見直しについても市長は言及

をされました。をされました。をされました。をされました。    

    私はこのことは私はこのことは私はこのことは私はこのことは、、、、後期基本計画後期基本計画後期基本計画後期基本計画がががができたとできたとできたとできたと

きから言っております。後期基本計画ができきから言っております。後期基本計画ができきから言っております。後期基本計画ができきから言っております。後期基本計画ができ

上がったときから言っている。示された財政上がったときから言っている。示された財政上がったときから言っている。示された財政上がったときから言っている。示された財政

推計等が推計等が推計等が推計等が投資的事業、普通建設事業の見方が投資的事業、普通建設事業の見方が投資的事業、普通建設事業の見方が投資的事業、普通建設事業の見方が

それで可能なのかと申し上げてきているんでそれで可能なのかと申し上げてきているんでそれで可能なのかと申し上げてきているんでそれで可能なのかと申し上げてきているんで

す。この新年度においても、その前段の議会す。この新年度においても、その前段の議会す。この新年度においても、その前段の議会す。この新年度においても、その前段の議会

でも、平成でも、平成でも、平成でも、平成 19191919 年年年年 07070707 年度の予算編成段階で見年度の予算編成段階で見年度の予算編成段階で見年度の予算編成段階で見

直直直直すということを市長おっしゃっている。ですということを市長おっしゃっている。ですということを市長おっしゃっている。ですということを市長おっしゃっている。で

もそのままできないまま今日きている。見直もそのままできないまま今日きている。見直もそのままできないまま今日きている。見直もそのままできないまま今日きている。見直

すにすにすにすにああああたってのポイントについても従来からたってのポイントについても従来からたってのポイントについても従来からたってのポイントについても従来から

ずっと申し上げてきてずっと申し上げてきてずっと申し上げてきてずっと申し上げてきていいいいる。人件費る。人件費る。人件費る。人件費１つ１つ１つ１つ取り取り取り取り

ましても、職員の適正配置計画というものがましても、職員の適正配置計画というものがましても、職員の適正配置計画というものがましても、職員の適正配置計画というものが

つくられています。いつまでにどうしようとつくられています。いつまでにどうしようとつくられています。いつまでにどうしようとつくられています。いつまでにどうしようと

いうものがいうものがいうものがいうものがですですですです。そのほかにも臨時、嘱託等。そのほかにも臨時、嘱託等。そのほかにも臨時、嘱託等。そのほかにも臨時、嘱託等

の過日の吉岡議員の質問にもありましたが、の過日の吉岡議員の質問にもありましたが、の過日の吉岡議員の質問にもありましたが、の過日の吉岡議員の質問にもありましたが、

300300300300 を超える定数外職員等も抱えた状況であを超える定数外職員等も抱えた状況であを超える定数外職員等も抱えた状況であを超える定数外職員等も抱えた状況であ

りますけれども、これらの廃止計画がある。りますけれども、これらの廃止計画がある。りますけれども、これらの廃止計画がある。りますけれども、これらの廃止計画がある。    

    この計画どおり進めば、この人件費というこの計画どおり進めば、この人件費というこの計画どおり進めば、この人件費というこの計画どおり進めば、この人件費という

ものがまさに自立に向けて財政の健全化に向ものがまさに自立に向けて財政の健全化に向ものがまさに自立に向けて財政の健全化に向ものがまさに自立に向けて財政の健全化に向

けて、これをやりきれば可能になけて、これをやりきれば可能になけて、これをやりきれば可能になけて、これをやりきれば可能になるというもるというもるというもるというも

のなのかどうなのか。青テーブルふやすことのなのかどうなのか。青テーブルふやすことのなのかどうなのか。青テーブルふやすことのなのかどうなのか。青テーブルふやすこと

が最近目に付くんですが、ふやすというのかが最近目に付くんですが、ふやすというのかが最近目に付くんですが、ふやすというのかが最近目に付くんですが、ふやすというのか

減った分だけまた盛り返すというのかちょっ減った分だけまた盛り返すというのかちょっ減った分だけまた盛り返すというのかちょっ減った分だけまた盛り返すというのかちょっ

とあれですけれども、人件費総体の抑制といとあれですけれども、人件費総体の抑制といとあれですけれども、人件費総体の抑制といとあれですけれども、人件費総体の抑制とい

うことからすると、単に数だけの問題ではなうことからすると、単に数だけの問題ではなうことからすると、単に数だけの問題ではなうことからすると、単に数だけの問題ではな

い部分もあります。頭でっかちの組織は、こい部分もあります。頭でっかちの組織は、こい部分もあります。頭でっかちの組織は、こい部分もあります。頭でっかちの組織は、こ

れは早死にするとよく言われております。やれは早死にするとよく言われております。やれは早死にするとよく言われております。やれは早死にするとよく言われております。や

はり足腰がしっかりとして、頭の小さいそうはり足腰がしっかりとして、頭の小さいそうはり足腰がしっかりとして、頭の小さいそうはり足腰がしっかりとして、頭の小さいそう

いう組織が元気になるという組織が元気になるという組織が元気になるという組織が元気になるともももも言言言言われております。われております。われております。われております。

私は最近の配置を見ると、果たしてそうなっ私は最近の配置を見ると、果たしてそうなっ私は最近の配置を見ると、果たしてそうなっ私は最近の配置を見ると、果たしてそうなっ

ているのかなという疑問もあるわけです。ているのかなという疑問もあるわけです。ているのかなという疑問もあるわけです。ているのかなという疑問もあるわけです。    

    １つは人件費の今後をどうするか。個々の１つは人件費の今後をどうするか。個々の１つは人件費の今後をどうするか。個々の１つは人件費の今後をどうするか。個々の

単価を薄めるのではな単価を薄めるのではな単価を薄めるのではな単価を薄めるのではなくて、しっかりとしたくて、しっかりとしたくて、しっかりとしたくて、しっかりとした

保障のもとに公務でどうやるべきなのか。こ保障のもとに公務でどうやるべきなのか。こ保障のもとに公務でどうやるべきなのか。こ保障のもとに公務でどうやるべきなのか。こ

れはアウトソーシングれはアウトソーシングれはアウトソーシングれはアウトソーシングををををどうすべきなのか。どうすべきなのか。どうすべきなのか。どうすべきなのか。

具体な職場を示して、それに向けて基準をつ具体な職場を示して、それに向けて基準をつ具体な職場を示して、それに向けて基準をつ具体な職場を示して、それに向けて基準をつ

くって、そして計画的に進めていくというこくって、そして計画的に進めていくというこくって、そして計画的に進めていくというこくって、そして計画的に進めていくというこ
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とです。とです。とです。とです。    

    その年の旬なその年の旬なその年の旬なその年の旬な、、、、その年度の銘柄を常に新しその年度の銘柄を常に新しその年度の銘柄を常に新しその年度の銘柄を常に新し

い血として採用しなければならないというこい血として採用しなければならないというこい血として採用しなければならないというこい血として採用しなければならないというこ

とで、これは人事当局のご判断、ここ何年かとで、これは人事当局のご判断、ここ何年かとで、これは人事当局のご判断、ここ何年かとで、これは人事当局のご判断、ここ何年か

続けておられる。私はこれはいいことだと思続けておられる。私はこれはいいことだと思続けておられる。私はこれはいいことだと思続けておられる。私はこれはいいことだと思

っています。欠員不補充がすべていいわけでっています。欠員不補充がすべていいわけでっています。欠員不補充がすべていいわけでっています。欠員不補充がすべていいわけで

はないと思っていますが、これらの人件費のはないと思っていますが、これらの人件費のはないと思っていますが、これらの人件費のはないと思っていますが、これらの人件費の

見方についてもポイントの見方についてもポイントの見方についてもポイントの見方についてもポイントの１つ１つ１つ１つとして必要でとして必要でとして必要でとして必要で

あろうし、建設事業は、先ほど公債費負担適あろうし、建設事業は、先ほど公債費負担適あろうし、建設事業は、先ほど公債費負担適あろうし、建設事業は、先ほど公債費負担適

正正正正化計画の中で、８億円等の新規の地方債の化計画の中で、８億円等の新規の地方債の化計画の中で、８億円等の新規の地方債の化計画の中で、８億円等の新規の地方債の

借入ということでしょう。一方、それに伴う借入ということでしょう。一方、それに伴う借入ということでしょう。一方、それに伴う借入ということでしょう。一方、それに伴う

事業費はどのようになっているかということ事業費はどのようになっているかということ事業費はどのようになっているかということ事業費はどのようになっているかということ

を明示をした上でなければならない。このを明示をした上でなければならない。このを明示をした上でなければならない。このを明示をした上でなければならない。この 19191919

年度の予算を見ても、計画に裏打ちされた予年度の予算を見ても、計画に裏打ちされた予年度の予算を見ても、計画に裏打ちされた予年度の予算を見ても、計画に裏打ちされた予

算ではないわけで算ではないわけで算ではないわけで算ではないわけでありまして、これらも今後ありまして、これらも今後ありまして、これらも今後ありまして、これらも今後

の計画見直しに当たってのポイントの１つでの計画見直しに当たってのポイントの１つでの計画見直しに当たってのポイントの１つでの計画見直しに当たってのポイントの１つで

す。す。す。す。    

    それから、これも何度も申し上げておりまそれから、これも何度も申し上げておりまそれから、これも何度も申し上げておりまそれから、これも何度も申し上げておりま

すとおり、いわば公共サービスの役割分担のすとおり、いわば公共サービスの役割分担のすとおり、いわば公共サービスの役割分担のすとおり、いわば公共サービスの役割分担の

具体的具体的具体的具体的なななな明示です。収入の確保についても自明示です。収入の確保についても自明示です。収入の確保についても自明示です。収入の確保についても自

立推進計画では立推進計画では立推進計画では立推進計画では、、、、この年度の夏には事業系のこの年度の夏には事業系のこの年度の夏には事業系のこの年度の夏には事業系の

ごみごみごみごみの見直しもやりますということを改訂版の見直しもやりますということを改訂版の見直しもやりますということを改訂版の見直しもやりますということを改訂版

の計画にある。今回の有料化の計画にある。今回の有料化の計画にある。今回の有料化の計画にある。今回の有料化については事業については事業については事業については事業

系の系の系の系のごみごみごみごみの見直しは提示されていない。こうの見直しは提示されていない。こうの見直しは提示されていない。こうの見直しは提示されていない。こう

いう状況もあります。いう状況もあります。いう状況もあります。いう状況もあります。    

    釈迦に説法ですからこれ以上申しませんが、釈迦に説法ですからこれ以上申しませんが、釈迦に説法ですからこれ以上申しませんが、釈迦に説法ですからこれ以上申しませんが、

これらの後期基本計画、自立推進計画、それこれらの後期基本計画、自立推進計画、それこれらの後期基本計画、自立推進計画、それこれらの後期基本計画、自立推進計画、それ

に伴う財政推計、こういったものを本気になに伴う財政推計、こういったものを本気になに伴う財政推計、こういったものを本気になに伴う財政推計、こういったものを本気にな

って計画行政を行おうとするのであれば、見って計画行政を行おうとするのであれば、見って計画行政を行おうとするのであれば、見って計画行政を行おうとするのであれば、見

直す作業、全力を挙げてください。お忙しい直す作業、全力を挙げてください。お忙しい直す作業、全力を挙げてください。お忙しい直す作業、全力を挙げてください。お忙しい

中でしょうが、優秀なスタッフたくさんおら中でしょうが、優秀なスタッフたくさんおら中でしょうが、優秀なスタッフたくさんおら中でしょうが、優秀なスタッフたくさんおら

れるわけだから、いつまでにどうやろうとしれるわけだから、いつまでにどうやろうとしれるわけだから、いつまでにどうやろうとしれるわけだから、いつまでにどうやろうとし

ているのか、その考え方についてお示しいたているのか、その考え方についてお示しいたているのか、その考え方についてお示しいたているのか、その考え方についてお示しいた

だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。だきたいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    紫藤議員の質問に順次お紫藤議員の質問に順次お紫藤議員の質問に順次お紫藤議員の質問に順次お

答えします。答えします。答えします。答えします。    

    初めに、初めに、初めに、初めに、ごごごごみみみみの処理の問題でございますけの処理の問題でございますけの処理の問題でございますけの処理の問題でございますけ

れども、れども、れども、れども、ごみごみごみごみは私先ほど言いました数字でごは私先ほど言いました数字でごは私先ほど言いました数字でごは私先ほど言いました数字でご

ざいますけれども、ざいますけれども、ざいますけれども、ざいますけれども、16161616 年とか年とか年とか年とか、、、、17171717 年に年に年に年にまたまたまたまた減減減減

りまして、りまして、りまして、りまして、18181818 年等がまたふえてきていると、年等がまたふえてきていると、年等がまたふえてきていると、年等がまたふえてきていると、

こういう中で、これについては単年度、こういう中で、これについては単年度、こういう中で、これについては単年度、こういう中で、これについては単年度、例例例例ええええ

ばばばば 16161616 年度で台風による風倒木とか、農村のビ年度で台風による風倒木とか、農村のビ年度で台風による風倒木とか、農村のビ年度で台風による風倒木とか、農村のビ

ニールハウス等の部分の受け入れをせざるをニールハウス等の部分の受け入れをせざるをニールハウス等の部分の受け入れをせざるをニールハウス等の部分の受け入れをせざるを

得得得得ないという中で、特殊事情によってふえたないという中で、特殊事情によってふえたないという中で、特殊事情によってふえたないという中で、特殊事情によってふえた

部分ございます。全体としては部分ございます。全体としては部分ございます。全体としては部分ございます。全体としてはごみごみごみごみの状況はの状況はの状況はの状況は

減ってございます。減ってございます。減ってございます。減ってございます。    

    ただ、リサイクル率がただ、リサイクル率がただ、リサイクル率がただ、リサイクル率が 17171717 年度年度年度年度 13.113.113.113.1 高かっ高かっ高かっ高かっ

たたたたんですけれど、また下がってしまった、こんですけれど、また下がってしまった、こんですけれど、また下がってしまった、こんですけれど、また下がってしまった、こ

のあたりは十分分析しなければいけないなとのあたりは十分分析しなければいけないなとのあたりは十分分析しなければいけないなとのあたりは十分分析しなければいけないなと

思っておりま思っておりま思っておりま思っておりまして、再度言われるように目標して、再度言われるように目標して、再度言われるように目標して、再度言われるように目標

値に関しまして、年度の目標設定、これも十値に関しまして、年度の目標設定、これも十値に関しまして、年度の目標設定、これも十値に関しまして、年度の目標設定、これも十

分必要だと思いますので、これについてはい分必要だと思いますので、これについてはい分必要だと思いますので、これについてはい分必要だと思いますので、これについてはい

ろいろ検討してまいりたいと思っております。ろいろ検討してまいりたいと思っております。ろいろ検討してまいりたいと思っております。ろいろ検討してまいりたいと思っております。    

    それと、基本的に生ごみをどうするかといそれと、基本的に生ごみをどうするかといそれと、基本的に生ごみをどうするかといそれと、基本的に生ごみをどうするかとい

う問題でございますけれども、いままでは南う問題でございますけれども、いままでは南う問題でございますけれども、いままでは南う問題でございますけれども、いままでは南

空知で広域で話はしておりましたけれども、空知で広域で話はしておりましたけれども、空知で広域で話はしておりましたけれども、空知で広域で話はしておりましたけれども、

なかなかこれがほかの市町村と連携がうまくなかなかこれがほかの市町村と連携がうまくなかなかこれがほかの市町村と連携がうまくなかなかこれがほかの市町村と連携がうまく

いっていない、相談がなかなかできない状況いっていない、相談がなかなかできない状況いっていない、相談がなかなかできない状況いっていない、相談がなかなかできない状況

でございます。そこで私ども、この生ごみ等でございます。そこで私ども、この生ごみ等でございます。そこで私ども、この生ごみ等でございます。そこで私ども、この生ごみ等

に関しまして、他の地域のいまある施設にこに関しまして、他の地域のいまある施設にこに関しまして、他の地域のいまある施設にこに関しまして、他の地域のいまある施設にこ

れを委託する、処理を委託するというこの方れを委託する、処理を委託するというこの方れを委託する、処理を委託するというこの方れを委託する、処理を委託するというこの方

法もいまあわせて検討しておりまして、この法もいまあわせて検討しておりまして、この法もいまあわせて検討しておりまして、この法もいまあわせて検討しておりまして、この

問題をしっかり解決しなければいけないなと問題をしっかり解決しなければいけないなと問題をしっかり解決しなければいけないなと問題をしっかり解決しなければいけないなと

思っております。思っております。思っております。思っております。    

    それからいま言われるように、堆肥化等のそれからいま言われるように、堆肥化等のそれからいま言われるように、堆肥化等のそれからいま言われるように、堆肥化等の

問題等もございます。市としましては過去に問題等もございます。市としましては過去に問題等もございます。市としましては過去に問題等もございます。市としましては過去に

コンポストをお借りして、ある程度希望するコンポストをお借りして、ある程度希望するコンポストをお借りして、ある程度希望するコンポストをお借りして、ある程度希望する
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家庭にはお配りできたものと考えております。家庭にはお配りできたものと考えております。家庭にはお配りできたものと考えております。家庭にはお配りできたものと考えております。

今後さらに今後さらに今後さらに今後さらに段段段段ボールを使った堆肥化とか、出ボールを使った堆肥化とか、出ボールを使った堆肥化とか、出ボールを使った堆肥化とか、出

前ミニ講座などの充実によりまして、さまざ前ミニ講座などの充実によりまして、さまざ前ミニ講座などの充実によりまして、さまざ前ミニ講座などの充実によりまして、さまざ

まな面から検討して、家庭における減量化のまな面から検討して、家庭における減量化のまな面から検討して、家庭における減量化のまな面から検討して、家庭における減量化の

促進に促進に促進に促進に取り組んでまいりたいと思っておりま取り組んでまいりたいと思っておりま取り組んでまいりたいと思っておりま取り組んでまいりたいと思っておりま

す。す。す。す。    

    ごみ問題というのは、家庭から出るごみをごみ問題というのは、家庭から出るごみをごみ問題というのは、家庭から出るごみをごみ問題というのは、家庭から出るごみを

どうするかというこういう問題でございますどうするかというこういう問題でございますどうするかというこういう問題でございますどうするかというこういう問題でございます

ので、このあたりをしっかりした目線で取りので、このあたりをしっかりした目線で取りので、このあたりをしっかりした目線で取りので、このあたりをしっかりした目線で取り

組んで組んで組んで組んでまいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。    

    それから、次に市立病院の病院再編推進室それから、次に市立病院の病院再編推進室それから、次に市立病院の病院再編推進室それから、次に市立病院の病院再編推進室

の人件費ということで、病院再編推進室といの人件費ということで、病院再編推進室といの人件費ということで、病院再編推進室といの人件費ということで、病院再編推進室とい

う名前の中、私ども病院会計において支出すう名前の中、私ども病院会計において支出すう名前の中、私ども病院会計において支出すう名前の中、私ども病院会計において支出す

ることとしてございますけれども、一般会計ることとしてございますけれども、一般会計ることとしてございますけれども、一般会計ることとしてございますけれども、一般会計

の負担につきましては、国の繰出金通知などの負担につきましては、国の繰出金通知などの負担につきましては、国の繰出金通知などの負担につきましては、国の繰出金通知など

を踏まえまして、今後対応してまいりたいとを踏まえまして、今後対応してまいりたいとを踏まえまして、今後対応してまいりたいとを踏まえまして、今後対応してまいりたいと

考えて考えて考えて考えているものです。いるものです。いるものです。いるものです。    

    それから、新病院開設に向けた取り組みにそれから、新病院開設に向けた取り組みにそれから、新病院開設に向けた取り組みにそれから、新病院開設に向けた取り組みに

ついてでありますが、ついてでありますが、ついてでありますが、ついてでありますが、先般、市立病院の医師先般、市立病院の医師先般、市立病院の医師先般、市立病院の医師

全員に対しまして、私から全員に対しまして、私から全員に対しまして、私から全員に対しまして、私から「「「「中間取りまとめ中間取りまとめ中間取りまとめ中間取りまとめ」」」」

の内容について説明を行い、協力を要請したの内容について説明を行い、協力を要請したの内容について説明を行い、協力を要請したの内容について説明を行い、協力を要請した

ところでございます。今後はさらにところでございます。今後はさらにところでございます。今後はさらにところでございます。今後はさらに、、、、個々の個々の個々の個々の

医師に対しまして協医師に対しまして協医師に対しまして協医師に対しまして協力を要請するほか、早急力を要請するほか、早急力を要請するほか、早急力を要請するほか、早急

にににに、、、、労働健康福祉機構との連携を図りながら労働健康福祉機構との連携を図りながら労働健康福祉機構との連携を図りながら労働健康福祉機構との連携を図りながら

両病院長と両病院長と両病院長と両病院長と伴に伴に伴に伴に大学医局はじめ北海道及び関大学医局はじめ北海道及び関大学医局はじめ北海道及び関大学医局はじめ北海道及び関

係機関等に対しまして、医師派遣について要係機関等に対しまして、医師派遣について要係機関等に対しまして、医師派遣について要係機関等に対しまして、医師派遣について要

請するほか、あらゆる手段を講じて医師確保請するほか、あらゆる手段を講じて医師確保請するほか、あらゆる手段を講じて医師確保請するほか、あらゆる手段を講じて医師確保

に努めていく考えでございます。に努めていく考えでございます。に努めていく考えでございます。に努めていく考えでございます。    

    新病院は持続可能な病院にすることが重要新病院は持続可能な病院にすることが重要新病院は持続可能な病院にすることが重要新病院は持続可能な病院にすることが重要

であると考えておりますので、今後であると考えておりますので、今後であると考えておりますので、今後であると考えておりますので、今後、、、、機構と機構と機構と機構と

新病院の職員配置等具体的な詰めを行うこと新病院の職員配置等具体的な詰めを行うこと新病院の職員配置等具体的な詰めを行うこと新病院の職員配置等具体的な詰めを行うこと

ととととしておりますので、職員にはできるだけ早しておりますので、職員にはできるだけ早しておりますので、職員にはできるだけ早しておりますので、職員にはできるだけ早

期に説明を行い、意向を確認した上で対応し期に説明を行い、意向を確認した上で対応し期に説明を行い、意向を確認した上で対応し期に説明を行い、意向を確認した上で対応し

てまいりたいと考えているところでございまてまいりたいと考えているところでございまてまいりたいと考えているところでございまてまいりたいと考えているところでございま

す。す。す。す。    

    いずれにいたしましても、医師確保に全力いずれにいたしましても、医師確保に全力いずれにいたしましても、医師確保に全力いずれにいたしましても、医師確保に全力

を挙げるととを挙げるととを挙げるととを挙げるとともに、雇用の確保は重要な課題もに、雇用の確保は重要な課題もに、雇用の確保は重要な課題もに、雇用の確保は重要な課題

であることから新病院開設に向けて最大限のであることから新病院開設に向けて最大限のであることから新病院開設に向けて最大限のであることから新病院開設に向けて最大限の

努力を傾注してまいりたいと思っております。努力を傾注してまいりたいと思っております。努力を傾注してまいりたいと思っております。努力を傾注してまいりたいと思っております。    

    それからそれからそれからそれから自立自立自立自立健全化計画健全化計画健全化計画健全化計画にににについてでありまついてでありまついてでありまついてでありま

すが、現在すが、現在すが、現在すが、現在、、、、美唄美唄美唄美唄 21212121 世紀まちづくりプラン後世紀まちづくりプラン後世紀まちづくりプラン後世紀まちづくりプラン後

期計画基本計画期計画基本計画期計画基本計画期計画基本計画のののの財政推計の見直し作業を行財政推計の見直し作業を行財政推計の見直し作業を行財政推計の見直し作業を行

っておりますが、再生法制など国の動向や公っておりますが、再生法制など国の動向や公っておりますが、再生法制など国の動向や公っておりますが、再生法制など国の動向や公

債費負担適正化計画、職員定員の適正化計画債費負担適正化計画、職員定員の適正化計画債費負担適正化計画、職員定員の適正化計画債費負担適正化計画、職員定員の適正化計画

など踏まえまして、自立推進計画を見直してなど踏まえまして、自立推進計画を見直してなど踏まえまして、自立推進計画を見直してなど踏まえまして、自立推進計画を見直して

まいりたいと考えているところでございます。まいりたいと考えているところでございます。まいりたいと考えているところでございます。まいりたいと考えているところでございます。    

    あと数点ありましたけれども、建設事業のあと数点ありましたけれども、建設事業のあと数点ありましたけれども、建設事業のあと数点ありましたけれども、建設事業の

実施計画実施計画実施計画実施計画がががが見えないという中では、これにつ見えないという中では、これにつ見えないという中では、これにつ見えないという中では、これにつ

きましては毎年度の予算編成、財源等きましては毎年度の予算編成、財源等きましては毎年度の予算編成、財源等きましては毎年度の予算編成、財源等踏まえ踏まえ踏まえ踏まえ

て事前評価により事業の選択と周知を図ってて事前評価により事業の選択と周知を図ってて事前評価により事業の選択と周知を図ってて事前評価により事業の選択と周知を図って

まいりたいと考えてございます。まいりたいと考えてございます。まいりたいと考えてございます。まいりたいと考えてございます。    

    それと人件費の問題でございますけれども、それと人件費の問題でございますけれども、それと人件費の問題でございますけれども、それと人件費の問題でございますけれども、

職員配置に当たっては新たな行政課題、市民職員配置に当たっては新たな行政課題、市民職員配置に当たっては新たな行政課題、市民職員配置に当たっては新たな行政課題、市民

ニーズ、施策など社会情勢等の変化等に的確ニーズ、施策など社会情勢等の変化等に的確ニーズ、施策など社会情勢等の変化等に的確ニーズ、施策など社会情勢等の変化等に的確

かつ弾力的に対応することを基本としておりかつ弾力的に対応することを基本としておりかつ弾力的に対応することを基本としておりかつ弾力的に対応することを基本としており

まして、定員適正化計画に基づいて人件費をまして、定員適正化計画に基づいて人件費をまして、定員適正化計画に基づいて人件費をまして、定員適正化計画に基づいて人件費を

推計してまいりたいと考えております。推計してまいりたいと考えております。推計してまいりたいと考えております。推計してまいりたいと考えております。    

    それと市民との役割分担の問題でございまそれと市民との役割分担の問題でございまそれと市民との役割分担の問題でございまそれと市民との役割分担の問題でございま

すけれども、これにつきましては協働のまちすけれども、これにつきましては協働のまちすけれども、これにつきましては協働のまちすけれども、これにつきましては協働のまち

づくり指針を策定しましたので、この指針にづくり指針を策定しましたので、この指針にづくり指針を策定しましたので、この指針にづくり指針を策定しましたので、この指針に

基づいて基づいて基づいて基づいて、、、、今後進めてまいりたいと考えてお今後進めてまいりたいと考えてお今後進めてまいりたいと考えてお今後進めてまいりたいと考えてお

ります。ります。ります。ります。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    13131313 番番番番紫藤政則議員。紫藤政則議員。紫藤政則議員。紫藤政則議員。    

●●●●13131313 番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員番紫藤政則議員    このごみ問題、美唄でこのごみ問題、美唄でこのごみ問題、美唄でこのごみ問題、美唄で

歴史的な、目論見どおりに歴史的な、目論見どおりに歴史的な、目論見どおりに歴史的な、目論見どおりにいいいいけばけばけばけば 10101010 月を迎え月を迎え月を迎え月を迎え

るわけです。深川の例でいけば、家庭の平均るわけです。深川の例でいけば、家庭の平均るわけです。深川の例でいけば、家庭の平均るわけです。深川の例でいけば、家庭の平均

のご負担がのご負担がのご負担がのご負担が 7,0007,0007,0007,000 円程度になるかというもの円程度になるかというもの円程度になるかというもの円程度になるかというもの

です。です。です。です。    
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    課題というのは課題というのは課題というのは課題というのは様々様々様々様々あって、これは明日議あって、これは明日議あって、これは明日議あって、これは明日議

論されると思いますけれど、この契機に何を論されると思いますけれど、この契機に何を論されると思いますけれど、この契機に何を論されると思いますけれど、この契機に何を

しなければならないかということを私は申ししなければならないかということを私は申ししなければならないかということを私は申ししなければならないかということを私は申し

上げたつもりです。施策を打ち出すべきでな上げたつもりです。施策を打ち出すべきでな上げたつもりです。施策を打ち出すべきでな上げたつもりです。施策を打ち出すべきでな

いかということを申し上げたんです。具体的いかということを申し上げたんです。具体的いかということを申し上げたんです。具体的いかということを申し上げたんです。具体的

なことを申し上げた。生ごみの減量化というなことを申し上げた。生ごみの減量化というなことを申し上げた。生ごみの減量化というなことを申し上げた。生ごみの減量化という

ことについては、繰り返し言いませんけことについては、繰り返し言いませんけことについては、繰り返し言いませんけことについては、繰り返し言いませんけれれれれど、ど、ど、ど、

平成３平成３平成３平成３年からこの補助を行っていたようで年からこの補助を行っていたようで年からこの補助を行っていたようで年からこの補助を行っていたようでああああ

ります。そのります。そのります。そのります。その後後後後、、、、ご自分で用意をされて、生ご自分で用意をされて、生ご自分で用意をされて、生ご自分で用意をされて、生

ごみを家庭で処理をすると、こういうことをごみを家庭で処理をすると、こういうことをごみを家庭で処理をすると、こういうことをごみを家庭で処理をすると、こういうことを

実践しておいでになる方もいる。しかし実践しておいでになる方もいる。しかし実践しておいでになる方もいる。しかし実践しておいでになる方もいる。しかし、、、、どどどど

の程度の方がやっておられるのかというデーの程度の方がやっておられるのかというデーの程度の方がやっておられるのかというデーの程度の方がやっておられるのかというデー

タお持ちですか。普及率がどうなっているかタお持ちですか。普及率がどうなっているかタお持ちですか。普及率がどうなっているかタお持ちですか。普及率がどうなっているか

ということを把握なさっているでしょうか。ということを把握なさっているでしょうか。ということを把握なさっているでしょうか。ということを把握なさっているでしょうか。    

    私は、この生ごみをごみとして出さない、私は、この生ごみをごみとして出さない、私は、この生ごみをごみとして出さない、私は、この生ごみをごみとして出さない、

このことが最終処分場のこのことが最終処分場のこのことが最終処分場のこのことが最終処分場の耐用耐用耐用耐用限界を、寿命を限界を、寿命を限界を、寿命を限界を、寿命を

延ばすと、これにつながるものだと思ってい延ばすと、これにつながるものだと思ってい延ばすと、これにつながるものだと思ってい延ばすと、これにつながるものだと思ってい

ます。いま砂川でこの処理施設、コストかかます。いま砂川でこの処理施設、コストかかます。いま砂川でこの処理施設、コストかかます。いま砂川でこの処理施設、コストかか

るわけです、これにしたって。ただで受け入るわけです、これにしたって。ただで受け入るわけです、これにしたって。ただで受け入るわけです、これにしたって。ただで受け入

れてくれないわけでしょう。れてくれないわけでしょう。れてくれないわけでしょう。れてくれないわけでしょう。いまですよ、やいまですよ、やいまですよ、やいまですよ、や

らなければならないのは。多少らなければならないのは。多少らなければならないのは。多少らなければならないのは。多少実施がずれ込実施がずれ込実施がずれ込実施がずれ込

んでも、この時期逃したらだめです。段ボーんでも、この時期逃したらだめです。段ボーんでも、この時期逃したらだめです。段ボーんでも、この時期逃したらだめです。段ボー

ルで全部用足りるとするならばいいんですけルで全部用足りるとするならばいいんですけルで全部用足りるとするならばいいんですけルで全部用足りるとするならばいいんですけ

れども、私段ボールのことよくわかりません。れども、私段ボールのことよくわかりません。れども、私段ボールのことよくわかりません。れども、私段ボールのことよくわかりません。

ケチってはいけないと思います。ケチってはいけないと思います。ケチってはいけないと思います。ケチってはいけないと思います。    

    ぜひそういった状況を、これ答申にも言っぜひそういった状況を、これ答申にも言っぜひそういった状況を、これ答申にも言っぜひそういった状況を、これ答申にも言っ

ているではないですか。私はあちこちの答申ているではないですか。私はあちこちの答申ているではないですか。私はあちこちの答申ているではないですか。私はあちこちの答申

見たわけではないですけれど、この推進審議見たわけではないですけれど、この推進審議見たわけではないですけれど、この推進審議見たわけではないですけれど、この推進審議

会の答申というのは、見事に状況を押会の答申というのは、見事に状況を押会の答申というのは、見事に状況を押会の答申というのは、見事に状況を押ささささえらえらえらえら

れて役を果たしておられると思います。書いれて役を果たしておられると思います。書いれて役を果たしておられると思います。書いれて役を果たしておられると思います。書い

ていますていますていますていますよよよよ、これ。きめ細かな対応について。、これ。きめ細かな対応について。、これ。きめ細かな対応について。、これ。きめ細かな対応について。    

    この平年度化すれば家庭ごみの有料化に伴この平年度化すれば家庭ごみの有料化に伴この平年度化すれば家庭ごみの有料化に伴この平年度化すれば家庭ごみの有料化に伴

う収入がどうなるか、１億円にはならないだう収入がどうなるか、１億円にはならないだう収入がどうなるか、１億円にはならないだう収入がどうなるか、１億円にはならないだ

ろうとこういう人もいまろうとこういう人もいまろうとこういう人もいまろうとこういう人もいますし、すし、すし、すし、7,0007,0007,0007,000 万円か万円か万円か万円か

8,0008,0008,0008,000 万円かだろうかという人もいますし、万円かだろうかという人もいますし、万円かだろうかという人もいますし、万円かだろうかという人もいますし、

最初にごみ最初にごみ最初にごみ最初にごみ袋を袋を袋を袋を何年分も買ってしまえば次の何年分も買ってしまえば次の何年分も買ってしまえば次の何年分も買ってしまえば次の

年はそうならないのではないかという人もい年はそうならないのではないかという人もい年はそうならないのではないかという人もい年はそうならないのではないかという人もい

ますけれど。ますけれど。ますけれど。ますけれど。    

    各自治体が、先ほど言ったように先進的に各自治体が、先ほど言ったように先進的に各自治体が、先ほど言ったように先進的に各自治体が、先ほど言ったように先進的に

もこの有料化と同時に施策を講じている、そもこの有料化と同時に施策を講じている、そもこの有料化と同時に施策を講じている、そもこの有料化と同時に施策を講じている、そ

して分別についても再認識していただいていして分別についても再認識していただいていして分別についても再認識していただいていして分別についても再認識していただいてい

る。将来はこの生ごみの分別だってしなけれる。将来はこの生ごみの分別だってしなけれる。将来はこの生ごみの分別だってしなけれる。将来はこの生ごみの分別だってしなけれ

ばならない状況あるわけでしょう。排出業者ばならない状況あるわけでしょう。排出業者ばならない状況あるわけでしょう。排出業者ばならない状況あるわけでしょう。排出業者

との協議だってどうやって進めるか。いまのとの協議だってどうやって進めるか。いまのとの協議だってどうやって進めるか。いまのとの協議だってどうやって進めるか。いまの

話では、いままでやってきたことやりますと話では、いままでやってきたことやりますと話では、いままでやってきたことやりますと話では、いままでやってきたことやりますと

いうことしか言っていないわけだから。いうことしか言っていないわけだから。いうことしか言っていないわけだから。いうことしか言っていないわけだから。    

    その年によって台風がありました、その年によって台風がありました、その年によって台風がありました、その年によって台風がありました、何があ何があ何があ何があ

りました、当然あるんです。結果見てこうだりました、当然あるんです。結果見てこうだりました、当然あるんです。結果見てこうだりました、当然あるんです。結果見てこうだ

った、ああだったではなくて、これ計画は計った、ああだったではなくて、これ計画は計った、ああだったではなくて、これ計画は計った、ああだったではなくて、これ計画は計

画で変更もあり画で変更もあり画で変更もあり画で変更もあり得得得得るんです。しかし、仕事はるんです。しかし、仕事はるんです。しかし、仕事はるんです。しかし、仕事は

日々の積み重ね、これらが成果として出るわ日々の積み重ね、これらが成果として出るわ日々の積み重ね、これらが成果として出るわ日々の積み重ね、これらが成果として出るわ

けですから。けですから。けですから。けですから。    

    これ以上申しません。同じ考えであればそこれ以上申しません。同じ考えであればそこれ以上申しません。同じ考えであればそこれ以上申しません。同じ考えであればそ

れで結構ですが、私はタイミングを失してはれで結構ですが、私はタイミングを失してはれで結構ですが、私はタイミングを失してはれで結構ですが、私はタイミングを失しては

いけないと思います。ケチるなとこう言いたいけないと思います。ケチるなとこう言いたいけないと思います。ケチるなとこう言いたいけないと思います。ケチるなとこう言いた

い。有効な手数料の使い方、特定財源の使いい。有効な手数料の使い方、特定財源の使いい。有効な手数料の使い方、特定財源の使いい。有効な手数料の使い方、特定財源の使い

方です。減債基金に積むと、借金の償還に方です。減債基金に積むと、借金の償還に方です。減債基金に積むと、借金の償還に方です。減債基金に積むと、借金の償還に充充充充

てるというような使い方、てるというような使い方、てるというような使い方、てるというような使い方、これはこれはこれはこれは結果として結果として結果として結果として

そうなったんでしょうけれど、そうなったんでしょうけれど、そうなったんでしょうけれど、そうなったんでしょうけれど、ごみの処理費ごみの処理費ごみの処理費ごみの処理費

用、あわせて減量化対策、排出抑制化対策に用、あわせて減量化対策、排出抑制化対策に用、あわせて減量化対策、排出抑制化対策に用、あわせて減量化対策、排出抑制化対策に

充てると、こ充てると、こ充てると、こ充てると、こういうことが必要だろうと思いういうことが必要だろうと思いういうことが必要だろうと思いういうことが必要だろうと思い

ますが、これ以上聞きませんからしっかりとますが、これ以上聞きませんからしっかりとますが、これ以上聞きませんからしっかりとますが、これ以上聞きませんからしっかりと

答えてください。答えてください。答えてください。答えてください。    

    それから財政運営です。鳥取の知事やってそれから財政運営です。鳥取の知事やってそれから財政運営です。鳥取の知事やってそれから財政運営です。鳥取の知事やって

おられた片山さん、書いておられます。彼はおられた片山さん、書いておられます。彼はおられた片山さん、書いておられます。彼はおられた片山さん、書いておられます。彼は

議会のことも書いておられまして、この議場議会のことも書いておられまして、この議場議会のことも書いておられまして、この議場議会のことも書いておられまして、この議場

が八百長試合とか学芸会ではよくないとこうが八百長試合とか学芸会ではよくないとこうが八百長試合とか学芸会ではよくないとこうが八百長試合とか学芸会ではよくないとこう

言うんです。学芸会はでき上がった台本を読言うんです。学芸会はでき上がった台本を読言うんです。学芸会はでき上がった台本を読言うんです。学芸会はでき上がった台本を読
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みみみみ合合合合うと、双方。八百長というのはもう結論うと、双方。八百長というのはもう結論うと、双方。八百長というのはもう結論うと、双方。八百長というのはもう結論

出ているやつを、この場で話し合うだけだと。出ているやつを、この場で話し合うだけだと。出ているやつを、この場で話し合うだけだと。出ているやつを、この場で話し合うだけだと。

この八百長試合と学芸会をなくさない限りは、この八百長試合と学芸会をなくさない限りは、この八百長試合と学芸会をなくさない限りは、この八百長試合と学芸会をなくさない限りは、

議会が市民の信頼を得るものにならない。本議会が市民の信頼を得るものにならない。本議会が市民の信頼を得るものにならない。本議会が市民の信頼を得るものにならない。本

音の議論が戦わされないということを言って音の議論が戦わされないということを言って音の議論が戦わされないということを言って音の議論が戦わされないということを言って

いるんです。いるんです。いるんです。いるんです。    

    全部が全部が全部が全部が全部そうできるか別にしましても、全部そうできるか別にしましても、全部そうできるか別にしましても、全部そうできるか別にしましても、

極力そういう議論をしたいと思うんですが、極力そういう議論をしたいと思うんですが、極力そういう議論をしたいと思うんですが、極力そういう議論をしたいと思うんですが、

これで終わりにしますが、市長はこのこれで終わりにしますが、市長はこのこれで終わりにしますが、市長はこのこれで終わりにしますが、市長はこの様々な様々な様々な様々な

いまの現状を考えられて、負債総額いまの現状を考えられて、負債総額いまの現状を考えられて、負債総額いまの現状を考えられて、負債総額 550550550550 億円、億円、億円、億円、

こういう状況、そして連結赤字比率こういう状況、そして連結赤字比率こういう状況、そして連結赤字比率こういう状況、そして連結赤字比率 19.919.919.919.9、こ、こ、こ、こ

れは朝日新聞の報道によれば、美唄は全国でれは朝日新聞の報道によれば、美唄は全国でれは朝日新聞の報道によれば、美唄は全国でれは朝日新聞の報道によれば、美唄は全国で

22222222 位、全道位、全道位、全道位、全道 10101010 位というランク付けて新聞屋位というランク付けて新聞屋位というランク付けて新聞屋位というランク付けて新聞屋

が分析していたんです。北海道新聞でいきまが分析していたんです。北海道新聞でいきまが分析していたんです。北海道新聞でいきまが分析していたんです。北海道新聞でいきま

すとすとすとすと 10101010 の範囲には入っていない。これは捉まの範囲には入っていない。これは捉まの範囲には入っていない。これは捉まの範囲には入っていない。これは捉ま

え方によるんでしょうけれども、係数もえ方によるんでしょうけれども、係数もえ方によるんでしょうけれども、係数もえ方によるんでしょうけれども、係数も 19.919.919.919.9

ではなくてではなくてではなくてではなくて二十点幾らです。そういうふうに二十点幾らです。そういうふうに二十点幾らです。そういうふうに二十点幾らです。そういうふうに

出ている。出ている。出ている。出ている。お聞きをすれば、お聞きをすれば、お聞きをすれば、お聞きをすれば、これは水道等のこれは水道等のこれは水道等のこれは水道等の

内部留保資金が入れるかど内部留保資金が入れるかど内部留保資金が入れるかど内部留保資金が入れるかどうかだろうかだろうかだろうかだろううううというというというという

話もされておりましたけれども、そして話もされておりましたけれども、そして話もされておりましたけれども、そして話もされておりましたけれども、そして、、、、ここここ

のいまの現状をかんがみて、前にもお尋ねをのいまの現状をかんがみて、前にもお尋ねをのいまの現状をかんがみて、前にもお尋ねをのいまの現状をかんがみて、前にもお尋ねを

したが、北海道新聞のアンケート調査に対ししたが、北海道新聞のアンケート調査に対ししたが、北海道新聞のアンケート調査に対ししたが、北海道新聞のアンケート調査に対し

て、このまま推移をすれば病院問題が大きなて、このまま推移をすれば病院問題が大きなて、このまま推移をすれば病院問題が大きなて、このまま推移をすれば病院問題が大きな

足かせになって、５年以内に財政再建団体に足かせになって、５年以内に財政再建団体に足かせになって、５年以内に財政再建団体に足かせになって、５年以内に財政再建団体に

なる可能性について触れられていたわけだが、なる可能性について触れられていたわけだが、なる可能性について触れられていたわけだが、なる可能性について触れられていたわけだが、

まだそんなに日にち経っていませんけれど、まだそんなに日にち経っていませんけれど、まだそんなに日にち経っていませんけれど、まだそんなに日にち経っていませんけれど、

いまどのようなご認識に立っておられるのか、いまどのようなご認識に立っておられるのか、いまどのようなご認識に立っておられるのか、いまどのようなご認識に立っておられるのか、

最後にお尋ねをしたいと思います。最後にお尋ねをしたいと思います。最後にお尋ねをしたいと思います。最後にお尋ねをしたいと思います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君●市長桜井道夫君    生ごみの取り扱いでござ生ごみの取り扱いでござ生ごみの取り扱いでござ生ごみの取り扱いでござ

いますけれども、私どもいままでそういう形いますけれども、私どもいままでそういう形いますけれども、私どもいままでそういう形いますけれども、私どもいままでそういう形

で平成３年度からで平成３年度からで平成３年度からで平成３年度から12121212年度まで、年度まで、年度まで、年度まで、合合合合わせてわせてわせてわせて2005200520052005

個の堆肥容器の助成を行っていると、こうい個の堆肥容器の助成を行っていると、こうい個の堆肥容器の助成を行っていると、こうい個の堆肥容器の助成を行っていると、こうい

うことで希望する世帯につきましてもほぼ対うことで希望する世帯につきましてもほぼ対うことで希望する世帯につきましてもほぼ対うことで希望する世帯につきましてもほぼ対

応できたということでございます。応できたということでございます。応できたということでございます。応できたということでございます。    

    生ごみというのは生ごみというのは生ごみというのは生ごみというのは、、、、やっぱり今後さらにいやっぱり今後さらにいやっぱり今後さらにいやっぱり今後さらにい

ろんな施策を講じながら取り組んでまいりたろんな施策を講じながら取り組んでまいりたろんな施策を講じながら取り組んでまいりたろんな施策を講じながら取り組んでまいりた

いと、その中でいと、その中でいと、その中でいと、その中で、、、、私どもは１つの段ボールの私どもは１つの段ボールの私どもは１つの段ボールの私どもは１つの段ボールの

堆肥化とか、出前ミニ講座で地域の方々にい堆肥化とか、出前ミニ講座で地域の方々にい堆肥化とか、出前ミニ講座で地域の方々にい堆肥化とか、出前ミニ講座で地域の方々にい

ろんな形で生ごみの資源化等を、いろんな形ろんな形で生ごみの資源化等を、いろんな形ろんな形で生ごみの資源化等を、いろんな形ろんな形で生ごみの資源化等を、いろんな形

を講じて対応していただけるよう、考えていを講じて対応していただけるよう、考えていを講じて対応していただけるよう、考えていを講じて対応していただけるよう、考えてい

るところでございます。るところでございます。るところでございます。るところでございます。    

    とにかく生ごみの部分につきましては、広とにかく生ごみの部分につきましては、広とにかく生ごみの部分につきましては、広とにかく生ごみの部分につきましては、広

域でしっかり処理しなければ域でしっかり処理しなければ域でしっかり処理しなければ域でしっかり処理しなければ対応できないも対応できないも対応できないも対応できないも

のと、そしてのと、そしてのと、そしてのと、そして、、、、今回有料化することでこれは今回有料化することでこれは今回有料化することでこれは今回有料化することでこれは

当然減量化につながると、そういう趣旨から当然減量化につながると、そういう趣旨から当然減量化につながると、そういう趣旨から当然減量化につながると、そういう趣旨から

今回提案している部分でございますので、こ今回提案している部分でございますので、こ今回提案している部分でございますので、こ今回提案している部分でございますので、こ

のあたりは従来の考えどおり進めさせていたのあたりは従来の考えどおり進めさせていたのあたりは従来の考えどおり進めさせていたのあたりは従来の考えどおり進めさせていた

だきたいと思っております。だきたいと思っております。だきたいと思っております。だきたいと思っております。    

    それから財政運営についてでございますけそれから財政運営についてでございますけそれから財政運営についてでございますけそれから財政運営についてでございますけ

れど、いろいろ数値が朝日新聞とか道新に出れど、いろいろ数値が朝日新聞とか道新に出れど、いろいろ数値が朝日新聞とか道新に出れど、いろいろ数値が朝日新聞とか道新に出

まして、本当に数値がまして、本当に数値がまして、本当に数値がまして、本当に数値が 20202020 超えるか超えないか、超えるか超えないか、超えるか超えないか、超えるか超えないか、

このあたりは数値の捉え方このあたりは数値の捉え方このあたりは数値の捉え方このあたりは数値の捉え方ががががいろいろあるといろいろあるといろいろあるといろいろあると

思いますけれども、本当に危機的な状況だと思いますけれども、本当に危機的な状況だと思いますけれども、本当に危機的な状況だと思いますけれども、本当に危機的な状況だと

認識しております。そのため、病院をこのま認識しております。そのため、病院をこのま認識しております。そのため、病院をこのま認識しております。そのため、病院をこのま

まの体制で維持できないという中で、統合とまの体制で維持できないという中で、統合とまの体制で維持できないという中で、統合とまの体制で維持できないという中で、統合と

いう問題を私ども投げかけた中で、この抜本いう問題を私ども投げかけた中で、この抜本いう問題を私ども投げかけた中で、この抜本いう問題を私ども投げかけた中で、この抜本

策を講じているもの策を講じているもの策を講じているもの策を講じているもののののの、これがなかなかいま、これがなかなかいま、これがなかなかいま、これがなかなかいま

医師の確保、これは緊急にやらなければいけ医師の確保、これは緊急にやらなければいけ医師の確保、これは緊急にやらなければいけ医師の確保、これは緊急にやらなければいけ

ないということで、私ないということで、私ないということで、私ないということで、私はははは美唄市を財政の再建美唄市を財政の再建美唄市を財政の再建美唄市を財政の再建

団体になるのを回避するために、この抜本策団体になるのを回避するために、この抜本策団体になるのを回避するために、この抜本策団体になるのを回避するために、この抜本策

を講じているということで考えてございますを講じているということで考えてございますを講じているということで考えてございますを講じているということで考えてございます

けれども、これにつきましてはいろんな状況けれども、これにつきましてはいろんな状況けれども、これにつきましてはいろんな状況けれども、これにつきましてはいろんな状況

について適時議会に報告しながら、いろんなについて適時議会に報告しながら、いろんなについて適時議会に報告しながら、いろんなについて適時議会に報告しながら、いろんな

判断等を判断等を判断等を判断等を仰仰仰仰いでいきたいと考えております。いでいきたいと考えております。いでいきたいと考えております。いでいきたいと考えております。    

    いずれにしましても、いずれにしましても、いずれにしましても、いずれにしましても、公債公債公債公債費適正化計画で費適正化計画で費適正化計画で費適正化計画で

大体起債が８億円、その程度に縮小せざるを大体起債が８億円、その程度に縮小せざるを大体起債が８億円、その程度に縮小せざるを大体起債が８億円、その程度に縮小せざるを

得得得得ませんから、当然公共事業に関しましては、ませんから、当然公共事業に関しましては、ませんから、当然公共事業に関しましては、ませんから、当然公共事業に関しましては、
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いま財政推計を見直しているという中で大幅いま財政推計を見直しているという中で大幅いま財政推計を見直しているという中で大幅いま財政推計を見直しているという中で大幅

に縮減せざるを得ないに縮減せざるを得ないに縮減せざるを得ないに縮減せざるを得ないということでということでということでということで、こうい、こうい、こうい、こうい

う将来負担を考えたときに、そう将来負担を考えたときに、そう将来負担を考えたときに、そう将来負担を考えたときに、そういう中でのういう中でのういう中でのういう中での

起債の借入を抑える中での財政運営をしてや起債の借入を抑える中での財政運営をしてや起債の借入を抑える中での財政運営をしてや起債の借入を抑える中での財政運営をしてや

らなければいけないと。らなければいけないと。らなければいけないと。らなければいけないと。    

    ただ、ただ、ただ、ただ、公共事業というのは、これをすべて公共事業というのは、これをすべて公共事業というのは、これをすべて公共事業というのは、これをすべて

なくすということではなくて、やはり必要ななくすということではなくて、やはり必要ななくすということではなくて、やはり必要ななくすということではなくて、やはり必要な

事業、そしてまちの活性化にとってどうして事業、そしてまちの活性化にとってどうして事業、そしてまちの活性化にとってどうして事業、そしてまちの活性化にとってどうして

もこれはしなければならない、このあたりはもこれはしなければならない、このあたりはもこれはしなければならない、このあたりはもこれはしなければならない、このあたりは

財源をしっかり、いろんな有利な財源を確保財源をしっかり、いろんな有利な財源を確保財源をしっかり、いろんな有利な財源を確保財源をしっかり、いろんな有利な財源を確保

しながらしながらしながらしながら取り進めて取り進めて取り進めて取り進めていかなければだめだと思いかなければだめだと思いかなければだめだと思いかなければだめだと思

っておりますので、活性化を一応考慮しながっておりますので、活性化を一応考慮しながっておりますので、活性化を一応考慮しながっておりますので、活性化を一応考慮しなが

らまちの財政の健全性を図っていくとこの両らまちの財政の健全性を図っていくとこの両らまちの財政の健全性を図っていくとこの両らまちの財政の健全性を図っていくとこの両

立立立立てで考えたいと思っていますので、ご理解てで考えたいと思っていますので、ご理解てで考えたいと思っていますので、ご理解てで考えたいと思っていますので、ご理解

願います。願います。願います。願います。    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国夫君国夫君国夫君国夫君    以上で一般質問を終わり以上で一般質問を終わり以上で一般質問を終わり以上で一般質問を終わり

ます。ます。ます。ます。    

    

●議長林●議長林●議長林●議長林    国国国国夫君夫君夫君夫君    これをもって本日の日程これをもって本日の日程これをもって本日の日程これをもって本日の日程

は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。は全部終了いたしました。    

    本日はこれをもって本日はこれをもって本日はこれをもって本日はこれをもって散会散会散会散会いたします。いたします。いたします。いたします。    

    

午後２午後２午後２午後２時時時時５５５５５５５５分分分分    散会散会散会散会    


